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序 に 代 え て

電子計算機によ る情報処理は,社 会 ・経済 の発展に ともない,各 種情報の蓄積 ・加工 ・供給 を最 も

有機的,効 果的に進める担 い手 として,最 近 とくに その役割の重要性が認識されて きてお ります。

また,情 報処理その もの も,第3世 代電子計算機 の登場以来,そ の利用分野の拡大 とともに経営 の

意志決定システ ム,コ ンピュー タの不特定多数による共同利用 とい った高度化 の方向が検討されつつ

あ り,従 来の事後処理的な利用から見 る と,現 在の情報処理は大 きな発展期を迎えてい るともいえ ま

す。

この よ うな情勢 において情報 処理およひ情報処理産業の前途には解決を要す る幾多の課題があ りま

す。

すなわち,現 代 の企業は ます ます大規模化の傾向にあ り,組 織 も複雑化 しつつあります。 このため

組織内で扱われ る情報 も増大す る一方で,企 業 の経営においては情報管理が重要 な問題 とな り,組 織

のあらゆ る人 に対 して必要な ときに必要な情報 を必要な形で与えることので きるよ うな情報 システム

の確立が強 く望 まれ てきてお ります。

この実務上の要求か ら現在確 立されっつある情報 シス テムにおいて特に重要な ものがデータを集 中

管理す る大容量 フ ァイル システムであ ります。当財団は情幸良処理 に関す るこれ ら諸問題解決のため,

各種の調査,研 究事業 を実施 してお りますが,こ の研究報告書はその一環 として大容量 の記憶装置に

よる情報の貯蔵 と検 索方式 の研究を推進 するため,(株 管 理工学研究所 に委託 した調査研究の結果 をと

りまとめた もの であ ります∩

なお,こ の事業は 日本 自転車振興会の機械工業振興資金に よる 「昭和43年 度,情 報処理 に関す る

調査 ・研究補助事業 」の うち,「 機械工業 に関す る情報の検索 システ ムとプログラムの開発」の一部

として実施 した ものであ ります。

ここに本研究実施 にご尽力な らびに御支援 を賜 わった関係各位に心 より感謝の意を表 します ととも

に,本 報告 が,各 方面に利用 され,わ が国情報処理産業発展 の一助 として寄一与で きますよ う念願 いた

す次第 であ ります。

昭和44年3月

(財)日 本情報処理開発センター

会長 難 波 捷 吾
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は じ め に

情報検索 は,こ れだげで独立 しているものではな い,入 事管理,在 庫管理,あ るいは資料管理 と呼

ばれ る,い わ@る 情報管理システ/Aの 中 での,情 報 の収集,蓄 積,検 索,配 布,を 中心 とした1つ の

作業 である。

'情報検索 をさらに細 分 してみ ると,(1情 報 の収集 ・整理,② その情報から新 しい情報(2次 情 報,

3次 情 報)の 作成,③ 収集あ るいは作成 した情報 の蓄積,(4澗 合 せに応 じて,必 要 な情報を探索 し,

利用者に提供するとい った作業が含 まれてい る。

情報検 索 とい う仕事 に必ず しも電子計算機 を使用 す る必要はな い。 しかし大量 の蓄積情報 の中から

必要 な情報を探 しだすとい う作業 につきものの,時 間 のかかる単純な作業 の繰 り返 し,お よび情報 の

出入 りのはげ しい蓄積情報フ ァイルの保 守な どの作業を機械化 し,自 動化するとい う目的 から,い く

つ かの専用機械が開発 され,ま た一般 の情報処理 に使 用 している汎用電子計算機 が利 用され るように

な った。

現在,電 子計算機 を使用 した情報検索 システムでは,収 集 した情報 の整理,そ れか らの新 しし情 報

の作成,蓄 積,探 索 といった作業のほ とんどをシステマチ ックに計算機を使 用 して行な うように設計

されていたが,こ こで問題 となるこ とは,ハ ー ドウ'エァの問題 として,記 憶装置の容量 と探索時間が

あ り,ソ フ トウェア の問題 として,(i)情 報 のシステム内での表現'(ii)収集 情報 から新 しい情報を作成

す る方法,㈹ 蓄積情報 ファイルの構成方法 と探索方法,av)検 索情報の表現方法,な どがある。

情報検索の技 術については,昭 和40年 に社団法人 日本電子工業振 興協会 で発行 した報告書 があ る

が,そ の当時 か ら現在 にいたるまでに,電 子計算機 のソフ トウェアの面 では,オ ンラインリアルタイ

ムによる情報処理技術 の面 では進 歩があ ったが,情 報検索の技術 では特 にいち じるしい発展 はなかっ

た。この期間は,こ れ まで に開発 された技術 の実用化の問題 が検討 され,い くつか のシス テムが開発

された実用 化の期 間であ った。

そ こでこの報告書 では,「 新 しい検 索技 術 と検索 システムに関す る基礎理論 の体系化」 とい う標題

で,第1章 でぱi)情 報 検索 とい う作業の概略,冊 情報 の整理(シ ス テム内での情報 の表現)の 理論的

な考察,(m蓄 積 情報 のフ ァイル構成 と探索方法 のハー ドウェア,ソ フ トウェアの両面 からの体 系的な

解説,第2章,第3章 では,大 型電子計算機 を使 用 したいくつかの情報検索システムについて,そ の

扱 う情報 の種類,フ ァイル の大 きさ,シ ステム作成に要 した人員,費 用な どについてそれぞれ解説 し

た。 また付録 として ランダムアクセス メモ リ(磁 気ディスク,磁 気 ドラム)の ハー ド的機能 を一覧 表

にま とめ てあ る。

オ ンライ▽ リアル タイムで計 算機 と会話 しなが ら情報 のフ ァイルの検索をする とい.う情報検 索シス



テム では,処 理時 間(フ ァイル探索 に要 する時間な ど)を できるだけ小 さ くするとい うような,あ る

探索時間 を限定 し,そ の条件 のもとにファイルを構成 しなければな らない問題がある。また ファイル

の探索手順 もパ ッチ処理 によるフ ァイル探索手順 と形式的に多少異 なる。すなわち最初 の会話 である

範囲 の情報 を探索 し,何 回か の会話 のや りとりで,そ の範囲を縮少 し,利 用者 が満足す るような回答

が得 られ るよ うにフ ァイルを設計する必要 がある と考 えられる。 しか し,オ ンライン リアル タイムで

もバ ッチ処理で も,情 報 フ ァイルの構成 と探索技術 の面 で本質的 に異な るものでない。そ こでこの報

告書 ではオ ンラインリアルタイムの情報 検索 システムのファイル構成お よび探索技術 にっいては特筆

することを避けた。

なお,本 報告書 の作成 に関 しては,い ろいろの点で下記 の方々の御協力,御 教示をいただいた。深

く感謝す る。 、

関 根 智 明

小 林 功 武

坂 本 徹 朗

久 保 来 診

笹 森 勝之助

大 駒 誠 一

昆 野 誠 司

大 瀬 貴 宏

秋 元 宏

松 下 真佐子

(慶 応 大学)

(ユ ニパ ック総合研究所)

(東 洋 レー ヨン)

(日 本IBM)

(日 本科学技 術情 報 センター)

(慶 応大学)

(管 理 工学研究所)
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情 報 検 索 の 理 論第1章





一
一3一

1.1 情 報 検 索 の概 略

現在,一 般 にいわれ てい る 「情報検 索」 とは,「 情報を貯え てお き,必 要に応 じてこれを取 り出し

て使用す る」とい うことで ある。

これを狭義に解 釈すれば,「 ある事柄 についての情報を集め,こ れをファイルに貯えてお き,問 合

せに応 じて,蓄 積 してある情報その ものをフ ァイルから探 し出すこと」 となり,決 して,「 貯 えられ

ているい くつかの情 報か ら新 し く情報 を作 り出 し,こ れを問合 せの回答 とする」 ことは行 なわない∩

現在実用化されてい る情報検 索 システムは,ほ とん どこの狭義の情報検索である∩

た とえば,あ る情報 のフ ァイルに次のよ うな情報が貯え られてい るとす る。

(1)虎 は 中国 とイン ドに棲 む。

㈹ 動物園には虎か いる・

⑩ 東京に動物園があ る。

これだけの情報が貯え られ ているとする。これに対 して,「 東京に虎が いるか?」 とい う問合せに

対 して,狭 義の情報検 索では,「YES」 とい う回答 を出さない。

情報 検索 とい う仕事には次の6つ 作業があ る。

1)情 報 の収集

2)情 報 の整理

3)情 報 のファイル作成

4)問 合ぜの分析

5)情 報 のフ ァイルの探索

6)情 報 の配 布

2)の 情 報の整理では,無 形の情報あるいはある種 の自然言語 で表現されてい る情報を,特 定の表

現(自 然言語,記 号 コー ド,数 値)に 変 え,ま た有用 な情報の選択を行な う。

3)の 情 報のフ ァイル作成 では,こ れらの蓄積情報 をフ ァイノレの探索の便宜を考えて フ ァイルにま

とめる0

4)で は 問合せを分析 し,ど の情報 ファイル を,ど のよ うな手 順で探索 し,何 を回答 として出力す

るかを指定 した 「探索指令」を作成 す る。

5)で 探 索指令 に従 って,情 報の ファイルを探索す るa

電 子計算機 を利用 した情報検索 シス テ ムでは,情 報の ファイル はランダ ムアクセス メモ リ(磁 気 デ
ひ

イスク,磁 気 ドラム),あ るいは磁気 テープに作 られ る。 ファイルの探 索の中心にな る作業は
,フ ァ

イルの中の個 々の情報 と,問 合せか ら作成 した探索指令 との照合であるが,ほ とん どのシステ ムでは,
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ランダ ムアクセスメモ リか ら情報 を主記憶(磁 気 コアメモ リ)に 読 み出 し,そ こで照合を行な ってい

るo



一5一

1.2情 報検索におけ る最近の進歩

1.2.1序 論

1.2.1.1は し が き

次 に来 たるべ き社会は 「超技術社 会」であ って,そ れは物財 の生産を中心 とす る社会 から,多 様

な情報 を主体 とする社会への転換である,と いわれている。農業社会や工業社会では物 質とエネル

ギー経済 の主役を演じて きたが,未 来の情報社会 では無形の知的生産財が主役 とな る見通 しであ る

とい うア ッピールである』)

この情報化社会を支え るものは,大 型電子計算機 と通信技術にょる時分割や即 時処理,多 重処理

のシステムと大容量 ファイル の情報 検索技術 とであろ う。

大型 電子計算機 を時分割で利用する考 えは,1959年 にC .ス トライキーと1.マ ッカーシー

に よって提案 され,こ の概 念がマサチューセ ッツ工科大学 に引きつがれて,1961年 に具体化 さ

れた。それ以後,人 間と電子計算機 との間の応 答特性を改善 させ るものとして,ま た情報産業 の技

術的基盤 として,急 速な勢いで脚光を浴びている。

ハー ドウエ アの面では・ このよ うに着 々と足 固めがなされてきてい るが,も う一方 の柱である大

容量 フ ァイルの情報検索 システムについ ては,そ の開発が まだ緒 についたばか りである。その鳴矢

として注 目されるのは,米 国におけるGhemicalAbstractsの 情幸臣検索システムと
,

NationalLibraryofMedjcineのMEDLARSシ ステム,わ が国におけるJI

CST情 報検 索システムである。

このよ うな大規模 の情報検索システムを考 えるときに要点 とな るものは何 であろ うか。それは第

1に 大容量 ファイルの維持,検 索の問題 であり,第2に 多数 の利用者を同時にこなす時分割即時処

理 一 さらにその機 能を フルに利用 した人間本位 の使用法の問題 であろう。

これ らの問題を論ず るための導入 として,情 報検 索の概 観と最近の傾向 にふれてお く必要がある
。'

1.2.1.2{青 幸艮 検 索

情報検 索は,情 報 の収集,整 理,提 供 の全工程を対象 とす る技術である。その うちの整理の部分

を担当す るのは索引法であるが,整 理が うまく行なえなければ,収 集も提供 も行なえない とい うこ

とから考えると・索引法は情 報検索 の中心的部分を占めているといえる。そ してまた技術的 に特 に

問題が多いのも索引法である。

索引は,対 象物(文 献 など)の 記述,索 引語,そ れらの ファイル中におけ る住所,の3要 素か ら

なる。索引法 とは与 えられた(情 報担体 としての)文 献 より上記の3要 素を取出 してファイ リング

を行ない,要 求 に応 じて ファイル探 索を行な う技法をい う。 これから索引化の過程は,次 の4段 階
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か らな り,そ れぞれ別名がつけ られてい る。

a索 引語 の抽 出一主題分析

b索 引語 の コー ド化 一コー ド化

Cフ ァイルの構成==蓄 積(狭 義)

dと りだ し=検 索(狭 義)

この索引システムの概念図をあげれば 図1.2..

1の とお りである。すなわち,収 集された文献

は,ま ず ファイルのための住所記号がつけ られ

る。ついで主題分析が行 なわれ索引語が決め ら

れ,書 誌 事項(文 献 の記述:著 者,タ イ トル,

出典な ど)の 記録が行なわれ,そ れ らの コー ド

化が行なわれ る。そ して,住 所記号 に従 って文

献 自身 も索引の要素 もそれぞれ ファイリングさ

れる。 その後,検 索の要求が起 った時は,文 献

の分析 と同 じ過程 を通 って索引語 コー ドを決め:

フ ァイル上で照合を行なえば よい。

現在,索 引法はひじ ょうに精密なもの にな り

つつ ある。人によっては,こ の ような精密 化は

技術に溺 れるものであって,実 際上は無用の長

物 となす との主張 もあ る、確 に,小 規模 の索引

では,そ れが一覧可能 である故 に,ど のよ うな 図1.2.1索 引 システムの概念図

方法を とっても問題はでて こない し,自 家製の索引(自 分で作 って自分で使 う)で は・記憶の助け

が あるから,や は り問題は少ない のがふつ うであ る。 しか しなが ら,数 万,数 十万の項 目を持つ大.

規 模な索引では,一 覧不可能,記 憶の援 助が ない などの故 に・複雑な問題が生 じ・経験法則だけで

は律 し切 れない。 また同じファイルを作 るにして も経 済上 の理 由から最少限の項 目で要求 を充足 し

よ うとす ると,そ こに使われる技法 も巧 徽たらざるを得ないで あろう。

現在の索引法は確 に精密化 してきてはい るが,一 方においてそれらの適用は小規模 ファイルに と

どまり,未 だ大規模 システムの洗礼を受 けていない。 ここに技術の脆 弱な面が存在す るか もしれな

い。その意味において大規模化 に向 う現在 において,も う一度 その基礎 を洗直 してみる必要があろ

う。

1.2.G.5情 報 の形式

情報 は一 つの無形物 であ って,そ れが伝達 された り利用 されるためには担体 が必要 である。それ

薩 ・えば語 とか囎 とかである.そ してそれ渋 らに伝達されるため四 ・領 字識 とか融
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な どの媒体 にのる必要がある。 章 物 性 の 種 類

このように して記録 された情報 は,内
・

1気 体の諸性質 p-7一 τ関係 ・臨界定数 ・屈折率

容的 には もちろん,形 式的 にもお よそ考 2液 体の諸性質 密度 ・熱膨 張係数 ・圧縮率 ・音速度
屈折率 ・表面張力 ・誘電率 ・双極 力

え られ るありとあらゆる形 態を とって,伝 モ ー メ ン ト

伝達 されている。それ らは一見種々雑多 3熱 力学的ピ頃 熱 容 量 ・エ ン タル ピ ー ・エ ン トロ ピ
一 ・自 由 エ ネ ル ギ ー ・熱 力学 線 図 ・

なように見られるが,よ く見れば そこに 生成熱 ・燃焼熱

部分的にある一定の形式的な定着が行な 4蒸 気 圧 蒸気圧 ・融点 ・沸点 ・各転相潜熱 ・

われている。 5気 液 平 衡 エ ーy関 係 ・平 衡 比 ・ア ゼ オ ト ロ ー
プ ・活量係数

たとえば,「 物性値 デー タ」は各物質

6溶 解 平 衡 溶解度 ・分配係数 ・溶解熱 ・活量係
につ さ図1.2.2の よ うな 項 目が 扱 わ れ る 。 数

これらの項 目範囲は細部では差があるが, 7粘 性 係 数 気体 ・液体

中心的なもの密度 とか誘電率な どはすべ

てに共通で ある。 一

また 「人事デー タ」では,図1:2.3の

よ うな項目構成 が一般 的で ある。す なわ

ち・①社内歴:入 社後 の給与 所属 職

8熱 伝 導 熱 気体 ・液体 ・固体 ・プ ラントル数

9拡 散 係 数 気相 ・液相 ・固相 ・シュ ミット数

そ の 他(総 説 ・資料 ・ノモグ ラフ)

図1.2.2雛 定数 篠 の内樋 目2)

(化 学 工学協会編 丸善.1965)

位 な ど,② 人事記録:入 社時 の社員の記録(住 所,学 歴,家 族等)と 入社後の記録(教 育・勤務状

況等)の すべ てを含んぢ もの,③ 評価記録:個 々人 についての属性 の他,入 社試験 の点数・面接'

評価記録,人 事考課の結果,社 内講習受講歴 とその評価,等 々,④ 特技記録:技 能,経 験・特有の

資格等の記録である。
へ

これらの定型的記録物 の特徴 は,項 目が比較的定着 していて,そ の項 目の意味解釈をめ ぐって意

見が分れない ことにある。た とえば"入 社時の社 員の住所","あ る物質の融点"の 意味が不明確

だとい う人 はいない。そ して これ らの項 目の内容が・後 に索引化を行な った場合に・、索引語 になる

のであるから,主 題分析は簡単 である といえる。いかな る観点か らその記録を索引すべきか,と い

うその観点を,カ テ ゴリーと呼ぶ ことにすれば,こ れらは索引 カテゴリー定着型 であ る。

これに対 し,い わゆる文献 と呼ばれる記録物は未分化であって,索 引 カテ ゴリー不定型である。

索引 カテ ゴリーは主題分野 によって異な り,そ の上同一主題分野 中でもシステムによ って一定 しな

い。たとえば,化 学において,文 献を 「物 質名 と反応」だけで表現 しようとす る試み もあれば,

「原料,反 応,生 成物,触 媒,構 造,測 定,操 作」などの観点か ら索引語を抽 出しようとす る方向

もある。

そして出てきた 索引語 の うちで も,た とえば化合物名は特異な存在で,い わゆ る分析的 と呼ばれ

る構成 をなす。た とえば 「スル ファニル酸」 とい う索引語は 「ベンゼン環 一一ア ミノ基 一 スル フ

ォン基」な どと分解で きる。
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また一般の 索引語 にも,こ の方 法は使われてい る。た とえば 「寒暖計」を 「空気 一 温度 一 測

定」などと分解するのが これである。

すなわち,索 引 カテ ゴリー不定 型 にあっては,与 えられた記録物をいかな る観点で分析す るかが

不定であるのみな らず,使 われる索引語 自身の型 も不定である,と い う特徴があ る。

情報検索をシ ステム として動かすためにはこれ らの不定型 の記録物を定型処理に持 って行 く必要

がある。 これが主題分析の問題 である。

情報 検索においては,そ の典型 的処理対象と してす ぐに 「文献」を選ぶかプその理 由は上記のよ

うな扱い難 くさがあって,こ の不定型が処理できるよ うなら,定 着型 は十分に可能 である とい う見

通 しがあるか らである。

1.2.1.4最 近の傾向

最近数年 の間に情報検 索の分野は急速 に拡張 し,そ の関係者 として言語学者,数 学者,電 子計算

機専門家などが名を連 らねるに至 った。その当然の結果 として,い ろいろ新 らしい手法が持ち込 ま

れ,道 具立 てが豊富 になってきてい る。たとえば,索 引語抽 出のための統計的相関法 とか,構 文分

析法,グ ラフ理論等 々があ る。

しか し,こ の手法 の提案 のされ方は,あ る手法が適用 された結果欠陥が発見 されその修正案 とし

て提示 されたものが大部分なので,総 合的評価がされていない。 また,提 案 なので定性的にはは っ

きりしてい るが,定 量的デー タの乏 しい憾 み もあった。

最近の傾向の一つ として,こ れら手法 の定量的評価が行なわれるようにな った ことが挙げられる。

本章では,こ れら手法 間の比較定量 の実験結果 として,SMARTシ ステ ムの報告 を扱 う。

もうひ とつの傾向 として情報検 索のオンライン ・リアルタイム ・システムの適用が ある。今 まで

にもこの傾向はあったが,そ れ らは計算機 を安 く使 お うとい う計算機本位 の考え方が強か った。 し

か し最近では,情 報検索 システムの弱点が何であるかを考え,そ の補強索 としてオンライン リアル

タイムが必要 であるとい う方向に変 ってきている。 その一例 として本章ではGoodyearAero-

spaceCorporationに お けるテ ストを紹介す る。

基本 的な方向では情 報検索システムの形式化 の傾向があげ られる。情報検 索には先 に述べたよ う

に種々の手法があるが,そ れらに共通的 に存在す る性質,す なわちそれが情報検 索手法 の本質であ

るが,そ れは何 か,を 問お うとす るのである。また,よ り総合的,大 規模な システ ムを設計する際

に,ど のよ うな手法が問題の どの範囲 までを本質的 にカバーす るものかを完全に押えてお く必要 が

あるが,そ のための見通 しをつけ る意味 もあるであろう。 この→1と して本 章ではUniversity

ofPennsylvaniaのWeaverの 報告 を扱 う。

その他の傾向 としては,情 報検 索システムを シ ミュレー トしてその特性 を見 よ うとする試 みがあ

げられる。情報検 索シ ステムは複雑な システムで あって,そ の振 舞いが予め定量的 には抱え難い。

したが って,シ ミュレーションを行な ってみるには好個の対 象である,と いえる。ただ これ まで報
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告 されたのは・ご く単純 なシステムを想定 して行なわれてい るので,そ の結 果が実際上 の参考 にな

るとはい えない。む しろ,技 法的に可能 なことを試 している段階であ るとい える。その意味で,紙

数の関係 もあ って本章ではと り上げなか った。

以下それぞれについて詳細を紹介す る。

1.2.2種 々 な 検 索 手 法 間 の 効 率 比 較

1。2.2.1は し が き

情報検 索の手法 については・今 までいろいろな人 が各種 の方法を考え発表 してきた。そこには言

語学者あ り・論理学者 あ り・数学家あ り,計 算機専門家あ りで,そ れぞれの立場か ら情報問題解決

への新方法・新用具 の提示が行なわれてきた。たとえば,言 語学者は自然語 の構造を直接分析 して

その間の関係を引出 し検索に使 うとい う構文分析法を提示 した し,ま た統計学者は頻度お よび相関

分析 の手法を応用 して文献中の定数 を見つける方向を示唆 し,図 書館員,ド キュメンタリス トらは分

類法や同意語辞書,Thesaurusを 持 ち出す,と い った状態で あった。

そ してそれらの手法聞には相当な討論が繰返 され,お 互いに自己のものを良 しとして譲らぬ風潮

も見 られた。索引語抽出のベースについてもタイトルだけで十分有効 とす るもの1)タ イ トル より抄

録,抄 録 より全文を主張す るもの,り な どがある し,索 引語の構成 についても分類派 とキーワー ド

派 との論争はたえなか った。

このよ うな状況下にある現在 において重要な ことは・新 らしい手法を考 え出す ことよりも,現 存

の手法間の比較 を行なって どれが もっとも有効な手法であるかを決定する ことである
。さらに一歩

進めていか なる環 境のもとではいなる手法(あ るいは手法 の組合せ)が 有効 であるか,を 決 めるこ

とであ る。

SMARTシ ステムによるLeskの 実1験報告4)は これらの点につきひ とつの解答を与 えるも

のであろ う。以下彼 に従い その実験結果を述べ る。と共にSMARTシ ステムの概要を付記す る
。Lesk

の実験 内容がわかるためには,SMARTシ ステムの構造がわか らなければならないからであ る
。5)

1.2.2.21、eskの 実験結果(ま とめ)

Leskの 実験 では次 の項 目が判明 した。

a文 献 の長 さ:抄 録 ベースの処理は タイ トル ・ベ ースの処理 よりも検索率が高い。 しか し全文ベ

ー スと抄録ベースの比較で は差 がない。 したが って費用のことを考 えると全文ベースの処理は損

であ る。

b語 処理:同 意語辞書を使 用する方法 は,使 用 しない場合 に比べて効率が よい。

c句 検 索:(句 を認知す るための)句 辞書を使 用す る方法は,同 意語辞書を使用す る場合に比べ

てあ まり効果が ない。

d語 相関:語 相 関を使用す る方法は,同 意語辞書使用に比べ て効率 が落 ちる。
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e概 念体系参照:語 の親子兄弟関係 を使 って質 問語を展開す る方法は使用 しない場合 に比べて効

率上昇は見 られない。

.:兵 文 献辞別検索:文 献を予め関連群 に分けてお き,関 係部分だけを検 索す るとい う方法をとると,

検 索率 を落すこ とな く,検 索時間を短 縮することができる。

ホ

g索 引 との比較:SMARTシ ステムは全文検索∴すなわち全文 を無処理で ファイルに入れて

おき・質問がきた時点 で全文 と質問 の照合を行な って検索する。それ と人 が予め文献を 索引化 レ

て ファイルに入 れ,質 問時点でその索引を ひ くとい うや り方を比較 した。その結果,両 者 に差 が

あるとはいえない,と い う事実が発見 された。

f,2.2.5試 料

実験 に使用 した文献 ファイルは,つ ぎの3つ である。

フ ァ イ ル名 IRE ADI CRAN

プ ア イ ル

内 容

1959-1961

TranS.IRE記 載 の

抄 録

Proc.1963ADI

Conf.

Cranfield実 験

に 使 用 し た も の

主 題 電子計算機 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン 航 空 学

文 献 数 780 82 200

文献長⇔ 100 1400 180

質 問 数 34 35 42

索 引 化 無 無 有

1.2.2.4評 価 尺 度

種 々の手法 の検索率を測る尺度 として,再 現度(recalI)と 精度(precision)の2つ を

用いる。再現度 とは検索文献数 と適 合文 献数の比,精 度 とは検索文献数 とその うちの質問 に適 合 し

た文献数 との比であるo

実 務上 はこれ らの測度 にある下 限値を設け てその値以下の文献は回答 として出さない よ うにす る。

しかしこの実験の場合は そ うする と,手 法聞 の比較に誤判断を生ずるおそれがあ るので,各 質問 ご

とに全文献 の相関係数を計算 し順位表 を作る。そ してその表の位 置から使用 した検 索手法 の効率 を

判定 しようとい うのである。その順位表の首位近 くに適合文献が集 まるとい う程度が,再 現度 であ

り・不適合文献 が首位か らできるだけ遠 ざかる とい う程度が精度 とい うことになる。

か くて適合文献の順位riに よ ってつぎの4つ の基本測度が定義できる。

i)順 値 搬 一
、ξ、・億 ・・

*こ こにい う全文 とは 自然文 の意味で文献 全体 の場合 もあるし抄録 の場合 もある
。
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lD対 数 精度 一 Σ1・gi/Σ]1・9・i

m)正 規 化再班=1『 ・『i)/・(N-・)

1・)正 規イ・精度 一 ・一(翠1・g・ ・一¥1・g・)/i・9Φ

記号法 二n=適 合 文献数

N－ ファイル の総文献数

これ らの測度の数 値は0～1の 範囲で変化する。 しかしこれらの数値 だけで検索手法の優劣を比

較す るには多少困難 を感ず るので再現度一精度曲線 を計算表示す ることに した。 これは各再現度数

に対 しその精度をプロ ットしたものである。

次にこうして計算 した各手法間の差 は統計的に有 意か否かを検証 してお くぶ'云 がある。 このため

Studentのt検 定 とsine検 定 を使用 した。

12.2.5文 献 長

初期 の機械検 索は文献 タイ トルを インプ ットして用いた。 これは精度があまりよくなかった。 人

手 によるシ ステムの最大の長 所は全論文が処理のベースにな ってい ることで ある。そ こで機械検 索

でもできるだけ全論文 に近い ものを用いる,と い う着想が 出るのは当然である。Leskは タイ ト

ル,抄 録,全 論文 のそれぞれを使 った比較結果を出 している。それ によると抄録ベースの処理はタ

イ トルのみの処理 に比べて格段 に効率が上 る(図2.1.4参 照)。 ところが,一 歩 進めて抄録 と全論

文 の比較ではほ とん ど差がない ことが分 った(図2.1.5参 照)。 抄録処理 と全論文処理を費用の点

から見れば,全 論文処理はここに用いた短い ものでも抄録 の10倍 もの費用がかか る。 したが って,

抄 録ベースの処理が最 も良い方法だ とい うことができる。

PR】i】ClSION

RECALL

PRECISION

〇 一 〇 タ イ トル(Harris3辞 書 使 用)

× 一 × 抄 録(〃)

フ ァイルIRE

図1.2.4タ イ トル ベ ー ス と抄 録 ベ ー ス の 比 較

BECALL

×}ス 抄 録(同 意語辞書使用)

〇 一 〇 全論文(〃)

ファイルADI

図1.2.5抄 録 ベースと全論文ベースの比較
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1.2.2.6語 処 理

SMARTシ ステムでは全文を予 め ファイル しておき,そ れを質問文 と比較 して一致するものを

取出す 。この場合何 を一致 と見 るかで,い くつかの手法に別 かれる。wordとwordsす なわ ち単

複形のみを同 じと見 なすのが単複辞書方式,単 複形 に加え〉(さらにSlOW,SlOWer,SlOWly

な どの語尾変 化群 も同 じとみなす のが語幹辞書方式である。 これ らの辞書 は計算機 によって 自動的

に作 られる。さらに一歩 進めてPlanesとaircraftな どの同意語関係を同じもの と見な し,

意味 のあいまいな語や重要でない語 を区別 できるよ う

にしたのが同意語 辞書方式であ る。 これ は人手で作 ら

れ る。

ADIお よびIREフ ァイルでは単 複辞書方式 より

も語幹辞書方式 のほ うがやや よい とい う結論がでた。

ところがCRANフ ァイルでは逆 に単複辞書方式のほ

うが よい とい う結果 になった。 この差の説明 として,

Leskは それはCranfieldフ ァイルの特質 による

としてい る。Cranfieldフ ァイルはひじょうに特

殊な主題を扱 ってお り,安 定 した術語が多い。 したが

つて語 の意味の方 に感度が高 く,語 形変化に鈍 くな る

傾向があ る。

同意語辞書方式では例外な く他のものよ りも良い と

い う結果が 出た(図1.2.6参 照)。

1.2.2.7句 検 索

SMARTシ ステムでは,

LO

:

ニロ　ロ

:

;0.6

.《

三 〇.4

:
02

0020.40.60.81.O
Standardrecall

〇 一 〇 語幹辞書方式(抄 録 ベー ス)

× 一 × 同意語辞書方式(抄 録ベース)

ファイルADI

図1、2,6語 幹 辞書方式 と同意語辞書

方式の比較

2種 の句検 索手法 を持 っている。句 とは概念 あるいは語 の組である。

ひとつ の文章中 に共 に出現 した概念(語)の 組は句 と見なす ことにする。これが第1の 手法であ る

統計的句処理 と呼ば れる。第2は 句の構文的構造も勘案す る方法で構文節句処理 と呼ばれ る。た と

えぱ,統 計 的句処理では一文中にequationとdifferentialが 出 てくれば,differen-

tialeqUatiOnと 見なすのに対 し,構 文的句処理ではeqUatiOnが 名詞であ り,

diffepentialは そ れを修飾す る形容詞 として現われ るのでなければdifferentiaI

equat▲onと は認 めない。両者 とも予め作られた,同 意語辞書 に付随す る句辞書を使 う。

構文的句処理 で小規模 の実験 を行なった ところ,悪 い構造の句を選別 したが さらにそれ以上 の数

の良い句 も拒否 して しまった。現在 の ところ速 くて正確な構文処理 プログラムがないため,そ れ以

上大祝模の実験がで きない,と い うことである。

統計的句処理 による実験結果 は図1.2.7に 示 した。句辞書 による検索は同意語辞書 に よる検索 と

比べ てほとんど差が ない。 これは,し か し,統 計的句処理 が正 い ・構造の句を見つけ られない とい
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PRECISION

REOALL

PRECISION

RECALL

OO.20.406α8`.O

a)b)

〇 一 〇 同意語辞書(Harris3使 用)〇 一 〇 同意語辞書(全 文)

×一 × 統計的句処理(〃)× 一 × 統 計的句処理(全 文)

ファイル'IREプ アイノ・ADI

17質 問35質 問

図1.2.7統 計的句処理 と同意語辞書方式の比較

うせいではな く,た ぶん句辞書 の語数 が少 ない ためで ある,とLeskは い う。SMARTシ ステ

ムの句辞書は比較的少数の語 にしぽ り,tthightemperature"と か"CompUter

controlled"な ど,句 としてでなければ不明確 な語 になって しま うよ うな もの,を 収録 してい

るためであ る0

1.2.2.8吾 吾 ネ自 問

文献中 においてある語が他の語 といかなる関係で,何 回 くらい現われた とい う統計 を とるのが 索

引謝 目関である.そ の結果獣 と幻 ま図1.2.8の よ う醜 るジ これは強、・関係 のある語 の組の表

であるといえる。

この統計を とった結果 として,ひ じょ うに頻度 の高い語の組 と,頻 度の低い語 の組はあま り有用

ではない。文体 に影響 される度合 とか偶然的 な出現 による度合が大きいためである。この実験 では

3～50あ るいは6～100の 頻度値 をもつ ものを対象 とした。COs相 関値 でいえば,切 捨値 は

0.45か ら0.75の 間 にあるものであ る。

その結果上記の頻度値範囲 にあるものの約4分 の3が 関係のある語である とい うことが分った。

それらの語 の真の意味を調べず に表 面的な意味だけを勘案 した場合は,全 体の20%く らい しか有

用でない ように見える。た とえば,㌔cheme"とt'machine"の 語 の組では一見意味上の関係

はない ようにみえ る。 ところが文献 内容を調べてみる とttscheme"は 実 はttalgorithm"を

意味 し,"machine"は?tdigitalcomputer"を 意味 している ことがわか った。そ うな

れば単なる統計的関連 だけでな く意味上 も関係 のある ことが明瞭 になる。小規模 のコレクシ ョンで

〆
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図1.2.8索 引語 の相関表.

は,全 体の語の組の約60%が この種 のものであるので,語 相関 は語 の意味上の関連 を見るにはあ

ま り役 に立 たない。

語相関法と語幹辞書方式 とで検 索を行 ない比較 した結果を図1.2.9に 示 した。 ここで指摘できる

ことは,Cranfieldフ ァイルの場合のみ語相関法がやや優位 に立ってい るとい うことと,再 現

率 のある特定の範囲 で語相関法が優位 に立つ ことがある,と い うことだけである。
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詳細な吟味によれば,語 相関法はそ うでなければ落ち てしま うようなものを救い上げる能力はな

く,再 現範囲 に入 ってい るものの順位 をさらに上位 に押 し上げ る くらいの役 目しか果 さない。

語相関法 を同意語辞書 方式_比 較 した結果 では,図1.2.10に 示 す よ うに明 らかに同意語辞書方

式のほ うが 優位 であ る。

語幹辞書PRECISION

+語 相関

・.・/

o.●

O.6

0.4'

02

oo.2a40508tO

a)IRE-2フ ァ イル

(17質 問)

0

8

6

4

2

乱

O

O
.

0

0

ヅ欝 ㌔ ツ 講書

1:

:
R胞LLREQALL

O㊧a4060βto

b)C・anfi・1dプ ア イ・レc)ADIプ ア イ、レ

(42質 問)(35質 問)

図1.2.9語 相 関法 と語関辞書方式 の比較

聴
i;

同意語辞書

語相関

oe.20.4a608LO

a) .IRE-2フ ァ イ ノレ

(17質 問)

REOALL

顎欝
"

"

㎝

。2

O 020、40.60.8ro

b)ADIフ ァ イ ル

(35質 問)

REGALI・

図1.2.10語 相関法 と同意語辞書 方式の比較

1.2.2.9概 念体系 参照方式

体系的辞書(た とえば分類表)を 使 って質問の用語を修飾 した り拡張 した りする方法がある。た
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とえば,ペ ニシ リンの論文を探す のに,「 ペニシ リン」 とい う語 のみでな く,「 抗生物質」(親 概

念)と か 「ス トレプ トマ イシン」(兄 弟概念),「 肺炎」(関 連概念)な ども使って探そ うとい う

のである。 これらの拡張を計 算機 内で 自動的 に行 ない
,そ の上で検索 しよ うとい うのが概念体系参

照 方式 であ る。

この方法は,語 の変更拡張がひじように多 くなるため,効 率 には期待を反 してず っと落ちる。

IREフ ァイル につい ての実験結果では,親 方向へ の参照がやや改善を見せたが ,そ れ も統計的 に

意味のある差 ではなかった。'

この方法は,む しろ悪い質問を質問者 自身が改善する時の助けにす るべ きであ って,・検 索プ ロセ 』

スの標準装備 として組込むもので はない。

1.2.2. .10判 別式の比較:

検 索におい ては,質 問 と文献 の類似度を計算 し,そ れがある一定値以上のものを回答 して取出す。

その類似度の計算式 にコサイン相関式 と重複相関式の2種 を使い,そ れぞれの効果を実験によって

確めた。

コサイン相関式 とは,質 問 の概念ベク トル を文献 の概念 ベク トルとのなす角度を測定するもので .

あ る。 その式は次のとお りで ある。

・c・・ 一(ΣWkVk
K)イ ン癒

記号法:Wk:質 問ベ ク トルにおけ る第k番 目の概念 の重み

Vk:文 献ベク トルにおける第k番 目の概念の重み

第k番 目の概念が現われない ときは重みは0で ある。

重複相関式は,小 いベク
.トルが大 きいベク トルに含 まれ る程度を現わすものである。 その式は次

のとお りで ある。

「・v・ ・1・p=(1?mi・(Wk・Vk))/mi・(るW・ ・?V・)

記号法はコサ イン相関式 と同 じ。

コサイン棚 式は全文献と全館 醐 案してその中で訟 鯛 唖 合し蚊 献題 出する・重複

相関式 の行な うところは一般のキ ーワー ド検 索で行なわれているプロセスと同 じであって,質 問 の

概念のセ ッ ト全部を持 っている文献 のみを検索す るだけで,そ れ以外 の情報 を持つ文献の区別は し

ない。

実験 の結果,重 みづけを した概念ベ ク トル をコサイン相関式で判別 して検索す る方法のほ うが,

論理ベク トル(そ の概念 が存在す るか否か)を 重複相関式で判別 して検 索す る方法 よ りょい とい う

ことが分 った。
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1.2.2.11文 献群別検索

SMARTシ ステムではふつ う各質問 ごとrc全 文 献を比較する。 これは文献数が多 くなれば検 索

の費用が それ に比例 して高 くな るとい うこ とである。そ こで文献を予 め何 らかの基準た とえば主題

別に従 って群別 してお き,質 問に関係 のある群だけを探す ようにすれば ・費用は格段 に安 くなるで

あろ う。 しかしなが ら,.辞 別 検索はいわばサ ンプル検 索であるから母集団 自身を探す全検 索に比べ

れば検 索率 はどうしても落ち るであろ う。それが どの程度 に落ちる ものかが問題 であ る。 これを実

験で確めた結果が図1.2.11で あ る。

全 文献 検 索ノ

PRE】CISION'

(N)N群 検 索

へDI,抄 録,35質 問

RECALL

DREOISI(N/100%検 索

ぐ
RECALIＬ

Cranfield-1,抄 録.42質 問

図1.2.11辞 別検 索と全文献検 索の比.較

点線は全文献'検索の場合 の検 索率,実 線 のうち(Dと あ るものはひ とつの群だけを検 索した場合・

(2)とあるのは2群 の検 索,(3)は3群 検 索,等 々を示す。1群 検 索では精度は大 幅に落 ちる。3群 検

索になる と精度はほ とん ど全検 索に近 くな る。そ して注 目すべきは3群 検 索でも全文献のわずか20

%を 探 しただけとい う事実 である。 しか しなが ら再現率はさほ ど上 らず,3群 検索では全文献の場

合の60%が 上 限 となってい る。

文献を辞別 した と同じ方 法で質問 も辞別 し,そ れぞれ対応す る群で探す ことにすれば・さらに検

索 スピ_ド を上げることができるであろ う。この方向でさらに実験 を続行す ると報告 されてい る。

1.2.2.12索 引 との比較

航空学文献 のコレクシ ョン(CRANフ ァイル)は ・人手で作 った索引がついてい て,電 子計算

機 に読めるような型式 になっている。索引は1文 献 あた り30語 以上 で重みずけが行なわ れてい る。

伝統的な考え方 に従 えば,全 文 に対 して詳細な分析を行な うSMARTシ ステムのほ うが・人手 で

作った索引 よ りも検 索率が良いと考 えられ る。

しか し実験の結果 は,図1.2.12に 示 す ようにほとん ど差が ない。
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。機械検索

彰 彰1

6

4

2

0

0

α

RECALL

a)人 手 よる索引と語幹辞書

方式の比較

罐 竺
O.8

RECALL

OO.20.40.60喝to

b)人 手 に よ る索引 と語 相 関 法

の比 較

図1,2.12人 手 による索引と機械検 索との比較,

Leskの 見解 によれば,索 引の統一性が比較 的 よく保 たれる小規模 のフ ァイル との比較では差

が出ない,と い'うことで ある。すなわち機械 のメリットは どんなに文献数が多 くなっても最初 に決

めた処理原則が統一的に保たれ る とい う点 にあ るが,人 手 による索引では文献数が多 くなればな る

ほ ど統一をとるのが困難 にな るか らである。

1.2.2.15シ ステムの相互通信に よる検索

ただ一回限 りの質問一検 索ででて くる回答は,質 問者 にとってはおそらく不満 であろ う。その直

接原因 は,質 問構成が悪いからであるが,そ うい う不良質問になる原因は種 々あって,情 報検 索シ

ステム にとっては本質的な問題が少 な くない。

第1va,質 問者は 自己のアイデ ィアを完 全には索引語で表現できない,第2に,シ ステムでは ど

のような索引語お よび構成論理が使 われてい るか不明で,質 問 との間にずれが出る,第3に,質 問

中には必ず なければならない索引語 とあってもな くてもよい索引語 とがあ って,そ れ らの取捨 は回

答 の出方によ って決 めたほ うが よいものであるが,一 回の質問では皆同 じ比重で扱 われてしま う等

々である。

これらの疑点を是正するために,回 答結果を質問者にフィー ドバ ックし,質 問を修正 させるとい

う方法 を考 える。まず第1回 の質問 の結果出てきた回答文献を質間者が適合す る ものとしない もの

に分け る。計算機は適合文献 と不適合文献 の概 念ベク トルを比較する。す なわち,適 合文献のベク

トルで質問 にないものを加 え,不 適合文献 のベ ク トルで質問 にあるものは除 くので ある。そ うして

修正 した質問を使 って再検 索を行 な う。 これに ょって適合文献数は増加す る。 この方法は適合文献

がひ とつも検 索されない場合 でも使 うことがで きる。
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場 合 によっては・最初の回答 によって完全に考えて変えて・全 く新らしい質問を作る ことがあ る。

しかし,こ れでは安定 に時間がかか るから次のよ うな方法が,む しろ望 ましい。計算機が質問に従

って検 索す る前に・ システム内 のアルフ ァベ ット辞書 とか体系順辞書か ら,質 問語 に関係する語 を

打出す。そ してその中か らよ り適切な語を選んで質問を修正 させればよい。それに加 えて,フ ァイ

ル 内におけるその語の頻度 とか,代 表的文献などを併せ表示す るよ うにすれば,よ り有効 であろ う。

9)1
.2.2.14シ ステムの概 要

SMARTシ ステムはcHIEFと 呼 ばれるモニ ターに よって統轄 される。このモニ ターは,行

な うべ き処理θ「型を インプ ッ ト指令と して受取 り・対応す るサ ブル ーチンを呼び出す よ うに作 られ

て い る 。

その処理方式 は・基本的 には次の8種 類 ある。

a

b

C

d

e

f
1

σ
◎

h

－般処理方式

アルファベ ット辞書方式

概念体系方式

統計的相関方式

(ひ とつの文中で共出現した語を基準とする。)

構文分析方式
ノ ホ

統計的相関方式

(一 文献中の語の相関を基準とする。)

文献相関照合方式

**

辞書更新処理

上記 に加えて次の4つ の辞書を使用す る。

aア ル フ ァベ ット順語幹 辞書

(構 文 コー ドお よび意味 コー ドもつけ られてい る。)

bア ル フ ァベ ット1順語尾辞書

c意 味上の関連を示す概 念体系辞書

d基 準句辞書

(構 文 処理の際参考 にす るr)

SMARTシ ステムは,全 文処理方式を とっている。す なわ ち,文 献あるいは質問の全文章 とか

抄録 を読 み込んで処理 し照合 して,類 似文献 を見つけるとV・うや り方を とる。逆vaい えば,予 め処

理を して索引語 をつけ,そ れらの索引語間で照合を行なって適合文献を見つける方法は とらないと

い うことである。

*こ れはdと 原理的 には同じなので ここでは扱わない。

**手 法 のa比 較を理解す るためには不要 なので ここでは説明を省略する。
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1.2.2.15ア ル ファベ ッ ト辞書方式

文章が読み こまれ ると,各 単語 に文献 コー ドと文章番号がふられ,切 離 される。その各単語は ア

ル ファベ ット辞書 と照合 され,構 文 コー ドと意味 コー ドがつけられる。ここにい うアル ファベ ット

辞書 は,実 際には2つ の辞書 一 語幹辞書 と語尾辞 書か らなる。 それらの辞書は図1.2.13の よ う

に木構造で ファイル されてお り,そ の内容は

図1.2.14の とお りである。

照合は左か ら右へ の字順で行なわれ,可 能

な限 りの最長照合 が行なわれ る。た とえば,

effectivenessはeffectで 照合完

了 ではな くeffectiveま で辿 られ る。照

合が確認 されたら,そ の語 は辞書中の意味 コ

ー ドと構文 コー ドで置 換えられ
,以 後種 々の

検 索にはその コー ドが使われる。 したが って

これは必須の過程である。

#

図1.2.13ア ル フ ァベ ッ ト辞 書 の木 構 造

#

語幹辞書だけでは,そ の語の金字が照合 されない時は,残 りの部分が語尾辞書 と照合 される。語

尾辞書の形式は語幹 辞書 と同 じであるが,意 味 コー ドは記入 されない。たとえば図1.2.14の 語 幹

辞書 の語 に対す る可能 な語尾は図1.2.15の よ うになる。

語 幹 意味 コー ド 構文 コー ド

FAGH 1096 081,008,012
参

ECONOMY 0064,021'3 070

ECONOM 0064.0213
*

000

EDIT 0063
043

EFFECTIVE 0064
00ユ

EFFECT 0142
070,043

EFFICI 0064

*

000

EFFICACY 0064
070

… …
…

*語 尾変化をす るものは構文 コー ドが0で 適当な変化にしたが っ

って語尾辞書 の構文 コー ドが埋められる。

図1.2.14語 幹 辞書の表現内容

英語 の語尾変化にはい くつかの例外 がある。すなわち,語 幹語尾のYは1に 変 える,Eは 省 略,

M,N,Pは2字 重ね る,な どが決 まってい る。

、
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ECONOM:

EDIT:

EFFECTIVE・

EFFICI:

EFFIOACY:

ECONOMY:

ist・ists・ica1,ical工y,ize,izes、ized,izing,ies;

s,ed,in9,ion,ionsJor,ors;

ly,neSS;

ent・enCy,ently,enCieS;

iOUS;

ies.

図1.2.15種 々の語幹 に対す る可能な語尾

その例をあげれば,次 のとお りである。

HANDYHANDILY

IIOPEI-{OPING

H'OPHOPPING

PROGRAMPROGRAMMER

これ らはすべて語尾解析プ ログラムによって適切 に認痴,処 理 される。

1.2.2.16自 動 作成 辞書

有用な辞書 を作成す ることは,ひ じょうに困難 なこ とである。アル ファベ ット辞書方式での最 低

のねらいは,イ ンプッ ト文の語 と質問 の語 の照合 一致 をとることにあ るから,語 幹辞書 に概当語 が

ない場合 でも,そ の最低線は保 障されてい るのが望 ましい。 このため 自動的に辞書を作成 するとい

う方法を とる。SMARTで は これをSimulatedvacuousdictionafyと かnull

dictionaryと 呼ぶ。 ここでは 自動作成辞書 と呼 ぶ ことvaす る。

この辞書 は最初はぜ んぶ空欄 である。 インプ ヅト文 を処理す る過程 において,語 幹 辞書 にない新

語が出て くると,架 空 の意味 コー ドをつけながらここに記入 してい く。この場合機 械は意味の確認、

はでぎないから,意 味 コー ドは語 ごとに異 なった もの にな る。

そこで,こ の自動作成辞書を使 って検 索を行な うときは,質 問 と文献全文の(生 の語 の)一 対一

対応 にな る。

1.2,2.17概 念 体系方式

語幹辞書をひいた結果 として意味
tt-'一 一一 〇〇54(関tSdiへ の連 絡)

コ ー ドと構 文 コ ー ドか つ くが,こ の

うち 真 味 コ ー ドは 概 念 体 系 を 表 わ し

て い る 。 し た が っ て こ の体 系 処 理 を .一一,eo32(SUIveff.)

徹 う呼 あれば・その韓1土 でき 鷲 一1ぽ
.…-iii㌶ 、…

り　 ロじ ロ　 エトむロ

て い る 。b・ ・y・

祝 意 休 系 処理 と は,上 記 の意 味 コ

図1.2.16概 念 体 系 の 木 構 造.一 ド数 字 に従 っ て 図1 .2.16の よ う
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な木構造に作 りあげ る処理 をい う。 そ

の木構造は,計 算機 内では図L2.17

の よ うな1語36ビ ット3語 一括の リ

ス ト構成で表現 され てい る。

木構造 に表現され ると,そ れを辿 っ

て 自由に上位概念あるいは下位 概念,

関連概念 などに移ることができる。

1.2.2.18一 文 中の共出現語の相関

文章 ごとにそれ に出て くる単語をチ

ェ ックして,語=文 一致行列を 作る。

たとえば図12.18の よ うになる。文

S中 に語丁 が1回 出て くればM
1111

8

一23一

35

合の除削

は
意 味 コ ト 上位概念(親)

向奮概念(兄 弟) 下位概念(子)

隠蟹? レ ヘ ル 閲 連 語

関連語が

リストか
ら削除さ
れたとき
は1

に1,T2

これをひとつの文献 中の語が(あ るいは文 が)終 るまで繰返えす。終了 した らTi行 を ひ とつのベ

ク トル と考え,Ti行 とTj行 の相関係数を計算 して,そ れ をその文献 中における語TiとTjの

相関 と呼ぶ ことにする。

相関係数 の計算には次 のコサ イン係数を使用する。 これは視覚的には2つ の語ベク トル間のなす
'

角 を計算する ものである。

図1.2.17'概 念 体 系 の リ ス ト構 造

が2回 出 て くれ ばM、 、に2・ 等 々 と プ ロ ・ トす る ・

・c・・一(輻W、V、)/ン 燕

WkTiの 第k番 目(即 ち文k)の 数値

v、Tjの 第k翻(")の 数1直

SSSS3412

Tl

T2

・T

3

1220

2032

0323

Si:文

Ti:語

rcos(T1・1i2)=(2+6)/VLて1+4+4)×(4+9+4)≒()・89

・c・ 、(・ 、・ 「r、)一(6+6)/(4+9+4)・(9+4+9≒O・63

*故 にr
COS(T2・T3)の(ま うが 交 角 が 小 さ く ・ 関 係 が 大 き い と い う こ と に な る 。

図1.2.18語=文 一 致 行 列 とcos相 関 値 の計 算

」
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これか ら,ひ とつの文中で現われ る2語 以上 の概念で,文 献中で繰 返 されてい るものは新らしい

概念 コー ドで'置換 えるとか・重要な文 のみ搬 出.して騨 を 締 しよう・ などの考えがで る・

鹸 に際 しては・予 め計算 した相噸 数 ご・の照合( .講 値以上は回答 ・す る)か ・この語 文

一致行列 のままとし,質 問の語=一 致行列 との相関 を計算 し,一 定値 のものを回答す るかである。lf

そ の 際 も コサ イ ン 関数 が 使 わ れ る。."

t2.2.19構 文 分 析

統 計 的 相 関 法 に よ っ て得 られ た 重 要 な 意 味 を 持 つ(と 思 わ れ る)文 は,こ こ で文 法 的 に 解 析 さ れ,

構 文 的 関 係 が 同 じ語 が ひ とか た ま りに さ れ る。 ま た句 に い つ も 同 じ で あ っ て,質 問 が 文 献 中 の 同 等

と思 わ れ る 句 と照 合 さ れ,構 文 的 に 等 しい 場 合 に検 索 さ れ る こ と に な る 。

構 文 分 析 法 と して はKuno-OettingerのMultiple-pathSyntacticAnaly-

10)

こ の構 文 分 析 の 結 果 は 構 文 依 存 型 の 木 構 成 とな る か ら,木 の 照 合 を 通 じzer㌻を用 し て い る 。

て 文 章 と句 とを 比 較 す る こ とが で き る 。 こ の 照 合vaはSUssenguthの グ ラ フ照 合 法11)が 使 用

さ れ て い る 。 一

実 際 に は,こ の 処 理 の た め"基 準 句 辞 典"が 使 わ れ る 。 辞 典 には 典 型 的 な 句,た とえば,

'"i
nformationretrieval"と かttSyntacticanalysisofphrases"

などが入 ってお り(実 際 にはその対応す る意味 コー ド),さ らに各語 の構文 コー ドと各語間の構文
`

構 造 を 示 す コ ー ドが 記 入 さ れ て い る。

構 文 分 析 を さ れ た 文 は,こ の 基 準 句 辞典 の すべ て の 項 目 と照 合 さ れ,一 致 す る も の が 見 つ け ら れ

る 。 た と え ば,基 準 句 が"informationretrieval"で あ れ ば,tttheretrieval

ofinformation"は 一 致 す る と さ れ るが,"becausethetextcontains

secretinformationretrievalisvital"な ど は 一 致 す る とは 見 な さ れ な い 。

分 析 の結 果 と し て,各 基 準 句 と文 献 中 の文 と の 間 で 一 致 した 回 数 が 記 録 さ れ る 。 そ して 一 致 した

句 の意味 コー ドが・対応す る文献 の意味 コー ト衰 に追加記録 される。それはす ぐに意味ベ ク トル に

追加拡 張され,検 索に使用され る。

1.2.2.20文 献相関照合方 式

図1.2.18で 述べ た語一文一致行列 と同 じ考え方で語 一文献一 致行列 も作ることができる。そ し

て文献(列)単 位 でベ ク トル と考え,各 文献ベク トル国の相関係数を計算する。計算式はやは りコ

サ イン関数 である。

こ醜 検 索随 うためには,質 問 も同 じ考え方で処理 し,質 問 と文献の相関係数 を計算 して一定

値 以上のものを とる ことにす ればよい。

他の応用 としては,相 関値の類似のものを集 めて文献群 とし,検 索の際に最 も関連の深い群を探.

す,と い う方法 も考 えられる。
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1.2.3検 索 に お け る 機 械 一人 間 の 相 互 交 信

1.2.5.1は し が き

機械検 索においては,質 問者 と機械の間を結ぶ ものは,質 問者の作 った質問のみであ る。 しか し

なが ら・質問者は多 くの場合 自分の作 った質問 が うまく機械 に通 じるかど うかについて 自信がない。

自分の欲す るものを正確 に表現す る技術に欠 けるせいもあるであろうし,ま たか りに正 確に表現 し

えた と してもそれは質問者 の知識的背景 にた った ことばであ って,検 索システムの コ トバと くい違

っているか もしれない,,と い う心配 もある。 これは検 索システムをいかに精密化 してもコ トバのも

つあいまいさ,キ ーワニ ドの守備範囲の不明確 さなどに起因する本質的な問題なのでち ょっとや そ

っとでは解決 できない。

質問者 と情報(文 献)フ ァイ ル との 中継者が,そ れで も,い ろいろと ・・気をきかせて ・くれる

ので・ この検 索システムの困難 もさほ
、ど障害にならない。 しか し中継者が機械 の場合 は,統 一が き

び しいために,そ の困難が生の形で 出て くる。

ふつ うの質問者が質問 キーワー ドを並べても,.そ の中 にはぜ ったいなくてはならない ものか ら,

どち らで もよいがどちらかといえば あったほ うが良い,と い う程度のものまで種 々雑 多なレベルで

含 まれている。そのどち らでもよい程度 のキーワー ドが,機 械の中では,ぜ ったいにな くてはな ら

ないキーワー ドと同 じ比重で演算 されるか ら,出 てくる答 に大 きな影響を与える。た とえば,A,

B,c,Dの4つ のキーワー ドで,(AVB)〈(CVD)と い う質問を作 ったとす る。 この場合

フ ァイル中には概当す るものがなく,A～Bと かC～Dは あった とす る。質問者 にとっては,

tt
noinformation"で ある よりも,多 少所期の回答 と異な ってもよいか ら,関 連 回答が出

て くれ る方が望 ましい。 しか し機械 の ぐ¶馬鹿正 直 さ"か げんから,そ のような回答 は得 られない。

これも機械検 索の問題点のひ とつである。この故 にプール代数 による一致演算は不適当で質問 の全

キーワー ドに対す る関連度演算を行 なって回答を出せ,と い うような提案が出る。12)し か し,こ れ

はプール演算 の欠陥 によるものではな く,む しろ質問者 と情報(文 献)フ ァイル との間に適切 な交

信がない ことにょる ものである。

そ してこの質問者=情 報 ファイル の間の くい違いは,情 報フ ァイルが大 き くなればな るほど加速

度的に拡が ってい くものなので ある。

また心理的側面からい うと,質 問者は出てきた回答以外に質問k対 する答 は情報 ファイル中uaな

い ・ とい うことを自分の 目で確めないと気がす まない とい う傾向を持つ。関連文献 とか周辺地域 に

またがるような質問 においては特 にそ うである。人 に(あ るいは機械に)文 献 調査を頼むと ぐ¶思わ

ぬ拾い物"が ない,と い うその理 由だけで,自 身ではん雑 な時間のかかる調査を行な う人が多い。

このことは質問者 の心理的不安感 を如実 に物語 るもの といえ よう。

このよ うな問題点を解決するものは何か。それは機械 と人間の相互通信すなわちOn-1ine

」
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reaItimesystemよ り他にない。On-1inetime-sharingsystemは 今 まで

計鋤 きの効率的利用 とい う計算機側の理 由に よってのみ主張 されてきた。情報検索の場合もそ うで

あって,質 問が生 じた時 にす ぐ問合わせ ることができ,し かも割安で ある,と い うことぐらい しか

その利点 に挙げ られなか った。 したが って,オ ンライン情報検索 システムといっても,オ フライン

の情報検 索システムに多少の修正を施 した程度 のもので,そ の利点を生かすための焦点がは っき り
`

していない うらみがあ った。

最近は上記のよ うな問題点解決 とい うポイン トをはっき り打 出 したオンライン検 索システムが,

少 しずつでは あるが現わ れはじめている.た とえば,T,euユ3)の デ ザインによるNASAフ 。

イルの検 索実験などがそれである]2)以 下 そのアイデ ィアを見てみることにす る。

1.2.5.2探 索者の検 索ゲーム

Treuは 彼 の オンライン情報 検索 システムの前半分を"探 索者 の検 索ゲーム"と 呼 んでいる。

う・なわち,シ ステムは2つ の部分か ら成 り前半分は質問老が 自分 のア イデ ィアにぴった りした索引

語を選ぶ段階,後 半分はその索引語 にょり該当文献を引 出す段階で ある。そして後半 の部分は普 通

の情報検 索であるから,Treuの シ ステ ムの特徴は前半分 にあるといえる。

検 索ゲームは,質 問者が第1次 的 に思 いついたキーワ一一ドを計算機のコンソール ・タイプライタ

ーに打込む ところか ら始 まる。そのキーワー ドは図1.2.19の よ うな表示枠を持 ったデ ィスプレイ'

1-CANDIDATEPAIRS V-MAINTAINEDTERMS 皿－COMMONTERMS IV-SINGLETERMS

× TERMX L X TERMY ×NC ×TERMZ × L-TERM兎 ×α TERMA × ×TERMD 朕 LY ×
o o o o o o o o o o

o o o o o o o o o o

o o o o o o o o o o

o o o o o o o o o o

o o o o o o o o o o

o o o o o o o o o o

o o o o o o o o o o

o o o o

o o o o

W-ACOEPTEDPAIRS 狙－ASSOOIATEDP五IRS

×
－

TERMX X L ×
－

TERMY X × TERM ・区 L × TER轟ic LX X
o o o o o o o o

o o o o o o
.

o o

o o o o o 0 o o

o o o o o o o o

o o o o o o o o

o o o o o o o o

o o o o o o o o

X

L

L

O

関連度 数(1～9)

キー ワー ドXの 関連度数

押 しボ タン(あ るい はラインペ ンの指示場所)(左 側 は移 動用,右 側は消去用)

図1.2.19キ ー ワー ドの表示枠
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コンソールに表 示される。

次 に計算機 とのや りと りが開始 され るが,そ れは3種 の様式がある。

様式1:

<表 示1>質 間 者の打込んだキーワー ドの組 と関連度数 とが表示 される。たとえぱ次のような

形になる。これを候補組 と呼ぶ。

ATOMOSPHERIOENT[1]RY-{0)-SPACEORAFTSHIELDING

関連 度数 は1か ら9ま であ り,1は もっとも関連 の弱いもの,9は 最 も強いものを示す。0は 便宜

上4以 上 のものを示す。

次に計算機がそれ らのキーワー ドと関連の深い キーワー ドを選び,関 連度数 と共 にその下に表示

　

する。関連キ ーワー ドは,あ らか じめ計算機 内に作ってあるキー ワー ド相関行列 か ら指示された

関連度数以上 のものが選ばれ表示 される。 これを関連語 と呼ぶ。

*キ ーワー ド相関行列 の作成ccつ い てはTreuは 何 も述べていないが,常 識的 には次のような

ものであろ う。ある任意の2語 がひ とつの単位文(タ イ トル,自 然文の文 など)中 に共 出現 し

た場合を1と す る。 この ままでは インプ ット ・デー タ数 に比例 して共 出現数が多 くなるか ら,

何 らかの数式を使 って正規化 し,そ れぞれの数値範囲を決めて1～9の 度数 に割 り振るのであ

る.そ の数式(相 繭 数)。 してT,eueまG。 。dyea,A。,。 、paceC・,p・ ・a・i・ ・13)

で 開発 した次のものを使 ってい る。

ab
f-一

・F
A.。=1n。b-'

1十 一 ・一

,1。キー。一,A,、 ▲ 現羅 坐 は,の 期酷 であ。。
n

それ らは,す ぐに取出せる場所 に記 憶させる。

<表 示2>キ ーワー ド組の任意の2組 の間で同じキーワー ドがあれば表示 し,そ れぞれ対応す

る関連度数を表示する。 これを共通語 と呼ぶ。

璽間 者は,こ の共通語,関 連語,候 補組の中か ら任意の組合せを選び,新 らたな候補組を作 るこ

とがで きる。 またそれらの語 の中か ら不要なものを消去 し,必 要なものだけ単 純に記憶 さ旦てお く

こともで きる。 これを保存 リス トとい う。これらは後にく表 示5>の ところで一覧に して見る こと

がで きる。

様式2:

<表 示3>こ こでは最初の候補組の各語 にそれぞれ対応す る関連語を入れ替 えた新らしい組合

せを,関 連度数つ きで表示する。 この時 さきに消去 された語 は考慮 に入れ られない・そ し毛 すで

に候補組に入れ られたものは表示 されない。

質間者は,こ のよ うに して表示 された組合せ の中から良い と思 うものを選んで候補組に入れ る。

候補組 に入れ るほどではないが,と ってお きたい と思 う語 は保存 リス トに入 れることができる。そ
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の 他 の も の は 消去 してもよい 。 候 補 組 の 語 は 自動 的 に 保 存 さ れ る か ら,保 存 リス トに入 れ る必 要 は な

いo

様 式3:

<表 示4>こ れ ま で 語 と して表 示 され た の に,候 補 組 に も入 れ られ ず,消 去 も さ れ な か っ た も

のが,関 連 度 数 と共 に 表 示 さ れ る 。 この 時 そ の語 が 関 連 し て 出 て き た 新 キ ー ワ ー ドの 番 号(XかY)

も表 示 さ れ る 。

質 間 者 は,こ の 親 キ ー ワ ー ド=単 語 の 組 で有 望 な も の を 選 ん で,候 補 組 に入 れ る こ とが で き る 。

そ の他 の 単 語 で興 味 の あ る も の は,保 存 リ ス トに入 れ る こ と も で き る 。 そ の他 の語 は,こ の段 階 で

自動 的 に 消去 さ れ る 。

質 間 者 は これ まで の 全過 程 を 必 要 な 回 数 だ け繰 返 えす こ と が で き る 。 ま た 必 要 と あ らば く 表 示5>

と して,今 ま で保 存 リ ス トに入 れ た 語 を 表 示 さ せ,新 た な 候 補 組 を 作 るか ど うか 考 え る こ と もで き

る。

<表 示6>以 上 の よ うに し て十 分 吟 味 し て 候 補 組 を 作 っ た な らば,最 終 的 に そ の 中 か ら い くつ

か を 指 定 し て(そ の 他 を 消 去 して)決 定 組 を 作 る 。 検 索 は こ の決 定 組 に つ い て行 な わ れ る 。

1.2.3.5検 索 ゲ ー ム の 例

検 索質 問:

Whatprotectiveshieldingagainstaerodynamicheatingis

providedforspacecraftduringreentry?

(宇 宙 船 が 大 気 圏 再 突 入 を す る 際 の 空 気 摩 擦 熱 を 保 護 遮 断 す る 方 法)

初 期 索引 語:

InitialQuery:

ATMOSPHERIGENTRY-SPACEGRAFTSHIELDING

AERODYNAMICHEATING-SPAOECRAFTREENTRY

検 索 は タ イ トル に よ っ て 行 な わ れ る 。 初 期 索 引 語 に ょ る 検 索 は 次 の とお りで あ る 。

Duetothepair(Withoccurrencefrequenciesof32and

13respectively):Noresponses.

Duetothesecondpair(withoccurrencefrequenciesof

50and58respectively):

1.「tTheoryofStagnationPointHeatTransferIna

PartiallyIonizedDiatomicGas"

2.ttFutureProblemsinReentryPhysics"

3."EffectsofNonequilibriumFlowsonAerodynamicHeat-

ingDuringEntryIntotlleEarth,sAtmospherefrom .



ParabolicOrbits',

こ の 結 果 は 不 満 で あ る 。 し た が っ て 次 に 検 索 ゲ ー ムを 行 な うこ と にす る。

・融1醐 の総 別 す。

〈 表 示1>候 補 組

DISP工 、AYI('CandidatePairs):

TermX'rermY

ATMOSPHERICENTRY-(0)-

AERODYNAM・CHEATING二(0).

Incompute∵to「age・ope「at'gn

　 ザ

palr・

Associatedwith

PLANETARYREENTRY

REENTRYEFFECTS

SPACECRAFT.REENTRY

TRAJECTORY

Associatedwith

RADIATION

<表 示2>共 通 語'

DISPLAYfl(COmmon

.-Noentries.

*様 式2開 始ct)指令 を出す。

<表 示3>組 合 せ

一29－

SPACECAFTSHIELDING

SPACEeRAFTREENTRY

onthefirst・candidate

TermX

Terrr}Y
.

SHIEIＬDING

Terms):

⑥'

(5)

(9) 鞠

(6)

⑥

DI8PLAY五(AssociatedPairs):

Noentries.

*様 式3開 始 の 指 令 を 出 す 。

<表示4>単 語

DISPLAYW(SingIeTerms):

AssociatedwithTermXor

PLANETARYREENTRY .(6)

REENTRYEFFECT(5)

SPACEGRAFTREENTRY(9)

TRAJECTORY(6)

RADIATIONSHIELDING

TermY

(6)

●



●
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質間者は最初の2つ の語 を保存 リス トに入れることに決定。SPACEORAFTREENTRY

は候 補組 に入 っているので,自 動的に保存 される。残 りの2つ の語 と候補組 の最初の組は,有 望 と

は思われないので 消去す る。 ここで,質 問者 は,今 までの3様 式を第2番 目の候補組 について繰 返

す ことにする。

*様 式1開 始の指令を出す。

<表 示1>候 補 組

DISPLAYI(CandidatePairs):

TermXTermY

AERODYNAMICHEATING(0)-SPACECRAFTREENTRY

Incomputerstorage:

AssociatedwithTermX

HEATTRANSFER(5)

[1]HERMAL(5)

THERMALPROTECTION(5)

AssociatedwithTermY

*
ATMOSPHERICENTRY(9)

REENTRY⑤

REENTRYCONDITION・(5)

REENTRYEF'FEC[1](8)

REENTRYTR,AJECTORY(9)

REENTRYVEHICLE(9)　
・TRAJECTORY(9)

*印 は 消 去 語

く 表 示3>共 通 語

DISPLAYI(ComlnonTerms):・

Noentries .

*様 式2開 始 の指 令 を 出す 。

<表 示3>組 合 せ

DISPLAYN(AssociatedPairs):

AssociatedwithAssociatedwith

TermxTermY

(5)THERMALPROTECTION(5)-REENTRYVEHICLE(9)

(5)THERMALPROTECTION-(7)-VEHICLE(9)
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質問 者 は,こ の うち 最 初 の組 を 候 補 組 に入 れ る こ と に し,2番 目 の もの を 消去 す る こ と に 決 定 。

た だ しVEHICLEだ け は 保 存 す る こ と に した 。

・'*様 式3開 始 の 指 令 を 出す
。

DISPLAYIV(SingleTernユs):

AssociatedwithTermXorTermY

HEATTRANSFER(5)

THERMAI、(5)

R,EENTRY'(5)

REENTRYCONDITION(5)

REENTRYTRAJECTORY(9)

質 問 者 は こi"Lら の語 を す べ て 消去 す る こ とcc-Lた 。 これ ら の状 況 か ら 判 断 し て質 問 者 は2番 目 の

候 補 組 を と っ た のは 失 敗 で あ った と感 じ る 。 し か しAERODYNAMICHEATIN(}は ま

だ 保 存 し て お く価 値 あ り と判 断 しそ うす る 。 こ の 回 の 表 示3の 所 で 入 れ た 候 補 組 が ま だ 残 っ て い る

の で,次 に そ れa(iつ い て ゲ ー ム を 繰 返 え す こ と にす る。

*再 び 様 式1開 始 の 指 令 を 出す 。

<表 示1>候 補 組

DISPI、AYI(CanぷidatePairs):

TermX ,TermY

THE孔MALPROTECTION(5)-REENTRYVEHICLE

Incomputerstorage:

AssociatedwithTermX

AERODYNAMICIIEATING

REENTRYVEHICLE

*
THERMAL

VEHIGLE

AssociatedwithTermY

IＬIFTINGREENTRY

PARAGLIDER

*
REENTRY

*
SPACECRAFTR,EENTRY

THERMALPROTECTION

VEHICIＬE

ラ

ラ

　

に
」

5

9

7(

∩
0

5

nb

9

5

9

(

(

(

(

(

(
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<表 示2>共 通 語

DISPLAYll(CommonTerms):

Ass。ci。t。d{。ithT。,mX。ndTermY.

VEHICLE(7)(9)

こ の 語 は 消去 に 決 定 。

*様 式2開 始 の指 令 を 出 す 。

<表 示3>組 合 せ

DISPLAYI∬(AssociatedPairs):

Associ'a、tedwithlAssociatedwith

TermXTermY

(5)AERODY.NAMIG、HEATING(5)-THERMALPRQTECTION

この 語 の組 合 せ を 候 補 組 に入 れ る こ と に決 定 。 ・

*様 式3開 始 の指 令 を 出 す 。

<表 示4> .単 語'.

DISPLAYW(S'ingleTerms):

Associatedwith「1'ermXorTermY

LIFTINGREENTRY(9)

PARAGLIDER(5)

・れ ら の 両 語 も 消 去 決 定.次 噸 聯 珠 郁 ス ト.を表 示 させ く 表 示5>吟 味 した 結 果,・ れ 以

上 保 存 して も 用 が な い と 判 断 す る 。 こ れ ま で の ゲ ー ム の 結 果 残 っ た2組 の 候 補 組 を検 索 決定 組 とす

る こ ζ に す る 。

〈 表 示6>決 定 組

DISPLAYW(AcceptedPairs):

THERMAIＬPROTECTION・ 一(5)-REENTRY.VEHICLE

AERODYNAMIqHEATING(5)-THERMALPROTF,qTION

す な わ ち これ が 最 終 の 索 引 語 と な る 。

こ れ ら の 索 引語 を使 い,文 献 タ イ トル を 対 象 に検 索 した 結 果 を 次 に 示 す 。

Duetothefirstpair(withoccurrencefrequenciesof

37and67respectively):

!.ttThermailyInt.egratedStructure-AReviewofLow-Inten-

sityCoolingSystemsForThermallyProtectedAirframes"

2.tcThermalProtectionofLiftingVehicles"

3.ttPyrolyticMaterialsForThermalProtectionSystems"
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4."Glide-VehieleThermalProtectionPerformance"

5・c'D・e・ig・C・n・id・ ・ati・n・F・ ・AReent・yVehicleTh
.e「mal

,,

ProtectionSystem

6.t'TheCharringAblaterConcept・ApPlicationtoLifting

OrbitalorSuborbitalEntry,'

D.uet・th・ ・ec・ndp・i・(wi
.th・cc・rrencef・eq・ ・n・i…f

50and37respectively):・ 一.-

1.s'AerodynamicallyHeatedStrttctures"

2."TheOutlookFor、 亙biationIleatProtectionSystems"

3."ThermalProtectionWithATemperatureCapabilityto

2,500DegreesF,ForCoolSt.ructures"

4・ttSi・u・ …e・F;・M・nn・dE・t・yV・hi・1・ ヂ

5.
.t'CharringAblatersinI・iftingReentry"'

これ らの初期検索お よび最終検 索に使 用した検 索論理は(索 引語A,索 引語B)V(索 引語G

索引語D)で あ る。

1.2.4句 形 式 索 引 語

1.2.4,1は し が ぎ

句 形 式 索 引語 と は,文 献 主 題 の 記 述 に 際 し キ ー ワ ー ドの 単 純 な 羅 列 の 代 りに"て に お は"の 入 っ

た 句 を 用 い る形 式 を い う。

た と えば,

F・ ・m・1d・hyd・ ・P・lym・ ・i・
.・ti・n・f・by・lt・avi・1・tli・ghti・

dispersions:

PolymerizationofFormaldehyde,byu1'traYiolet1'ightin

di・spersions・

な どとする形式であ って,そ の典型はChemicalAbstracts誌 の主題 索引に見られる。

"て におは"の ついた形式 が
,'キ ー ワー ドの単純 な羅列 に優さるのは自明である・第1に キーワ

ー ド間の関係が 明示 され意味が はっき りす る。た とえば,次 のものを比較 してみ れぽ よい。

Oaesium,adsorpti'on,Hg,electrodes,methylformamide・

Ad、 。,p・i。n。 壬Cae、i。mbyHg・lect・ ・d・ ・i・ ・h・p・e・ence・f

methylformamide

第2に 説明的 であ って,余 分な記号上の約束 な しで理解 できる。・

このような句形式 索引語 は,人 が文献 を読 んでつける。で きた句形式索引語 を どの ように配列 し
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て 索引を作 るか とい う時に,い くつかの変化型が考 えられ る.。まず最初に考え られるのがKWIC

形 式 で ある。た とえば図1.2.20の よ うになる。つ ぎにChemica]Abstracts誌 が採用 し

ているような転置型がある。前例 と同 じものを転置型とすれば図1.2.21の よ うになる。

L、

r.'ト

'± ・1・

・ ト .・ ・;、
1i・rい ・1

fertilizereffecton

soilcolloidsand

,caand

sphataseresponseto

yste'minrelationto

methy十adsorptionof

clay:adsorptionof

十tonads.orptionof

cesiumabsorptionbyplants

cesiumabsorptionbyplants

cesiumabsorptionby・roots

cesium:adenosinetripho

cesiumadsorbedonptelectrod6s:十
.s

cesigmbyhgelectrodesinpresenceof

cesiumfromradloactivewastewaterby

cesiumfrotnnasolutionbyclinoptiolite

//

'

図1.2.20句 形 式 索 引 語 のKWIC配 列

OesiUm.

absorptionbyplants,fertilizereffecton,60:13833f

byplants,soi正colloidsand,60:11'321h

byroots,Caand,60:12620b

adenosinetriphosphataseresponseto,.60:4400b

adsorbedonPtelectrodeS,hydroquin.one-quinones).stem

inrelationto,60:3733g

adsorpt'ionof,byHgelectrodes,inpresence「of

methylformam.ide,60:8668c

fromradioactivewaterbyclay,60:3865e

fromNa'sol .n.'byclin、opt、il・olite,heat-treatmenteffect

on,60:15482h

'frolnwaterbybrownc.oa1
,clayarldcIinoptilolite,

60:13,009c
...、

agaroidgelpropertiesinpresenceof,60:6246e

argonelec.plasmacontg・,spectroscopictemp.d`etqo.f, .

va1▲dityof,60:10077a

atomicscatteringfa-cto士 δf,60:7528d,18655h

frornbarium-133decay,r-rangularcorrelationin,60:

60:12835h

baseexchange'of,inalcs.oraq.a「lcs.,60:12359b'

wit与NH30nfau .ja・site-typezeolites,60:7490h

・n(NH、)、PM・ 、20、 。
,60:11405h

onBio-Rex70hnd'Dowex-5'OW,hydrationinrelationto,

60:42e

withCaandLi,solvsentsin』relationto,60:7493c
ノ

ロ 　 　 　 コ

、/
ノ 　

図1.2.21句 形 式 索引語の転置型配列 ・
/'〆

",

リ ド

/

/
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ど ち ら の形 式 が 人 に と っ て読 み 易 い か とい うと,そ れ は 転 置 型 の方 で あろ う。KWIC型 の欠 点

は,同 じ単 語(た と えIXCesiUm)を 繰 返 し 印 刷 す る の で 見 た 目 に 冗 長 で あ る こ と と,ス ペ ー ス

の 制 限 か ら物 理 的 に 句 の 逆 転 が 起 りひ じ ょ う につ な が りが 理 解 し難 い こ とで あ る 。 転 置 型 の 長 所 は

そ の裏 返 え しで あ っ て,重 複 さ れ る 語 が 省 略 され,句 の 区 切 りは 意 味 に も と つ い て い て 逆 転 も そ の

単 位 で 行 なわ れ る 。

編 集 上 にお け るKWIC型 と転 置 型 と の差 は,前 者 が 完 全 に機 械 的 に作 ら れ る の に反 し,後 者 は

人 手 に よ っ て 作 ら れ る と い う点 に あ る 。

そ こで こ の い くっ か の 長 所 を 持 つ 転 置 型 の 配 列 を 機 械 的 に 考 え られ な い か 古 い う こ とが 問 題 に な

る 。 これ が 可 能 に な れ ば 人 は ち ょ うど文 献 に キ ー ワ ー ドを ふ る よ うに キ ー ワ ー ド句 を ふ る だ け で よ

い 。 後 は 機 械 が 句 を 適 当 に 区 切 っ て 逆 転 を 行 な'い,同 じ語 を 省 略 して 図1 .2.21の よ うな形 に印 刷

して くれ る 。 こ の よ うな 機 械 編 集 の 試 み はJ.E.ArmitageとM.F.Lynchに よ って報 告 さ れ

て い る。16)17)以 下 彼 ら の 所 論 に 従 っ て そ の 概 要 を 説 明 す る 。

1.2.4.2句 形 式 索 引 の 生 成

まず 例 で示 そ う。 つ ぎ の よ うな 句 が あ った とす る。

((DuraboIineprotectionagainst(metaboIismof(calcium)

bybones)afteradministrationofcortisoneorits

analogues)inbonedisorders)

*カ ッ コは 後 の説 明 の便 宜 上 つ け た も の で,こ こ の例 と し て本 質 的 な も の で は な い 。

これ を 目標 と し て は,た と え ばCalclUlnを 最 初 に 持 っ て き て 次 の よ う に変 形 す る こ と に あ る 。

Calcium

metabolismof,bybones,afteradministrationofcortisOne

arlditsanalogs,durabolinprotectionagainst,inbone

disorders,60:16173b

と の区 切 の最 小 単 位 で あ る要 素 句 は,名 詞(句)と そ の 前 あ るい は 後 に前 置 詞,接 続 詞 な ど機 能

詞 を つ け た 形 で 構成 さ れ て い る 。 た.と え ばbybonesと かmetaboいsmofな どで あ る 。

こ の場 合bybonesaft .erな ど とい う区 切 り方 は 許 さ れ て い な い 。

そ こで 変 形 の方 法 も そ れ に も とつ い て 考 え れ ば よい 。 最 初 の 例 を 参 照 さ れ た い 。Calciumを

最 初 に持 っ て き て変 形 す る場 合 は,ま ずCalciumを か っ こ で く く る 。 つ い で そ の 前 後 の句 を さ

き の 要 素 句 の 法 則 に も と つ い て 区 切 っ て い く。 そ れ を 概 念 図 で 表 わ せ ば つ ぎ の よ う に な る。

((D(B(A)C)E)F)

これ を 配 列 す る に は,

A:B,C,D,E,Fあ る い は

A:B,C,Ii】,D,F
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な どとす れば よい。

この場合Aに 先行する要素句B,Dは 名詞+機 能句 の形をな してお り,後 続の要 素句C,E,F

は機 能句+名 詞 の形をな してい るから,先 行群あるいは後続群 それぞれの中で相対位置を狂 わせさ

えしなか った ら,置 く順序 は どのように置いてもよい。 したが って,

A:C,E,F,B,D

A:B,D,C,E,F

A:C,E,B,D,F

な どが生 じる。

これはかな り自由度がある方法 であって,人 の場合は よいが機械 に対 してはかえ って障害にな る。

そこで可能は選択の中か らひ とつを決定する方法 として,つ ぎのよ うな考え方を とる。先 の例を使

うと,Calciumと い う見出 しのもとには,そ の語を含む いろいろな成句が集 まる。それ らの う

ちで もっとも共通 してい る要素句を最初 にお く。第2番 目には,2番 目に頻度の高い ものをお く等

々で ある。その際,先 行群 後続群の間で順序の逆転が起 ってはな らない とい う先の制約は守らな

けれぽならない。

これは索引配列 の際 に先行 のものと重複する語は省略す るとい う事実 にもとづ き・できるだけ省

略が多い ようにす る方法である。すなわちの単独の成句 の中では一意的 に順序が決 まらないか ら・

配列の相対位置を決定要因中 に含め ようと考え方 といえる。

t2.4.5句 配 列型 の数

先に述べたよ うに句 の配列にはい くつかの変型が考 えられる。 それは どのくらいあるかがArmi-

tageら に よって考察 されている。その2,3の 場合 をあげればつ ぎのようになる。

`

要素句の数 成 句 可 能 な 句 型 式 数

1 A A 1

2 AB A二BB:A 2

3 ABC A:BCB:ACC:AB 5

B:CAC:BA

4 ABCD A:BGDB:ACDG:ABDD:ABC 13

CADBADBCA

CDABDACAB

DABCBA

DBA

実際 に数えて数列を作 ることはつ ぎの ようになる。
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1

要素句の数 可能な句型式の数

1 1

2 2

3 5

4 13

5 34

6 89

… …

これはFibonacci級 数 で あって次の式によって定義 される。

an吉 〔 ∨る「5+1(2)2-1・ 吟1)2"-1〕

1.2.4.4ア ル ゴ リズ ム 適 用 上 の 問題 点

上 記 の 考 え 方 に従 って 処 理 ア ル ゴ リ ズ ムを 作 っ た 場 合,い ろ い ろ の 困難 な 点 が 出 て く る。 そ れ は

ま た ア ル ゴ リズ ム を 拡 張 して 解 決 を 計 ら な け れ ぽ な ら な い 点 で あ る とい え る。 以 下 そ れ ら の問 題 点

を 列 挙 す る 。

a不 要 語

句 の 中 に は 索 引 の対 象 とな る キ ー ワ ー ドば か りで な く,ノ ン ・キ ー ワ ー ドも含 ま れ てい る。 た

と幻 ま,tteffect"と い う よ うな 語 で あ る とかt'inrelationto"な ど とい う句 が あ

る 。配 列 の際 にこれらが 見 出 し と して 選 択 さ れ る こ とが な い よ う に しな け れ ば な らな い 。

b複 合 名 詞 ・t

い くつ か の 名 詞,形 容 詞 が 複 合 し て ひ と つ の ま と ま っ た 意 味 を 表 わ し て い る よ うな も の が あ る 。

た と え ば ㌔ ・・learre.act・ ・f・ ・1 .・1・m・nt"と か"f・t-high,gl。t,・1。 。di。t"

な ど で あ る。 こ れ ら は 語 が 分 散 して い る ので,ど ち らか とい え ば 見 出 し と し て適 当 で は な い 。 こ

れ は ㌔'y・ ・agki・ghyd・ ・c'a・b・n・il"と か"haem・gl・bi・ ・ec・n・tit・t・d

frOm"な ど,動 名 詞,分 詞 を 伴 っ た 句 に つ い て も 同 様 で あ る 。 見 出 し とな ら な い よ うな 処 理

を し な レナれ ば な ら な い 。:

c形 容 詞 一 名詞.

形 容 詞 一 名 詞 とつ な が った も の で どち らか 一 方 の語 を 見 出 し とす る場 合 は,先 の アル ゴ リ ズ ム

が 適 用 で き な い 。 た と え ば 次例 が そ うで あ る 。

Cesium

・b…pti・nbypl・ ・t・ ・

Hydrocarbons

arOmatic,
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す なわち前置詞,接 続 詞などの機能詞がない のに区切 る場 合がある。

dandで 結 ばれた句

"d
yingand.bleachingoflinen"と い う句があ るとす る。人手で句形式索引

を作 る場合は これを,

Bleaching

oflinenと

Dying

ofIinen

の2つ の 見出 しに分 けて記入す る。計算機 の場 合これを どのような形に処理す るか,一 工夫を要

する ところである。

e不 定 詞

不定詞 のtoが 前 置詞toと 誤認され ると,to後 で区切 られて意味 の通 じないものがで き上

が ってしま う。

f構 文の変更

標準的な例で は,で きあが った句形式 は順序 のみを変 えるだけで,後 は変更のないのがふつ う 、

である一6と ころが特殊 な例では,利 用者 の理解 を助 けるため,機 能句の変更を行な う場合があ る。

た と え ば つ ぎ の よ うな も の が そ う で あ る 。

Alyminosilicates・

ca`?1ys`s・fo・h・d「oca「bonc・nversi・ns

Catalysts

forhydrocarbonconversio∩aluminosilicatesas,

Hydrocarbons

conversionof・aluminosilicatecatalysts,for

Di・lect戸 ・ ・at・ ・ati・n

ionelectrostaticforcesandinteractionsinrelationto,

Ions

eIectrostaticforcesbetween,insolvents,dielec .satn.

inrelatiOnto, ・

Solvents

ionelectrostaticinteractionsinsdielec.sat【Nin

relatiOntOl

こ の よ うな 例 は 構 文 分 析 法 で処 理 す る と して もか な り複 雑 な も の に な ら ざ る を 得 な い で あ ろ う。
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9略 語

句 中 で は 簡 便 の た め に略 語 を 使 用 す る こ とが あ るが,そ れ が 見 出 し とな っ た場 合 は 完 全 綴 に戻

す 必 要 が あ る 。

h語 の 置 換

句 の意 味 表 現 の つ こ うお よ び 見 出 語 との 関連 で 句 中 の 単 語 を 置 換 え る場 合 が あ る 。 そ れ は 多 か

れ 少 な か れ 同 意 語 的 な も の で あ る が,機 械 で 処 理 す る 場 合 は ま ず 不 可 能 な 部 類 に属 す る も の で あ

る。 た と え ば つ ぎ の よ うな も の が あ る。

Bloodsugar

in…diabetes、

Diabetes

glucosemetabolismin,

Diabetes

kidneyinfectionfromEscherichiacoIiinalloxan

Kidney

diseasesordisordersof,Escherichiacoli-induced ,in

-__.diabetes,

Escherichiacoli

Kidneydisorderfrom,indiabetess

1.2.4.5プ ロ グ ラム 言 語

句 形 式 索 引 を 生 成 す る プ ログ ラム はSLIP言 語 で 書 か れ て い る 。SL'IPと はSymmetric

ListProcessorの 略 で あ っ て,J.Weizenbaum18)に よ っ て 作 成 さ れ た も の で あ る 。

そ の コ ン パ イ ラ ー はAtlasと 呼 ば れD.B.Russell19)に よ っ て 作 ら れ た も の で あ る。

SLIPは リ ス ト処 理 言 語 で ・ 後 方 に リン クが つ くの み な ら ず,前 方 に もつ く特 殊 な 形 式 を 持 っ

て い る 。 した が って ・ あ る語 か ら 始 め て 前 の語 あ る い は 後 の 語 を(法 則 に した が っ て)辿 る 必 要 の

あ る こ の よ うな 場 合 に は,最 適 の プ ロ グ ラ ミン グ言 語 で あ る とい え る 。

1.24.6応 用

句形 式 索 引 は 直 接 にはChemicalAbstractsな ど 雑 誌 論 文 の 索引 に使 わ れ る こ と も意 図

し た も の で あ る が ・ こ の よ うに機 械 的 処 理 の 可 能 性 が 出 て き た 現 在 で は そ の 他 に も い ろ い ろ な 応 用

が 考 え られ る で あ ろ う。

た ・え ば,1(im・ 。,・20)'は これ を 図 書 館 の 蔵 縁 引 に使 用 で き る 。報 告 して い る し,・ま た,

F・eeman2s・)は こ れ を 分類 去 た とSl.exu。iversalDecim。IGlassificati。n

の 索 引 に使 うべ き だ と提 言 して い る 。
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1。J2.5.情 報 検 索 シ ス テ ム の 形 式 化

1.2.5.1は し が き

最近 の動きとして,情 報検 索シ ステムを形式化 し,そ の基礎を評価 し直そ うとす る試みが見 られ

る.→ 継 合的な もの ・してはD.・ 。。,g・1の 書紋22)化 合 繊 薪 ついてはU・i・.・f

Penn、yl。 。n、 。の 。.Weaver23)の 雑 な ・、・見 ・ れ ・.そ の他W.Uhlma⇒ ・告 ・,

その本 筋はIRシ ステムの定量的側面を述べたものであるが,形 式化 にふれている。

形式的 な体系 とは,あ らか じめ決め られた公理 と推論 を使 って・それか ら直接誘導 され る定理群

の総称である。実際上 あらゆる問題 につい てそれが真か否か判断できるよ うな定理を導 出してお く

ことはで きない ので,そ の各場所 に対応 して推論を行 ない,証 明できれば よい とされる。形式的体

系 は体系 内で閉じてい て,推 論 の過程でそれまで認められていない新 らしい公理,定 理な どを導入

することはない。 このような形式的体系を作ることを形式化 とい う。

情報検 索システムは,こ れまで幾多の技法を生み出した。すなわち図書館 目録・ユ三夕ーム方式○

分類 法,計 算機処理方式,等 々枚挙 にいとまがない。 しか しこれらはいわば問題本位 に案出された

技法であ って,情 報検 索シ ステ ムの本質 とどうい う関係をす るのか・未だ解明 されていない。 これ

ら一見異 なる現存の技法 あるいは システムからその共通 的性格を抽出できれば・それが情報検 索シ

ステムの基本的構造 とい うことにな る。そ してそれは現存 のシステムを比較評価す る上の基準にな

るであろ うし,ま たより大規模,包 括的なIRシ ステムを設計する際の基盤 ともなる。

情報検 索システムの形式化 とい うのは,上 述 のよ うな意義 な りね らいが あるとい うことがで きる。

形式主義 の立場 からいえば,文 献あるいは質問からその特徴 を抜 き出 し手がか り語 を構成す る操

作 と,検 索を行な う操 作 とは,基 本的 に異 なった操 作で あると考 えられ る。 手がか り語の構成 は・

ソースとなる文献 の言語集 合か ら,手 がか り語 の集合への変換 であるが,検 索は手 がか り語の集合

間でお互 いに連絡をつけ関係を確認す る操作である。

そ こで形式化 のスケジュールをたてれば,ま ず手がか り語変換 の形式化,つ いで検索操作 の形式

化 となるであろ う。 しか し現実 には必ず しもその全部が完成 されてい るとはいえない。む しろまだ

緒 についたばか りで ある といえ よう。

1.2.5.2記 号系の数学 的モデル

情報検索では,対 象文献の情報を能率良く蓄積 ・検索するため,二 次資料化を行なうことが多い。

これは言語記述を手がか りにして,処 理 目的のために必要かつ十分に詳 しくその内容を把握し,そ

の結果を適当な言語で表現する操作である。たとえば:

抄録はA,ぱ ・ 槻 操作Aは 銅 一の自然言語 撞 ける圧縁 換

矧 叫Nエ ・ 索引緋 ・による自然語 ・か・検索語 ・一の狭

と考えられる.25)
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索引 においてr度 検索語Cへ 変換 されると,そ の後は ファイ リング も検索もすべ てCの みを頼 り

にして行なわれる。 も し,こ の変換 においてあい まいさが入 りこんだ りする と,そ れは後々まで影

響 し,つ いには検索精度の劣化 とな って現われる。 したがってこのよ うなあい まい さのない言語系

とはどのようなものか,い かなる変換を行なえば あいまいさが入 りこまないか,な どを吟味 してお

くことは重要な ことである。

記号系 はそれ 自身独立で あって,組 立方いかん によっては,記 号系 不備の故 に検索不可能 になる

こともある。記号系 としてそれが完備 であるためには最低どの程度の性質を備えていなければなら

ないかを吟味 しておくことは,形 式化の一部分 としても,特 に記号系が複雑 に変化する計算・機によ

る情報検 索システムの設 計上 もおろそかにできない ことである。以下Weaverの 所 論23)を 参考

にして進める。

1.2.5.3一 語 性および一義性

ある事物 とそれを表現する記号の間には,一 語性(uniqueness)と 一義性(unambiguity)

とい う2つ の重要な概念が成立つ。

一語 性 とはある事物があればそれ に対 してひ とつの記号が決 まる場合をい う。これを図示すれば

つぎのとお りである。あ る事物 に対 し一記号 であるから,異 な った事物が同 じ記号 に対応 してもよ

いo

Mt-一 一>CM-一 一>C

M1/＼ ㌔122

,一 語 的.多 語的,パ

M:事 物

C:記 号

一義性 とはある記号ばあれば
,そ れに対 してひ とつの事物が決 まる場合をい う。ある記 号に対 し

一事物であるから,異 な った記号が同 じ事物 に対応 しても よい。 これを図示すれぽ次 のよ うになる。

M<C・
'
C2

一 義 的

M← 一－C

M1/

i2

多義的

一語性 と一義性 は,そ れぞれ記号 化(coding)と 解記号(decoding)に 対応 する。

この2つ の概念 を組合 わせ ると図1.2.22の4つ の場合ができる。一語一義的な関係は自明であ

る。一語多義 的な ものは 自然語 に例を とれば同義語であり,多 語 一義 的なものは同語異義語である。

一語一義的 な場合が事物=記 号 の関係 では もっ とも望ましいもので ある。その他 の場合はそれぞ
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れ難点が あ り,多 語多義的 な場 合では記号 として使用す ることは不可能である。これらの関係を厳

密に定義すれば ど うい うことになるかを,以 下に示す。

一 語 的 多 語 的

一 義 的
M←>C M<:・

i2

多 義 的

M 1-c
Mぐ 一 ノ>
2

…

Mト>C

鵬≧く・:
ii

図1.2.22一 語性 と一義 性の組合せ表現

1.2.5.4記 号 法

記号系 の要素は次の4つ である。

i)記 号 化される対 象物の集合lG

これ はた とえば,文 献 内容 の表現体固 とか,化 合物構造式が相当する。

ii)対 象 物を記号化す る有 限個の規則 の組:E

iii)記 号 化された表現の集 合:S

た とえば,分 類 記号 とか結合行列な ど。

iv)Sの 要 素を解読 して もとの文献内容の表現体 とか化合物構造式な どに直すための有限個の規

則 の組:D

囲 文献を検索のために記号化するステ ップ として,次 の順序を考える。

記

① ② 号 ③

化

Iw－ 陣 ㍉一ご1
文献内容の
圧縮表現

①と②の間は意味的内容,あ るいは背景的知識が制御する変換であり,② と③の間はここ

でいう意味の記号系が制御する変換である。

li)の 記号化規則は,さ らに次の5つ の細則に分れる。

iトi)部 分構造を識別する規則の組

たとえば,意 味担体である語とそれらの間の関係を表わす関係詞との区別とか,化 合

物部分構造の識別などがある。

ii-ii)そ の部分構造を記号化する規則の組
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ii-iyl)記 号 化 された種 々の部分を組立 てる規則の組

ii-iv)あ る構造を処理するの にどの規則を適用す るか の判断基準を示す規則の組

li-V),i～Vの 規則 の適用順序を決める規則 の組

以上の規則群中 にない規則があ って もよい。

記号法 にはその重要な要素 として,事 物を記号 に直す一種 の関数が必要 である。 これを写像 とい

う。 この写像 は前述 の記号を使っていい直せば・定義域をG・ 値域(す なわち蜆貝Ui)をSと する

写像であ って,そ れが機械処理可能なるためには帰納的でなければならない。

記号法を形式的 に定義 すれば,次 のとお りである。

定義1:情 報 検索 における記号法Kほ7個 組で表現 される。

i)

ii)

iii)

iv)

V)

定義2

i)

ii)

1‖)

V)

定義補1:fをf:A→Bな る関数 とす る。VαeAに ついて終結 に導 く算法が存在する時・

k=<G・E・D・0・S・{G・}
。鵠'{Sd}d・D>

G(/IGG≠'φ

E:写 像eの 空 で ない 有 限 の 集 合族

e:Ge→SGe⊆ 。G,Ge≠ φ

S:記 号 化 さ れ た 表 現 の集 合

d:Sd→GSd≦ 二S,Sd≠ φ

d:eに よ って 記 号 化 さ れ た 表 現 の 集 合

C-ue(G。')⊆S
esE

K-<G,E,D,C,S,{Ge}eeE,{Sd}deD>は 次 の各項が成立つ ときに限

って強い記号法 とい う。

Kは ひ とつの記号法である。

E中 の各eが 帰納的で,か つGeがGが 帰納的 に相関(recursiverelative)。

D中 の各dが 帰納的で,か つSdがSに 帰納的 に相関。

SがS⊆Tで あるとき,そ のある集合Tに 帰納的 に相関。

fを

計算可能 あるいは帰納的 であ るとい う。

定義補2:AgTと す る。,Tの あ る.与えられた元がAに 属 するか否か,有 限 回の手続 によって決定

できるような終結算法が存在 する時,AはTに 対 し帰納的に相関であるとい う。

t,2.5.5完 備(Completeness)

記号 法 において,各 事物がそれぞれ対応する記号 あるいは記号群 を持つときに限 りその記号法は

完備 であるとい う。 また,各 事物 が高々一つの記号を もつ とき一語的,各 記号 が高々一つ の事物を

/
表わす とき一義的で ある とい う。'

,臓3・ 記号 法K=<・ …D…s・{G・}6.、E'{Sd}・E,D>eX・ ・G==。 ピ 。G・ でG

がGに 帰納的に相関 であ るときに限 って,Gに 相対的 に完備であるとい う。
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定 義4:記 号 法Kは,KPtGvc相 対 的 に完備であ り,か つG－ 旦であるときrc限 って絶対的に完

備であるとい う。

UGeは 帰能的であ る。)Geの 帰納性 は記号法が完KがGに相対的 に完備である場 合は,
eeEeεE

備 になる必要十分条件 である。完備でない記号法は使用不能 である。

1.2.5.6「 吾吾性(Uniqueness)

定 義5:記 号 法Kは,各eεEの 関数 の ときに限 って弱 く一語的で あるとい う。

定義6:記 号 ・法Kiば,次 の場 合が成立つ ときに限 って一語的であるとい う。

i)Kは 弱 く一語的

ii)あ る事物9が2つ の異 な った関数e,eノ の定義域 にある場合はe(9)-e'(9)

定義7:記 号 法Kは 次 の場合が成立つ ときに限 って強 く一語 的であるとい う。

i.)Keま 一語白勺

ii)各 記 号関数eが 一対一対応

定義8:記 号法Kは 次の場合 が成立つ ときに限 って中間的に一語 的であるとい う。

i)K}ま 嚢}く一語白勺

ii)各 記号化関数eが 一対一対応

記号化規則が関数であれば,あ る事物 に対応 して記号が(高 々一つ とはいえないが)決 まるから,

弱い意味 で一語 的 であ るといえる。つぎに一語的 といわれ る場 合は(も し使え るな ら),い か なる

記号化規則を使 っても対応 する記号がひ とつ に定 ま・る記号 である。強 くあるいは中間的に一語的な

場合は,使 う記号化規則 に よって対応す る記号が それぞれ異な る。

上記 のことか ら次の定理が導 き出される。

定理』1:Kを ひ とつ の記号法 とす る。写像e,e,の 定義域Ge,Ge,が 記号化写像 のすべての組

について互 に素ならば,次 のことが成立つ。'

i)Kが 一 語的で あれば弱 く一語的。

ii)Kが 強 く一語的であれば中間的 に一語的。

すなわち,Ge∩Ge'・"φ でe(9)≠e"(9)と な るか ら,す べ ての場合VC－ レベルずつ落 ち る

ことにな る。

1.2.5.7固 有

一義性は解記号規則 に関連 したものである。 したがって一義性は解 記号写像 の状態 と記号化写像

=解 記号写像 の状態 の双方 に関係す る。そ こで まず解 記号写像 の状態 に関 して"固 有"と い う概念

を定義す る。

定義9:記 号 法Kは,次 の場 合に限 り弱 く狭義固有 である とい う。

i)解 記号写像が存在 し .、

li)そ れぞれの解記号写像dをc上 に縮小 した場合,dは や はりひとつの関数 であ る。
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す な わ ち,Sdノ ーSd∩Cで,か つCte,9d∩Cで あ る よ うな す べ て のCtに つ きd!(Ct)=d(α)

な る 新 写 像d'が 存 在 し て ・ そ れ が 関数 で あ る ・ とLrう こ とで あ る・

定 義10:記 号 法Kは,次 の場 合 に 限 り狭 義 固 有 で あ る と い う。

1)

ii)

1

、
、

)

2

)

)

,
3

)

)

4

.)

)

ユ

ぽリ

ユ

ハロ

　
エ

リリ

　
ユ

義

義

義

義

定

定

定

定

Kは 弱 く狭義固有

ある記号が縮小 された2つ の解記号写像 の定義域 に属す るとき,

号 につい て同 じことを行な う。

記号法Kは,次 の場合 に限 り強 く狭義固有 であるとい う。

Kは 狭義 固有

各解記号 写像がc上 に縮小 されるときは一対一対応。

記号法Kは,次 の場合 に限 り,中 間的 に狭義 固有であるとい う。

Kが 狭義固有

各解記号写像がc上 に縮小 されるときは一対一対応 。

.:e号法Kは,次 の場 合に限 り弱く固有であるとい う。

解記号写像が存在 し,

各 解記号写像 はそれぞれひとつの関数。

記号法Kは,次 の場合 に限 り固有であるとい う。

これらの写像は その記

定義15:

i)Kは 固有 。

ll)各 解 記号写像 は一対一対応。

定義16:

1)Kは 弱 く固有 。

ii)各 解 記号写像 は一対 一対応。

定理1と 同様 に次の定理が成立 つ。

定理2:記 号 法Kが すべ てのd,d'

場 合 次のことが成立つ。

1)

ii)

Kは 弱 く固有

すべ ての解 記号写像d,dノ においてSの ひ とつのもとたとえばSoが,

の定義域 に属する とき。

dノ(Soう==d(s)

記号 法Kは,次 の場合va限 り強 く固有であるとい う
,。

記号法Kは,次 の場合 に限 り中間的に固有 であ るとい う。

dお よびdノ

に お い て解 記 号 写 像Sd「lSdノ ー φ にな っ た とす る。 そ の

Kが(狭 義)固 有 ならば,弱 く(狭 義)固 有。

Kが 強 く(狭 義)固 有な らば,中 間的 に(狭 義)固 有。

狭義固有は解 記号写像 が常にCの 上 に制限 され てい るのに比べ,固 有ではS全 域に拡張 されその

よ うな制限のない違いがある。
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一 般 にCとSdと の 関係は次 の3つ の場合がある。

i)C=USdd
C-D

il)C⊆USdd
eD

iii)C≧))Sdd
ED

狭 義 固有 と固有 が区別 され るのはli)の 場 合のみで あってi)と 川)の 場合では差 が生 じない。

定 義17:記 号 法KはUSd⊆Cで あるときに限 り正規で あるとい う。dCE－

すなわ ち,記 号 化された記号 の集合 とSの 部分集合で解記号 される記号 の集合が等 しい場合 を正

規 とい うのである。

定義18:記 号 法KはuSd⊂Cの 場合 に限 り準正規で あるとい う。dξD

さきの説明 とこの定義18か ら次の定理が成立 つ。

定理3:Kが 準正規 になれば,次 のことが成立つ。

i)Kが 弱 く固有な らば,Kは 弱 く狭義固有 。

ii)Kが 固有な らば,Kは 強 く狭義固有。

川)Kが 強 く固有な らば,Kは 強 く狭義固有 。

1.2.5.8構 成

次 に一義性定義 の2つ の前提 のうち2番 目の記号化写像=解 記号写像 の関係を定義す る。

定義19:記 号法Kは 次 の場合 に限 り良い構成(fine)で あ るとい う。

i)各eお よび9εGeな る9に つ き

d(e(9))=9

な るdが 存在す る。'

ii)各dお よび αεCasdな る αにつ き,も しd(α)-9な らばその ときはe(9)=

αな るeが 存在する。

これか らす ぐに次 の ことがいえる。

定理4:Kが 良い構成 の記号法であるならば,C⊂)Sdか つ
eeE

)Ge=G=')d(Sdnc)
e∈EdξD

で ある。

定義20:記 号法Kは 次 の場合 に限 り特 に良い構成(ultrafine)で あ るとい う。

i)Kは 良い構成'

ii)す べ てのdに つ きe(e)εSdな らば

d(e(9))=9

1.2.5.9一 義li生

以 上一義 性を定義す るための道具立 てができた。

定義211記 号 法Kは 次の場合 に限 り・弱 く一ー一:義的である。 、r

l)、Kは 弱 く固有
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ii)Kは 良 い構成

定義22:記 号 法Kは 次の場合 に限 り一義的であ るとい う。

`

i)Kは 固有

ii)Kは 良・い構成

定義23:記 号 法Kは 次 の場合 に限 り中間的 に一義的 であるとい う。

i)Kは 中 間的に固有

ii)Kは 良 い構成'

定義24:記 号法Kは 次の場合 に限 り強 く一義的である とい う。

1)Kは 強 く固有

ii)Kは 良 い構成

定理5:Kが 一対一対応 記号 化特性 を持ちかつ良い構成 であるときは,KはLISd⊆Cの 場合d∈D

において(す なわちKが 正規 の場合)一 対一対応解記号特性 を持つ。

1.2.5.10本 質 的多i義性.

本 質的 に多義 的 とい うのは,あ る記号法がそれ と同 じ記号化規則 をもち,か つ弱く一義的である

よう噛な他 の記号法 に拡張 できない ときをい う。

定義25:記 号 法Kは 次 の場合 に限 り本質的 に多義的であるとい う。

ノ

すべ てのKに おいて。

i)Kの 記号化写像がK・ に含 まれているか,あ るいは,Kの 記号化写像 のある縮小がKノ

に含まれてい る。

li)Kノ は)Geに 対 し相対的 に完備 。
eeE

lit)K'は 良い構成で も固有 で もない。

定理6:Kは ひ とつの記号 法であ って,無 限 に多 くの事物 が記号 αの上 に写像 され るよ うなもの

である場合は,Kは 本質的 に多義的 である とい う。

定理7:Kは ひ とつ の記号法であって,記 号化写像e,eノ に対す るe(Ge),eノ(Geノ)が 互

va素 でな く,9≠9'で あ る9,9'に 対 しても ・(9)一 ・'(9')で あ る場ec・'m・

i)Kが 良 い構成 であるな らばKは(狭 義)一 義的ではない。

‖)Kが 良い構成であ るならばKは 強 く(狭 義)一 義的ではない。

1.2.5.11結 論

ここで上述の定義 の結果 を総合 する と,い かな ることがいえるか,そ してそれが実際上 の問題解

決 にいかに役立つか,を 吟味 することにす る。

まず,弱 く一語的な記号系 と一語 的な記号系の関係および中間的に一語 的な記号系 と強 く一語的

な記号系 との関係をみてみ る。以下 において記号 法はすべて強いもの とする。

剰 ・K・一<G・E・D・C・S・{G・}。SE・{Sd}deD>鳴 く一語的 であ るとする・ この

場合次 の ようなK/が 存在す る。

1)K'一<G・E'・D・Cノ ・S・{G・}d。D・{Sd}d。E>
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ii)Kノ は 一 語 的

iiD)Ge-)Ge-G
eeEer"E/

iv)Kが 中 間 的 に(狭 義)-i義 的 な らばKノ も同 じ。

V)Kが 強 く(狭 義)一 義 的 な らばK'も 同 じ。

vi)・Kが 弱 く(狭 義)一 義 的 な ら ばK'も 同 じ。

V:[DGノ ⊂C

(証 明 略)

系2:K=一<G・E・D・G・S・{Ge}・ ∈E'{Sd}。 。D>は 中 間 的 に一 調 でG===
。、、・・

で あ る とす る。 こ の 場 合 次 の よ うなK'が 存 在 す る 。

i)K'=一<G・E"・D・C・SL{G・}。 棚 ・{Sd}d。D>・

ii)Kは 強 く一一語 的 。

…D
。¥'E,G・=。V。Ge・

iv)Kが 中 間 的 に(狭 義)一 義 的 な らば,1(ノ も同 様 。

V)Kが 強 く(狭 義)一 義 的 な らば,Kノ も同 様 。

vi)Kが 弱 く(狭 義)一 義 的 な らば,K'も 同 様 。

vのKは(狭 義)一 義 的 な らば,K!も 同 様 。

系3:K=一 〈G'E・D・C・S・{G・}。 εE・{Sd}dめ 〉 で ・

i)KがGに 対 し相 対 的 に 完 備

ii)Kが 特 に 良 い 構 成 。

で あ る な らば,

〉'で 次 の よ うなK・ が 存 在 す る 。Kノ・=<G,E,D',C,S,{G・},{Sd}
d迄DeeE

i)Kノ はGに 対 し 相 対 的 に完 備 。

il)Kノ は特 に構 成 。

川)Kが 弱 く(狭 義)一 義 的 な らば,Kノ は(狭 義)一 義 的 。

iv)Kが 中 間 的 に(狭 義)一 義 的 な らば,Kノ は 強 く(狭 義)一 義 的 。

V)Kが 一 語 酌 な ら ば,Kノ も一 語 的6

W)Kが 中 間 的 に一 語 的 な らば,Kン も 中 間 的VC-su的 。

vii)Kが 弱 く一 語 的 な らば,Kノ も 弱 くL語 的 。

vi‖)Kが 強 く一 語 的 な らば,Kノ も強 く一 語 的 。

系4:K=一<G・E・D・C・S・{G・}。 ∈E・{Sd}dεD>で

|)KはGに 対 し相 対 的 に 完 備 。

ii)Kは 弱 く(狭 義)一 義 自勺。

iil)K↓ ま一 文寸一 言己号 イヒ特'1生を 持 つ 。
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で あ る な らぽ,

次 の よ うなK'=<G・E・Dt・D・S・{G・}。 、E・{Sd}deD>が 存 在 す る ・

i)K'はGに 対 し 相 関 的 に完 備 。

ii)Kノ は 一 対 一 記 号 化 特 性 を 持 つ 。

iii)K'は 一 対 一 解 記 号 特 性 を 持 つ 。

系5:K=<G・E・D・C・S・{G・}。.LE'{sd}d,D>で

i)KetGVC対 し相 関 的 に完 備 。

ii)Kは 中 間 的 に(狭 義)議 的 か あ る い は 弱 く 一義 的 。.

川)Kは 中 間 的 に一 語 的 。

で あ る な ら ぱ,

次 の ・ うな ・'一 〈 ・'・ ・'…C"…{・ ・}
。。、・{Sd}、eD'〉 が 存 在 す る・

i)Kノ はGに 対 し相 関 的 に完 備 。

ii)K'は 一 対 一 解 記 号 特 性 を 持 つ 。

iii)K,は 一 対 一 記 号 化 特 性 を 持 つ 。

系6:、K==<G・E・D・C・S・{.G・}。 ∈E・{Sd}、 。D>ぱ い て

i)K}XGVC対 し相 対 的 に 完 備 。

ji)Kは 中 間 的 に あ る い は 強 ぐ一 義 的 な らば,

次 の よ うなKノ が 存 在 す る 。

i)Kノ=<G・E'・D・C・S・{G・}
。eE・{Sd}d,D>

ii)Kノ は 中 間 的 あ る い は 強 く一 義 的 。

i"1)Kノ はGに 対 し相 対 的 に 完 備 。

iv)Kノ は 強 く一 語 的

次 に中 間 的 お よ び強 く一 語 的 な 系 に つ い て述 べ る 。 これ はそ の うち の ど ち らが 中 間 的 あ る い は 強

く一 義 的 な 系 に拡 張 し うる か を決 め る も の で あ る。

系7・K-〈 ・ ・ ・ …d…{G・}。 、、・{・・d}d∈D>・ お い て

i)Ku:GVC対 し相 対 的rc完 備 。

ii)Kは(中 間的 に)強 く一 語 的 。

で あ る な らば,.

次 の よ うなKノ;<G,E,D",C,S,{Ge}
e∈E,{Sd}dεD>が 存 在 す る 。

i)K・ はGVC対 し相 対 的 に 完 備 。

ii)K!は(中 間 白勺に)強 く一語 白勺。

i[i)Ktは 中 間 的 に一 義 的 。

系8:K==<G・E・D・C・S・{G・}
。。・E・{Sd}dεD>に お い て・
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i)KはGに 対 し完備相対。

il)Kは 一対一記号 化特性を持つ。

ならば

次の・ うな ・t-〈 ・・ … 「・ …1{・ ・}
。εE'{・d}、,。,〉 ・・存在す・・

i)K!はG'に 対 し相対的 に完備。

ii)K'は 一 対一 記号化特性 を持つ。

lii)K'は 一対一解記号特性 を持つ。

最後の問題 として一語的あるいは弱 く一語的な記号系 は,果 して本質的 に多義的か ど うか吟味 し

ておく必要がある。系4か ら「語的な系だけを考えれば よい。

系9:K===〈G・E・D・C・S{be}。,E・{Sd}deD>に おい て

i)KはGに 対 し相対的 に完備。

ii)Kは 一語的。

i:i)そ れぞれの記号化関数eに つ き集合Geは 次 の条件を備える。

Geは 有 限な数の部 分集 合を持ち,次 の形 を してい る。そ してその各項}ま有 限である。

Ge(1)={gl,… …,gn:e(gi);e(gj)1≦i,jΣn>で あ るならば ,

次 のよ うなKノ が存在す る。

i)Kノ=<G・E・D'・C・S'{G・}。eE・ ・{Sd}d、D・>

ii)K'=Gに 対 し相 対的 に完備

Hi)Kノ は一語的

lV)Kノ は中間的 に一義的

t.2.5.12評 .価

こ こでは上 記の結論か ら,記 号法の評価を行な う。現在 の記号法 を分類すると次 の3つ になる。

a分 類 記号

bト ポ ロジー法26)'

Cキ ー ワー ド法

これら記号法の主要用途は,atフ ァイルの特性,b .類 概 念検索,c.種 概念,関 連概念 の検

索,の3つ になる。

キーワー ド法におい ては,記 号化規則が一対一記号化特性を備 えていれば,そ の系は強 く一語的

であると共に強 く一義的 である。

トポロジー法および 分類 記号では,記 号法 に一語的あ るいは強 く一語的な性格を求 めるのは酷 で

あって・少な くとも弱 く一語 的な線で置 くべ きで はないか と思われる。 トポロジー記号は,一 対一

解活 写舗 あり・その写像力;一対嚇 言己号雛 を徹 かつ・⊆
、ぎDSdで あれ・ま・一語一紬 な

記号法 とすることがで きる。
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1.3 フ ァ イル の 構 成 と探 索

1.1で 述 べた よ うに,狭 義の情報検索 と}ま 「フ ァイル に貯 えてある情報を探 し出す こと」であ り・

決 して繍 を作 咄 す ・・を意味 し否 な・・.す なわち貯えてあるい ～つかの情報 か噺 たに繍 を

作 り出す ことは行なわない。

一般に情報検索では,種 々の情報を整理 し,あ る基準 に従 ってい くつかの情報を まとめてレ コー ド

を作 り,こ のレコー ドを集積 して情報のファイルを作成す る。情報検索では,質 問(問 合せ)か ら,

このファイルの探索指令を作 り,こ れに従 ってファイルのレコー ドを1つ1つ 調 べ,探 索指令で指定

したアイテムとマ ッチ した アイテ ムを持 つレコー ドの他のアイテ ムを回答として取 りだすことを行 な

う。

電子計算機 を利用 した情報検索で,い か に大量 の情報 をランダムアクセス メモ リに蓄積 していても・

探索指令 とレコー ドの アイテムの照合は主記憶装置上で行 なわれる・

そこで まず主記 憶装置上のデータの蓄積,探 索 について述 べ,次 に情報のファイル化 について述べ,

次 にファイルの探 索について述べ ることにす る。

1.5.1電 子 計 算 機 の 主 記 憶 装 置 へ の デ ー タ の 蓄 積 と 探 索

まず,い くつかのデ ータを電子計算機の主記憶装置(コ アメモ.リ)に 格納 しておいて,必 要に応 じ

てあ るデ ータを探 しだす場合 につい て考えてみ る。格納すべ きデ ータにはそれぞれ異 った大 きさの記

憶場所が必要 であ るが,デ ータを整理 し格納する場合 に次の2通 りが考えられる。

① 格納するデ ータがすべて同 じ大 きさの記憶場所を必要 とす るとき,ま たはそれぞれのデ ー タが

異 った大 きさの記 憶場所を必要 とするが,そ の最大 の ものに合わせてすべて同 じ大 きさの記憶場

所にそれぞれのデー タを格納す る場合。

② 格納す るデ ー タがそれぞれ異 った大 きさの記憶場所を必要 とし,か つそのよ うな大 きさの場所

を確保 してデータを格納する場合。

① の場合は格納す るすべてのデ ータが同 じ大きさの記憶場所を とり,② の場合は記憶場所 の大 きさ

は可変であるが,こ のよ うな記憶の仕方に対 してデ ータの探 し方が異 って くる。

主記 憶装置 に貯 えてあるデータを1つ1つ 調べながら必要 なデ ータを探 し出すときに,① の形式 で

格納 されてい る場合 には各 データの記憶場所の大 きさは一定であるから,サ ブスク リプ ト(添 字)を

用いる とい う,い わゆるテ ーブルサ ーチの方法で探索す ることがで きる。この① の形式をテーブル形

式 とも呼ぶ。

これに対 して②の形式でデータが格納 されているときは,単 なるテーブルサ ーチの方法ではデ ータ
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の探 索はで きない。次に示す よ うな3種 のいずれかのデータをそれぞれの格納 データに付加 しておか

なければならない。

(D1つ のデ ータと他のデータの間にデ ータの区切 りを示す もの。

(ii)そ のデ ータの専有する記憶場所の大 きさ(桁 数,語 数 といったもの)を 示す もの。

㈹ そのデ ータの次に調 べるデータが格納 されてい る場所(格 納 されている先頭番地)を 示す もの。

特に㈹ のデ ータをア ドレスポインタ(単 にポイン タともい う)と 呼んでいる。

一般 に②の形式でデータを格納す る場合 には
,デ ータの探索の方から見て,ω,㈲,⑭ のいずれか

またはこれ らを併用 したデ ータを追加 しなければな らない。

この②の形式でのデー タの処理は,① のテ ーブル形式 のデータの処理に比 してプ ログ ラムが面倒 に

なる。 とい うのは・ ほとんどすべての計算機(デ ィジ タル型)は ハー ドの機能 として,メ モ リを逐次

一定間隔で探索す るのに便利な機能を持 っている
。 このインデ ックスを扱 う命令を利用す ることによ

ってテ ーブル形式のサブスク リプ トの処理 が容 易にできる。

上記の㈲ のデ ータ(ア ドレスポインタ)は 他 の目的 にも利用す ることが できる。(D,(川 は あ くまで

一連のデー タを逐次調べる時に しか有効でないが
,(mの ア ドレスポ インタは,次 に調 べるべ きデー タ

のア ドレス(番 地)を 示 してい るものであ るか ら,格 納 してある全体のデ ータを調 べる必要がな く,

あ る種 のデ ータのみを調べれば よい場合 には,そ れらのデータを このア ドレス ポインタで結んでおけ

ば よい。

以上 の蓄積 の方法と探索の方法の関係 を図 にまとめた ものが図!.3.1で あ るo

図1,3.1か ら判 るように,デ ータの蓄積の方法 と探索の方法は密接な関係 にあ り,そ れぞれを切

りはな して考 えることは無意味である。そこで次にい くつかの事例を考えてみ ることにす る。

〔事例1〕

蓄積す べきデータはすべて同 じ大 きさの記

憶場所を必要 とし,か つ格納 してあるデ ータ

をすべて調べなければならない時。

蓄積方法:① の形式

探索方法.テ ーブルサ ーチ

〔事 例2〕

各蓄積デ ータが必要 とする記憶場所は本質

的には可変であ るが,ハ ー ド的 に,テ ーブル

サ ーチの方法で探索することが望 ましい場合。

蓄積方法:最 大 のデータの大 きさに統

一 して固定 にとる①の形式

探索方法:テ ーブルサ ーチ

〔蓄積方法 〕 形式①

各データの記憶場所の大き

さ(固 定)

/、

〔探索方法 〕

サブスクリプ トを使用

するテープルサ～チ

＼/

〔蓄積方法〕 形式②

各データの記憶場所の大き

さは可変

〔探索方法〕

〔i)デ ーpと アータの閲

の区切りを示すものを

たよりに探索

"n記 憶場所の大きさを

示すものをたよりに探

索

〔肋 アドレスポインタを

たよりに探索

図1.3.1デ ータの蓄積方法 と探索方法

の関係
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〔事 例3〕

各蓄積 デーメが必要 とす る記憶場所は可変であ り,な るぺ くメモ リを有効 に使 用 し,特 にハー ド

的には制約を受けない。またすべ てのデ ータを調 べなければな らない。

蓄積方法:② の形式(① の形式 にす るときもある)

探 索方法:② の形式の探 し方

この よ うな場合,記 憶場所 を各データについて固定 にしたどき起るメモ リの無駄 と,探 索時間の

縮少 を考慮す ることに よって,形 式① にす るか,形 式②にするかを決定する。

〔事例4〕

数種類のデータが混在 し,探 索の際必ず しも全デ ータを調べる必要がない時。

蓄積方法:同 種 のデ ータにっいてア ドレス ポインタで結ぶ。または種類別 に ソー トしその先

頭番地を示すポ インタを別に用意す る。

探 索方法:ポ インタを繰 りながら探索す る。

これは探 索するとき調べるデ ータをなるべ く必要最少限 にとどめることが主 目的であ るため,個

々のデ ータが必要 とす る記 憶場所 の大きさが固定であ っても,ポ インタを利用す る方が有利 とな

る。

以上述 べたこの4つ の事例 はあ くまで簡単な例 につい て検討 したにす ぎない。実際問題 としては,

次 の点を考 え合せなければならない 。

(1)個 々の蓄積デ ータの記憶場所 の大 きさが固定長であるか可変長であるか。

可変長であるとしたら,最 大 に合わせて固定に した ときどの くらい メモ リの無駄が生 じるか。

② これらのデータ群 をサ ーチす る とき,全

1)形 式①の場合
データにっいて探索しなければならないか。

もし探索の時 と場合 に よって全デ ータを

調べ る必要がなければ,物 理的 にグループ'・
17

分け して格納す るか,ポ インタで同種のデ

ータを結ぶカ、ot

な どについて検討 し,最 終的に

(i)無 駄 な メモ リの最小化

(iD探 索時間の最小化

を考えなければならない。

次 に蓄積形式の メモ リマ ップと探 索方法の フ

ローチ ャー トについ てまとめてみ る。

ら

各データの記憶場所の

大きさm

t`:i番 目のデータA.

の先師 地

か:開 始番地

↑
ノx← 開始番地

z$

÷
イ('X)の 処理

'x←1x+尻`

ye5 ∫x≦z

≦ 、

no>

㊦

tl=t,一:+m

＼
＼
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2)形 式 ② －m 3)・ 形 式 ② 一(m

il

ど童

'.

t

'

C、;1番 目のデー'A、

の⑲有する記恒場所

の大きさ

1,

'没

'

t

s

Ix←ou始 番地

tl

A('X)の 処理

IX←P、

P
,;`番 目 の デ ー タ の次 に 処 理 す ぺ き

1+1番 目 の デ ー タ の 先 頭 ア ドV

スoP≒t
Lじ 十1

P
t=tt十 」

0=P

壬

1.5.2個 体 と属 性,属 性 の 値

ファイルの構成,探 索の説明に,「 個体」,「 属性」,「 属性の値」 とい った用語を使用するので,

ここで定義 してお く。

「何々に関す る情報」 と言 った ときの 「何 々」に相当す るものを個体 と呼ぶ ことにす る。

たとえば,

「1つ の文献 に関す る情報」 とか

「1入 の研究員に関する情報」 とか,ま たは

「1つ の化合物 に関する情報」 とい った

文献,研 究員,化 合物を個体 と呼ぶ。

個体 に関す る情報 にはい くつかの種類がある。 この種類 に相当す るものを属性 と呼ぶ ことにす る。

た とえば,

文 献 に関す る情報 として,著 者名,主 題,発 行所 とい ったものがあるが,こ れ らの著者名,主 題,

発行所 とい った ものを属性 と呼ぶ。

研究員に関する情報 で言えば,氏 名,年 令,性 別,研 究テーマとかい ったものを属性 と呼ぶ。

各個体 につい てのそれぞれの属性 の内容を属性値 と呼ぶことにする。すなわちある個体の無形 であ

る情報を,自 然言語や記号 で表現 したものが属性値 とい うことになる。
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1.5.5蓄 積 情 報

ある個体の集合を考 えそれに関す る情報をすぺて集め,行 を個体 に,列 を属性 に対応 させた2次 元

の表 に整理 した とする。

属性

個体
α(1) δ(2) ε(り

λ(1) ∫11 ∫12 ∫1`

B(2) ∫21 ∫22 ∫2、

0(3) ∫31 ∫32 ∫3ε

…

…

図1.3.2

∫り:括 目の個体の括 目の属性の値

たとえば個体の集合として,あ る研究所の研究員の集合をとれば上記の表は次のようになる。

属性

個体
＼

氏 名 研究員% 年令 性別 研 究 分 野 専 門 分 野

研究員1 佐 藤 223 25 男 計算機 ソフ トウエア 物 理

研究員2 斉 藤 010 40 女 ドキュメ ン テ ー ション 図 書 館 学

研究員3 山 田 115 32 男 数 値 解 析 数 学
・
・

.

■

…

上記の例では, .どの個体の どの属性 についてもその属性値 は唯一 つであるが,属 性の選び方 によっ

ては1つ の属性が多値 になることがある。た とえば,個 体 に文献を とり,そ の属性 に 「その文献の著

者名」 とるとき,多 人数で文献を著わ した ときは,こ の属性値は多値 になる。

たとえば,

著 者 名 主 題

文 献A 佐藤,斉 藤,高 橋
計 算 機 の ソ フ ト,

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

文 献B 山本,鈴 木
オ ペ レ ー テ ィン グ

シ ス テ ム

文 献C
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この ように属性の選び方・すなわち・情報の整理 の仕方によっては1つ の属性の値(内 容)が 複数

個 になる。

上記 の属性の1つ の値を ファイルの構成上,ア イテム と呼ぶ。アイテムをある基準に従って集めた も

のをレ コー ドと呼ぶ。このレ コー ドを集めた ものが ファイル とい うことになる。

電子計算機の記憶装置の内部では,情 報を次のいずれかで表現する。

(i)文 字 列 自然言語の語

{
文字,数 字,特 殊記号 を用いた コー ド

㈲ 数 値

これは主記憶装置(磁 気 コア)で も・補 助記憶装置(磁 気テープ・磁気 ドラム,磁 気デ ィスク,磁

気 カー ド)上 で も,1つ の電子計算機 システム内では同 じ表現を とるのが普通である。

情報を 自然言語の語(欧 字・漢字・ カナ文字)で 表現 したときは,一 般にこの文字列 の長 さは可

変 になる。 この文字列を記憶装置に格納す るわけであ るか ら,自 然言語 の語で表現 したア イテムの記

憶場所 の大きさは可変 になる。

1.3.4フ ァ イ ル の 探 索

狭義 の意味の情報検索のファイルの探 索とい

う作業 は 図1.3.3に 示 す ごとく,質 問(問 合

せ)か ら作成 した探索指令に従 って,ま ず フ ァ

イルを選び,次 にその ファイルの全部のレコー

ドを1つ1つ,ま たは質問に関連す るレ コー ド

のみを1つ1つ,指 定のアイテ ムについ てその

内容を調べ,該 当す るレコー ドの指定された他

のア イテ ムを取 り出す ことであ る。

簡単 に述べると,フ ァイルの探索の中心 とな

る作業は アイテムの照合である。ファイルの中

のレ コー ドのある特定の アイテムを どの よ うな

順番 で照合す るかは,探 索指令 の作 り方 とファ

イル の構成 とに直接 関係 して くる問題である。

探索指令の内容を一般的 に述べると,

(Dど の ファイルを探索す るかを示す もの。

(ii)各 レ コー ドの どのアイテムを照合するか

を示す もの。

(mそ の アイテムの内容。

/
/

探索指令で指定 し

たアイアムの照合

を行 う

に調㌻ .

あ るか

フ ァイル 探索

終 了

そ の レコー ドの指

定 された別 の アイ

テ ムを取 り出す

図1,3.3フ ァ イ ル 探 索 の フ ロ ー
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av)照 合 の対象 となったアイテ ムがマ ッチ した時,回 答 として取 り出す他のアイテムを指定す るも

のo

な どがある。

情報検索システムを設計す る時 に考慮 しなければならない点は,

(i)1つ の質問 についての検索時間をな るべ く少 な くすること。

(ii)検 索 の誤差を出来 るだけ少な くす ること。

であるが・(li)の問 題は情報の収集,表 現 に関す るもので プアィルの探索 には直接関係 はない。 ファイ

ルの探索法を考 えるときに一番重要 な ことは,探 索時間をできるだけ少な くす ることである。 ファイ

ルの探索の中心 となる作業は前述の如 く・ アイテ ムの照合 とい う作業であるが・探索時間を少 な くす

るため に次の点を考える必要があ る。

問題点1:

フ ァ
.イルのアイテムの照合回数をで きるだけ少な くす ること。 どの質問 について も蓄積 情報 のす

べてを照合の対象にするのでな く,そ の質問 と全 く無関係 であ ることが初めか ら判 っているレコ_

ドは照合の対象 にしないこと。

その対策:

(1)質 問 の内容によっては照合 の対象 となる アイテムが片寄るはずであるか ら,照 合 の対象 とな

るアイテムと回答 として取 り出すだけのアイテ ムのみで1レ コー ドを構成する ような,あ る種

の質問専用のファイルを作成 してお く。

(2)ア イテムの内容 についてレコー ドを ソー トして記憶装置 内に並べてお く。そ して各 グル ープ

の先頭のレコー ドの格納場所 を示すチェイン(ポ インタで結んだ もの)を 示すデ ータを付加 し

てお く。

⑧ あるアイテムについて同 じ系統 の内容を持つレコー ドをチェインで結ぶ。

問題点2:

レ コー ド内の指定 されたアイテムの位置が簡単 に求め られること。

その対策:

レ コー ド内の アイテ ムの位置を直接示すデ ータ(相 対番地,ア イテムの大 きさを示す もの)を

用意する。

問題点3:

ア イテムの照合 の手間を 出来 るだけ簡単に し,1回 の照合時間を少な くする。

その対策:

情 報の ファイルは一般 に,磁 気テープ,磁 気デ ィスク,磁 気カー ドなどに作 られているが,ア

イテムの照合は主記憶装置(磁 気 コア)内 で行なわれるのが普通 である。

主記憶を語単位 で区切 る ワー ドマシ ンでは,ハ ー ドで1語 単位 で照合を行 う。ア イテムの照合 は こ



一58一

の ハー ドの照合を何 回か繰 り返 えして行 な うわけであるので,も しワー ドマシンを利用 し,ア イテ

ムの内容が情報を文字列 で表現 してい るものであれば,1語 に格納 される文字数の整数倍 に合わせ

てアイテ ムの大 きさを定めておいた方が照合 の手間が簡単 にな る。

1.3。5フ ァ イ ル の 構 成

1.-5.5.1マ ス タフ ァイルと トランザクションファイル

まず,あ る個体の集合 に関する情報を集 め,こ れを整理 し情報の ファイルを作 るとする。

1つ の方法は,1.3.3で 述べたよ うに,第1.3.2図 で いえば1行 に並 ぶ情報,す なわち1つ の個

体 に関す る情報を まとめてユレコー ドとしてプアィルを構成す る。 この場合,情 報 を自然言語 で表

現 したアイテムは大きさが可変 とな り,ま た個体の属性 によっては値が多値になることがあ りレコ

ー ドの長 さが個体 によって まちまちにな る。

た とえば,文 献の情報 に関してファイルを構成す る場合,文 献の著 者名,標 題といった ものは普

通 自然言語で表わ される。 また著者名 とか主題 とい う属性は多値 になる。 この ような時1個 体に関

す る情報をすべて1レ コー ドにまとめると,レ コー ドの長 さは個体によって可変 にな り,こ の よう

な ファイルの処理(フ ァイルの探索,レ コ_ド の ソーテ ィング)は 複雑 にな り,処 理時間 も増大す

る。

そ こでい くつかの属性を まとめて1つ の レコー ドを構成 し,1つ の個体 の情報を複数個のレコー

ドに分けて ファイルを構成する方法が考え られ る。1.3.5.2で は この実例を示す。

1.3.4で 述 べたよ うに,探 索の対象 となる ファイルは,探 索の能率を上 げるために,あ る種 の質

問専用のフ ァイルをい くつか用意する ことが必要 である。

ここで便宜上,前 者 の ファイルを マス タファイル と呼び,後 者の ファイルを トランザクションフ

ァイル と呼ぶ ことにす る。.

マス タファイル もトランザクシ ョンファイル も共 に,1.3.4で 述 べた ように,各 レコー ドは

(i}蓄 積 情報

(iDフ ァイル探索 に必要なデ ータ

の2種 から構成 され てい る必要がある。

1.5.5.27ア イルの構成の実例

ここで 日本科学技術情報センター一・(JICST)の 文 献検索システムの ファイルの構成 を実例 とし

てあげ る。

マス タファイルには2種 類 ある。

(DIR漢 字 ファイル

これは文献の情報 を漢字 コー ドで表現 した もので,「 文献速報」誌作成のために作 られたマス

タファイルに若干の修正を加 えた ものである。レ コー ドの構成は図の通 りであるが,1つ の文献
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入
t
8
弓

1コI

D

lE

トN

T

原稿NO

1 2 1 1 1 1 2 3 8 1 1 1 6 9 96字 5字 9字 2字 2字一
一

書 架NO 使用言語

1

使用言語

2

使用言語

3

年

5字 3字 3字 3字 2字

BCDモ ード
Lξ 『8b1` 漢字モー ド1字=18bit20W=40字一 -

1

分類 コード1 分類コード2 挿入図コー ド 写 図 表 参 発行国 整 理NO

ピメント
NO

デ

圭　

部

門
コ

1

ド

情

報

員

NO

原 稿NO

ラ

田02 o

1

ト

」.

補
助
原
稿
冊

・⑧

12 1 ヰ1 2 3 81卜 1・11 6 9 9 4字 3字 3字 3字 3字 ▼8r‥b!e

RM:レ コードマークo

整理NOはVariableで あるが24字 以上の場合はレコードが増えるo



iltFiE6i36brl

セグメントB

(会議資料)

BCDモ ー ド8w=48桁一 漢字モー ド1字=18bit,20w=40字

ヒグメン
NO
…̀～
一

/部
1門
Dコ
EI
Nド
T

情
報
員

NO

原稿NO

補
助
原
稿
NO

分類
コー ド1

分類
年 月 日コード2 抄 録 者 記 事 番 号

記
事
区
分

料
金
判
定

R n] n

入

方
ε
月

〒
ト

1 2 1 1 1 2 3 8 1 llll 6 9 96字 5字 9字 2字 2字

1

書 架NO 使用言語

1

使用言語

2

使用言語

3

年

5字 3字
.

3字 3字 2字

'BCDモtド 岬i`
漢字モード1字==18bit2σW=≠0字

セグメント

NO 『部
門
コ

～
ド

情..

報

員

NO

原稿NO

補
助
原
稿
NO

分類コード1 分類コード2 挿入図コー ド 写 図 表 参 発行国 整 理NO

f

02

～

n o

1

1

1 2 1 ・1・1・2 3

.

8 1 1 i 6 9 9 4字 3字 3字 3字 3字 9字一
雑 誌 名

Variable

Variab】e
米 雑誌名が15字 以上の場合はレコー ドが増える。

'

ー

ひ

一
－

L -一ーーーーーーー一.一ー一.



.

ー

〔
N
ー

lw=36bi

セ グ メ ン トB

(パ ンフレワ ト)

BCDモ ー ド8w=48桁一 漢字モー ド1字=18bit,20w=40字

セグメン
Nσ ～

一

工

』

;
T

部
門
コ
1
ド

情
報
員

NO

補
助
原
稿
NO

分類
コード1

分類
年 月Bコー ド2 抄 録 者 記 事 番 号

記
事
区
分

料
金
判
定

R Ot n

区
分

入 コ

カ1

ト

原稿NO

1 2 1 1 ・ll 2 3 8、 1 1 1 6 9 96字 5字 9字 2字 2字一
書 架 NO 使用言語

1

使用言語

2

使用言語

3

年

一字モー ド1字= 18bit

5字 3字 1 3字 3字 2字1

宝w=36bd
BCDモ ー ド

口18hit

'

20W=40字.

セグメント
NO 菱

デ
1部
タ門

崔

情

報

員

NO

原 稿NO

補
助

原

稿

NO

分類コード1 分類コード2 挿入図コード 写 図' 表 参 発行国 整 理 m

B 020 ト

1

・12 i・{11・ 2 3 8 1 1 11 6 9 9 4字 3字 3字 3字 3字 9字

↓

15字

～



1

ひ

ω
1

」

BCDモ ード8w=48桁
垣『8垣t

漢字モード1字=18bit,20w=40字

馳
1炉36bi↓
`

色品 曄 －

I
I

部
門
コ

|
ド

情
報
員

NO

原稿NO

補
助
原
稿
NO

分類
コード1

分類
コー ド2 年 月 日 抄 録 者 記 廊 番 号

記
耶
区
分

料
金
判
定

01 n

1

ト

・12 1』 1 1 1 2 3 8 1 11 ] 6 9 9 6字 5字 9字 2字 2字

・一
年使用言

3

使用音

2

使用宮

1

NO

 

架

2字3字

 

33字5字

|

BCDモ ード ∈bl` 漢字モー ド1字=18bit20W=40子
1W=究6hltI

でグメント

NO r部
門
コ

1

ド

情

報

員

㎜

原 稿NO
～

補
助

原

稿

NO

分類コー ド1
.

分類コー ド2 挿入図コード 写 図 表 参 発行国 特 許NO

B 02 D

'

II

ト:}

1 2 1 1 1 12 3 8 1 1 ll6 9 9 4字 3字 3字 3字 3字 7字

整 理NO
z

%
6字 11字

、

セグメントB

(特 許)



ー

ひ

《
ー

セグメントB

(RB・堤D

－
1炉36b寸

BCDモ ード8w=48桁
よ『8bi`

漢字モー ド1字=18bit,20w円40字
-

セグメン
NO ‖

一

工部門

コ

1
ド

情
報
員

NO

原稿NO

補
助
原
稿
NO

分類

コード1

分類

コード2 年 月 日 抄 録 者 記 事 番 号

記
田
区
分

料
金判

.定

R m Ω

入 コ

ナ1

2ト

冒

I
D
E
N
T

1 2 1 11 1 2 3 8 111111 6 9 9 6字 5字 9字 2字 2字一
書 架NO 使用倉梧

1

使用倉語

2

使用言語

3

年

5字 3字 3字 3字 2字

lw-36b・i BCDモ ード .圏8"t 漢字モー ド1字=18bit 20W=40字 .

セグメント
NO 菱

デ
1部
'門

1}τN ド
ト汀

情

報

局

NO

」

原 稿NO

補
助
原
稿
NO

分類コード1 分類コー ド2 挿入図コート' 写 図 表 参 発行国 整 理NO

吟刀02 0

1}21・11 工 、2 3

1

8 ll1 6 9 9 4字 3字 3字 3字 3字 9字一
15字



セグメントC

セグメントD

セグメントE

セグメントP

1W』36bit、

・|
BCDモ ード8W=48桁

字=11bit
H

漢字モード1字=18bit20口=40字 〉き -

セグメント
NO 菱ヨク

{

部
門
コ
1
ド

情
報
員

NO

重
出
Σ
分

補
助
原
稿

NO

分類
コード1

分類

コード2
分 類 コ ー ド

シ
リ
1
ズ
略
語

・ ・⑭

c

01

～

n 0

1

ト

原稿NO

.

UDC

1 2 1 日1 1 2 3 8 11 1 6 9 9 9字 1字 V汀iable(max30字)

1W=36bi目
、BCDモ ー ド8W=48桁 ・響b't 漢字モード1字=18biヒ20W=40字

-
..、

セグメン1
菱 部
門
コ
1
ド

情
報
員

NO

分類

コード1

分類
コー ド2

£

01

～

n

1

ト

原稿NO

エ 」匝 補
D仕 助
o区

1男 籍
NO

ページ
,,← 一一ーーーー一一〉,一,← 一一ーー一→,

「「
」

・ ・@

1 21・ ・1・1 2 3 8
II

11】15 9 9 'V
ariable

}W－ 舗・ill
BCDモ ード8W=48桁

司8bi`

米 ベージ数が40字 以上の場合はレコードが増える。

「 漢字モ_ド1字 一18bit⑳W-40字 ・1
`

セ眺
ろ ‖・
門

コ

1

ド

情
報
員

NO
原稿No

補
助
原
稿

NO

分類

コード1

分類
コード2 著 者 名

テ

E

①～

n 0

コ

1

ト

ふ りがな(カ タカナ)
一 ㊥

、

1 2 1111 112 3 8 111i・11 6 9 9 10字 max30字

1w－ 部bjltl

BCDモ ー ド8W=48桁

鉋lb't
来 著著名が1名 を越える場合はレコードが増える。

LL

1 漢字モード1字=18bit20W=40字. 1

セク兇小
NO 菱 禺

コ

1

ド

情
報
員

NO
原稿NO

分類
コード1

分類

コード2
原 文 標 題 ・⑧

ひ
撃
n 0

1

補
助
原
積

NO

12 1 1i1国2 3 8・1中 1 6 9 9 Variable

米 原文標題が40字 以上の場合はレコー ドが増える。

1

ひ

O
ー

L .



セグメントG

1W」36bit'1
BCDモ ード8W=48桁 当b'`

漢字モード1字=18bit⑳W=40字.1

セグメン
NO 費先τ

クI

l

部

聾

F

情'報

員

NO

原稿NO

工

補
助
原
稿 、

NO

分類

コード1

分類

コード2

和 文 標 題

3

皿～

n 0

〒
卜 一 ②-@釦 '⑤ ③@一 ⑭

1 2 t 1 1 1 2 3 8 1 1 ・1・ 6 9 9 Variab】e

ー

ひ

ひ
!

②:分 離禁止記号

⑭:キ ーワー ド抽出記号

米40字 以上の増金レコードが増える。

セグメン トH

セグメント1

1W=36b"
BCDモ ード8W-48桁 『8bi`

[

「1

漢 字 モ ー ド1字=18bit2《 〕W=40字 「 ト

ピグメント
NO

発

産「方 部
門
コ

1
ド

情
報
員

NO
原稿NO.N

T

工
葉 補
助
原
稿

NO

分類

コー ド1

分類

コー ド2
キ ー ワ ー ド

01 0

入
力
区
分

コ

|

ド

}
ド

出
Σ
分

'(め

八2 1 1 1 1 2 3 8 111111 6 9}; 9

.

〔 BCDモ ード8W=48桁 』

字=18bit
→

|漢字モー ド'1字=18bit累)W=40字

セグメント

NO ‖
－

I

I
橿

部
門
コ
|
ド

情
報
員

NO

工

E

1匡

補
助
原
稿

NO

分類

コー ド1

分類

コー ド2
ふ り が 左

㊥Ol 1

1
'

原稿NO

出
ヌ
分

〉

嚇

112
イ

1 1 1 1 2 3 8 1 1ll1 6 9 9 Variable(max40字)

lw=36うt 正『8bi`
漢字モード1字=18bit⑳W=40字 う

セグメント
NO 覧踊

コ

1

ド

情
報
員

杣

補
助
原
稿

NO

分類

コード1
分類
コード2

1

⑭,1

㎝
～
n 0

1

ト

原稿NO

・@
1 2 1 1 1 1 2 3 8 111」11・6 9 9 Variable



・

oセグメントB

(廿理情報)

BO1

。セグメントC

(資 料 名)

CO1～Cn

心 セ グ メ ン ト 』D

〔巻,号)

DO1

oセ1グメントE

(整 理番号)

EO1

oセ グメン トF

(ベ ージ)

FO1～Fn

1RBCDプ アイル

セ

クメ

ン

ト

ー£

-

ζン
|1
トζ

z

2

記事番 号

9

李 ・
イ
テ1

ζ

了
D2

ヲ

イ

1

劇 霊資料番号(書架番号,
整理番号)

発

行

国

3

使用

言
語

3

使用

言
語

3

便
用
言
語

3

参考

文
献
数

3

イ ンプッ ト

区
分

2

'貧、 ∋

(9}

grma・')

〉

年

2

月

2

日

2

,12 3 4 ・1・ 7 8 9

米
七 レ サ
ク コ {
メ | ア
ド
■ン・

|
記事番号

1
'ン

ヨ

資 料 名
、

[ ク ン ∋
工 1
ン.フ D
1 2 9 2 V

112 3 41516171819

V:Variable

来 意
セ

クメ

ン

トー

E

l

レコ

ー
ド
ン

ー

クェ

ン

ス

2

記事番号

9

サ'チ

↓

夕

8
2

発
行
初年

2

発 行

巻

乏

年

2

来
月

2

来
日

2

・12 "3
4 516 711

号

8 9

レコ

ー

ドン

ーク

ェ

ン
ス

2

ξ己事番号

.

9

ヂエ

膓』

2

L

未
発
行初

年

2

一

年

2

発 行一

群

2

一

香

2

1
(η1-
`'-

I

Ml

鯉 番号(オ リ.・万 ル付番)

i 頷〕(max)

・1・ 3 4 51・61718'1・

※
セ レ サ
ク コ イ

メ 1 テ
ン ド |

γ
記事番号 ζ ペ ー シ

ク ン[
工 1

.一 ー ー一 一一 一今

ン D
1 子 V

、12 3 41516171呂19

(注)1,・ 印で示したセグメントはJICSTて イノブvト されるもの。

米 印で示 した項 目はJICSTで はインブプトされ疫い項目。

2,JICSTで インププトされる書誌データの内,資 料番号,資 料名,巻 号,整 理番号は資料種

類(書 架番号の4桁 目に相当)κ よりその収録項 目が異なる。

〔a)定 期刊行物(資 料種類;J)

資料番号(書 架番号)資 料名 巻号
(BOl)(COl～Cn)(DOl)

(b)原 子力レポー ト(N)

資料番・号(ブラ〃)整 理番号(オ リ・n・レ付番:max30・h)

(BO1)(EO1)

(c)会 議 資料(K)

資料番号(整 理番 号:9ch)資 審ト名

(BO1)(COI～Cn)

(d)ノCン フレット(LI)

資料番号(整 理番号19ch)

(BO1)

(e)特8午(P)

資料番号(整 理番号6ch)整 理番号(オ リジナル代番19血)

(BOエ)(EO1)

(f)PB,ADL!ボ ート(R)

資料番号(フ'ランク)整 理番号(オ リジナル付番=9ch)

(BO1)(EOI)

3フ ジイノレマージの扱いについて

幾種類かのファイルをマージする場合,そ の記事のデータ源を明示する為に ソースファイルコ

ードを記録する。 記 事が重復した場合には宇心となるファイル(例 えばJICST-BCD

ファイル)を コアファイルとし,他 ンステムからのファイル(補 足ファイル)に 関してはその

記事番号をソースファイル参照セグメントに,キーワードを補足キーワードセグ〆ントに収録す

るo

4,引 用文献数(参 考文献数)の 扱いについて

各 記 事につh'て引用文献情報(セ グメントC.D.E.F.H.)を 同一記事番号でインプット

する.(。.イ 嚇 成はBCD・ ・d・・tn-)引 用文献情報セ〃 〃トvaついては・サ行

一シeンIDに 引用文献毎に同一記事内でのシークエンスNOを 付る。

5.サ イテーシHン[Dの 何番方法

101120CO

～ ～ ～ ～

9999129Cg

lobAO130DO

～ ～ ～ ～

109A9139D9

11eBo140EO以 下同様

～ ～ ～ ～

llgBgl49E9

ー

ひ

↓
1



6

セグメントG

(発 行 所)

GO1～Gn

。セグメントH

(著 者)

He1～1恒

正

レ
〒

{
ン
ス

2

記事 番号

・9

サ
イテ

|
シ

膓
I
D
2

発
所

互

z

発 行 所
'

V×V

1'12 3 ・1・1・1・1・ 「 ・

米 〉 宴
セ

ク

メ
ント

ー

t

l

レ

〒

ド
シー

ク
エ
ン

ス

2

記事番号

'
9

サイ

テ1

ζ

f
D
2

副機

関
参
照

2

主
機
関
参
照

2

著 者

36(max)/入

・12 3 ・1・1・ 「 ・1・1・

6.発 行 初 年

発行年が2年 以上にまたがる場合その初年を記入するe

7.嘉 行所シークエンス(機 関シークエンス)

1==㌫:、EG.i}・ ・・・・…
各機関or発 行所のデータ区分を明確にするために各概関or発 行所単位に追番する。

米 レコードシークエンスはレコード単位の追番である。

米 機関参照はその著者が所属する機関シークエンスを記録する。

1

ひ

。。

一

走グメント1

(所属機関)

101～In

1

レ
コ

ー

ド
シ

ーク

ェ

ン
ス

2

記事番 号

9

サイ

テ1

'ン

㌶
ID

2

機
関
シ
1
ク
エ

《

2

所 属 機 関

V×V

・12 3 41`1・1・1・1・

。セグメントJ

(欧文標題)

JOI～Jn

士

クメ
.

鱗
イ
テ

ソ

トー

£

シ

↓
エ

記事番号
1ζ

ン

欧 文 標 題

ン 1 〉
ス D

1 2 9 2 V

1 12 3 4 151 6 }7 18 19

セグメント、K

(和文標題)

KO1～Kn'

1

レ
コ

ー

ド
シ

ーク

エ

ン
ス

2

記 事 番 号

9

サ
イ

テ
1

シ

元1'

D

2

和 文 標 題

'

V

112 3 ・1516171819



セグメントL

(抄録文)

LO1～Ln

セ レ

窮罷

三
12

荒垣番号

・9

サ

チ↓

ク

ム
2

こ
和
ヌ

弓

1

抄 録 工

r

v
112 3 ・151617181・

・セグメントM

(分 類コートつ

MO1～r,110

レ
コ

ー

ド
シ

ーク

エ

ン
ス

記事番号

季
ゴ
T

ζ
ン

ム

u
D
C

区
分 分類コー ド
→

UDC
－

1 2 9 2 1 9 釧)〔mnx)

112 314 5「6171819

・セ グ メ ン ト 】」

(キ ー ワー ド).

NOI～Nl5

Ψ

セ レ

メ 了
ン ト'

ト シ

1↓

;

1ラ

・

記事 番号

ぺ

9

r
テ1

=
ン

I

D

2

キーワー
ド区 分

駆i_
分分分分

1.11,

キ ー ワ ー ド

30(max)

(語 番号)

(6[
ll2 341 516

17 181 9

セグメント0

(補 足キー
ワード)

001～On

ト

レ

〒
膓}

姦
2

記事番号

9

サ

膓

↓

ク

D

キ ー ワ ー ド
、

30(mar)

(隔 番号)

(6)

112 3 ・1 .・1・1・1・1'・

セグメントp

(ソースファイル
参照)

PO1～Pn

1

レ

了万

1ク

〕エ《

2

記 事番号

9

サ

チ

↓

ク

呑
2

7
7
D
I

矛

《
1

イ
x

Ｌ
L

ソ ソ ン

)11
ス ス ス

フ フ ソースフ アイル 参 照
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に関す る情報をい くつかの レコー ドに分けてある。

1レ コー ドは28語 の固定長 とし,各 レ コー ドの頭8語 はレ コー ドの種別を表 わすデータを含

んでい る。文献に関す る情報は残 りの20語 に含 まれている。

(ii)IRBCDフ ァ イル

これはIR漢 字 ファイルか ら,情 報の表現をBCDモ ー ド(英 字,カ ナ文字表現)に 変え,B

CDモ ー ドの文献検索システム用 に作 り替えたマス タファイルである。各 レコー ドは9語 の固定

長で,頭 の2語 はレ コー ドを区別す るためのデ ータが含まれ,残 りの7語 にBCD表 現 の情報が

格納 されている。

JICSTの オ ンラインIRシ ス テ ム(IRON)で は このマス タファイルから次に示す6つ の

トランザ クシ ョンファイルを作成 し,検 索作業 の際はこれらの ファイルを磁気デ ィスクの中へ磁気

テープよ りロー ドして使用 している。

質問の中でキ ーワー ドに関す る部分はキー ワー ドファイルを探索 し,著 者名 に関する部分は著者

フ ァイルを探索するとい った ようにする。資料番号 ファイル,分 野 コー ドファイル,分 類 コー ドフ

ァイルも同様に扱 う。 これらのプアィルを探索 して得 られた 「記事番号 」から書誌 ファイルを探索

して回答を出力する。 さらに利用者 の要求 に応 じてIR漢 字 プアィルを も探索 して回答を出力する

ようにな ってい る。

1.3.6フ ァ イ ル 構 造 の 数 学 的 理 論

t.3.6.1デ ー タベースの作成

CODASYLの 言 語構 造グループが提案 した情報代数学の理論 を導入 して,フ ァイル構造を取

扱 う。ただ し,い わゆる階層構造(hierarchicalstructure)の み に限定する。

「個体」,「 属性」,「 属性の値」,「tZコ ー ド」,「 ファイル」を1.3、2の 定義 で与えたとし

て,フ ァイルは次の ような一意写像 として表現 される。

9:E→A

ここにEは 個体の集合,Aは 属性値集合の 直積で,

A=A1×A2× ×A n

で あ る。

ち は,個 体のノ番 目の属性が とりうる属性値を意味する。すなわち,

9=(91・q2・ ・9n)

9ノ:E→ ・4元

ファイルの どの よ うな構造 もψの成分 の一つとして表現で きる。たとえば,個 体のあ る列は,

9:E→A=E
∫ ∫

で表現できる。・



ここで図1.3.4に 示 され るような階

層構造を考え,同 一の属性集合を持 つ

よ うな一 つのレベル中のすべての個体

の集合 を,SIMSCRIPT言 語 で

い う 「集合」 とよぶ。図1.3.4で は,

「集合 」A,「 集合 」B,「 集合」C

の三つがあることになる。 「集合 」A,

「集合」Bは それぞれ 「集合」B,

Bは それぞれ 「集合」A,

一73-

9fは あ る個体をその先行す る個体(SUCCessor)に 対 応 させ る。この よ うな対応は,プ ア

イルの"構 造"写 像 とよばれる。構造写像をい うとき,フ ィジ カルには"ア ドレス"と い う個体の

集合を意味す るのが普通 である。

集合A

図L3.4階 層 データ構造

集合B

集合o

「集合」Cの"マ ス ター"集 合である。 「集合」C,「 集合」

「集合」Bのttス レーブ"集 合である。情報代数学の原論文では,各 属

性集合 に"未 定義のΩ"な る値 を導入 してい るが,そ れでは一般化 しす ぎるので,こ のよ うに 「集

合」なる概念を導入したのである。

先述 した ように,各 集合は個体の列を持つ。

ψ〃:Ei→Ei

これ は フィジ カルな レコー ドシークエンスで表現で きるが,大 容量記憶装置上 で乱更 新を有効に

行 うためには,"次 の個体のア ドレス"を 属性値 とす るが よい。

場合 により⇒ アの逆写 像

9り 一97;:E
、・→Eノ

が,"直 前 の個体のア ドレス"と い う属性 として陽 に表現される方が よい。

E「1を マス ター集合,E2を ス レーブ集合 と仮定すれば,階 層構造は も う一 つの"構 造写像"の

存在を主張す る。

E29

h:E1→2

こ こvaghは 一 意写像ではない。一意でない写像を表現するための一つの方法は ,9hを 二 つの

一意構造写像で表現す ることである
。

9d:El→E2

9;:E・ →E・

ここに9

φ はマス ・調 体耐 す ・長男のイ固体端 示 …;は す ぐ次の競 指示す・・ まず

ち 樋 用 し・ついで弓 を数 取 復す ることによ・て・ どのスレーブ個体 にも到達できる.注

意すべきことは・長蠣 係は魅 減 じ選択され・適当酬 幽 す・もので必 ず ・も・
,の 列に

は一致しない。

もし必要ならば,次 の逆写像
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9、'f・9ノ ー1・E・ →E・

は,あ る 属 性 に よ っ て 陽 に表 現 で き る。 こ の 方 法 は,も しあ る ス レ・一 ブ 個 体 が2個 の マ ス タ ー個 体

を 持 つ よ うな 可 能 性 が あ る と き は 必 須 条 件 で は な い 。 こ の よ うな場 合 と い うの は,el,e26E1

と し て,

9h(el)≒9h(e2)

9、(・ 、)〈9、(θ2)≒ φ
E2

で表わ される。 この ような場合 には対応

者(ス レーブ個体)の ア ドレスの リス ト

図 ・・3・5%9、 ・ 形 ヅ

が各マス ター個体 に対 して用意 されねば

な らない。ス レーブ個体からマスター個体を見出すための9nの 逆 写像は・一意でない写像 となる。

・:1・E,-2E・

なぜな ら2個 ない しそれ以上のマス ター個体が,共 通 のス レ・一ブ個体の集 合を もつか らである。

　 　

¢ もまた=二つの一意写 像に分解 できる。
λ

「p
u:E2→E1

91・E・-E・

』ここ
・va・・iは 個体を初 第一;・xタ 一個継 端 させ・91は マス ター個体を・同 じスv－ ブ個

体を持つ次のマス ター個体 に対応 させ る。

9'の 場 合 と同 じくq"の 逆 写像∫ ∫

中'・!-1・El-E1

も,あ る属性 で陽 に表現で きる。

リス トの方法 も9Lと 同様 に適用で き
図L3.69,9,ρ",9"

・・ もしぺ が貢 なら・ ・、・ヅb-u'fb

・・
、'はぺ ・とともにただ一 つ嘱 性で期 ・・ ご

できる。 これが リング構造であ る。 リング構

造は メモ リの節約 に役立 つ。

2個 ない しはそれ以上のスレーブ集合が共

通のマス ター集合を持 つ場合,マ ス ター対 ス

レτブ関係を表現 する 属性 を各スレーブに対

レ与えなければな らない。 このよ うな構造の

例を図1.3.8に 示 す。.

階 層構造におい て

只」□

6口 口

口 ・L

図1.3.7リ ン グ 構 造

口 ・・
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Ei〈Ei≒ φ(i≒ ゾ)

お よびマスター対スレーブ関係 は,あ らか じ
/

め厳密 に定め られてい る。 しか し集合 の名称

を ア ドレスに沿 って持たせることによって,

この制限はい くらか緩和 される。それは,集

合の名称 と作成ずみの辞書 によって個体 のど

の属性を検索すべ きかがわかるか らである。

か くして,1マ ス ター個体は異 なる集合 に属

す る複数個のスレーブ個体を持 てるし,1xレ

ープ個体は異なる集合に属する複数個 のマス

ター個体を持つことがで きる。

個体の ランダム検索ぱ 離 写像 ・
ノ の逆

写 像で特性づけられる。

9:E→A
ノ ノ

E4

図1.3.8複 数 個のスレーブ集合 を持つ

マス ター集合

まず,ア イ デ ン テ ィ フ ァ イ ヤ に よ る検 索 を 扱 う こ と と し,対 応 す る写 像 を1対1と し よ う。 す る

と 一、'・ ぐ

9:A→E.、 、ノ ノ

は一意写像で脚 ・・ら の親 ・個鰍 艦 騰 置識 の・・に酉己置ぎ品 ・∂・嶋

係 している・通常・E醐 プ 蓄離 れて"'るメモリ酬 喋 合 と考えられる・

もしアイデンテ ィプァイ輌)集 合∠と,自 然数の列からの密な(ギ ャップがごく少数の)集 合 ∫

との間の1対 ・茄 茜 筋 騨 なア・レゴリズ・・緒 在すれば・づ は二つの写働 ・『・賜

解 される。

x:∠ ノ → ∬9:1→E

ρは

e-cn(の －i×1十b

と定義 される。 ここに,eεE,i⊆1で,1は 個 体の大 きさ,bは フ ァイルの先頭ア ドレス

である。

この方法に よってメモ リを無駄に しないで個体を蓄積するための ア ドレスを決定できる。 またア

ィデ ンテ ィファイヤを指定すれぽ,検 索が迅速 かつ容 易になる。

しかし多 くの場合,便 利なアル ゴリズムを見出 しえない。 アイデ ンテ ィフ ァイヤが数個の独立 し

た コー ドからな り,各 コー ドは別 の意味を持つからであ る。

この困難 を避ける方法の一つは多対1対 応 γを用い ることである。

x:'A
i→1

、
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この とき,複 数個のアイデンテ ィファイヤ

が1整 数 に対応す ることになる。すなわち,

複 数個の個体が同 じ場所 に割当てられること

があ る。対策は,(a)そ の場所に続 く空 き地 を

用意す るか,(b)ラ ンダムメモ リ上のある領域

のコモ ン ・スペ ース ・プールからスペースを

確保す るかのいずれか である。(a)は簡 単で,

ラ ンダ ムメモ リのアクセス時の"ブ ロッキン

グ"を 可能にす るが,フ ァイル密度が成長す

るとき空 き地 の探索に長 時間を要する。

(b)の方 法が一般的である。ある新 しい個体

の占めるべ き場所が別 の個体に よって先取 り

された とき,新 しい個体のア ドレスは本来 の

場 所の一部に記録 され てい る。これを ぐマリン

クア ドレス"と い う。2個 を こえる場合,

file

culatedaddmBS(eccupied)

(Occupiga)
He又tvacantlocation

(i)Sea壬ch工ngvacantaddre8s

CommonSpacePoo1

(iiChainL工nk

図1.3.9多 対1対 応xの 蓄積機構

リンクア ドレス によって次 々にチェイニ ングされる。 ア

イデ ンテ ィファイヤによる検索 も可能である。 コモ ン ・スペース ・プールは,制 御 プログラムの

"G
etandRelease"機 構 によつて制御 される。す なわちユーザが新 しいスペースを必要

とす る ときは・制御 プログラムが使用可能なスペ ースのア ドレスを取出し・ユーザがそれを先行す

る個体 に リンクする。不要の個体ができるとリンクをはず し,解 放 されたスペ ースを制御 プログラ

ムに もどす。

空 き地 の探索 にしても個体 のチェイニングに しても,ラ ンダムファイルを呼ぶ回数 と処理時間を

増 し,従 って計算機の効率を低下させ る。容易にわかる ように,各 場所 に対応するアィデ ンテ ィフ

ァイヤが一様分布であ ること,す なわち各x-1(i),iε ∬の密度ができるだけ同 じである こと

が計算機効率の低下をふせ ぐために必要である。.

ア ィデ ンテ ィファイヤは数種類 のコー ドからな るから,そ の分布には強いひずみがある。ひずみ

を除去 して一様分布を得 るため

にttラ ンダム化"の 技 法がある。di)ld・nsity。fV"(t)φ 一'ω ヅ・ω

ズフてロ　　ゆ エの　　

こ れ に は,中 央2乗 法,素 数 でseve「aldigits

割 り剰 余 を 求 め る 方 法,ラ デ ィ

ック ス 変 換 法 お よび こ れ ら の 組

み 合 わ せ 法 が あ る 。

ア イ デ ンテ ィ フ ァ イ ヤ か ら ア

図1.3.10ラ ン ダ ム 化 の 効 果

ドレ ス を 得 る も う一 つ の 方 法 は,
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イ ンデ ックス ファィルを用意す るこ とである。 このとき個体は内容的 な順序 に関係な く作られた順

序に蓄積す る。この完全にランダムな蓄積法は,コ モン ・スペース ・プール とその制御 プログラム

を必要 とす る。 しか しこの場合,全 個体 は一つのチェインに沿 ってならんでいる。検索するたびに

チ ・'・ンの第一個体かrた ・・て・・イルをス キ・ンせねばな ・な・…:1の 表 現・儲 ・担

いないので,検 索効率は最低 とな る。それゆえ,ア イデ ンテ ィファイヤと個体ア ドレス間の対応テ

　 　
一ブル によって,9の 実際の対応を表現す るインデ ックス ファイルを別 に作成する ことが望 ま」

しい。

インァ ックス ファイルが大き過 ぎてコアの1ロ ー ドでおさまらない場合 は,数 個 のインデ ックス

バケ ッ トに分割す る。 インデ ックスバケ ットの逐次探索は効率を低下 させ るので,ア ィデンテ ィフ

アイヤの集合をバケ ッ トア ドレスの集合Bに 対応 させる写像 βを考慮せねばならない。
、

β:4,一 →B

この写像は多対1で あるか ら,再 び ランダ

ム化を考慮 する必要がある。 .

図1.3.11に インデ ックスバケ ットを作

るアル ゴリズムのサ ンプルを示す。

インデ ックス ファイルで もインデ ックス

バケ ットでも,ア ーギ ュメン トの値の順序

にエン トリーがならんでいれば,2分 探 索

法 により探索時間がはや くなる。 しか し,

Porgユ ▼en1αentifieri,

f加dr.vhere'

i牢np+r,O・Sr≦P-1

n`integer

P3apprepriatepr血9

mb● 壬

Searchオ ーthinde;

㎞cket

={

IndexHle

bucket御

霊:㍑1

buket拶n

図1,3.11イ ン デ ックスバケ ット

作成のア リゴリズム

インデ ックスエ ン トリーの更新 に際 し,最 初の順序を保つために再配列が必要 である。再配列 の時

間を極小化する には,'追 加 用の別 のインデ ックスエ1)ア を用意 し,そ のエ リアは逐 次探索で探 す と

よい。追加用のインデックスエリフは,あ る時点でインデソクスファィルを更新す るまでそのままにしてお く。

さて,フ ァイルは写像 ρの表 現

×
　
∠

ま

×

ヤ

ー

イ

∠

ア

=

フ

ち

二

…

さ
.

イ

.ノ

9

ア

ψ

力あで

×An

が1対1で あるよ うな属性であ った。 ところでアィデンテ ィファイや以外 の属性を使用 した検索が

あ りうるが,そ の ときは必ず しも対応が1対1写 像を一与えない。 この ようなとき迅速な検索を実行

す る方法はク ロスインデ ックスを作成す ることであ る。す なわち,検 索の対象 とな る属性 ごとに別

々の インデ ・クスフ ・イルを作成す る・ ・
」 は多対1で あるカ・ら・ 吟 は離 値igEの 部 繰 合

に 写 像 す る 。

-1E

9:A→2」 〆

こ の 写 像 を 表 現 す る た め に,(a)リ ス トイ ンデ ック ス,(b)チ ェ イ ン イ ン デ ッ クス の二 方 法 が あ る 。 リ

'

●
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ス ト イ ン デ ッ ク ス は,'イ ン デ ッ ク ス テ ー ブ ル

Att・ibut・Adgress。fAttribuゼ ・Addr,。 、。f

の 関 数 と し て 個 体 の ア ド レ ス テ ー ブ ル の ア ド ・alu・fi・ ・t・ntityva1・ ・acaress七 ・b1・

レ ス を 持 つ 。 イ ン デ ッ ク ス テ ー ブ ル の ア ー ギ

table

ユ メ ン トは,個 体 の対 応 す る属 性 値 で あ る 。

チ ェ イ ン イ ンデ ッ ク ス は,イ ンデ ック ス テ ー

ブ ル の 関 数 と し て 第 一 個 体 の ア ドレ ス を 持 つ 。

イ ンア ック ス テ ー プ ル の ア ー ギ ュ メ ン トは,

個 体 の対 応 す る 属 性 値 で あ る 。

(i)(Mainエndex(i1)List－ 皿6ゼ
1.3.6.2↓ 寅 索

あ㌘ ㌶ 鷲 蕊 叢ll図 ・・…2・;i・A、・一』

って逐次処理に よって検索を行 うものである。ランダム検索は,あ る属性が特定 の値を持つ ような

個体を見出す ことである。一般化 していえば,"特 定 の論理式 に対 し真なる値を与える個体を検索

す ること"で ある。

論理式すなわち検索条件 の もっとも簡単な形式は,主 題を表わす個体の属性名 と定数を 駅関係演

算子"で 結合 したものである。関係演算子は・

≡ 一≠ 〉 ≧<≦

である。

〔例 〕Progra㎜er-Apptitude-Test='Aノ

さらに,算 術演算子を用い て主題を表わす個体の属性名 と定数 と変数 とを結合 した算術式を導入

する。算術演算子は,

+一 ・/・ ・()

である。

〔例 〕Work-in-mainoffice〈3*Work-in-branc・hes

こ こで,

<算 術 式 》 〈 論理演算子 〉 〈 算術式 〉

なる形式の論理式を基本条件 とよぶ。論理演算子 は,

〈Vr

で あ る。い くつかの基本条件を結合 して複合論理式が作 られる。

オ ぎ ロ ロ
〔例 〕((Age=≧25)〈(Material-status=SINGLE)〈

サ ロ
(Location=NY))V

((Ag。9'30')〈(N。mb。,-6f-・hild,enST3')〈 一

(1」ocatiOn=INY`))

/

邑
]
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ランダム検索を迅速 に実行す るために,サ ブルーチンでは,イ ンデ ックス構造が利用 される。

　 　 　 　 　　 　ユ

ρ 一(91・92・ ・9n)

もし論理式がただ一つの属性のみに関する基本条件か らなるな らば,所 与 の属性値集合・ち 中の

あ る値aま たはあ る部分集合 αに対 して,Eの 部 分集合9-1(α)ま たは9-1(α)を 見出す のが検

索である。検索条件を,

〈 属性名 〉 〈 関係演算子 〉 〈 算術式(属 性名を含 まず)〉

な る形式に再編成す るならば,検 索は グ1の インデ ックス機構を参照して達成 される。

基本条件C1で 検 索 される個体の集合 をEl,02で 検 索 され る集合をE2と して,

E1〈E2,E1>E2,E-E1は,そ れ ぞれ,c1〈c2,ClVo2,ro1に 対 応す

る集合であることはす ぐわかる。 これに,一(「0)一 ・Cと ド・モル ガンの法則

「(c、Vo2)一(ro1)〈(rC2) }
「(C1〈C2)一(「C、)〉(「02)

とを加えれば,い くつかの基本条件を組み合せ る実際の方法が得 られる。

しか し,こ の探索機構は以下の ものには適用で きない。(a)イ ンデ ッ.クステ ーブルが用意 されてい

ない属性,(b)2個 以上 の属性,(c)あ る関数を使用す る複雑な条件。 これらの条件で検索す るために

ファイルのインデ ックス構造を利用す る一般化 したアルゴ リズムの発見は,困 難ない し不可能であ

ろ う。 このときは逐次検 索しか方法がない。

検索条件をBackus-Naur記 法 で書 くと,

〈 条件 〉::-o

c::-elcVclc〈cトrol'(o)

ここでcだ けが末端記号でな く,e(基 本 条件),〈,V,一,(,)は 末 端記号であ る。V,

〈,「 の順序のあい まいさを避け るために,,文 法 に制限を加えると,

〈 条件 〉::-el(01)1(C2)1(C3)

o、::-eVcilclV(c2)1(c2)VollclV(・c3)1(c3)Vc、

c2::-e〈c21c2〈(Cl)1(Cl)〈c21c2〈(c3)1(c3)〈02

03::==7el-「(Cl)lr(02)1「(c3)

一(「 ¢)=θ と ド・モル ガンの法則とを適用 し,一 ¢を基本条件とみなす ことによって,文 法

は少 し簡単 になる。

〈 条件 〉::-el(01)1(02)

c、::-eVc、lolV(c2)1(c2)VCi

C2::-e〈021C2〈(01)1(C1)〈C2

条 件 に関す るあ る属性 のインデ ックス構造 が条件のために使用で き,か つその時に限 り,基 本条

件 を"単 純"と よぶ。そ うでなければ,"複 雑"と よぶ。 また

1
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Cl::一 ・vc、ic,〉(c、)1(c,)>c1

において,か っこの外 に複雑基本条件 があ る

とき,Clをtt#;雑"論 理和ブ ロック とよぶ。

〔例 〕e1〈e2〈e3

複 雑論理和e
l>(e2〈e3)

ブ ロ ックで

(eiVe2)〈e3 な い

el〈(e2Ve3)

elVe2Ve3複 雑論理和

}ブ ・ックで

(e1〈e2)Ve3あ る

ただし,e1とe2は 単純,e3は 複 雑 とする。

複雑論理和ブ ロックに対 しインデ ックス機

構は役 に立 たない。

もし論理 和ブロックが単純であるが,複 雑

基本条件を含むか,ま たは論理和 ブロックが

入れ子構造をしている とき,論 理和記号 で結

合 した条件 を分けて検索す ることが,実 際的

であ る。図1.3.13Civ)でe4とesが 複 雑な ら,

図1.3.14の よ うに分割する。

単純条件 については,演 算子V,〈 を適用

して条件を満足す る個体(ま たは個体ア ドレ

ス)の 集合 を見出す。 これは,ア ドレス集合

のマージングとマッチ ング とを意味す る。 も

し複数個の条件が同一属性 を探す場合 は,イ

ンデ ックステーブルを同時 に引 く方が よい。

この ようにして見出 された個体集合 に対 し

(1}ジlVげ2{li)● ■〈t2

「」「 『
・1・ ・l

kＬr
〔lll}8`〈et〈(ts∨(¢4V(εtV修6)))

?

`、IV}(θ1〈e.)V(修2〈(e.∨ ¢.)〈 写.

～2∧(((.,v.、).`1.).、.).,。)

己「
「㌔
むヨ リモ

IrL,
`3e485

図L3.13条 件 グ ラ フ

出

監=㎏
豊
門

勺
-
壺
f
φ

ー

図1.3.14 複雑条件を含む単純論理和

ブロックの分解

て,さ らに複雑条件(も しあれば)の チ ェックを実行する。図1.3.14の 探 索アル ゴリズムを図1.

3.15に 示 す。

・(e・ 〈e3)V((・2〈(④Ve・)〈 ・6〈(((e7V④)〈e・ ・)V・9)〈el、)

iiae!〈e3FoundE1〈E3andretrieve

iibe2〈e6〈ellFoundE2〈E6〈El1==Eo

egFoundEo∧Eg,retrieveandcheckagainste4Ve5 .

iceloFoundEo〈Elo,retrieveandcheckagainst(e4Ves)〈(e7Ves)

図1.3.15検 索 ア ル ゴ リ ズ ム の 例
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1.5.7レ コ ー ド構 成 の 数 学 的 解 析27)～32)

1.3.4で フ ァイルの探索時間の短縮 とい う観点からファイルの構成について考 えたが,こ こでは,

記 憶装置の無駄使い とい う観点か らファイルのレ コー ドの構成 について考 えてみる。

1.3.Z1可 変 長 レコー ド

レコー ドの長 さは,固 定長 と可変長の2つ の場合が考えられる。レ コー ドの長 さが固定 されてい

るときには,蓄 積すぺ き領 域の大 きさは一般に簡単に きめ られるが,可 変長 の場合には詳細な分析

が必要である。

可変長 のレコー ドを取 り扱 う最 も簡単な方法は,固 定長の概念 を導 入 してレ コー ドの最×長をレ

コー ドの長 さとす ることである。 また,磁 気テープな どのシークウェンシ ャル ・ファイルの場合 に

は,レ コー ドの長 さを示す ヘ ッダーレコー ドを使用 して,完 全な可変長 として扱える方法 もあ る。

しか し磁気デ ィス クや ドラムでは,ト ラ ックの ような固定領域を組みあわせ ざるをえない。また,

レ コー ドが固定長部 と可変長部 に分割する ことができるときには,各 々を別 々にフアィル させ る方

法 もあ る。

た とえば,固 定長領域 に可変部が しまわれてい る番地 を記 憶 しておいて,2つ の ファイル間 に関

係を もたせてお く方法であ る。

可変長 レ コー ドの取扱い方には上述 のよ うにい くつかの方法が考え られるが一長一短がある。

レコー ドの最大の長 さを蓄積領 域 としてすべてのレコー ドに割合 てる方法は各 レコー ドの長 さ間

にばらつきが少 な ぐ,ほ とん ど一点 に集中 してい るような ときには,有 効な方法であるといえるが,

一 般には無駄なスペ ースが多 くな ると考えられる
。またヘ ッダーレコー ドを使 って完全なる可変長

として扱 うときには,無 駄 なスペ ースはないが,そ の処理が複雑にな るであろ う。たとえば,コ ア

メモ リーの場合,そ の利点 は如何 なる場所へ も即時呼出 しが可能であ ることであ り,レ コー ドを蓄

積するときには,任 意 の場所を指定 して行 な う。 またそれが必要 とされた ときには,格 納 してある

場所そのものを指定す ることに よって呼出 しが行なわれる。そ こで,コ ア メモ リーにおいてレ コー

ドを可変長 として扱お うとする と,2つ の 困難 なことがおきる。一つはレ コー ドが どの くらい の長

さを もっているかを計算機 が知 る前に格納場所 を指示 しなければならない ことであ る。 したがって,

蓄 積場所 として指示 した場所 とそれに続 く空のスペースが,レ コー ドの長 さよ り小 さい とい うこと

がおこるか もしれない。た とえ,レ コー ドの長 さが始めか らわか っていた としても',レ コー ドが完

全 に入 りうる空のスペ ースが メモ リー内にあるとい う保証はなにもない。また,も う一つの困難な

ことは,格 納場所を見失わない ことである。(そ れは,レ コー ドが必要 とされたときに,格 納場所

を指示 しなければならないから,蓄 積時の格納場所を見失なわないことが必要 なのであ る。)

この ように,無 駄 なスペ ース の軽減をはかると,そ の処理が複雑 にな って しまい,処 理を簡単 に

す ると無駄 なスペ ースが増 大 して しまう。
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レ コー ドの最大の長 さを割合 てる方法 の最大の利点は"固 定長"と い う概念を もりこんだことに

あ り,ヘ ッダーレコー ドをつけて完全なる可変長 として扱 う方法の利点は ・無駄なスペ_ス が0・

であ ることであ った。 この両者 のアプローチによって,こ こに 『セグメン ト方式 』を考える。

f.5.7.2セ グ メン ト方式

(i)セ グ メン ト方式 とは,

セグメン ト方式 とは,蓄 積すべ`き領域をあ らか じめ固定長領域 に分割 し,そ こにレコー ドを割

付ける方式である。 したが ってレコー ドは1個 またはそれ以上の固定長領 域の連 に蓄積 される。

この方式 によってレコー ドは固定長の場合 と同様に扱えるが,問 題 は,固 定長領域 一 セルと

名付ける一 の長 さを どの くらい にしたら よいか,と い うことである。 この方式は,2つ の無駄

なスペースを伴 う。一つは レコー ドがい くつかのセルにまたが っているときに,各 セルが同一の

レコー ドの ものであ ることを示すためのスペ ース であ り,も う一 つは,最 後 のセルの残 りのスペ

ース(レ コー ドの長 さが セルの整数倍 になってい るときにはゼ ロ)で ある。

セルの長 さを短か くとれば,最 後 のセルに残 るスペースは少 な くてすむが,セ ルの数が多 くな

り,セ ル間のつなが りを示すためのスペ ースが多 くな って しま う。反対 にセルの長 さを長 くとる

と,セ ルの数は少な くてすむが,最 後 に残 るスペ ースが多 くな ってしまう。2つ の無駄なスペー

スをバランス させ て,そ の和 を最小 にする事を考える。無駄なスペ ースを最小 にする,セ ルの長

さを最適 セル長 として定義す る。

七 たが って,セ グメン ト方式 とは,『 蓄積すぺき領域を無駄なスペ ースをできる限 り少な くす

るよ うな,固 定長領 域に分割 し,そ こに可変長 のレコー ドを割付 ける方式である。 』

(ii)無 駄 なスペ ース

蓄積媒体 として,磁 気 コア メモ リーを仮定 して話を進める。

セルを,即 時呼出 しが可能 な ように1語 あ るいは数語(mac'hinewords)か らな る番地

づけ可能な(addressabIe)領 域 と定義す る。

長 いレコー ドに対 して も,大 きなスペ ースを確保する必要がない ように1つ のレコー ドのすべ

てのセルを リス ト構造に よって結 んでお く。

また,レ コー ドの位置を見失 わない ように,レ コー ドの名前 とその レコー ドが蓄積 された最初

のセルの名前か らなるtCリ ス ・ト"を メモ リー内 に作 ってお ぐ。

したが って,い かな る長 さのレ コー ドが きても最初 のセルを指定す るだけで,長 さに応 じてい

くつかのセルを使 って蓄積す ることができるし,ま た レコー ドが必要 とされた時 には,レ コー ド

の名前でリ入 トを探 してレ コー ドの最初のセルの位置を知 って,そ の位置(番 地)を 直接指定 し

てやれば,後 はい もず る式 に1つ のレコー ドを取 り出す ことがで きる。

レコー ドで占め られ るセル の長 さを ・語(machinewords)と し,セ ルを リス ト構造 に

す るために,次 に続 くセルの名前を入れるためのスペ ース の長 さを ゐ語 とする。 メモ リー内のレ
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コー ドを図示すると図1.3.16の よ うにな

る(セ ルの名前は今 の場合はセル の最初の

語の番地(adress)と す る)。

図1.3.16に お いて,第1列 目はレコー

ドの リス トで レコー ド名 とレ コー ドで占め

られた最初 のセル名(N1)か らなってい

る。第2列 目はレ コー ドで占められた最初

のセルであ る。セルの最後は,次 のセル名

を入れ るためのスペース(δ 語)が 続いて

い る。最後の列は レコー ドで占められ る最

後のセルで,最 後に使用されない残 りの部

分が存在 している。

いま,レ コー ドの長 さをZと し,n(d)個

ト δヨ

レ,一 ド リ ス ト レ コ ー ト の 名 前 N1

第)の セルPt1最 初の語 ∬

第2の セルN2

ト ー ー 一・一一 ∋

・…一[]樋 ㎜

EOR:EロdOfBecord(レ コ ー ド の 終 り)

図1.3.16メ モ リ ー 内 の レ コ ー ド

のセルからなってい るとす ると,無 駄なスペースは図1.3.16に おけ る縦線部(次 のセル名を入

れ るスペース)

{b×(n(1)+1)}

と,斜 線部(最 後のセルの残 りの部分)

{n(勾d-1}

であ る。従 って無駄 なスペ ース ω(・)は

w(。)一{π(の ・-d}+b{π(1)+1}(D

と書 くこ.とがで きる。

実際には,1は 分 布が既知の確率変数 と考 えることがで きるから,(1)式 をZに 関 して平均 して

nv(・)一{E〔n(の 〕・-L}+b{E〔n(の 〕+1}.(2)

(LはZの 期待値)

▽(。)を 最小にす る・をみつけ るのが目的であ る。(こ のときの・が最適 セル長oに な る。)種

々の分布形 について最適 セルの長 さを求めてみ る。

㈹ 連続モデルにおけ る最適 セル長

レ コー ドの長 さ1,セ ル の長 さ・が共 に連続変数であ る場合 を考えよ う。dの 期待値をL,c

の最 適値を0と すると,L>1,0>1と 考 えることが できる。

p(の をレ コー ドの長 さの確率密度関数 とす る。Zが 〔・(n-1),・n〕 の間にあ る石鶴
行 れ

は 烏
.、)・(の"で ・そのとき・(の 個のセル!必 要である・ したが って②式は次 のよ

うに書 き換 えることがで きる。
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　 ゲル
m(・)=(・+の

。ゼ 、・ 元(n-、)P(d)d9-L+b(3)

(3)式を 微分す ると,

　 ご カ くぷコ

吋 ・)=連
、・元(n-、)P(d)al」+(・+の 。妥 、n

{np(en)一(n-1)ρ(o(n-1))}

右 辺 の第2項 を書 き換 えて,

oo'oo ロ カ

m'(・)一
。亙 、n.C(。.、)P(のCl9-(・+の 。S、 叩(・ ・)

(4)

ここで,mは 微 分可能で ・が0と 。。(無 限大)に 近づ くとき,▽ は限 りな く増大す るから,。 が

そ の最適値Cを とるときは,7'=-Oと な る。

したが って,(4)式 よ り最適値0は 次 の関係を満 たさねばならない。

雇 、・ε ∴ 、)・(の ・・一(・+・)ξ 、η(句

最小期待無駄スペ ース▽(0)は ⑤式を(3)式に代入 して得 られ る。

　
顧o)一(o+b)2Σnp(Cn)-L+b

n=1

(5)

・(6)

⑤式を満足す る0の 値がい くつかあるときには(6)式 に各0を 代入 し,(6)式 を最小 にす るCの 値を

最適値 とすればよい。

例1指.数 分布の場合

レコー ドの長 さ1が 指数分布に従 う場合,そ の確率密度関数は

11
exp(一 一)(7)ρ(の 一 －

L
,L

と書 くことが できる。

・ 五 二.、)P(・)・ ・一{・xp(÷)二 ・}・xp(一 芸)

=-L{'。xp(二).1}。(。 。)

L

この関係を㈲式に代入すると,

c
L{exp(一)-1}-C+b

L

(6)式に,(7)式 と(8)式を 代入す ると,最 小無駄スペースは,

▽(C)=C十2b

(8)

(9)
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と書 け る 。 ま た,(8)式 よ りy=

byOO
-一 θ －y -1一 Σ

Li=2

　 と

こ こ で ・o二 恩
。a・b2

b
Oニ ∨/2b.乙 一 一 十

3

c
－ とおいて,指 数級数を使 って書 くと,
工

ε

y

9ンTr135L

とな る。い ま考 えてい るのは連続モデルの場合 であるからL>1と 考 えることができる
。 し

たがって(11)式において右辺 の第2項 以下は無視で きると考えられ る。

鵠(・+の 睡 数でなけれぱな・ないか…-tの ・ き・(L・6+b)・ ・(11)式

よ り(16,3),(68,6)な ど の 値 を と る 。

例2一 般 の 連 続 分 布 の 場 合

p(1)を あ る連 続 分 布 の 密 度 関 数 とす る 。pErl-・ ノ(ノ=-O,1,2,… ・… ・)に お い

てpに 一 致 す る 関.数pで 近 似 し よ う。

ρはρと近似誤差 θの和で表わされるから

P(1)-P(d)十e(1)(12)

こ こ で ・e(り はPがPと 一 致 す る ・の 格 子 上,つ ま りd-・ ノ(」 は 非 負 整 数)に お い て

e(oノ)-0で あ る 。

(12武 を(4)式 に 代 入 す る と,

　 　ごアじ

m'(・)=
。S、 づ(n.、)P(の 己Z+遅 、n∫e(d)Cld

　
一(・+b)Σnp(・ π)(13)

n・=1

こ こ で,云 を 折 れ 線 と す る と ρ は ・ の格 子 上 で 多 角 形 的 に 近 似 さ れ る わ け で あ る。

9が 〔 。(n-1),on〕 に あ る と き

F(」)-Ct+βz－

とお く と

万(o(π 一1))≡ α+iei,e(π 一1)-p(o(n-1))

(14)万(
on)≡Ct十 βon-P(cn)

系(System)は 行 列 式 ・を もつ 線 型 変 換 と考 え ら れ るか ら,aと β は と もに 求 め る こ とが

で き る。

元;∴ 、)P(d)・ ・ ・・… 『+β ・・(n--1;)-S{・(・(n-1))・P(・ ・)}

00)(i!)

(akは 実 数)と おいてOO)式におい て未定係数法で とくと,

声2b・
+(11)



一86一

したが って,(13)式 の右辺 の第1項 は次の ように書 き換えられる。

㌶ 、・{・(・(・ 一・))+・(・ ・)}一 ・ 運 、・・(・ の ・ ㌶ 。・(・ ・)

・ 〆(・)一 号 運
。・(・ の 一 ・還 、η(・ ・)㌔ ⊆ 、ゾ ∴ 、)・(の 〃

この式は もはやヲを伴 っていない。前述の指数分布の解析におい て・レコー ドの長 さの平均値

Lが 適切 なパラメーターであることがわか った。そ こで,Lに つい て考えてみ よ う。
●

・一㍗ ・・(ooの〃 一㍗ ・・(・)・・+浬 、己1 .、)反(の ・・

cn1』1

(n.、)」P(1)dlニCt・2(・ 一 丁)+f「02(n2-n+5)'£
'

一 ÷{(2れ 　 　

3)・(・(パ))・(・ 一 ÷)・(・ ・)}

。。cno2。 ○'・ ■1

∴ 浬
、.f.(n.i)Z;(1)dd二 丁{2亙 、np(・ の+5ρ(0)}

　 ・・運
、・・(・ ・)+ご ・ 元..・ ・(の ・・

(∵Po≡P(0))

し た が っ て,(15)式 の 第2項 は 次 の よ うに書 き換 え ら れ る 。tt.・

。。 『bLbPob。 ・

㈱b

.浬 、・P(・ ∋ ニ7・ 一 一「 二7元le(l!Cll

　

・壬 ・(の弓..・(の 吟 云、∫∴1.、);(の ㍑

最後の項は次の ように書 き換 えられ る。 、

三 ぽ 一、)砲)・ ・一・運 ㌧ ・・)一 芸

・ ヨ
。・(・・)一÷ ・ 子 一 ÷べ ・(の・・

(15)式に(16)式 と(17)式を 代 入 し て,e(Z)の 項 を も とめ る と,

・m'(・)一(・ 一¥'S)・(S・9)・ ・+運 、己:、)

(18)式は,mノ(。)が 。 自 身 の 代 りにe(1)と

(17)

2b/
2-1)e(9}db(2n+
c`

〔18)

pの2つ の性質(原 点 におけ る値Poと そ の平均
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値)に よ っ て表 わ さ れ た こ と を 示 し て い る。

,2bL
-+El(・)2M(e)=1-

C2
(19)

ここで,

・1(・)一(S・9)・ ・+駄 ∴
、)(・・+V'11)・(の 〃(20)

ノ

ここで,砂(o)=0と お くと,

2bL
=1十El(C)(21)

C2

ここでC2=2bLと な るため には,E1(C);0と な らねばならない。がEl(C)はCが

わか らないかぎ り計算で きない。 また・tZO)式か らはE・1(C)<1と な る1'と も・関数Pと 線型 関

係にあるか ど うか とい うこともいえそ うにない。そこで,視 点を変えて・El(C)=0な るため

には,ρ がどのよ うな条件を満足すべきかを考えてみ よ う。

El(・)-Oが 成 立つためには,Po-0が 成 立ち,い かなるdに 対 してもe(d)-0が 成

立っことであ る。

もっと一般的にい うと》ρoとe(z)が 十 分に小 さければoはV'2-5-TLに 近 づ く。すなわちP

が原点 におい て十分小 さく,0の 格子上で ρに一致す るような線型関数によって近似で きるな ら

ば,El(o)=0と な る。

しか し,こ の関係は0で は じま り,線 型 であるいかな る密度関数 も満 足す るわけではない。

(十 分条件であ るが,必 要条件にあらず)そ こで,こ の関係 を満足する範囲をは っき りさせ るた

めに,実 際に条件 に適合す るよ うな密度関数を作 ってみ よう。

C2-・2bLの 関 係を満足す る0とLの 組(pair)を 選 んで,Cが 最適値である密度 関数p

を作 る。

原点を出発点 として,長 さ0のZ軸 上に写影を もつ線分を連続的に描 く。 このよ うにして作 ら

　

れたpが 密度 関数 にな るための条件(ρ Σ0,∫p(d)Cld=-1)を 満 足 し,平 均値Zを もつ

0

ならばそれが求め るものであ る。

Po≧Oでe(d)<0な るPは ⑳式 の右辺を0に することができる。 つまりEl(0)=0。 ま

た,08=2bLを 満 足す る与 えられた(Oo,L)に 対 して,C-Co上 に つ くられた密度p

を,E、 を小 さ く保ちながら少 し動かす ことによって,6を 十 分にン2bLに 近 づけ ることがで

きる。 したが ってE1(0)-0を 満 足す るp(d)の 分 布形は上述めPo=0,e(Z)=0で あ る

よ うな形 の他 に,い ろいろな形が考えられる。つま り,だ くさんの密度関数 が同一の性質

(El(C)=0)を もつわけであ る。

畠したが
って,pが 与 えられて も,0を み つけ る一般的な方法は定義できない。それで,pの 性
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質 を もっと詳 しく調べるために0≒ ン2bLな るPの 性質 について考え よう。

与 えられた ρに対 してC≒v〆 τ 「Zと い うことは,E1(C)が0で ない とい うことである。⑳

式 よ りE1(0)=Oと な らない原因は2つ の基因 による ものであ ることがわか る。一つはρoに

基因す・項{ob-十 一23}・… 一つM・)に 鋤 ・項 蕊 ∴
、)(・n+2差1-・)

¢(の ㍑ であ る。そ して,θ@)は と りもなおさず ρの近似の仕方によるものであ る。そこで

ρの近似方法を変えることに よって θ@)が どのよ うな影響 を うけ るかを調 べてみ よ う。
∫

いままでpの 近似は線型(一 次)で あったが,こ れか らは ,3次 式 で近似 してみ よ う。

P-Ct+βd+rl2+δd3と お くと,系(System)は 行 列式C4を もつ。線型 に近似 した場

合 と同様に解析 してい こ う。重要結果は,

元1∴ 、);(i)・ ・-iS{・(・(n-・))+P(・ の}+吉{j・"(・(・-1))一 ・・(・n)}

工1∴ 、)序(C27の ‥ 丁{(・ 一 、。)P(・(n-・))・(・ 一 吉)P(・n)}

・f{(・ 一 一1-)P'(・(n-1))一(・-9)P'(・ ・)}

(19)式と 同 様 な 形 式 で 書 く と,

2bL2
M'(o)=1-

。2+E3(・)

こ こ で,

E・(・)一(S+芸)P。+(ξ+2≠ ξ)(運 己(・ ・)・f・)

・記 ∴
、)(2bl2n+:τ 一1)・(d)〃(22)

線型 近似 の場合の よ うに解析 してい くと,E3(0)-Oを 満 足す る密度関数を作 る事ができる

が…(・)を ・にす・一輪 戦 法・… 。一・ゑ ・'(・・)弓 一・・するこ・であ

る。 しか し・ この条件を満足す る密度関数はた くさん存在 し(線 型 の場合以上に)一 意的 に求 め

ることはできない。その他にE3(0)を0に す るには,前 述の ように個 々の項 を0に す る以外 に,

次 のよ うな固有 の項 を0に して もな りたつ。

!{£ 。'(。n)+旦'}三 〇+3b.㈱
3Pon==125C十4b

ノ
・-Cの と き,or(0)-0な る た め に は,E

l(0)一 一〇 あ る い はE3(0)-Oが 成 立 た ね ぽ
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な ら な ・・.し た が ・ 一(m'(・)≒0と い うこ とは,E、(・),E,(・)≒0な る こ と で あ り,

ノ

7(c)の 式 におい て,E1(o),E3(c)は 丁 度,誤 差項 のよ うにはたら くと考えられる。そ

こで,線 型か ら三次近似へ と,近 似方法を高次にすることに よってその誤差項 がどの ような影響

を うけるか調べたわけである。 もし,"近 似 を高次にすればす る程,誤 差項 が減少 する"と い う

ことが成立 つなら,し めたものであ る。解析結果(20)式と02}式を比較す ると,確 かに減少 してはい

るが,一 般的な結論を導 きだす までにはいたらない。結局,高 次近似をお こな ったことによって

ρに関す る情報はふえたが問題 の本質的な解はなにもえられなか った。

これまでにわかった ことは,

① 種 々の分布に対 して(密 度関数がいろい ろな形 をもつ)最 適セル長C}Xvi'2-TTva近 づ く。

② ある与 えられた密度関数において,0がV2bLに 等 しくな るカ・ど うかの評価 は,原 点 にお

け るρの値が重要 な意味を もつ。

lV)離 散 モデル におけ る最適セル長

実際には,レ コー ドの長 さ1も セルの長 さCも 離散変数であ ると考えられ る。

1を 語(words)・kを 字(characters)と 考 え ると,d-kalと おけ る。但 しばは長

さd語(words)の"デ ー タキ ャラクター"(datacharacter)で あ る。たとえば42『

… 一語 で6b、,一 字 とす ると,d.上 で ある.し たが 。てdはdの 鐡 倍(k-=1,2,'7

3,… 一 ・)と 考えられ る。

・い ま・f(d)を レ コー ドが長 さ1語 を もつ確率 とす ると関数f(1)は
,整 数 左に対 してd==:

え♂がな りたつときだけゼロでない値を とる。

長 さkd(=-d)の レ コー ドを蓄積す るのにπ個 のセルを使 うkの 値 の集合は次 のよ うに書け

る。

Kn-{k:・(n-1)<品 ≦ ・n}

し た が っ て,1レ コ ー ド当 りの平 均 無 駄 ス ペ ー ス は,　
▽(・)一(・+b)ΣreΣf(kal)-L+b(20

k∈Kπn=・=1

である。 この式は・連続型の(3)式 に相当する ものであるが,こ れから先 は,連 続型 のよ うな解析

はお こなえない。なぜな ら(24武を0で 微分す ると,f(kd)≒0で,o-kdi/nを 満 足する整

数kと πが存 在す る以外 の点 では,m'(・)=1と な ってしま う。 したが って,こ れから先は,

∫(`♂)に 実際の分布をあてはめて考 えてい くことにする。'

例1幾 何分布の場合

L-KCIと お く。但 しKは1レ コー ド当 りのデーーータキ ャラクターdの 平均値である。レコー ド

の長 さkdが 幾何分布に従 うとき,1レ コー ドがk個 のデータキ ャラクターを もつ確率は ,
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f(・d)-2(・-i)k-1K>・ ・k・-1・ … 一 … 『 ㈱

と書 け る 。 い た ず ら に代 ・数学 を ふ りま わ さ な くて もす む よ うに実 際 に 数 値 を 与 え て 考 え る こ と に

す る。

30bit-1語(word)と 考 え る。 セ ル の 名 前 を 入 れ る ス ペ ース が15bitか らな る と

1す る と
b－ 丁 。 そ し て い ま デ ー タキ ャラ ク タ ー を30bitと す る とd=1。 簡 単 の た め

1
m=o-一 と お く と,2

1
c十bto十 一 二m十12・ .

(・+の は 整 数 で な け れ ば な ら な い カ・ら,mは 非 負 整 数 と考 え ら れ る 。ff-1-1/Kと お

くと,い まa=1で あ るか ら㈱ 式 は,『

f(kd)=-f(の 一(1-B)fik-1

とか け る。 ・ ・ ニ

レ コ ー ドの 長 さ1軸 上 にkの 値 を プ ロ ッ ト し て み る と,下 図 の よ うに な っ て い る 。

KlK2-K3K4

・ ・+t・ ・+・3・+3/2・m+・ . 、

|・一 斗一一→d
・.O「ooOOOO

k:12mm→-12m2m－ ト1.3m十1 、3m+2.、 、

縦の線はセルの境界を示 ・てい ・・最初 のセルは(・ ・+S)語 ・疏 ・てい ・6第 ・のセルは

(・+†)か ・(・ ・+・)・ で・第 ・のセ・レは(・ ・+・)か ・(・ ・+・/・)・ 等 ・…・・

各セルにおちる長 さkの レコー ドを"。"で 示 してあ る。また;Xlはi番 目のセルにおちるレ

コー ドの集合である。上図 より,

m洗 一1m

Σ プ(k)・ ・=(1一 β)Σ β 一1一 β
k三1keK

1

.Σ ぽ ∫(・)一 ・g・ 一β).Σ ㌶1、 β 』 ザ(・ 一・3m+1)

・ の式 は ・ 一 ・ の ・ き も 剖 立 つ ・(・ 一 ・の ・ き・ Σ ・ ・
、∫(・)一 ・ ・ Σ ・ ・,'∫(り 一

・+∫(・)▽ ・一÷ ・な・)

K1とK2,K3とK4の 関 係 か ら,一 般 式

Σ 。
。+,プ(り 一,・2m+1Σ 。ノ(k)

が導かれ る。
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Y(m)=or(m+

.7)+K-7==m(・)+.L-b

とお く と',閻 式 か ら,

　
.'.γ(m)一(m+1)Σ π Σf(り

n・=1Kπ

　

Σ πΣ 了(の を奇数部と偶数部にわけてその和を計算する。
n==1Kn

奇 数 。 ・ £(1+2ノ)(・.ハ β(・m+・))'

ゾ=0

　

偶蜘 ・ Σ(2川(1-〆+1)ピ+(2m+1)(ノ ー1)

ノ=1

和 は(1+〆)/(1-i・92m+1)と な る。

仇
1+β

.・.Y(m)==(m十1)
2m十11

一 β

,(1+1・gm)(1-,・72m)+1・gfi(/d?M+,・2m)(m+1)γ(
仇)一

(1-it72m+1)2

メ9m=emlogメ9

`
oo(mlo9メ9)

一 Σ

i;oi!

1+itgM-、e2m+1-,・93m+1+ml。9fgf7M+ml。9〃2パ

+1・gβ 〆+1。9,e,・?2m+1・ ・O

ook

こ こ で ・m=Σ αh(10gβ) とお い て解 く。

k=0

111
いま・b=="2'で あ るから・P-i≦C≦ ・+5な る姥 殺 ると・

b3/b%

e--v2'-il-i+PtTt+

3
∴ ▽(c)=o十 －b十

2

例2特 別 な 分 布I

f(25)=1(t==1

す べ て の レ コ ー ドの長 さが き っ ち り25wordsで あ る場 合 を 考 え よ う。

・一 ÷ ・す・・M万 正 一・

(26)

四

一=0

(28)

(29)

_91二
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・たが・て・(・+の が整数であ・ため・は・÷ か ・十 の・ち・かの舵 … とればよい・

11し
か しここでC-25丁 とすると,C=5丁 の場合 より無駄スペースが少 な くてすむ。 さ

・に,C・ 一 ・2芒 す …6レ ・一 ・は丁度 ・イ・のセ・レ鞭 ・てス ・アされの・ ・… とな

・・当然 ‥ ・† の・き・・セ・レ数が少 な ・てすむか ・・㎞ スペー猟 理論値 ・一・告

の場合 より小 さい値を とる。なぜ この ようなことがお きたのであろ う,理 由は簡単である。われ

われの目的は,無 駄スペースの2つ の源をバ ランスさせて最小にす ること(入 ってない セル と,

セル の数 を減 らす こと)で あ った。一般に,2つ の源は確率変数6の 関数であ る量に関係す るも

のであ る。この例 の場合 には,前 もって1が わか ってい るので,最 後 のセルの残 りの部分をな く

して完全 に入 りうるスペースを割当て,そ の上で レコー ド1個 当 りのセルの数を最小 にす ること

が 目的 となる。そ してそれが最小無駄スペ ースを与 える0を きめ ることになる。 この例 のように,

あ る単純な関係 を もって小 さな区間 にプが集 中す る(分 散が小 さい)よ うな時にはC-V2bL

には な らない。

例3特 別 な分布ll

∫(・ ・)一 ÷

{

f(・5・) .一 † な ・飾 を殼 ・・

d-1と す るとL-K

答 は解析す るまでもな くC-50と す べ きであ るがC⊆V200bと して これが50に な

るためにはbが 極端 に小 さい(bSgO.058)と き以外はな りえない。この分布の分散は2500

で非 常に大 きい。例2に おいて分散 の小 さい一点 に集 中す るような分布はC-∨ 百7が な り

たたない とした。 この例 と比較す ると,分 散が大 きい とか小 さい とかだけでは,C・-V2bL

の可 否に対す る一般的結論がいえない ことがわか る。

要す るに,例2も 例3も,わ れわれが考えた2つ の無駄スペース の うち,1つ の無駄(最 後の

セル の残 り)を 最小 にするCの 値 が,明 らかにわか る場合 であ る。

したが って,も はや2つ の無駄 スペ ースのバラ.ンス によってその和を最小 にす る方法ではな く

て,1つ の無駄スペ ース(セ ルの残 り)を 最小 にす るCの 値 の中から,全 体のセルの数(あ るい

は平 均セル数)を 最小 にす るCを 選べば,無 駄スペースが最小にできる。

(V)結 論

可変長 レ コー ドを扱 う1方 法として,セ グメン ト方式を考 えた。セグメン ト方式 とは,デ ータ

領域をあ らか じめC語 のセルに分割 しておき,レ コー ドの大 きさに応 じて,こ のセルを リス ト構

造によって結んで蓄積 する方法である。そ して メモ リースペースの利用度 の面か ら最 も効率の高

いセルの長 さを最適 セル長 と定義 し,こ の大 きさについて論 じた。

セグメント方式は,2つ の無駄なスペースを伴 う。一つは,リ ス トとして各 セルを リンクす る

のに要す るセル名(セ ルの先 頭ア ドレス)を 示す部分 と最後 のセルで使 われない部分 とからなる。



一93-.

こ こでレコー ドの長 さ ち 使用 されるセル数n(1),セ ル の名 の長 さb,セ ル の大 きさ ・とす

ると,無 駄 なスペ ースは,

w(・)一{n(1)・-1}+b{n(の+1}

で あ らわ される。Zが 既知 の分布に従 う確率変数であ るとき,ω(o)を 平均 して1個 当 りの無

駄 なスペース の期待値をえることがで きる。この期待値 を最小 にす る0の 値を最適セル長 と定義

し,Zの い ろい ろな分布に対 してこの値を求 めた。Zが 指数分布 に従 う場合 には,C・-V2bL

b1
-9と な り・ ここで βが小 さな値(た とえば百)を とる場合 には・はほぼv2bLと 考 えら

れ る。同様 にして,一 般的な連続 分布の場合 に もこの関係が成 り立つことがわか った。一方1

が離散分布に従 う場合 には・指数分布の場合 と同様な解が えられる場合と,そ うでない場合 もあ

った。 ε≒V2bLと な るのは,レ コー ドの長 さの分布が一点 に集中してい るような場合 であ

った。 この原因は簡単で,定 義 された最適セル長 を与え る式(0-V2bL)は,2っ の無駄ス

ペ ース の和を,両 者をバランス させて最小 したことによってえられた ものであ ることによる。っ

ま り,レ コー ドの長 さが1点 に集 中す るよ うな場合 には,2つ の無駄なスペースの うち,最 後 の

セルの残 りを0に す るセル長はす ぐ求められる(集 中点をxと す ると,xと そ の約数達)。 一 方

が0に なったら・
.その上で もう一方の無駄なスペ ース,つ ま りセルの名前の入 るスペ ースを,最

小 にす るよ うにす れば よい。したが って,最 後のセルの残 りを0に す るCの 値 の中で,セ ルの数

が1番 少な くてすむ ものが最適セル長 とな るわけであ る。結局,あ る特別な分布に対 して,2つ

の無駄 なスペ ース の うち明 らかに一方を0(あ るいはそれに近い値)に す る0の 値が求め られる

ときには,も はや,2つ の無駄なスペースをバランス させ ることを考えない で,求 められたCの

上 で,も う一方を最小 にす ることを考 えればよい。

(vD考 察

われわれの得 た結果は,レ コー ドの長 さdが どのよ うな分布に従 っても,最 適 セル長 は∨百

に近 くなるとい うものであ ったが,こ こに興味あ る事実があ る。

い・・鰍 なスー スの ・ち・轍 のセルに残 ・空のスペースを平均的・ 号 であ・・仮定 ・

よう。Lを レコー ドの長 さdの 平均値,〔x〕 を虚を越 える最小整数をあらわす ものとす る。

(・/・)一 ・(〔 ン ・ 〕)一 ÷

したが って1レ コー ドの期待セル数は,

E(〔d/・ 〕)+1-(;)・ ÷

と書 け る 。

OL3CbL3b

∴m(・)=丁+b{(6)+i}==7+
c+了 一

ノ
こ こ で,▽(e)=0と お く と,
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▽'(・)一 ÷ 一芸 一… 一⊂

CO33
そ して,m(C)=一 十(一 十_b)=o十_b

2222

これ らの結果は,分 布を考えて解析 した ものと一致 してい る。

解析 におい百 蓄積媒体を コアメモ リーと仮定 したが,蓄 積媒体(テ ープ,デ ィス ク,ド ラム)

を変 えた場合 には,ど のよ うなことを考慮 しなければならないか,結 果は どの ような影響を うけ

るかを考えてみ よう。

テープの場合 は,そ の物理的性質上(コ アメモ リーのように番地 とい う概念 がない)領 域を分

割ず るとい うよ り,レ コー ド自身を分割 して蓄積す ると考 えた方が素直であ る。

また,1レ コー ドのセル間の関係は,リ ス ト構造にはで ぎないので,連 続的な ものであ る。そ

れで,レ コー ド名 をしま うリス トもい らない し,次 のセル名を入れる領域 もい らない。 しかし,

処 理(ソ ー ト,サ ーヂ)上 の必要性か ら1つ のレ コー ドがい くつかに分け られたときには,そ の

各 々にレコー ドのキ ィーが繰 り返え されね ばならない。そ して,各 セルを区別す るためのサブキ

ィーももたねばならない。レコー ドのキ ィーとセルのサブキ ィーの和力いeb 、"に 相当す る。 した

が って 「tb"の 意 味は,コ アメモ リーの場合 と異質の もの とな る6ま た,リ ス トがい らないので0

1レ コー ドの期待無駄スペース▽τ(・)は,

▽
τ(・)一{E(n(9))c-1}+b・E(π(t)一)(30)

・蟻 ・れ … か ・・髄 ル長 ぱ(bV2bL－ 丁)鰯 こ・・かわ ・ぱ …(・ の

値・× きいであろ ・・思われ・ので一丁 を ・・つけて考え妨 がいいの その ・き・

」T
T(・)一 ・+÷(31)

と考 え られ る。'

デ ィスクや ドラムの場合 には,ト ラ!ク の ような固定領域を考慮す る必要があ る。(な ぜな ら,

読込/翻 の単位は!ラ ・クである)講 されたセルの大きさ・の轍 倍が トラ・⑳ 大きさと

なづてい るときはいいがその他 のときには,そ の差は空のズペース とな り,無 駄な ものと考え ら

れる。

レ コ ー ドの平 均 セ ル 数 をE〔n(d)〕 と し,ト ラ ック$の 残 りをeと す る と,ト ラ ック 内 の

レ コー ドの数は

τ一 θ
M-(

c十b)E〔n(の 〕

であらわされ る(こ こで,τ は トラックの大 きさをあらわす)。

したが って,ト ラ ック内の無駄スペースは,

%一{OE〔n(の 〕-L}・M+b(E〔 ・(勾 〕+1)・M+e(32)
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であらわされ るが,こ れを最小 にす るCの 値を求めれば よい。 しか し,Cを トラックの大 きさ

(T)の 約 数 としてとれば,コ アメモ リーの場合 と同様にな る。((32)式 におい て θ≡0)し

たが って,コ アメモ リーの式(C-V2bL)で 求 めた0を 少 し変化 させ るだけで トラックの大

きさの約数にな るよ うな場合には,そ の値を最適 セル長 として も,あ ま りかわ りない と思 われ る。

1.3.7.5実 験モデル

(D序 、'

前 節において,セ グメン ト方式を理論的に解析 し,一一応の結論を得 た。そこで実際の数値を与

えて検討を加えてみ よ うと思 う。

日本科学技術情報 センター(JICST)で .は,「 文献速報」誌 の編集テ ープ作成の際 にセグ

メン ト方式 を使 ってい る。そ こで 「文献速報」誌か ら抽出したデ ータで・簡単 な実験モデルを組

んで考察す る。

なお,こ のテ ープは 「文献速報年間索引」 の編集 にも使われ る。年間索引は項 目索引・著者索

引,レ ポー ト索引,収 録雑誌 リス トからな ってい る。

㈲ 実験モデル 」 、 、

1.モ デ ルの概要

このモデルの 目的は 「文 献速報」誌の編集テ ープをセグメン ト方式を使 って,作 成す ること

であ る。

データは 「文献速報 」41年 度版電子工学編から任意抽出 した ものであ り,文 献 の原文標題,.

著 者姓名,ペ ージ,固 定UDC(Universaldecimalclassification)の4

種 で ある。

次にデータの概略を表で示す。

総 件 数 mi。 範 囲max 標本平均値

原 文 標 題 3,389 5～251 62.1字

著 者 姓 名 3,389 4～108 14.1

ペ ー ジ 3,389 1～92 6.4

固 定UDC 11,999 2～ ・36 9.67
、

度数分布図を図1.3.17～20に 掲 げ る。

図1.3.21は 入 力テープフ ォーマ ットで,最 初 の8語 が共通項 目のためのエ リアであ り,次

のCi語 が 情報エ リアであ る。デー タはそのままレ コー ドとな る(デ ータの長 さ≡レコー ドの

長 さ)の で,レ コー ドは可変長である。そこで,セ グメン ト方式 によって,Cε 語 に分割 して

蓄積す るものとす る。たとえば,レ コー ドが π個に分割された ときには,テ ープ上では,

n(8+Ci)語 を使 っで蓄積 され る。共通項 目の原稿NO・ 補 助原稿NO・ 分類 コー ド1・

」
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個数

100

字数

＼

以
上

図1.3.17原 文 標題 ・度数分布図

個数

10 203040 5060kS

上

字数

図1.3.18著 者姓名 ・度数分布図



個数

1500

1,000

500

5101520

図1.3.19ペ ー ジ ・度 数 分 布 図

25

以

上

字 数

個 数

15202530

呈

図1.3.20固 定UDC・ 度 数 分 布 図

字 数

1

》

司
ー
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O

F-一 －BCDモ(一 、㌦:品 ト　1孕

るさ

!-一 ・字・,二:.:㌫ 一1・一 「

セグメント

NO

原 稿
、

NO

補 助

原 稿

NO

分 類

コー ド

1

分 類

コー ド

2

情 報 エ リアCwords8

01
E～O
!外

ト一-1.

次 の セ ル

図1.3.21入 力 テ ー プ フ ォ ー マ ッ ト(1個 の セ ル)

2は,レ コ ー ドを 区別 す る た め の もの で,ソ ー トや サ ー チ に 使 わ れ る。(ci+8)を セ ル と

す ると,各 セル間の区別はセグメントNOに よ って行 なわれ,1レ コ ー ドのい くつかのセルは・

通 し番号がふられ る。

℃ ・搬 足す・の鯉 論値・実際の計算値の両茄 裁 てみ・う・そ・費 の精髄 検

討 しよ う。

2.理 論 値

b=8(語)で あるから

δ
C・-mii－ 丁 と し て 解 く・

原 文 標 題(Ll-62.1字)Cl-20(語)

著 者 姓 名(L2-14.1字)C2=8(語)

ペ ー ・ジ(L3-6.4字)C3=4(語)

固 定ubc(L4=4.8字)c4-7(語)

3.計 算 値

い ま,総 レ コ ー ド数 を π と し て,総 無 駄 ス ペ ース

・:(

,8、 ・'i(・ ㌧;、 日 ・・(・i-)'一 ・,・・.}・b・(!ジD

を,Cの 値 を変 えて計算す る。

計雛 髄 グ・・に・・て示す・(繍 ・・総無駄スペース強 齢 ・の値であ・・)『

原 文 標 題 図1.3.22著 者 姓 名 図1.3.23

ペ ー ジ 図1.3.24固 定UDC図1.3.25
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総無駄なスペ_ス

Σ"(づ 総分割回数

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

千

分割長

図1,3,22 原文標題 ・総無駄スペ ース

総無駄なスペ ース

2m(e)

万

51

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

5 10 15 20 25 30 35

分割長

40(の

図1.3.23著 者 姓.名
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総無駄なスペース

Σ顧c)

万

31

10

分割長
(の

図1.3.24ぺ ジ

総無駄なスペ ース

Σ ア(e)

万

53

30

25

20

15

0 5 10 15 20 25 30 35
分割長

(e)

図1.3.25 固 定UDC
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総無駄スペースを最小 にす るCの 値は各 々次の ようにな ってい る。

原 文 標 題0{-21

著 者 姓 名 ・;-7

ペ ー ジo㌍4

固 定UDσcl-7

理 論値 とほ とんど一致 してい る。

(語)

(語)

(語)

(語)

一10i－

なお,1レ コー ド当 りの期待無駄 スペ ース の理論値 と計算値を対応 させ(書 くと次の ようで

あ るb

ノ

原 文 標 題

著 者 姓 名

ペ ー ジ

固 定UDC

理 論 値(c)

24語(20)

12(8)

8(4)

'11(7)

計 算 値(c)

24.8語(21)

12.3(7)

7.9(4)

11.8(7)

以上が理論値 と計算値 の比較 であ る。 ここでこの実験モデルをも う少 し解析 して考察 してみ

よ う。

考 察 一1(残 りの平均スペ ース)

1.3.73に おいて,期 待無駄スペ ース▽(o)の うち残 りQ無 駄スペース(≡E〔n(の 〕C-L)

を 号 ・お … に・・て灰(・)謝 にす・・臓 ・=で 蟻 できるこ・を示 ・た.

ここで,反 対に0-V2bLと お いたとき,各 レ コー ドの最後のセルの残 りの部分が どのよ う

な値を とるか,こ のモデルを使 って調 べてみ よう。

総残 りのスペ ースを

れ

Ni=差

、(n(1.ノ)c－ ち)

と定 義 す る と,計 算 結 果 は 下 の よ うに な っ た 。

原 文 標 題'Nl-36,379(Cl-22)

著 者 姓 名N2-17,625(02-10)

ペ ー ジN3=12 ,266(C3-7)

固 定UDCN4=41,219(C4・ ・=8)

・たが ・て洛 ・の平均残 ・のスペ ース ・ 号 の値 を対比 ・てみ ・・次の・ うにな・・

平均残 りスペ ース 旦
2

原 文 標 題10.8語11語

著 者 姓 名5.05

ペ ー ジ3 .63.5

固 定UDC3.44



件 数(レ コ ー ド数)

2,000

1,500

1ρ00

500

01234567

分割個数

図1.3.26原 文 標題 ・分割個数 の分布

件 数(レ コ ー ド数)

2,000

1.500

1,000

500

012345678
分割個数

図1.3.27著 者姓名 ・分割個数の分布

一

一
〇
N
ー
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この数働 では・CをV'2■5丁 とした とき洛 レ・一 ・の最後 のセルの残 ・は平均的 ・ 号

にな ・事がいえ・・(・ か ・・反対・つ・・残 ・を 号 ・お ・・川 ・)蝿 小 にす ・値は

0-V2bLと な り,計 算値 より少 しではあ るが大 きな値 とな っている
。)

ま た,C-N/2bLと したときの分割個数 とレ コー ドの数 との関係は
,図1.3.26(原 文 標

題 の場合)と 図1.3.27(著 者姓名)の よ うになってい る。

この ときの平均分割個数は,

原文標題S1-2.209

著 者姓名S2=1.22と な ってい る。

理論的には・残 りの無駄スペースの期待値は,

{E〔n(の 〕c-L}

であ・わされ… 掲 号 ・おいて

LlE〔
n(の 〕 一 一 一 －

C2

と し て と ぐ と,

原 文 標 題E1〔n(d)〕=1.3

著 者 姓 名E2〔n(の 〕-0 、9

と な る 。

したがって,期 待無駄スペース▽(・)の うち最後 のセルに残 るスペースを平均的 に 三 とお

　
い てs.m(・)を 最小 にす るCの 値を求めて も,最 適値 に近い値を得 ることができるし,お おざ

っばな意味で期待 セル個数E〔n(e)〕 を求め ることがで きることがわか
った。

この方法は,多 少 の誤差 を伴 うにしても
,大 変簡単 に解析を行 なえるのが良い点であ る。

考aj--2(数 種 のレ コー ドを同一 フォーマ ットで扱 う場合)

実eevaは 源 文標題 緒 姓名・ペ ージ・固定UDC体 当 は,こ の他 に線
,徽 略名 な ど

勘 ・わる)が 全部集 ・ては じめて1文 献 の情報 とな りうるわけであ るから
,テ づ 鯉 の」、から

も,レ ポ ー ト(雑 誌)作 成上から も,同 一 フ ォーマッ トで蓄積 してお くべきである
。つ ま りテ ー

プフォーマ ットにおけ る固定情報領域0訂 ま
,項 目別 ではな く,一 意に定めなければな らない

。

原文標題 の1レ コー ド当 りの期待撫 スペース拓
、,期 待 セ・レ椥 〔。1(の 〕,著 者鵬

のそれをm・ ・E〔 ・・(・)〕 ・ページ・…F ・ 〔n,(・)〕 ・固定UDC〃 、,・ 〔。
。(・)〕

とする。4つ を同一 フ ォーマ ットで扱 ったときの1レ コー ドの期待無駄スペ ースは
,

ユ
o「=T{Ml(・)・Jl72(・)・M3(・)・ 一〃

・(・)}

ユ
=T{(・+の(・

1+E・+E・+・ ・)一(・1+・,+・ 、+・ 、)}
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ここで,前 節の考察で述べた考え鞭 ・てぽ 後のセ・レ峨 ・艦 ペースを 号 ・しよう

(簡 単 に解け るから)。

Ll1

∴E〔nl(の 〕=τ －T

E〔 ・,(の 〕 一 三 一 ÷

E〔n・(・)〕 一 ÷ 一 ÷

L41

E〔n4(の 〕==丁 一 丁

とかけるので,▽ は次のようになる。

r号 ・ ÷(エ1+L2;L3+L4)}

した が っ て,〃 ノ=0と お く と,

。 ン 、、
(L1+L,+L,+L、)

したが って,理 論的 には,

4

(31+7+3.2+48) ÷13(語)
C=2×8×4

o

とな る.こ こで渓 際四 つの紙 駒 ペース とセ～・の長 さ・との関係を々 フに示す と肌3

28の ・ う・な・てい ・・実際 の値 は・図1・3・28よ り・-10(語)と な ・て"る が・ しか し・

oが8語 ～14語 の範 囲では,総 無駄スペ ース間 にはあま り相違 がみ られない。 また各項 日別に

求めた01,C2303,C4を 使 ってその平均を とってみ ると

i。!(。1+・,+・,+・ 、)4

-.⊥(2、+8+4エ7)

4

=10

とな って,実 際値 と一致 してい る。

一般的に,幾 つかの異な る項 目を同一 フォーマットで蓄積 しなければな らない ときには,最 適

セル長Cは 次 の式で与 えられ ると考 えて よい と思われ る。

(Ll+L・++L・)(こ こで 。噸 日数)
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総 無 駄ス ペ ース

Σ Σ▽(・)

、60

50

40

30

0 5

＼_/

10 15

/
/

/
/

セノ腎 さ

図1.3.284項 目統 計 無 駄 ス ペ ー'ス

考 察 一二ー3(初 期 条件があ る場合)

蓄 積 され る内容に よっては,"ど うしてもこれ以下には分け てほ しくない"と い う要求があ る

かもしれないo

た とえば,JICSTで は,固 定情報領域 として20語(40characters)と っ ている。

これは,こ の領域 に蓄積す る内容が,ど うしても40字 分連な っている必要がある場合があ るた

めである(つ ま り,初 期条件 として"分 割長 は20語 以 上でなければならない"が 与えられた こ

とになる)。

このよ うに,'蓄 積 され る内容 によって分割長 に制限がある場合はど うした らよいか。

ここで,図1.3.22～25を み ていただ くとわか るよ うに,無 駄 なスペース と分割長 さの関係

は,Cの 最適値以上の0の 値 に対 して,線 型にな ってい る(つ ま り・最適値 よりおお きいCの 値

に対 して,無 駄なスペ ースは,線 型的に増加す る)。

したが って,初 期条件 として与 えられた制限長が最適値Cよ り小 さい ときは,そ のまま0を 最
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適値 に とればいいが,大 きい ときには,制 限長を最適値 とすれば よい。その時,確 め るまで もな

く,最 小無駄スペ ース とな る(た だし制限付)。

考 察 一4(時 間値)

これまでは・ メモ リースペ ース の軽減だけを考 えて,時 間 に関 しては何の考察 も加えずにきた。

しか し・最適化 のパラメーターは容量 と時間であ り,ど ちらか一方の最適化 をはかっても全体 と

して最適である保証はない・一般 には・ この両者は排反的 な関係 にあ り,一 方の軽減をはかると

他方が増大 してしま う。最適化は両者のかねあいを考えて行 なわれ るのが普通であ る。っま り,

な るべ く容量を少な く,な るべ く時間を速 くとい うことにな る。

セグメン ト方式 によって容量の軽減をはか ることができたが,時 間は ど うな っているであ ろ う
。

そこで・簡単 な検 索 ロジ ックを考えて,そ の時間値を調べてみ よ う。

セグメント方式で編集 されたテープと,レ コー ドの最大長(容 量 が前者 よ りも大きい)で 編集

されたテープがあ る。 この2つ のテ ープ上のレコー ドの検索時間を比較 しよ う。セグメント方式

のレコー ドは,そ の長 さにお うじてい くつか のセル(一 サブレコー ド)か らなってい る。

各 レコー ドは原稿NO(キ ィー)と デ ータ部か らな ってい るものとす る(サ ブ レコー ドも同様

であ るが・データ部の長 さが最大長 の場合 よりも当然短かい)。

検 索は原稿NOで 行 な うも

のとす る。
・ セグメン ト方式の場合 恒 最大畏の場合

レ コー ドを読 み込んできて,

READ

subrecord

検 索 し,目 的 の レ コ ー ドを 印

字 す る ま で の フ ロ ー チ ャ ー ト

を 次 に 示 す 。 こ こ で ▽ は ワ ー

ク ・エ リ ア(wOrkarea)

■

を示す ものとす る。 セグメン

ト方式 の場合 には,こ こも分

割 されてい る。

NO

MS. 1969

YES

1=t十1

　む　ロ

㍗

、㌫1。,d

YE8

MS' 1969

NO

M路
1
<

Σ

■

8
政

=

P

炉
M8'原 稿NO

.

1969み つけたい原稿NO

EXIT

図1.3.29目 的 レ コ ー ドの 検 出 手 順
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平均検索時間は,次 のように書 くことが できる。

*セグ メン ト方式 の場 合

(1レr－ ドは平均 的に,E〔n(の 〕 のサブレコー ドか らな るとする)

T5=TR
I+Tp1

*最 大 長の場合

TM=TR2+「p,

・こ こで

τR1・TR2=検 索時間

Tp1・Tp,一 処 理時間

とす る。(印 刷時間 は除 いて考 えた)

検 索時間 は,テ ープからの読込時間 と,比 較時間 からな り,処 理時間は,ワ ーク ・エ リアへの

移動 の時間 である。

読 胴 数 の軽 減 ブ ・。キ ング(Bl。,ki。g)に よ 。てお こなわれる。(読 込み開脚 ・先立

ってテ ープを始動 するのに要 する時間 と,デ ータ転 送終了後 テープを停止 す るのに用する時間が

どうしてもかかってしま うので,1論 理 レコー ド当 りの読込時間を短 かくするには,ブ ロック形

成を大 き くとれば よい。)

こ こで,セ グメ ン ト方式に よる読込み時間 と最大長 の読込み時間を比較 するために,ブ ロック

の大きさ(B)を 等 しくして考え る。セグメン ト方式 の場合 の平均 レコtド 長 は,(・+の

E〔n(Z)〕 であ り,最 大長 の場合d'(レ コー ドの顧 て長)で ある。

1ブ ロック内のレコー ドの数(ブri.ク 形成率)は,そ れぞれ

－B'B

f1-(
o十b)E〔 π(の 〕

と書 け る 。

,f2-
9'

全部 のレコー ドを蓄積 するのにそれぞれNl個,N2個 のブロ ックを使 うものとすると,1レ

コー ド当 りの平均読込時 間は,

Nl(N1十1)

2」V1(

t1+t2)診 二
「1(c十b)E〔n(の 〕

@Vl+1)(
tl+t2)

2プ1

@V2+1)'t
r2=2f

2
(tl+t2)
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こ こでは,tlは1語 当 りの転 送時間

t2は 読込 ・書 出時間

である。

t.を 比較 時間,t mを 移 動時間 とする と

Ts-(N1+1)(t1+t2

2f,)・ 芋1te+E〔 ・(の 〕・tm

TM-(N2十1
2f2)(tl+t・)・ 万;+1te+tm

**数 値 例(原 文 標 題 の場 合)**

(c十b)E(n(1)一(42十48)×2-180字

1'.-251字

い ま,B-45180と す る と,

BB

f・r
。+b)。 〔n(の 〕 ニ251・f・=7=180

33893389
-14 ,No-=19ハ「i=251』

'180

(14+1)(14+1)
∴Ts=

251。2(O・01+7・8)+2 ×25.5十2×24.0

-473 .55μsec

(19+1)(19+1)T

M===180。2(O・01+7・8)+2 ×25.5十24.0

-716 .4μseC

し た が っ て,Ts<TM

セ グ メ ン ト方 式 を 使 う こ と に よ っ て 内 部 処 理 は複 雑 に な る が,ス ペ ース が軽 減 さ れ た こ と に よ

っ て,目 的 の レ コ ー ドを得 る の に 要 す る 読 込 み 時 間 が 最 大 長 の場 合 よ りも,ず っ と短 か く て す む 。

こ れ が,も っ と多 量 の レ コ ー ドを 扱 う場 合 に は,読 込 み 時 間 の軽 減 は 大 き な利 得 に な る で あ ろ う.

時 間 に 関 して も保 証 が え られ る 。
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1.3.7.4結 論

可変長 レコー ドを取扱 う時 に,蓄 積する領域を どのよ うに構成するかが大 きな問題 となる
。そ こ

で 『セグメン ト方式 』を提案 した。

『セグメン ト方式 』とは,デ ータ領域をあらか じめ0語 のセルに分割 しておい て,デ ータの大 き

さに応 じてこのセルを リス ト構造 によって結 んで蓄積す る方法であ る
。そ して,メ モ リースペース

の利用度 の面か ら最 も効率 の高い最適なセルの大 きさ(0)を1 .3.7.2に お いて理論的 に求め,ど

の ような分布 に関 しても0はV'2']-Ttに 近 づ くとい う結果をえた
。1.3.7.3に お いて,実 際に数

値 を与 えて・理論値の裏付けを行な った。また,実 際問題 としておこることにも考察を加 えた
。

N個 か らな る可変長 レコー ドをセグ メン ト方式で蓄積す るときの手順をフローチ ャー トで示す。

bの 値かh≧3
の とき には,

βc-v2an__
3

図1.3.30セ グ メン ト方式による蓄積手順
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「 一 一 　

1

1

l

l

l
・母 平均の信頼1区 間

母 集団を正規母集団N(μ,σ2)と す る。

(σ も,μ も未知であ る。)

大 きさnの 任意標本平均をLと す ると,
、

不偏分散の平方根は,

;一ε
、)璽、(い ア

こ ご でL－ μ

t=
G/・/T

は,自 由度(n-1)のt分 布 に従 う。

自 由 度(n-1)のt分 布 に従 う確 率 変 数tに 対 して

1)r{ltl≦t(n-1,0LO5)}=O.95

.'.Pr{ltl>t(n-1,0LO5)}=・:0LO5

とな るか ら,t(h-1,0.05)を き め る と,

μ の95%信 頼 区 間 は,

〔L-t(・ 一・・ ・…)÷ ・+t(・ 一 ・・ …'・)三 〕

図1.3.30(つ づ き)
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著 者:淵 一 博

表 題:マ マフ ァ イ ル コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム"プ ロ グ ラ ム 技 術

電 子 通 信 学 会,1967
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現実のIRシ ステムは,第3章 にみ るように,特 定のハー ドウェア,ソ フ トウェアを使用 して シス

テム化 されている。一方,す でに発表 された汎用
.IRシ ス テムとしては,CDCのINFOL,IB

MのGIS,AISな ど がある。以下にその内容を説明す る。

2.1 INFOL

2.1、1シ ス テ ム 概 説

・NF・L1)(・L!・S・ ・m・ …n9・i・n・ ・d三 ・ng・ ・g・)はCDC3600/3800用

に 開 発 さ れ た 汎 用 情 報 検 索 シ ス テ ム で あ る。

INFOLで 扱 う最 大 の 情 報 単 位 は フ ァ イ ル で あ る。 一 つ の フ ァ イル は い くつ か の エ レ メ ン トか ら

な る 。 そ し て 各 エ レ メ ン トは デ ー タア イ テ ム の 同 型 の リ ス トか らな る 。

ア イ テ ム1(サ ブ ア イテ ム1,サ ブ ア イ テ ム2… …)エ レ メ ン ト1

/＼ アで
プ ア イ ル ア イ テ ム π

＼
エ レ メ ン ト2

エ レメン トm

た とえば,従 業員に関するファイルでは,値 入,個 人 がエレ メン トであ り,個 人の名前,年 令,給

料 などがア イテムである。 アイテムは一価または多価にな りうる。多価の場合は,そ のア イテムを マ

ル テ ィブル ・アイテム とい う。文献フ ァイル におけ る著 者ア イテムは,そ の例である。そ して一つ一

つの値 をサブア イテムとい う。

INFOLの データファイルはテープであり,検 索は シー クエンシャルサーチである。

INFOLシ ス テムを稼動 させるには次の ようなハー ドウェアおよび ソフ トウェアが必要である。

(1)ハ ー ドウ エア

本 体CDC3600/3800

主 記 憶装置32000語

1語48ビ ッ ト

カー ドリーダー

ラインプ リンター
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磁 気 チーフ'装置

磁気 ドラム装置

(2)ソ フ トウェア

SOOPEオ ペ レー テ ィングシステム(テ ープ または ドラム)

(3)テ ー プの構成

SCOPEオ ペ レー テ ィングシステムがテープの場合 と ドラムの場合 とで,テ ープの構成が異 なる。

SCOPEに 必要 なものを除いて,

テ ープ'SCOPEの 場 合……最大5本

ドラムSCOPEの 場 合……最大2本

のテープ'が必要であ る。

2.1.2機 育旨 概 言党

INFOLは6つ のフェイズか ら成立 している。各 フェイズはつぎのよ うなコン トロールワー ドを持

つo

('1)ESTABLISHMENT

(2)INTERROGATION

(3)UPDATE

(4)REVISION

(5)BOOKKEEPING

(6)VALIDATION

(1)ESTABLISHMENT

フ ァ イルを作 るための フェイズである。つぎの2種 類 の情報 を与 えて,フ ァイルを作成す る。

① ファ イルを記述す るための情報

② ファイルに挿入す るデータ

(2)INTERROGATION

この フェイズは,つ ぎの2つ の部分か らなる、

① 検索基準を与 えて検索す ること。

② 検 索されたデー タを編集 して出力す るこ と。

(3)UPDATE

フ ァ イルの中のデータの変更を行 な うフェイズである。つ ぎの2つ の場合がある。

①discreteupdates

限 られたエ レメン トの変更,除 去,挿 入が行なわれ る。

②selectiveupdates
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ア イテムの値 がselectivecriteriaを 満 足 するエ レメン トの変更,除 去,挿 入が

行なわれ る。

(4)REVISION

デ ー タを記述す る情報 の変更 を行 な うフェイズである。エ レメン トにアイテムをつけ加えるとい

うような,フ ァイルの構造 の変更を行な う。

(5)BOOKI(EEPING

フ ァイルの中のデータの統計的な値を計算 して出力す る。すなわち,ア イテムの最大字数 とか,

サ プアイテムの最大 数 とかい うものである。 これ らの値 は,出 力形式 を決めるのに役立 つ。

(6)VALIDA.TION

フ ァイルの中の情報 が,一 定 の条件 を満足するか否かを調べ る。ESTA'BLISHMENTフ ェイズ

や,UpDATEフ ェイズでは,こ の フェイズは 自動的 に行 なわれ る。REVISIONフ ェ イズで は

validationcriteriaを 変 更 したあ とでのみ,こ の フェイズが使われ る。

以上6つ のフェイズの うち,ESTABLISHMENTフ ェイズとREVISIONフ ェ イズは,他 の フ

ェイズ とともに実行す ることはできない。他の4つ の フェイズは,ど の ような組合せでも,実 行 可能

である。 その ときの実行の順序は以下の如 くである。

1.UPDATE

2.VALIDATION

3.BOOKKEEPING

4.INTERROGATION'

以下 に並べ るのはINFOLで 使 われるコン トn－ ル ワー ドの一覧表であ る
。

ESTABLISHMENT

ITEMDESCRIPTIONS

OATE(}ORY-TYPE

CODES

VAI、IDATIONS

INITIALINPUT

INTERROGATION

RETRIEVALCRITERIA

EXTRACT工ONS

UPDATES

ITEMIZE

DISCRETEUPDATES

SELECTIVECRITERIA
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SELECTIVEUPDATES

BOOKKEEPING

REVISION

VALIDATION

－ 段 目 の コ ン トロ ー ル ワ ー ドを
,ト ップ レ ベ ル の コ ン トロ ー ル ワ ー ドと い い,二 段 目 の コ ン トロ ー

ル ワー ドを セ カ ン ドレ ベ ル の コ ン トロ ー ル ワ ー ドとい う。

2.1.5機 能 各 論

各 フ ェ イ ズ に つ い て,も う少 し詳 し く述 べ よ う。

客1.5.1ESTABLIS肌{ENTフ ェ イ ズ

フ ァ イル を 作 る た め の フ ェ イ ズ で あ る。 フ ァ イル を 記 述 す る た め の 情 報 は,つ ぎ の4つ の セ カ ン

ドレベ ル の コ ン トロ ー ル ワ ー ドで は じ め る◆

ITEMDESCRIPTIONS

CATEGORY-TYPE

CODES

VALIDA.TIONS

フ ァ イル に挿 入 す る デ ー タ は,セ カ ン ドレ ベ ル の コ ン トロ ー ル ワ ー ド

INITIALINPUT

で は じ め る 。 、

フ ァ イル の 作 成,変 更 に と も な っ て,フ ァ イル 中 の 各 ア イテ ム に対 す る 日付,ENTRYDATE

が 自動 的 に蓄 積 さ れ る 。

(1)IT』EMDESCRIPTIONS

ア イテ ム の 名 前 を 定 義 し,各 名 前 に番 号 を 与 え る。

例)ITEMDESCRIPTIONS8

EMPLOYEENUMBER*1*NAME*2*STARr£DATE*3*

MONTHLYSALARIES*4*SALALYMONTHS*5*

PERFORMA.NCEREVIEWS*6*R、EVIEWMONTHS*7*

DEPENDENTSTATUS*8*

以 後 ア イテ ム を 参 照 す る と き は,こ の 番 号 を 使 う。

(2)CATEGORY-TYPE

各 ア イテ ム に 関 して,以 下8つ の う ち の1つ を 指 定 す る。

UNARYALPHANUMERIC

UNARYNUMERIC

UNARYDATE



一121-

UNARYCODED

MULTIPLEALPHANUMERIC

MULTIPLENUMERIC

MULTIPLEDATE

MULTIPLECODED

・UNARYは そのア イテムが一価 であ ることを示 し,MULTIPLEは 多 価であることを示す。

・ALPHANUMERIOは*と)と(を 除 く文字列である。

・NUMERIcは 数 値デー一夕である。 整 数部,小 数部または両方含 んでもよい。符号 と小数点

を除いて10桁 まで扱える。

・DATEは 日付を表わすア イテムである。 以下O
.表現 が扱えるが,内 部表現はすべて

yymmddと 変換 され る。

外 部 表 現

3Sept.64

7August1965

Apr.18,1965

1938

JAN.1942

Feb.1951

5-18-63

6/20/63

7.21.65

660925

TODAY

内 部 表

6409

6508

6504

3800

4201

5102

6305

6306

6507

6609

(Current

・OODEDは ,そ のアイテムの値 をコー ド化す ることを土味する。 コー ドにはナンバー とニ

モ ニクの2種 類 がある。 ナンバー のときはシステムが異なる値 が現 われる順に1,2,…

と番号をつけ る。 ニモニクの場合 は,こ となるすべての値 に対 してコー ドを定義 する。1

つ のアイテムに対 して許 され るコー ドの数 は511ま でである。

(3)CODE8

ニモニ クコー ドの定義 をす る
。

(4)VALIDATIONS

ア イテムやサブア イテムが ファイルに挿入 され るまえに満足すべき条件 を指定 する。つ ぎのよ

うな条件がある。

現

03

07

18

00

00

00

18

20

21

25

date)

■ 、
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①NECESSARY

ア イテムが必ず存在す ること。

②MAXIMUMm・

マルテ ィプルア イテムのサブアイテムの最大数。

③RANGE

数値 データ,日 付デ ータの満足す べき区間。

④CHARACTERSX

字 数制限 最大4,096字 。

⑤NON-NUMERIC

ア イテムに0～9の 数字を含 まない こと。

⑥ALPHABETIC

ア イテムの値がA～Zと ピリオ ドとコンマからな ること。

⑦INTEGER

整 数 データであること。

以上 の条件 に合わない ときは,そ のアイテムまたは,そ のエ レメン ト全体 が拒否される。

ノ
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例)

4.ZPUNCHING罵XムMPLgS

ITEMDESCRIPTIONS21,

SUBPROGRAMNUMBER★ltSUBPROGRANNAHEt2kPURPOSE★3tLEVELt4t

PROCRAMMERkstINPUTPARAHETERS★6deINPUTPARAMETERCLASSESt7de

OUTPUTPARAHETERSt8★OUTPUTPARAMETERCLASSESkgtCELLSDESTROYED
tlO★CELLS-・DESTROYEDCLASSES★11tCONSTANTSUSED★12★CONSTANTCLASSES
t13tSUBPROGRAMSCALLEDBYTHISSUBPROGRAMt14★SUBPROGRAMSWHICHCALL

THISSUBPROGRAM★15★INDEXREGISTERSUSEDt16tLOCATIONSREQUIREDFORSUBPROGRA)f
t17★ERRORSCHECKEDFOR★18★STARTANDCOMPLETIONDATESt19★

PHASESUSEDIN★20tABSTRACTft21★

a.ItemDeseript±ons(こ のときだけitemnumbe【sの まえにdataが くる)

CATEGORY-TYPE
★1★UNeLRYNUMERICt2★UNARYALPHANUMER工Ct3tUNARYALPHANUMERICt4t

UNARYNUMERIC★5★UNARYCODED.'
★6★MULTIPLEALPHANUMERICASSOCIATIONL★7★MULTIPLENUME

RICASSOCIATION1★8★MULTIPLEALPHANUMERICASSOCIAT工ON2★9tMVLTIPLE㎜RICA

SSOCIATION2★10★MULTlPLEALPHANUMERICASSOCIATION・3t.11★ 肌TIPLENUMERIC

ASSOCIATION3t12tMULTIPLEALPHANUMERICASSOCIATION4
tl3tMULTIPLENUME=RICASSOCIATION4★14★ 肌TIPLEALPHA)IUMERIC★15★HU

LTIPLEALPHANUMERIC.★16★MULTIPLENUMERICt17★UNARYNUMER工Ct18tMULTIPLEALPHA

NUMERIC

b.Category-Type

CODES
t5kMNEMONICTWOT.W.OLLE★MPOM.P.OTOOLEtJWEJ.W.EUSEBIOt

JRMJ.R.MARSHECK★ 則」VR.L.VENEZKYtEHME.H.MVELLER★
PLMP.L.MCNATRtWPCW.P.CEAGL10t
★20kNUMBERFILEESTABLISHMENT'★SPECIFICATIONS★FILEPASS★OUTPUTt

FILEREVISIONtDIS〔=RETEUPDATEMERCEtt

c.Codes(鹸 後のcodeの あとの■に注意)

VALIDAT工ONS

★ltNECESSARY★2★CHARACTERS8NECESSARYt3tNECESSARY★4★INTEGER
★5tNECESSARY★7tlNTEGER★9★INTEGERRANGE16★11★INTEGER

t13tINTE〔=ER.tl6★MAXIMUM6k17★INTECERNECESSARY★19tRANGE

640800660100

d.Validations

U
皿
"
m
E
H
10
皿
11

★1★1★2tPEELOFFs3★PEELBLANKSFROMENDSOFASTRING.t4★1t5★

丁目O★6★POSIkLOCIkPOS2tLOC2★t7t3★3k3★3★ ★8★REALPOSI
tREALOCI★REALPOS2sREALOC2tNOCHM工NIttgt3t3t3t3★3t★12t

SIXkINT48★ ★13★2t2★ ★15★SCANBAtPICKINFOtt16★1t2★3t

★17★41t18tNONON-BLA);KqHARACTERINSTRING.tt19t640810t640903t★

20t1★2tt21tPROGRAMTREATSFIRSTLEFTTHENRIGHTENDOFSTRING.SCA

NSUNTILANON-BLANKCHARACTERORTHEOTHERENDOFTHESTRINGISFOUND.THE

ENDCHARACTERSOFTHEINPUTSTRINGARENOTTESTED.PEELOFFSETSNO(コ{M工N工T

O-11FNONON-BLANKCHARACTERISFOUND.★

e.FirstElemen仁inInitlallnput(最 後のitemの あとの+に 注意)
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2.1.3.2工NTERROGATIONフ ェ イ ズ

この フ ェ イズ は ・検索基準を与 えて検索を行ない・検索基準を満足す るものを抜粋するとい う

2っ の機能を持 つ。その2つ の機能 はつぎのセカン トレベルのコン トロ・一ル ワー ドで指示す る。

RETRIEVALCRITERIA

EXTRACTIONS

(1)RETRIEVALCRITERIA

(1-1)検 索 基 準 を表 わ す 用 語

①ITEMSUB-CRITERION

・ExistenceSub-Criterion

EXIST・ … ・・ア イ テ ム の値 が エ レ メ ン ト中 に存 在 す る こ と。

DOESNOTEXIST… … ア イ テ ム の 値 が エ レ メ ン ト中 に存 在 し な い こ と。

・RelationalSub-criterion

equal,notequal,greaterthan,lessthan,greateror

equal,1essorequalの6つ の 条 件

②ITEMCRITERION

1っ の ア イ テ ム に課 せ られ るitemsub-criterionの 集 合 。AND,OKカ ッコ

を 用 い てitemsub-criteriaを 結 び つ け た も の 。

③MULTILEVELSUB-CRITERION

DEFINEス テ ー トメ ン トに よ って,単 一 のsub-criterionを 簡 略 化 し た 表 現 に
コ
ノ

置 き換 え た も の 。 こ の 簡 略 化 した 表 現 をidentifierと い う。

④MULTILEVELCRITERION

い くつ か のmultilevelsub-criterionに 対 す るidentifierをAND

やORで 結 び つ け た も の 。 相 異 な るア イ テ ム に対 す るsub-criteriaを 結 び つけ るの

に,ORを 用 い る と い うの がmultileveIcriterionの 特 徴 で あ る 。

普 通 のitemcriteriaは,暗 黙 の うち にANDで 結 ば れ て い る 。 す な わ ち,数 個 の

ア イテ ム に対 す るitemcriteriaは,す べ て が 満 足 した と き の み エ レ メ ン ト全 体 と

し て満 足 す る 。

⑤RETRIEVALCRITERION

1つ の エ レ メ ン ト に関 す るitemcriterionの 集 合 。mu[tilevel

criteriOnは,1つ だ け 許 さ £ て い る 。

(1-2)QUALIFIERS

ア イ テ ム 中 の ど の 値 に検 索 基 準 を 適 用 す るの か を示 す も の をqualifierと い う 。
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(1)QUALIFIERSONUNARYITEMS

1価 の ア イ テ ム に対 す るqualifierはitemvalueか,ま た はENTRYDATE

の どち らか で あ る 。itemvaluequalifierは 実 際 には 書 か な い 。

(2)QUALIFIERsONMULTIPLEITEMS

多 価 の ア イ テ ム に対 す るqualifi6rに は,explicit,derived,groupが あ

る。'・

①explicitqualifier

FIRST… … 最 初 の サ ブ ア イ テ ム

LAST… … 最 後 の サ ブア イ デ ム

SUB-ITEMn… …n番 目 の サ ブ ア イ テ ム

LASTBUTn… … 最 後 か らn+1番 目 の サ ブ ア イ テ ム

ENTRYDATE… … ア イテ ム を 作 成 また は 変 更 した 日付

②derivedquaiifier

TOTAL… … サ ブ ア イテ ム の 数

MINIMUM… … 数 値 ま た は 日付 サ ブ ア イ テAの 最 小 値

MAXIMUM… … 数 値 ま た は 日付 サ ブ ア イ テ ム の最 大 値

SUM… … 数 値 サ ブ ア イ テ ム の 和

MEAN… … 数 値 サ ブ ア イ テ ム の 平 均

③groupqualifier

ALL… … す べ て の サ ブ ア イ テ ム が 同 一一のrelationalsub-criterionを 満

足 す る こ と。

ANYn… … 利 用 者 の 与 え る値 の 集 合 と,サ プ ア イ テ ム の 集 合 の 照 合 。nは 最 小 限n個

の共 通 値 を 持 た な け れ ば な ら な い こ と を 示 す 。eqna1とnoteqnalだ け が 使 え る。

anysub-item… …quaIifierを 書 か な い 。 そ の 意 味 はANY1と 同 じ。

例)RETRIEVALCRITERIA

*21*

*7*

*12*

*17*

*4*

*5*

*6*

*7*

DOESNOTEXIST

ENTRYDATELE1-12-66

ALLGT12Feb.61

EQ*PROGRAMMINGLANGuAGE*

GT6ANDLT12

TOTALGE120RSUMLE175

EXISTORENTRYDATEGTSEPT.1964

(GT6ANDLT12)OREQ15
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*10*DEFINE(EQ5)ID1

*11*DEFINE(EQ*ABC*)ID2

MULTILEVELID10RID2

(2)EXTRACTIONS

検 索 した 情 報 の 出 力 を 指 定 す る6つ ぎ の4つ の 出 力 形 式 が あ る。

Automaticformatselector

・Optionalformatselector

Automaticreportgenerator

completereportgenerator

reportgeneratorは,選 ば れ た ア イ テ ム を 印 刷 す る と き に用 い ら れ る。format

selec・torは,FORTRANやCOBOLプ ロ グ ラ ム に対 す る 入 力 の テ ー プ フ ァ イル を 作 る と

き に使 う。

automatic手 法 が 選 ば れ た と き は,抜 粋 さ れ た ア イ テ ム は シス テ ム 中 に 内 蔵 さ れ た 標 準 フ

ォ ー マ ッ トに し た が って 出 力 き れ る。

(2-1)AUTOMATICFOR[MATSELECTOR

①NecessaryWord

EXTRACT… …automaticformatselectorで あ る こ と を示 す 。 ア イ テ

ム 全 体 を 抜 粋 す る 。

②OptionalWords

FLYLEAF… … この あ と に,表 紙 に 書 きた い文 字 を 書 く。

LISTCODES… … コ ー ド化 さ れ た ア イ テム の コ ー ドと原 文 の11ス トを作 る 。

SORTKEYn-・ ・nは1～31の 整 数 。 た と え ば4つ のsortkeyが 使 わ れ て い る

と きは,そ れ ら に1,2,3,4と 順 序 番 号 を っ け る。 ソー トの と・き の 文 字 の大 小 関 係 を 次

に 示 す 、

① 数

② 一 ≒+

③A～1

④ 〈 ・)一

⑤ 」～R

⑥ 〉$blank/

⑦ .s～z

⑧,(一 ・

(2-2)OPTIONALFORMATSELECTOR
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①NecessaryWord

RECORDLENGTHn… … 抜 粋 さ れ た ア イ テ ム が 挿 入 さ れ る ロ ジ カル レ コ ー ドの 長 さ

を 定 義 す る 。

POSITIONn… … ア イ テ ム の最 初 の 文 字 が ロ ジ カ ル レ コ 一一ドで 占め る位 置 。

CHARACTERSn… … マ ル テ ィプ ル ア イ テ ム の と きだ け 。サ ブ ア イ テ ム ま た は

derivedquantityに 対 して 予 約 す る 文 字 数 を 決 め る 。

② ・Optiona1Word

ACCEPTFORMAT… … 指 定 さ れ た フ ォ ー マ ッ トが ア イ テ ム に 対 して 十 分 の ス ペ ー ス

を と っ て い る か ど うか の チ ェ ック を行 な わ な い 。..

BLOCKLENGTHn… …n個 の ロ ジ カル レ コ ー ドが1つ の フ ィ ジ カ ル レ コ ー ドを 作

る 。

FLYLEAP-'「

LISTOODES

SORTKEYn

(2-3)AUTOMATICREPORTGENERATOR

①NecessaryW・rd

REPORT… … 自動 的 に ア イ テ ム全 体 を 抜 粋 す る 。

②Opti・nalWord

HEADLINEn… … こ の あ と に つ づ く文 字 列 が 各 頁 の 上 段 に印 刷 さ れ る。

PAGEWIDTHn… … 印 刷 の 巾 の 指 定 。

NEWPAGE… … 通 常 はSORTKEYnと 共 に 用 い る 。1価 のアイテムま抱 まderived

quantityの 値 ま た はexplicitqualifierの つ い た ア イ テ ム の 値 が,す ぐ前

の エ レ メ ン トの 同 じア イ テ ム の 値 と 異 な る と き,エ レ メ ン トは 新 し い 頁 か ら印 刷 さ

れ る。

SUPRESS… … 印 刷 し よ う とす る 値 が,ま え に 印 刷 さ れ た エ レ メ ン トの 該 当 す る ア イ

テ ム の 値 と等 し い と き は,印 刷 を 避 け る。

DECODE… … コ ー ドを 原 文 に 直 して 印 刷 す る。

FLYLEAF

LISTCODES

SORTKEYn

③Specia10ption

COMPUTEMEAN… … 指 定 さ れ た ア イ テ ム の エ レ メ ン ト全 体 の平 均 値 を 計 算 す る。

OOMPUTESUM… … 指 定 さ れ た ア イ テ ム の エ レ メ ン ト全 体 の 和 を 計 算 す る。
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COMP .UTEMEANS… …sortkeyア イテムの値 が変 わるごとに,指 定 されたアイ

テムの平均値が計算 される。

COMPUTESUMS… …sortkeyア イテムの値が変わ るごとに,指 定 されたア イテ

ムの和が計算 される。

COUNT… … 指定 されたア イテムが とる異 なる値 を調べその頻度 を計算す る,

INVERT… … 指定 されたア イテムがとる異 なる 値を調べ,そ れらとエレメン トナンバ

ーの対応表 を作 る。

(2-4)COMPLETEREPORTGENERATOR

①NecessaryWord

ELEMENTLENGTHn… …1つ のエ レメン トか ら抜粋 されるア イテムのため に・

予約す る行 の数を指定 する。

ROWn… … 抜粋 されたア イテムの最初の文字が印刷 される行 を指定 する。

COLUMn… … 抜粋されたア イテムの最初の文字が印刷される列を指定す る。

②OptionalWord

COLUMNWISE・ 一 ・ マル テ ィプルア イテムに関するもので,サ ブア イテムを1行 に印

刷す るかわ りに,行 を変 えてそろえて印刷する。

WITHDESCRIPTION… … 抜粋 され るアイテムとともに,ア イテムデ ィスク リプ

ションを印刷す る。

WITHTEXT… … このあ とに続 く文字列が,ア イテムを印刷す るまえに印刷され る。

FLYLEAF

LISTCODES

SORTKEYn

HEADL工NEn'

NEWPAGE

SUPRESS

DECODE

PAGEWIDTHn

COMPUTEMEAN

COMPUTEMEANS

COMPUTESUM

COMPUTESUMS,

マル テ ィプル ・ア イテムに関 して は,次 のような指定がで きる。 この指定は2.2.1～2.2.4

の4つ の出力形式すべ てで使え る。
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TOTAL

SUM

MEAN

MINIMUM

MAXIMU .M

FIRST

SUB-ITEMn

LAST

LASTBUTn

FIRSTTOSUB-ITEMn

SUB-ITEMnTOSUB-ITEMm

LASTTOLASTBUTn

LASTBUTnTOLASTBUTm

ALL
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例)

酬Fαhf。 ㎜ ・bnF。rm

APPLICATION:.●.............・ ・...‥ ・・...

Checkphaseandpurpose:

　 ・

ESTABLIS出 品NT UPD▲TE TION

一
F

ITEHOESCRIPT10NS SELECTIVECRITERIA RETRIEVALCRITERIA

CAT£CORY-TYPE SELECTIVEUPD▲TES EXTRAC「rITEHSX

VALIDATIONS DISCRETEUPDATεS

INITIALINPUT NEWELEHENT 「

H《)DIFYELEHENT

REH〈)VEELEHENT
.

図2.1.2AutomaticFormatSeIector

lNFOしln`ormationForm

APPLICATION:◆.........・ ・.・6・ ・・・・・・・・…

Checkphaseandpurpose:

ESTABLIS韻ENT UPDATE INTERROGAT10N

ITEHDESCRIPT10NS SELECTIVECRITERIA RETRIEVALCRITERIA

CATEGORY.TYPE SELECTIVEUPDATES EXTRACTITEHS×

V▲LID▲TIONS DISCRETEUH)▲TES WOζ 」ピ ∠'ノ》《5ρソソ 」

INITIALINPUT NE1ぜELEHENT 尼宮0疋 ρ ∠'〃6〃4ρ0
HODIFYELEMENT

REM)VEELEHENT

1【em

ItemDescrlptlon No. Infoエtlon

=η44 4/4 〃5〃 ンo〃!
冶2☆ ん5〆 アンoA!`∠ 〃紹Wκ 寄 ダ3ぷ 〆ア カ5〃 ーノ刀6〃 〆

工邊, 4.ヨA カ5'ア ンo∧ 〆 〆7θ

図2.1.30ptionalFormatSelector
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lNFOIlnformationFo「m

APPL・CAT・・N、_世?L.鞭 三9弓≡__.

Checkphaseandpurpose:

一.

ESTABLIS田 田巳NT UPDATE INTERROGATION　.
ITEHDESCRIPTIONS

CATEGORY-TYPE

VALIDATIONS

INITIALINPUT

SELECTIVECRITERIA

SELECTIVEU1℃ATES

DISCRETEUPDATES

NE冒ELEHENT

HODIFYELEHENT

REHOVEELEMENT

RETRIEVALCRITERIA

EXTRACTITEHSX

存 石斑宴〃'∠6〃 ◇刀ゲzダ

.

噛

ItemDescrlpti。n
1tem

No. Information
SubprogramNumber ★1★ 杉 〃 珠5ζ … ⇔ハ〆・■0〃! ζ≧乙〃 ン∨1
SubprogramName ★2★ 砧!'〃 刀宕κ'"〃 κ宴 ■ 斥「0ぷノ!ζ ≧乙4〃 《〆2グ
Purpose ★3★ "ノ'〃 ・〃 ひ'一 一 φ ■ △幽ノ, ∠㌘oエ〃ピ〃40

一.

Leve1 ★4★

Progra㎜er ★5★ "〃 ρ65∠ メ2〃ノ⑭ 〃 ρ旨oρ5ゑ σ1〆2∠o乙 吻 〃21プ
Inputparameters ★6★ 肋 ノ「"ρ ビ「3と溜〃770〃 ゲOW4ζ 「0乙44M〃2

Inputparametercla88e8. ★7★

Outputpaτa皿eter8・

.

★8★ 佑ケ〃 ρ〆・5>疋〃ロ7ン0〃'ぷ ⇔貨!5∠ ⑳Zθ〃〃!

Outputparameterclasse8 ★9★

Cellsdestroyed ★lox

「

－Cells-destroyedcla8ses ★11★ .、
Constants・used

一

★12★
,

.

.㎡

」 ・

Con8tantcla88es. ★13★ .-

■F■.」 ■Subprogramscalledby

」=hissubprogram

★14★ ..

.'F

.馳

Subpro9τam8習hichcal】1

this8ubpr・gra四

★15★
・

工ndexregi8ter6used ★16★ .
－L
ocat=10n8requiredfo工

subpτogram

★17★
.

★18★ 幽ツ7〃 〃〆ボζα〃 〃紗Aノ ピ0乙μ泌万飽"5'.功 〃7こ ら`靖 》ノ
1

』tartandcompletiondate8 ★19★
..「

・

1

」lhaseSusedin ★20★

Abstract ★21★ "'ハ"ρ ピ5z没1〆 〃o《 〆 ぷo〆 .7ζ 玩 ρ〃.〃 古
.
.

一

「 -..「-F.
,

、.'

二

1.

「F
'「 一 層 ●

9

ド

図2.1.6CompleteRePOrtGene「ato「
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INFO[tnforrnationForm

APPLICATION、 禦9}。FyPpr?亭r禦.._._.

CheckphaseandpurPOSC;

「

ESTABLISHHENT UPDATE 1NTERROCAT10N

ITEHDESCRIPTIONS

CATECORY-TYPE
・

V▲LIDATIONS

lNITIALINPUT

RETRIEVAしCRITERIA

EXTRACT10NSX
■.

S£LECTIVECRI.TERIA

SELECTIVEUPDATES「
DISCRETEUP∫)ATES

NELJELEト1EN「['

HUUIFYELEI4ピNT

REHOVEEL±:HENT

Ite川De5crlptlon

It琶m

No. 1nformat10n一.
Subpτ08ra皿Nu皿ber ★1★ メP4ξ!裕疋r

Subpro9}amNa.頑 ★2★ 疋「物 疋ア
Purpo6e ★3★

プ ー ■ ド■.

.巡 〃ro疋 ア

LeVG1 ★4★

Pro8ra皿er ★5★ ρ6r`0ρ ∠〔 ・

Inputpara鵬ter8 ★6★
一.一 〔 【...一

超 「ρ々'

}

Inputparametercla88e8 ★7★

Outputparameter8 ★8★ βZ⇔oβ ア 一

Outputparameしercla88e8 ★9★

Cell8de8troyed ★10★

Ce118-de8troyedcla88e8 ★1】 .★

Con8tant8u8ed
－AF-

★12★

Con8t`ntcla88e8 ★13★

Subpro呂ram6calledby

th188ubpro8ram
・

★14★

Subpxご08ra工8∨hき 、chcall

th188ubpro8ram

★15★

Ind●xre818〔=er8u8ed ★16★

1ρcation8requ]Lredfor

8ubpro8r師

★17★

Error8checkedfor ★】8★ 脇 クメ2ア.

Startandco町)1etiondate8 ★19★

Pha8G8u8edln ★20★

Ab8tτ&ct ★21★ だ'ρ θ忍ア

図2.1.7 AutomaticReport(}enerator
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EXTRACT工ONS

ELEMENTLENGTH25

FLYLEAFTH工S工SANEXAMPLEOFIHEUSEOFTHECOMPLETEREPORTGENERATOR★

HEADL工NE3TH工SHEADL工NEW工LLAPPEAR・ONLINE30FEACHPAGEOFTHEREPORTk

★1★W工THDESCR工PTIONROWlCOLUMN1

★2★W工THTEXTNAMEtROWlCOLUMN25

t3★W工THTEXT-● ★ROWlCOL㎜40

★5★WI皿lDESCR工PTIONDECODEROW2COLUMN25

★6★W工THDESCR工PT工ONROW4COLUMN2

★8★WITHDESCR工PT工ONROW5COL㎜1

★18★WITHDESCRIPT工ONCOLU㎜ISEROW7COLUMN1
★21★WmDESCR工PTIONROW7COLUMN53

図2.1.8SampleCompleteReportGeneratorKeypunched

EXTRACTIONS

FLYLEAFTHISISANEXAMPI.EOFTHEUSE・OFTHEAUTOMATICREPORTGENERATORft

HEADL工NE3WISHEADL工NEWILLAPPEARONLINE30FEACHPAGEOFTHEREPORT★

★1★REPORT

★2★REPORT

★3★REPORT

★5★DECODE

★6★REPORT
'★8★REPORT

★18★REPORT

t21tREPORT

図2.1.9SampleAtitomaticReportGeneratorKeypunched



30Aρ 臼1966 P▲GENO.

†】IS同 ε`DしINεUlLL▲ ρFε ▲日OXLtNE30rε ▲C丙 ρ`Gεor▼ 図ε 良εPON†

su9● 膚OG良 ▲旬 周u鮪θε良.令 '周 ▲鵠∈eON》NU'一 †OCO》VER?

PRO6R▲H粁1…R..T.阿,0し しε

▲ 旬∪筒E日tc1† ε筒Fロ0筒 θCO†OFし0`†ING・POIN†81旬AR∀.

1NPU▼PAn▲ 簡ε▼ε冑S..臼E」[LPOSt● 良εAしOCt●

OU7ρU?,▲ ●▲伺ε▼ε費S..L▲8εL●0εCI図`しS

ε臼声0費S

HO費E,H▲ 刈

ILし εGAL

c図ε:冒 εoro費

100IGITS.

c厨 ▲費ムe〔ERS.

NOCHMIN1

▲9S▼ 費`CY・ ・

CH▲RAe▼ ε貸
芦uL?1臼Llε こ

CH▲ 臼▲c?εP

8u7Tぱ ε
POい?,

7図εL▲S▼

†Hε

SC▲LC

NU阿 ε臼に
'1▲SAN

ζCUN.
ST`日YS

ζHAR凸C†E臼ISPaOC∈SSεD,

1喝▼εGεRρ 臼ε∀10USLワrc日 戸∈…DIS

r盈C〔O臼 ▼OO8?凸:吋YHε 「1N禽L

CbAP▲C7〔 …同SORANIしLεG▲ し

i…貸PO臼!NOICATTON.

YPE`▼Sε ▲CHC鴛 直日`C▼ εPt周 ▼∪良N「 費O鯖 ・・εr▼ ▼0日1GH〔.1F・

!SNL匂 ε臼!C.;▼IS▲DDεC〔O▼ 対εo・ εv!0US▼ θT▲L`円0▼HεSU阿

8∀10U旬 ▼1L,糾E-AS7こ 図4P▲C▼ εH!suεT.▼b4ヒLAS了

lSS!鴫 ρL∀ 畠DDFD.■SIG"`Sジ:OS.CH▲ 臼▲C†ε貸1spと 良洞IT† εD

o;CH● 日`こ ▼ヒ貰S!×THεST良1句 句!S良 εDUCεD..{DεC1詞 ▲L
ACOVN▼or∨HE周U問8ε 良.句,O「r曾`C†lONDl61YS.▲rTεR

`SC禽Lε 「Aご▼O臼ISCO領PU†EDFRO村 吋・

rLOA† ヒD▲ 鱒o図ULYlPLlεD8∀THE

RεSUL†.Ir▼HE日 εA良 ∈ 腕O貸 ε 丁目▲周10

CH▲ 貿▲CTER† 図ε周DεCt伺 直LS8SSE†70

Su8,費06費 ▲μ 対∪図8∈ 自.. 96周 ▲同ESACHS!..▼OLOζ ▲†E7● εL▲SY

ρ舟00貸 ▲HHεR..」.冒.εUSε91C

SU8!▼ 駈阿8UTNIN▲ 岡UL†lp」 ε11ε 同.吋Gε0・

1対ρu?■ ▲員A胸ε▼ε賃s..ρ!θ ●P!ε ■N

OUT,∪ ▼ θ▲白A図ε▼ε●S..PSI8●PS∫ ε ● 日C

ε費村 費s

飼 6■ε島†ε員

CHEC貿 ε0'O脅

†日"▼ 図ε NU阿8E日OFSUθ1Tε 阿Sし εSSO閥E.

AgS† 臼▲C†,.Ir† 吋E…1†`掴1S陶0了ALρ 図▲～)肖 ∈日!こ,▼HE… ～90丁 員 ρSIθ`陶OPS!8

A費 εSF7ECU▲L▼ePIε.～8`D:o∈SSO「0∈5!臼;DSUBI了 ε恒.1「TH∈!▼ ∈員

IS`LP図 ▲NL鯖 εR!C,†HESU9日OVY【 周∈SεARCH∈S弓 ▲ご冨司A良Df良O鱒LOC▲TIO周 ρ1ε

†OLoe▲ †ε ▼Hεr!貝S† 厨O貸DsorTHεL凸S7～ ◆1SU9!Tε μS.1「 ρSIε8E…CO員 εS

S伺 ▲LLFn† ト▲NP!8,†Hε εR貸ORFLAa.RC,!S†U● 、εDO旬.ONεN† 良∀・ †図∈

1▼E侵 周U同BER酋US†9∈:周1周D∈x日 ∈alS▼FRS6.

図2.110 SampIeCompIete Report Generator Output

ー

一

輪。

凱
ー



・ugo日OG貸 ▲阿NU日8ε 貸

5∪8PPOGRAP吋 ▲Hと

PU臼 βoSε

P日Or三員4同 齢EP

I旬P㌧ † ρA臼 ▲岡εTFRS

OU†PU7PA臼`図 ε†t…縛S

ε日Re日SCHεC貿 εorOR

A句S†R`C▼

30APH196e

了HISHE▲DLI吋 ε 冒1し しAPFヒ ▲RO、t1NE50「 ε▲CHPAGト1,'† 同1… 吋tPO9†

2P4
'4》FRS†

同oV{…E只 只opS† 時1～r,TOR3

J`R.伺 ▲⊇SHεCス

dS図 舎」_ASTSYN■ 日AdLOC

EuCOJN†

同VE良S了COHPリTEf.NU凶8ヒPO「 ㎏ogOSNEEOEコ'10ばFRitON阿1…SS,CHヒCKSI「1丁 冒ILしrlr舟3
,～

とCεSS白 日∀,阿OVFSTH∈ ε臼RO阿S了 阿1～G†0日 胃A人:tCONS▼ 阿UC7S了NE輔 εSS凸GEし ヒ▲0を日
.

PAGE㌧O.

C▲LLS8UrcO馬Ir

16 一

一
〇
〔
ー

SU8PRO6費A領NU員8εR

SU8P日OG騎A日NA阿 ε

PU日#OS.ε

PROnR畠HME日 、

lNρLTρAR● 阿ε了∈日S

OU†OU†P▲ 費A周 εTERS

ε日RO阿SCHECKEO「OR

▲8STR畠C†

205

0VTTON

UH†A|N》 ▲LUεor

J.R.岡 ▲司SHECK

!†EHONE

0》!TO～09† 鳶INSTHε

0'ELEMENTLεAOER,

》禽LUεOFI† εHO周 ε`、0臼 ヒ7U良 対SI†IN 日ε61S7ピ 費 ▲.ε 鱒7ε 良 材1† 図81:A8S凸ODRεSS

SJBPROGR▲ 員

SU8日ROGR▲ 恒

PU貸 鈴OSE

PROCRA賛 詞ε●

INρ し了

OU†PU了

ERRPRS

AgS▼ 臼▲C†

NUHBER

輔"ε

P▲●`Nε 了εRS

ρA良AHE▼ εRS

CHECKEDFOR

SU8PROGRAロ

SU8P費06陶A員

PU舶OSε

P費0ε 貸▲H阿ε白

陶Pし ▼

0UTρU了

EHRe村S

A8SY貸4C▼

224

ES▼AgLSH

†0εS7A9LISHTHE

M・P.O▼OOLE

STLA8

lNFORHATlo内`':LE

1しLεGALCONTROしWORD

USとSsagRoUT書 冊1…STnρ 臼OCεSSθ 轟Sεrlし ∈baTム.

lNPUT・ 二～ε日1対OS† 負Pε ▲ND日 ε対日t▼1…S鮪ASεrlLピ

周UH8εR23こ

NA肖 ε ▲DVCRIT

▲DV▲NCESC闘1†

ρ.し.同C、AIR

ρ▲日■HETεRS

ρ禽●禽HI…7εRS

CHECKEnrOR

・図17εSθ ▲Sε'ILE?丁 図ε》●USEbP脅 ピρεLε 叫70ρROCεSS

▲「▼ε日 鯵00胃 貿εερ1∨6㎡ORfiS同A》 ε9」ENSε †Uρ.

POI～Tε 図B∀6▲NDZεHOεSt⊃u▼e賃0費OSorc同IT.

C爵tT

CRI7TA9」EOV∈ ロFLO●

▲DV▲ ∨CFST阿EpnINTERTOTHECu」 θEN†C缶!▼EN子 飼∀ 《e6,R∀6
.rH∈ 噌ZF日0{…Se

∈61∨ ㌔IN3●lTH、THEε 周▼R▼ ρOIN†tD†OP▼H3.1正 員畠▼bε ε周†セRREDAT了HE
tEROIN60V†6日ORosorTHε †貞8LE・7トIS貸0」 ▼1周Ets● ρ▲H▼orDO ・■C▼S.

INI了tAし

OU† †噂∈6図0貸OSO「c陳1†

ヒN▼HYρ01吋 †ZEROCR1▼J1↓S7ro只

SU9ロ 貝06良A"

SU8■ 費OG日A■

PURPOSE

pno6R畠 饅伺EP

I"Pし †

0UTPUや

聞∪伺8εR

"丙 ε

ρA貸 ▲Hε▼ERS

ρARAME7ε 隠S

25:

SELCRI

YOl匂 ▼E日r▲Cεd1TH

J.日.岡ARSNEC民

8GSC▲ 掲 ●Nxeし0貿 ●

6▲OC良1↑ ■ ●εGl† ●

S▼旬S†ART

1刈7ε 口口OG▲TIOASPεC1`1C▲TIO與S

烏瓜縛LOC

CU日C卿 ●ELe貿`● しASYS∀ 吋 ●NX日ORX● ρCεNU村 ・● PREgLOK●RA賛 しOC●RAUPOS●S▼NHASK●

ERRCRSCHEC賞EDfOR

ASS† 日凸CTC島LしSI周 †ERRTnP貸OCεSSSヒLεC▼1》ECR1▼'口t▲.C▲ しLSPROCEL了0同OVE

lrERRORI狗cnI† ε貸8▲,SεTS目ASC縛ITECu●LIERO,εLSε †0周0周 ・ZERO.

PRE》tOUSSε しεCτ1》 εUPDATE†VH1
,

図2.1.11 Sample AutomaticReport Generator Output



一137ー

INF()tlnforfV)ofionFo「m

APPLICATION:….・ ・...….・.….・ ●….・ φ

Checkphuseandpurpose:

.,「

ESTABLISHHεNT UPDATE 1NTERROCAτ10N

1TεHDESCRIPTIONS
1SELECTIVECRITERIA

RETRIεVAしCRITERIA

CATECORY-TYPE SEL£CTIVEUPDATES EXT鼠 ▲CT10N8X

VALIDATIONS DISCRETEUPDATES

INITIALINPUT NE日ELEHENT

HO1,1FYEl上HEN'r

R£HOVEELEHENT

1【e,n

ItemDe8crlptlon No. Informatlon

「

「

∠ 乙一 ・ 1ρ2φ ∠0レ 〃1一

図2.U2ExampleofCount

tNFOtlnformationForm

APPLICATION:..・...・.・ ・.●.・ ・・… ◆・・・・…

Checkphaseandpurpose:

ESTABLIS田 荘NT UPDATE INTERROCAT10N

1TEHDESCRIPTIONS SELECTIVECRITERIA RETRIEVAしCRITERI▲

C▲TEGORY-TYPE SELECTIVEUI「DATES EXTRACT10NSX

VALIDATIONS OISCRETEUPOATES

1NITIALINPUT NEUELEHビ 肝

HODIFYEl£HENT

REHOVEELEH£NT

1tem

1tぷoD●8crlptlon No. 1nformatlon

μ必ζ仙 '2▲ 〃 〃ぼ々'

. .

図2ユ.13Exampleof InVer、t



NHS臼LF

阿E対句●.8・ †.

阿ENN畠 ●L.▲.

KENr.脾 ・A●闘.

阿ε▼εLLF・ ●・H.

賞IENロEPGE飼.C.● ・

貿tε周Lε・ ρ.

寓IGOS鮪1,眞.
貿IH.c.寓.

〆t■G.卜.良.
ばOC図 ● 目・」●.J時.

貿OC岡.良 ・C.
KOHN●H.旬 ・

XRi同5… 日・ 図・図.

KRUGER・ ■.

κ∪時on凸 ・ 脅・
KU▼K「 周P畠LL●",亭 ●

し禽1周6,K・ 鱒・

し禽KSH"■ 紺▲軸・s.

LA日SO周 ・O●v.

L▲se同 ・J.E・
L▲1'7† 利`対.臼 ・6・

Lε ▲Ul』▼▼.●.z.

Lε臼0∈ur・ ●・B.

しεnD1℃OTTE・6・ 」・

しεF・C.阿 ・

LεF・ 拍.

Lεvl句E・c・`・

しEHIS・J.E・

しENIS.」.狗.

しε図ts・ 同.飼・

L1■D向 ε費.胸.

LINNEN●o阿.》 ・J・
Lt》1鱒600n・ 」.」・

LOCK図 ▲●▼・t・8.

LOりtT† ・J・E.

しo》ε'o.L・

しOHE・L.「 ・

↓VKEN$.H.脅.

しUXENS■H■ 費.● ・舟・
LU噂DGPE飼 ・S.

し▼胃1周S・J.H.
L▼O"■ ●.S,

N`C阿1● ●▼OSH・ 甘.t.

員▲C寓し'N・ 図.L・

"ADDOCW・ 臼.S・

同▲NL筒 鳥●`・目.A●

HAHO旬 ∀.」 ・o.

飼▲周周ε∀・7.費.

阿▲ppe●.o・

阿A費cus.▼.
阿ARne良 ・ 費・e・

胸▲舟賃.鮪.

詞■日τ`筒・o・s.'・ 日.

●禽脅▼1`●.▼ ・c・

ClltlN▼E`射 ▼ 凸」▼図o日

図2.1.14Example

A`P臼tgh6

1

1

'

1
1

1

?
ヨ

ら

1

,

1

1

1

¶

ク

ク

1

1

1

1

1
,

4?

⑳

t

1
,

1

1
1

1
$

t

t

t
,

1
ク

`

t

t

l

t

'
4

1

1

t

l
t

1

2

2

0fCount

■▲Gθ'周o.

Output

ー

一

ω

。。

ー



9

皇

2

1

`

1

1

2

2

1

1

1

1

1

2

24

1

1

$

2

1

1

1

1

1

1

`

胃1旬●・`.●.

賃OC●.図.」 ・,」 貸.

質oe●.R●c.

KOH●.N・ 冑.

貿・白眉En.阿.図.

賞良u●■良.b.

ぼu●60▲ ・ 良.

冨u7冨END島LL■v・ ε・

し`1筒6.阿.日 ・

L`賃6阿 周`周`周.s・

L`自 ■o秘虜o.》 ・

Ls8e"・ 」・●・

L▲u?† 図禽周,日 ・6.

LE禽 冒1▼▼.■,!.

Lε●eEur.閲 ・●.

Lε0のtCOヤ ▼●.6.冒.

LEE・e・ 筒.

LEE・ 旬◆

LEVf旬 ●・C・ 凸.

LEe,s.」 ・`・

LEN,s・ 」●句.

L■VtS・ ●・飼・

、
Ls旬 ●,●Ea.興 ・

L1"● 庄句●6岡・V.」 ・

Llv,筒6000・J・ →・

しec■ 図`貸▼'L.● ・

LOΨ6▼ ▼●J・E.

周85θ1しEINVE・TED▲ θ0∪† ▲u▼図09

iSe4●,4ee40973C

2日

64■67鵬

2A,

115e

6弓2

引2

273590

ち"a .so6e

17427S

75e

7?

419

21

446

1'250●

4354'9se,●80e{■227,262●862s,2畠e2禽 ■2■0

2083003206416946.5,227弓 ・,63946● ら49,39,4

119e

,rg

931

"60

1●9979

s.1

49t

●?e

泊5

44」

"23

s2t

図2.1.15 Example of Invert

PAGINe・ to

29129229s2942gs2●62■,
●al`eStIO35106ete●eis● ●

Output`

一

一
ω
⇔
ー



、

一140-

2.1.5.5UPDATEフ ェ イ ズ

フ ァ イル の 変 更 を 行 な う フ ェ イ ズ で あ る。 セ カ ン ドレ ベ ル の コ ン トロ ー ル ワ ー ド と し て つ ぎ の も

の が あ る。

ITEMIZE

DISCRETEUPDATES

SELECTIVECRITERIA

SELECTIVEUPDATES

(1)DISCRETEUPDATES

エ レ メ ン トナ ン バ ー(ア イ テ ム1の 値)を 指 定 して,フ ァ イル の 変 更 を 行 な う。 つ ぎ の3種 類

が あ る 。

NEWELEMENT… … 新 しい エ レ メ ン トは エ レ メ ン トナ ン バ ー の 値 の 同 一 の も の が な い

限 り フ ァ イル に 挿 入 さ れ る 。

REMOVEELEMENT… ・・指 定 し た エ レ メ ン トナ ン バ ー を も つ エ レ メ ン ト全 体 を除 去 す る 。

MODIFYELEMENT・ … ・エ レ メ ン ト全 体 の 挿 入 や 除 去 で は な く,ア イ テ ム や サ ブ ア イテ

ム の 変 更 を行 な う。 つ ぎ の6種 類 が あ る。

①D肌ETE… …1つ の ア イテ ム 全 体 を 除 去 す る。

②INSERT… …1つ の ア イ テ ム 全 体 を 挿 入 す る 。

③SUBSTITUTE… … フ ァ イノレにす で に 存 在 す る ア イ テ ム に,別 の 値 を4え る 。

④ELIMINATE… … マル テ ィフ.ル ア イ テ ム か ら,指 定 した 値 を 持 つ サ ブ ア イ テ ム を 除 去 す

る 。

⑤ADD… … マ ル テ ィプ ル ア イ テ ム に サ ブ ア イ テ ム を 付 加 す る。

⑥REPLAeE… … マル テ ィプ ノレア イ テ ム に お い て,指 定 さ れ た 値 を 持 つ サ ブ ア イ テ ム を,

指 定 さ れ た 別 の 値 に置 き換 え る。'

(2)SELECTIVEUPDATES

retrievalcriteriaの 働 き は,そ の ま まUPDATEに 利 用 で き る。 す な わ ち,指

定 した ・retrievalcriteriaを 満 足 す る エ レ メ ン トに対 して,変 更 を 行 な う こ とが で

き る。

例)SELEOTIVECRITERIA1

*18*EQ*GREYCODE*

SELECTIVEUPDATESl

MODIFYELEMENT

*18*SUBSTITUTE(}RAYCODE*
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(3)ITEMIZE

Updatesで 行 なわれた修正 を順序 に従 って,箇 条 書 きにして リス トする。

2.1.5.4BOOKKEEPINGフ ェイズ

つぎの ような情報 を計算 して印刷するフェイズである。

① マルテ ィプルア イテムのサブア イテムの最大数

② 英数字アイテムの最大文字数

③ コー ド化された アイテムのコー ドの原文 の最大の長 さ

④ 数値アイテムの整数部 および小数部の最大桁数

これ らの値 はESTABLISHMENTフ ェ イズおよびUPDATEフ ェ イズでは,自 動的 に計算

され印刷され る。

2.1.5.5REVIS工ONフ ェ イズ

ファイルの構成 を変更す るフェ イズである。っ ぎのような種類が ある。

① 新 しいア イテムを定義す る。

② 既定義のア イテ ムデ ィス クリプ シ ョンを変更 する。

③ 既存ア イテムのカテ ゴIJ－ をunaryか らmuitipleに 変更する。

④ 新 しい コー ドを付け加える。

⑤ 既存 のコー ドを変更す る。

⑥validationcriterilaを 付 け加 える。

⑦ 既存のvalidationcriteriaを 変 更する。

2.1.5.6VALIDATIONフ ェイズ

validationcriteriaの 挿 入や変更がなされたREVISIONフ ェ イズの後で,

UPDATEに よって修正すべ きエレメン トを決定す るためのフェイズ である。通常 はつぎのような

な手順で行な う。

REVISION:新 しいcriteriaを 指定す る。

VALIDATION:新 しいcriteriaで 古 いエレ メン トをチ ェックする。

UPDATE:実 際 のデー タの変更を行な う。
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2.2 GIS

2.2.1G工Sの 概 要(GeneralizedInformationSystem)

シス テム/360は 情 報 ファイルをあ らゆる部門で共通 にまた簡単なプログラムで使用できる ように

考え られたプログラ ミング言語 である。実際の使用はオペンイテングシステム/360の 管理 のもと

でGISTaskと し て 行 わ れMulti-TaskingModeとTele-ProcessingMode

で使用可能である。GISはOS/360ア センブラー言語 で書 かれているが,GISで 作 られた フ

ァイル はOS/360ア セ ンブラー,COBOLやPL/1等 の言語 で書かれたプログラムで使用す

ることができ・る。すなわち,GISはIBMシ ステム/360用 の汎用情報 システムである。

な お.文 献 検 索 用 の プ ログラム 言 語 としで 渕)ocumentProcessingSystemが あ り,こ

れ は 不 定 型 デ ー タ を 扱 い,検 索 のた め に論 理 判 断 を 行 う。

こ の 言 語 は 次 の2つ の 項 目 に 分 類 され る 。

(1)DescriptiveStatement… … シス テ ム 分 析 を し,全 体 的 に フ ァ イ ル を 構 成 す る た め

の も の で,情 報 の デ ー タ の形 式 と 関 連 性 を 規 定 す る 。規 定 さ れ た も の をDataDescriptive

TabIe(DDT)と い い,後 の 処 理 とデ ー タ フ ァ イル の媒 体 と な る もの で あ る 。

(2)ProceduralStatement… … フ ァ イル の 作 成 と更 新,判 断 機 能 に よ り デLタ を 選 択 し

検 索 し要 約 後,出 力 デ ー タ を 作 る も の で あ る 。

2.2.2フ ァ イ ル とデ ー タ の 定 義

デ ー タ の フ ァ イ ル を つ く る の はDataDescriptiveStatementでField,Seg-

ment(Record)とFileと い う形で論理的 に情報を形成す る。 これはOS/360の 一 つのデ

ータ ・セ ットをつ くる
。そのためこの ファイルの検 索,更 新はGISの 指示 に従いOS/360の デ

ータ ・マネジメ ン トの機能vaよ りな される。GIS使 用者が使 えるOS/360の ア クセス方法は順

次,索 引 順 次 の2方 法 で あ る。 実 際 は 次 の形 で 定 義 す る 。

(1)Field-OrientedData

Fieldは デ ー タ の 最 小 単 位 で あ る.』Fieldの 形 態 は 次 の も の が 使 わ れ る 。

2進数表示

パック十進数

バ イ ト

浮動小数点

最 小

8ビ ッ ト

2桁

1バ イ ト

4バ イ ト

最 大

32ビ ッ ト

32桁

256バ イ ト

8バ イ ト

IncreWent

8ビ ヅ ト

2桁

1バ イ ト

4バ イ ト
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指 定 し て い く順 番 は 次 の 通 り。 ①Field名 … … シ ン ボ リ ック名 で 参 照 す る のva用 い る。

②Syn。nym名 … …Alternate名 。③C・ding… …Fieldの 単 位 を 指 定 し上 記4種 類

を使 う。 ④Fieldの 桁 数 … … 固 定 長 か 可 変 長 か 。 ⑤Err・rChecking… … バ リデ ィテ

ィ ・チ ェ ック と デ ー タ の 変 換 。 ⑥DependencyFuncti・n・ … ・・桁 数 の テ ス ト,Header

編 集 の パ タ ー ン を 求 め る。 ⑦SecurityCode… …QueryとMaintenanceの 保 護 に

用 い る 。1～128のCodeが あ る 。 ⑧OutputFile。

(2)Record(Segme'nt)-OrientedData

連 続 したFiledをSegmentと して 定 義 し,こ のSegmentをOS/360で 定 義 した

も の を 物 理 的 レ コ ー ドと し て 扱 う。Segmentの 第 一 番 目 はMMsterSegmentとL'い

LevelOが つ く。2番 目か ら はSubordjnaeSegmentと い いLeveI(1～15)を

つ け る 。 指 定 の 順 番 は 次 の 通 り 。 ①Segment名,②SegmentLevel・-Tree構 造 に

(0～15)のLvve1を つ け る.③ 分 類 欄 の 指 定 … … 最 大7Fieldま で 可 能,④ 分 類 方

法 … … 正 順 か 逆 順 か,⑤Parameter・ ・-MastrSegmentの み に使 用 す る 。 これ は

DutaManagementOS/360へ の 指 定Va使 用,⑥C・untFieldの 指 定

(3)File-OrientedData

関 連 性 の あ るSegmentを 統 括 す る た めUCFileと して 定 義 す る 。 ①File名,②Syn・-

nym名 … ・-Alternute名,③SecurityControlKey… … 最 小 のSecurity

と な る 。QueryとMaintenanceva用 い る 。 ④FileStorageContro1… …OS

に お け るEvehtの 処 理

DataDescriptiveLanguageは 次 の 様 に与 え る 。

プ ロ グ ラ ム の実 行 の 際 に はGISSystemControlMonitorを 呼 び 出 す た め にOS

/360JobControlLanguageが ま ず 入 る 。GISMonitorは 使 用 者 の

TaskSpecificationの 仕 事 を 識 別 す る もの で あ る 。GISMonitorはLang-

uageprocessorとFileprocessorに 分 れ て い る 。
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2.2.5フ ァ イ ル 処 理 の た め の 言 語(ProceduralStatement)

DDTを 媒 体 に して,実 際 の フ ァ イル を つ く り,必 要 な 情 報 を 検 索 す る た め の 言 語 で あ る。

P,。ced。,alSt。tementは,(1)P・ ・ced・ ・eC・nt・ ・lSt・t・m・nt,(2)Dat・

ModificationStatement,(3)1/OControlStatement,(4)Process-

ingStatemehtの4種 に大 別 で き る。

(1)ProcedureControlStatement

(A)ProcedureDeclarationStatement

QUERY,MODIFY,UPDATEとCREATEと あ り,仕 事 の 種 類 の 大 別 を す る 。

A-1)QUERY… … 情 報 検 索 を要 求 す る こ と を示 す .。

QUERYA

LOCATERECORD

Subprocedure ,・
WHENXEQ、15ノ

_A,Bはfilename

LISTY

EXHAUST

QUERYB、

～

ENDI〕ROCEDURE-

A-2)MODIFY… …FieId単 位 で デ ー タ を変 更 す る と き に 用 い る。 「 船 形 のSta-

tentは,

MODIFYfilename,filename,filename

MODIFYmas{erfileFROMSourcefiIe■

masterfiIeはMODIFYさ れ る フ ァ イル で あ り,条 件 付 探 索 を す る 。Source

fileはMODIFYす る 内 容 が 入 って い る も の で 正 順 探 索 を行 う。

A-3)UPDATE… …SegmentLeve1で プ ア イル の 変 更 を 行 う。Creat .ion,
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AdditlonとDeletionもUPDATEの 一 部 でRE-FORMATINGもUPDATEで

行 う 。

UPDATEMasterfileFROMSourcefile

(PERSONAL)(PERSTRAN)

④STRUCTURESKILLFROMBCARD

PERSTRAN

一 ・R珍

CCARD

・-ZI

t
Iusertion

P8RSON起L Sort Contro1

MASTER

一

JOB

SK[LL

`

field

STRUCTUREに よ りMASTER,SKILLにMASTER,BCARDがMapPingさ れ

る。

⑤INSERTSKILL… … 指 定 さ れt;Leve1のSegment以 下 のSubordinate

Segment全 て がInsertさ れ る 。

A-4)CREATE… …UPDATEと 同 じ だ が 新 し く フ ァ イル を つ く る と き に 作 る。

CREATEAFROMB

↑

MasterfileSourcefile,

STRUCTUREJOBFROMY

(B)ENDPROCEDURE-・ ・全 て'a)Procedureの 終 り を 示 す 。

(C)HALT-・ ・Subprocedureの 終 り を 示 す 。

(D)(}OTO.StatelnentLa6el… …Subprocedureか らSubprocedureへ の

Transferは 許 さ れ な い 。 又LocatepartitionとSTRUCTUREpartition

内 の み で 行 う こ と 。

(E)IF… … 条 件 に よ りConditionの 流 れ が 変 る 。

E- .1)IFConditionalExpression

↓

Conditiona10perandO

perandOperator

ConditionalOperatorと し て は,GE,EQ,GT,LT,NE・LE・Opeエand

と し て はNumericConstant,LiteralConstantを 書 き,File,Field

名,D。fi。eW.,kArea,A,ith・m・ti・E・p・essi・n(+,一,・,/),

L。g、cal・ 。p,ess・ 。n(N・T,ATN・&・ ・n・u…u…nll)が 割 る ・

⑧ConditionalExpressionTRUTH

FALSE
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①FALSE… … 次 のConditionalDelimitorま で と ば す 。

②TRUTH… …IFの 次 のStatementか ら実 行ConditionalDelimito「

とはELSE,INANYCASE,ENDPROCEDURE,SORT,RUN,STRUCTURE,

EXAUST,FINALLY,他 のIF,WHEN等 が あ る 。

E-2)IFn… …n=・1～999n回 目 にTQUEと な る 。

E-3)IFSWn・ ・….・SET,RESETstatementでON又 はOFFに す る。

1.≦n≦32

(F)RUNProcedurename… … 別 のGISTaskと な る。 後 に述 べ るSAVEXでGI3

LibraryにCompiledの 形 で 登 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 。 こ の プ ロ グ ラム は

ア セ ン ブ ラ ー 又 は コ ン パ イ ラ ー で 書 い た もの で も よ い 。

((DLINKroutinename・ ・… ・GISLibratyに 登 録 さ れ て い な い もの で,ア セ ン ブ 「"

ラ ーや コ ン パ イ ラ ・・一ー一で 作 成 さ れ たModuleと の 連 結 を す る 。

(2)DATAMODIFICAT工ONSTATEMENT

(A) .Fi・ldM・dificati・nSt・t・m・nt

A-1) INCREASE

DECREASE

MULTIPLY

DIVIDE

1stOperandBY2ndOperand

File-fieldname

VARIABLEn

File-fieldName,Arithemetic

VARIABLEn

NumericConstant・

Expression

こ のStatementはQUERY,MODIFYの 中 で の み使 用 可 能 で あ る。但 し,第1オ ペ ラ

ン ドがVARIABLEnの と き はUPDATE,CREATEProcedure内 で使 用 して よ い 。

A-2)CHANGElstOperandTO2ndOperand

VARIABLEn

LITERALn

File-fleld

A-3)ERASEOperand… …Opcrandで 指 定 したFieldをABSENTの 状 態 に

す る。

(B)FileConversionStatement

UPDATE・CREATES・bp・ ・cedμ ・e内 に お い て の み 使 用 可 能 でFil・C・nve・-

sionDeclarationStatement(STRUCTURE),ActionStatement

(INSERT,REPLACE,DELETE,REMOVE,INCLUDE&etc・)が あ る 。
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B-1)STRUCTUREMasterfileSegmentNameFROMSourcefile

SegmentName… … デ ー タ 構 造 のMappingを 行 う。 新 し くデ ・一 夕ig附 加 す る と き,

ど のLeve1に 入 れ るか を指 示 す るた め に 用 い る 。

MASTERSource

MlSl

M2S2

M3Sourceに 対 応 す る

Segmentな し

B-2)EQUATEMasterfieldNameTOSourcefieldname

Numeric,LiteraIConstant

ENDEQUATE

STRUCTUREstatementの 直 後 に置 く こ と,そ して デ ー タ を 移 す 。

B-3)EXCEPT… …Irhplicitに 対 応 して い る もの だ け 対 応 関係 を は ず す 。

(CREATEで 対 応 さ せ た も の は 除 く。)

B-4)FINALLY… … あ る条 件 が 起 き た 時,StructurePartitionか ら

Exitさ せ た い 時 に使 う。SourceFileのExhauststatementの 次 の

Statementか ら実 行 。

BT5)INSERTmaster.fi]eSegpaentname… …STRUCTUREで

Mappingさ れ て い るSegmentNameを 挿 入 す る 。 これ はDataBase上 に な い

Segmentで あ る 。 指 定 さ れ たLevelのSegment以 下 のSubordinate

Segmentの 全 て がInsertさ れ る。SortControlFieldが 一 致 し て す で に存

在 して お れ ば 挿 入 しな い 。 そ し てErrorMessageを 出 す 。

B-6)STOREMasterfiIeScgmentName… …Insertと 同 じ。 た だ し

Controlfieldに 同 じ も の が あ る と挿 入 し な い 。

B-7)以 下 ま と め て 表 にす る 。



一148一

Systemの 実 行

ACTIONWORD

SegmentDataの あ る 時
、SegmentDataの 無 い 時

INSERT ErrorMessageを 出 す 新 しいSegmentを 挿 入す る

STORE 何 も実行 しない 新 しいSegmentを 挿 入す る

APPEND 追加Segmentを 挿 入す る 新 しいSegmentを 挿 入す る

DELETE Segmentを 削 除 す る ErrorMessageを 出 す

REMOVE Segmentを 削 除 す る 何も実行しない

REPLACE Segmentを 置 き換 え る ErrorMessageを 出 す

INCLUDE Segmentを 置 き換 え る 新 しいSegmentを 挿 入す る

REPLAGEF field毎 に置 き換え る ErrorMessageを 出 す

INC]二UDEF field毎 に置 き換える 新 しいfieldsを 挿 入す る

(C)IGNOREstatement・ ・・… そ のSubprocedure中 の み に 有 効 で そ の ファイ ル に対 し

てDDT中 でEDIT,ENCD,DECDをFieId毎 に指 定 して い る の を 無 視 さ せ る 。

EI)IT/ENCODE

IGNOREfilenameDECODE

(3)INPUT/OUTPUTCONTROL..STATEMENT

(ajDATALOCATIONSTATEMENT

LOCATESegmentName

READRECORD

LOCATEPERS:RECORD… … とす る と毎 回Fileの 最 初 か らSequential

search(lsのDirectsearchは 別)

READPERS=REOORDと 指 定 す る と直 前 にReadし たRECORDの 次 か らSearch

す る 。

(B)EXHAUST… …ENDprocedureとSubprocedureの 終 りで はImplicitに

Exhaustす る。 一与 え る と き は

EXHAUSTSegmentName

orn;
'REOORD

(C)WHENConditionStatement… …IOCATE又 はREADに 続 い てCodingし

GISFileか ら取 り 出 す 情 報 を 指 定 す る。

LOCATEPERS:RECORD;

wHENSKILLEQSOuRCE:SKILL;

{D)HOLD… …TeinporarySequentialFileの 作 成 を す る。
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①HOLDHoldfilename,element,・ … ・・

②HOLDHoldfilename,RECORD,

③HOLDHoldfilenanie,e1.ement=fieldname,… …

(4)PROCESSINGSTATEMENTS

次 の こ とを 行 う。

COUNT… … そ のFieldの 個 数 を か ぞ え るo

TOTAL… … そ のFieldの 合 計 を と る。

AVERAGE… … そ のFieldの 平 均 値 を と る 。

UNICOUNT… … そ のFieldの 値 が 変 った と き+1を す る 。

TALLYn… …LogicalにStatementがExecuteさ れ た と き+1す る。

Statementsの 書 き 方 は 次 の 通 り。'

惣/

li鶯∵ _2
:ll㍑∫
COUNTnVARIABLEn

TOTALnArithemeticExpression

AVERAGEnficldName

UNICOUNTnNumericConstant

VARIABLEn

TALLYn:nooperand

QUERY

OOUNTMANNO

IＬOCATERECORD

WHENMANNOEQA

～

EXHAUST

全 ファイルについてMANNOのFieldを 持 って いるRECORDの 個数をか ぞえる。

(5)DATADRESENTATION

DATAを 出 力 して印刷 した いときに用い る。
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(A)LOCALRECORD

LIST

OFFLINEeIeilent,element,・ … ・・

elementは.fieldname,numeric又 はLiferalconstant,Defi-

nedworkareanameそ し てAritheme-ticExpressionな ら よ い 。

(B)FormalReporting

Outputの 形 式 を 指 定 し て 印 刷 し た と き に 使 う 。

B-1)REPORT-・ ・Reportの 始 や を 指 定 す る 。

① 〔Label〕REPORTWIDTH× ××,BODYLINE× × × 〔,SPACE× 〕

〔,・U・L・N・ 〕〔・{蒜 ㌫ 。、}〕

② 〔Label〕REPORTSTANDARD

③ 〔Label〕REPORTSTANDARD以 下 ① に 同 じ。

WIDTH… …1行 の 桁 数 の 指 定 で最 大120桁 ま で 。

BODYLINE… … 最 後 のHEADERか ら最 初 のTRAILLERま で のLineの 数 。

SPACE… … 印 刷 のSpaceの 指 定 で1,2,3と あ る。 指 定 し な い と1を と る。

OUTLINE… … 指 定 し な い と1桁 に 一 杯 印 刷 す る。

B-2) .ENDREPORT… …REPORTの 指 定 の 終 り を示 す 。

B'-3)TITLEPPOperand… …1st頁 の み に表 題 を 印 刷 す る 。PPはPrint .

Positionを 示 す 。

HEADERPPOperand・ … ・・各 頁 の 表 題 にな る。

DETAILPPOperand… … 各 桁 に示 す 。

EJECT… … 紙 送 り。

SUMMARY・1・ … 最 後 の 頁 の み 印 刷 。

・RA・LER・ ∴… 額 の約 に印rCIJ.'∵

2.2.4SYSTEMUTILITY＼.'

舳 ・デー・搬 索 できな くす ・ため にSECURITYC・d・ を噸 で きる・知ISTask

をあ らかじめq・SLib・a・y嘘 録す ることもできる・GISはSY『TEMUTILITYと し

て これ を行 う。

(1)SECULITY… ・∵DDT



①Procedure

こ のprocedureを 実 行 す るUser

は ど のSecurityCategoryを 使

用 す る か を 指 定 す る 。

*SEC=SecurityCode最 大8

桁 まで 。
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DataBase

DDTで 規 定 し て お く

FileLeve1こ の2つ でSecurity

Categoryで 規 定

FieldI・eve1(1～128)

FileLeve1に つ 、い た も の をMini-

mumSecurityと い う 。

守

、②SECURITYCODEは 色 々 の 場 合 に 変 え て 使 う こ と も で き る。 こ の と きSECURITY

CODEをTABLEと して 与 え る こ と が で き る。

SECURITYTA.BLE

MASTERAC 、CESSISOOOOOOOO.

MASTERACCESSIS789ABCDE

362234AB1,3,5,6,7,12

316244091,2,3,11

GIRISK421,2,3,4,5,6,7,8,9,11,12,

#13,15

col1に#はContinuationCardを 示 す 。

(2)GISTaskの 指 定

GISで 使 用 す る プ ロ グ ラ ム を後 で 呼 び 出 す た め にTaskと して 貯 え て お く。 これ には

SAVEとSAVEX(実 行 で き る形 で 貯 え る)とACC.Statementt;で62桁 のAccount-

ingInformationも 貯 え る こ とが で き る 。

例)

使 用 者

Procedure

CALLPROCNA]ME

CALLUPDATE4

登 録

UTILITY

SAVEPROCNAME

ACC=(SMITH,J.B.EXT.37ACNTNO=

147298Q3)

.QUERYIILEA

etc

SAVEXUPDATE14

AOC=(BROWNT.C.… …etc.)

UPDATEFILEAFROMFILEB

etc.



一152一

2.2.5G工Sプ ロ グ ラ ム 例

DATADESCRIPTIVELANGUAGEの 例

ex.DDT;

FILENAMEニPERSONEL

SYNMNAME=GU工DE

FLDNAMEニYEAR,UNITS=EBCD,LENGTH=2,JUST=L

FLDNAME=RANK,UN工TS=EBCD,LENGTHニ3,JUST=L

FLDNAMEニCORPNAME,UNITS=EBCD,LENGTH=35,JUST=L

FLDNAME=COUNT,UNITS=PACD,LENGTHニ2,JUST=R

SEGMNAME=CORPSEGM,LEVEL・66,

#SORT=CORPNAME,A,TYPE=RECORD

DATMDSORG=IS,BLKS工ZE=S66,DSNAMEニDEMOFILE,

#LRECL=866,RECFM=F,UNIT=2311,0PTCD=W,

#KEYNAME=CORPNAME,CYLOFL=φ,INDXSIZE=φ,

#NTM=6,SPACE=1,VOLUME=SER=OSLIBl

FLDNAME=YOURNAME,LENGTH=35,UNITS=EBCD,

#JUST=L

FLDNAME=YOURCITY,LENGTH=25,UNITS=EBCD,

#JUST=L

ELDNAME;URSTATE,LENGTH・16,UN工TS・EBCD,

#JUST=L

SEGMNAMEニYOURDATA,LEVEL=61,TYPE=TRAILER,

#OPTION=CNT,OPTFNM・COUNT,SORT=YOURNAME,A

END
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CreatinDataFiles(デ ー タフ ァ イ ル の作 成)

CREATEPERSONELFROMCARDPRSL

STRUCTUREMASTERFROMACARD

INSERTMASTER

ENDPROCEDURE

UpdatingDataFiles(デ ー タ フ ァ イ ル の変 更)

UPDATEPERSONELFROMPERSTRAN

STRUCTURESKILLFROMBCARD

EQUATE

MANNOTOEMPNO

ENDEQUATE

IFBCODEEQ`工,

INSERTSKILL

IFBCODEEQTDt

REMOVESKILL

IFBCODEEQtct

REPLACEFSKILL

STRUCTUREJOBFROMCCARD

EQUATE

MANNOTOEMPNO

RATETOSALARY

ENDEQUATE

IFCCODEEQTD「

REMOVEJOB

IFCCODEEQ「Cl

INCLUDEJOB

ENDPROCEDURE

Query(探 索)

QUERYPERSONEL

LOCATERECORD

LOCATEJOB(LAST)

REPORTWIDTH1 、10,BODYLINES56,SPACE2

TITLE

30tEUREKATOYMANUFACTUR工NGCORPORATION'

SPACE25

TITLE

30tPERSONELINVENTORY-ALLDIVISIONSl

SPACE5

HEADER

35TEUREKAEMPLOYEEDATA-ALLDIVISIONS`

SPACE2

HEADER
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10'EMP.NAME'

35tEMP.NUMBERi

50,LOCATIONt

65TMARITALSTATUS「

80'SALARY,

SPACE2

DETAIL

10NAME

37MANNO

50LOCATION

71MARSTAT

80RATE

TALLYlONMARSTATEQ「St

TALLY20NMARSTATEQ`M「

SUMMARY

20tTOTALNUMBEROFSINGLEEMPLOYEESISt

55TALLYl

SPACE5

SUMMARY

20TTOTALNUMBEROFMARRIEDEMPLOYEESIS`

56TALLY2

SPACE3

TRAILER

50TPAGEi

55SYSPAGE

ENDREPORT

EXHAUSTRECORD

ENDPROCEDURE

ア ウ トプ ッ ト例 一 第 一 ペ ー ジ

EUREKATOYMANUFACTURINGCORPORATION

PERSONNELINVENTORY-ALLDIVISIONS

ア ウ トプ ッ ト例 一 第 二 ペ ー ジ以 降

EUREKAEMPLOYEEDATA-ALLDIVISIONS

EMP,NAME

U、S.BUTLER

O.T.REDDING

J.C.WILSON

EMP.NUMBERLOCAT工ONMARITALSTATUSSALARY

236853

397447

480112

NEWYORK

NEWYORK

NEWYORK

M

S

M

800

675

1015

TOTALNUMBEROFSINGLEEMPLOYEESIS20

TOTALNUMBEROFMARRIEDEMPLOYEESIS39

PAGE29
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2.3 A 1 S

2.5.1AlSの 概 略

2)
AISは 要 求された レポー トを リアル タイムで遠隔表示装置 に表示す るマネージメン トのための情

報 システムでAutomaticInformationSystemの 略 であ る。

レポー トの種類は会社 の営業状況,市 場 の状態,自 社製品の内容 およびその使用状況 など よりなる
。

AISは 汎用性があ るので・その仕様に合 うデータベースを使 って,ど のよ うな種類 のレポー トでも

要求に応ずることが できる。

端末装置 としてはIBM2260遠 隔 表示装置を使用する。プ ログラムは検索用のオンラインプ ロ

グラム とファイル作成用のオフラインプ ログラム とがある。1968年 に 日本IBMシ ステムセンタ_

で 開発 したもの であ る。インプ リメンテーションには約100MAN-DAYお よび130MACH_

INE-HOURを 費 している。

2.3.2機 能 上 の 特 徴

ほ)リ アル タイム処理

質問 に対するレスポンスは リアル タイムで応答 される。 レスポンスタイムは,ほ とんど数秒以内

である。

(2)ソ フ トコピーとハー ドコピー

オ ンライン リアルタイム検索は,ハ ー ドコピーを印刷す るよりも,必 要 なレポー トをその場で一

見す るだけ でよい場合が多い。AISで は,検 索された情報igttソ フ トコピー ・として,IBM

2260遠 隔表示装置上 にデ ィス プレ イすることにな ってい る。ただ し八一 ドコピ・一一が必要 ならば
,

2260キ 一-7kLド 上 のPRINTキ ーを押すだけで,直 ちにIBM1053プ リンタ 上 にプ リン

トア ウ トできる。

③ 対 話 形 式

「般 に選択方式 と直接方式 との2つ があるが,AISは 選 択方式を採用 している。選択方式は,

"メ ニ
ュー方式"で あ って,ユ ーザが画面上 の指示に従 って必要項 目を選択 し,そ の番号 をキー ・

インすればよいよ うにな ってい る。

(4)コ ン トロール機能

ページングのために・NextPage,BackPage ,BackLeve1が あ る。Back

Levelは,す ぐ上の レベルのファイルの内容をコールす る。NextPage,BackPage

は,同 一 レベルの ファイルの次のページ,直 前ページの呼 び出しであ る。

」
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ページングの機能 に対 して,使 用経験 を重ね るに従 っていろいろの要求が出て くるであろ う。予

想 されるものの一つ に,"multidisplay"と い うべ きものがある。 これは,連 続的 なページめ

め くり(現 在は,離 散的である)や ページの合成(あ るページの一部 と別のページの一部を同一画

面に出す)で あ る。 これらの要 求をみたすためには,デ ィスプレイ技術の発達が必要 である。

このほか に,特 定 ファイルの検索終了および全検索の完 了を示す機能,さ らに最終 レコー ドの全

キーを知 ってい る場合 には,全 キーを インプ ットし直接最終 レコー ドを検索ナる機能 も用意 されて

い る。

(4)セ キ ュ リ テ ィ ・チ ェ ッ キ ン グ ・

各 ユ ーザ は5桁 の パ ス ワ ー ドを持 つ 。 こ の パ ス ワ ー ドに対 して'シ ス テ ム は2桁 のPrevile-

gedCode(PV)を 割 当 て る 。 一一方,フ ァ イル に は デ ー タ セ ッ ト(=フ ァ イル の 単 位)ご と に

2桁 のSecurityCode(SC)が 与 え られ て い る。PV≧8Cの 条 件 で,フ ァ イル は 検 索

可 能 で あ る。

(6)フ ァ イル の作 成 と更 新

オ フ ラ イ ン プ ロ グ ラ ム(PL/1を 使 用)に よ ってISフ デ イル(IndexedSequential

File)が 作 成 ま た は更 新 さ れ る 。 フ ァイル は,画 面 単 位 の レ コ ー ド構 成,す な わ ち1画 面 一一1レ

コ ー ドで あ る 。1レ コ ー ドは960文 字 か ら な る 。 そ の うち,t10文 字 を フ ァ イ ル 上 の キ ー と して

使 用 す る 。

キ ー=LLIIJJKKPP

LL==SecurityCode

II=第1レ ベ ル の フ ァ イル の キ ー

JJ=第2〃 〃 〃

・KK=第3〃 〃 〃

PP=各 レ ベ ル に お け る ペ ー ジ 番 号

2.5.5検 索 操 作 手 順

選択方式 であ るか ら,操 作手順 は常 に画面 に指示 され,次 の手順で行われる。

(1)パ ス ワー ドのキー ・イン

最初の画面(AISSTARTImageと い う)に 対 してパスワー ドをキー ・インす る。

(2)ア イテムコー ドお よびコン トロール文字のキー ・イン

パス ワー ドが正 しければ,次 の画面 にDATASETS肌ECTIONLISTが デ ィスプ レイさ

れる。その中か ら,検 索 の対象 となるデータ ・セッ トを選択 し,そ のア イテムコー ドをキー ・イン

する。

以後,そ のデータ ・セ ットに関 し,第1レ ベル,第2レ ベル,第3レ ベルの順 で検索する。
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コ ン トロール文字は次のとお りである。

①/N(NextPage)

同 一 レベル の次のページをコール

②/B(BackLevel)

す ぐ上の レベルのファイルの内容 をコール

③/BP(BackPage)

同 一 レベルの前ページをコール

④/E(EndofOperation)

全 検 索の終了

⑤/D(DirectKeyInput)

直接,最 終 レベルのファイルを検索す ることを指示す る。/Dに 続 いて,該 当す るキーを イ

ンプ ットす る。

⑥ENTERK・yの み(E・d・fD・t・S・t)

そ の デ ー タ セ ッ トの 検 索 終 了

⑦PRINTKeywithSHIFT'1,

画 面 の 内 容 を プ リ ン トア ウ ト

⑧ENTERKeywithSHIFT'

コ ン トロ ール を シ ス テ ム に も どす(キ ー ・イ ン の最 後)

(1)

(2)

(3)

2.5.4シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム お よ び デ ー タ?ッ ト

オ ン ラ ィ ン プ ロ グ ラ ム(コ ア レ ジ デ ン ト)

1、ineControlprogram(8.7Kバ イ ト)

MessageProcessingProgram(7.3Kバ イ ト)

FileAccessor(7Kバ イ ト)

オ フ ラ イ ン プ ロ グ ラ ム

Fi1・C・eati・n/Upd・t・P・ ・g・am

DataSetPrintprogram

デ ー タ セ ッ ト

AISフ ァ イ ル と して イ ン プ ッ トさ れ る デ ー タは,12レ コ ー ド(カ ー ド12枚)が1ロ ジ カ ル

レ コ ー ドと して 処 理 さ れ る。

最 初 の6文 字 は,キ ー の 中 のJJKKPPに 対 応 す る もの で な け れ ば な らな い 。12×80バ イ

トは,そ の ま ま2314上 にISフ ァ イ ル と して 作 成 さ れ る。AISの フ ァ イル 作 成 手 順 は,図2.

3.1の よ う に な る。
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'

'

'

ノ

//

rJJ・KPP

r・ 一
」/

'

ノ

{
〆

!

レコー ド2(12枚)_

JJKKPP

レコー ド1(12枚)-

JJKKPP』

*LLIIデー タセ ットIDカ ー ド ー⇔

AISフ ァイル

2.5.5検 索

Programproduct

IBMシ ス テム/360

統 計 リ ス ト

デ ー タ セ ッ ト2

デ ー タ セ ッ ト1

図23.1

例

Profileを 対 象 と し た検 索 例 を 図2 .3.2に 示 す 。
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*******************ホ***************************宰****
祷 養

安AIS-一(AUTOMATEDINFORMATIONSYSTEM)静
安 養

*******.*************************************幸***幸*幸*

OPER.ATINGINSTRUCTION=1.KEYINPASSWORD{ATINITIALINPUTONLY)・ITEMCODEOR

CONTROLCHARACTER

2.PRESSENTERKEYWITHSHIFT

1

2

3

4

5
6

NOTE--THEFOLLOWINGCONTROLCHARACTERSCANBEUSED:

1)/NFORNEXTPAGE4)/DFORDIRECTKEYINPUT
2)/BFORBACKPAGE5)ENTERKEYATENDOFDATASET

3}/EFORENDOFOPERATION

PASSWORD

←-DATASETSELECTIONLIST--

THEFOLLOWINGINFORMATIONAREAVA1LABLEFORAIS

.NAMEDFILE

CUSTOMERPROFILE

PROGPRODUCTPROFILE

PROGPRODUCTUSAGEBYMODEL

PROGPRODUCTUSAGEBYSIZE

.PROGLANGUAGEUSAGEBYMODEL

OPERATINGINSTRUCTION

1.OS
2.DOS

3.TOS

4,.BOS

5,.BPS

6..S/360M44&M67
7..S/460M20TYPE

8..S/360MISC
OPERATINGINSTRUCTION

7.
*8,

9.

IO.

lL

.PROGLANGUAGEUSAGEBYS工ZE

,SYSTEMDESIGNl

.WORKINGSCHEDULE

.AISOPERATINGGUIDE

.TESTFILE

(*..NOTAVAILABLENOW)
1,KEYINITEMCODEORCONTROLCHARACTER

2.PRESSENTERKEYWITHSHIFT

－PROGRAMMINGPRODUCTLIST－

9.

10.

11,

12.

13.

.S1360TYPE11

,S/360M20TYPEU

ll30TYPE
1130TYPEll

l800

1.KEYINITEMCODEORCONTROLCHARACTER

2.PRESSENTERKEYWITHSHIFT

図2.3.2 AISの 検 索例

'
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2.3.6適 用 例

日 本IBM社 は,社 内 用 と して 次 の フ ァイ ル を使 用 してい る 。

①NamedFile,1

プ ロ グ ラム ・マ ニ ュ アル 類 な ど名 前 を つ け てお い た も の 。

②CustomerprofiIe

③ProgramProductprofile

④ProgramproductUsagebyM・de1

⑤ 〃 〃 〃 〃Size

⑥ProgramLanguageUsagebyModel,

⑦ 〃 〃 〃 〃Size

⑧Working ,ScheduleFile

⑨AISOperatin日Guide

.⑩Te・stFile

参 考 文 献

1)伊 藤 忠電子計算サー ビス株 式会社

3600/3800計 算機 システムINFOL説 明書

1968年9月85P.

2)深 沢 士 郎:AIS(A・t・m・t・dl・f・ ・m・ti・nSy・t・m)一 情 報 検 索 処 理 シ

ス テ ム・ 第10回 プ ログ ラ ミ ン グ シ ンポ ジ ウム 幸賠 集
.D-12～D-23・

.1969
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1960年 代 の前半 は,ど ち らか とい うとIRの 手 法が開発され た時代で あるが,後 半は実用IR

シ ステムの開発に特徴があるといえよう。NASAのIRシ ステムやIBM技 術情報 セ ンター(IT

IRC)のSDIシ ス テムは,そ の代表的な例である。一方,MEDLARS,RINGDOC,C

ASな ど のよ うに磁気 テープを提 供するサービスが次々 と開始 されてきた。

次の時代 の特徴は,お そ らくシステムの オンライ ン化で あろ う。現にオンライ ン化を検討 中の とこ

ろが少 くない。 しか し,ま ずバ ッチ処理で大量の情報を処理する実用的手法が確立 されねばな らない。

IRと くに文献検索の著 しい特徴は,マ スフ ァイルを扱 うことにあるか らで ある。

本章では,す でに 実用化 され たシステムおよび実用化 を 目前にひかえたシステムについて,情 報の

量 と種類,検 索の手法 とハー ドウエ ア,費 用と人員な どを知れる限 りまとめてみた。

多 くの資料に眼を通 したが,主 な ものは次のとお りである。

NSF(米 国 科 学 財 団)レ ポ ー}類

DirectoryofGomputerizedInformationinScience&Techno-

logy

(ScienceAssociatesInternational,Inc.)

海 外 視 察 団 報 告 書

(ほ とん ど毎 年,日 本 か ら視 察 団 が 欧 米 を 訪 問 し て い る)

専 門 雑 誌

AmericanDocumentation

情 報 管 理

ドク メ ン テ ー シ 。ン研 究

各 種 パ ンフ レ ッ ト

PR資 料,カ タ ログ な ど

311VilTのPROJECTTIP'

ろ.1.1概 要

マサチ=一 セッツ工科大学(MIT)で は,MAC計 画 の一環 としてPROJECTTIPと い う

オ ンラインIRシ ス テムを開発 した。 これは1966年1月 か ら実際に動いている。 用途 は研究 目的

のためである。対象は物理学雑誌32誌 で あるが,こ れ らは雑誌間の相互引用のマ トリックスに基い
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て 齪 さ れ た も の で あ る.セ 、P…ech。icali。,。,'m。,、 。nP,。g,amの 略 で あ る 。

3.t.2フ ァ イ リレ

1967年 現在,デ ィスクに30,000件,磁 気テープに30,000件 収録 されている。いずれは

すべてデ ィスクに蓄積 される。 シ リアルフ ァイル構成であ る。

収録項 目は,

雑 誌名

巻

ページ

標題

著 者(複 数)

機 関

引用文献

である。

5.1.5検 索

5.1.3.4検 策 タグ

検索の手がか りとな る検索タグは,

雑 誌名

港'
.

標 題 中の キー ワー ド

著者

機関

引用文献

である。
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5.1.5.2.手 法

ω 範囲指定

探索すべ き蓄積範囲を指定す る。

命 令 探 索 範 囲

SEARCH:ALL 蓄積全体

SEARCH:ALLNEW
」-T

各雑誌の最近号
■

SEARCH:PHYREV Physical Revi ewの 全 号

SEARCH:PHYREV V120to V125 〃 〃 Vol120～12

SEARCH:PHYREV Vl20 〃 〃 Vol120

Sl`;ARCH:JOURNAL LIST 雑誌所蔵目録

② 論理関係

1轍 中…AN…R…Tr論 理関係湘 合せて使用でき・・
.

5.1.4計 算 機 シ ス テ ム

IBM70941台

IBM1050150台(電 話 回線を使 用)
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32SMARTシ ス テ ム

5・2.1概 要

SMART(Salton,sMagicalAutomaticRetrieverofTexts)シ ス テ ム

は,完 全 自 動 化 情 報 検 索 シ ス テ ム の 研 究,検 索 技 術 の 評 価 を 目的 と して い る 。 従 っ て 種 々 の 手 法 を 併

用 して い る の が 特 徴 で あ る。

は じ め,Harvard大 学 で 実 施 さ れ た が,プ ロ ジ ェ ク ト リ ー ダ のG.Sa【tonの 移 動 に 伴 な い

1965年 か らCornell大 学 に 移 管 され た 。

3.2.2フ ァ イ ル

磁 気 テ ー プ ベ ー ス の シ リ アル フ ァ イ ル で あ る 。 フ ァ イ ル の 種 難 は1.2.2参 照 。

3.2.5検 索

このシステムで選択的に使える各種の処理(検 索)方 式を,次 のようにまとめることがで きる。

1.2.2で 詳 細に説明 されているo

① 辞書を使わ ない

② 統計的相関に よる同義語

③ シソーラスによる術語 のグルー ピング

④ 概念体系参照

⑤ 統計的句処理

⑥ 構文分析に よる句の処理

⑦ 質 問と文献の相 関

⑧ 文献の辞別(ク ラスタ リング)

⑨ 適 合性 フィー ドバ 。ク(シ ステム との相互通信)

検 索タグは,標 題,抄 録,全 文である。

5.2.4計 算 機 シ ス テ ム

5.2.4.tハ.一 ドゥ ェ ァ

Harvard大 学:IBM7094

Cornell大 学:CDC1604



3.2.4.2ソ フ トウエア

多 くはFORTRANで プ ログラムされてい る。

5.2.5そ の 他

5.2.5.1人 員

1967年 現 在,ス タ ッフは次の とお りである。

Cornell大 学13

Harvard大 学5

5.2.5.2予 算

1965年 の報告に よれ ば,年 間予算は75,000ド ル である。

5.2.5.5今 後の予定

ω ランダムアクセス大容量記憶装 置を設置する。

ω リアルタイム処理

(a)会 話 システム

(b)デ ィスプ レイシステム

(c)シ ス テムパ ラメータのモニ タ リング

レスポンスタイム,検 索時間,待 ち時間など

(d)同 時 処理

(e)検 索 タスクのパ シクグ ラウン ド処理

〔例 〕SDI

(f)事 項検索を も可能 にす る

一167一
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33NASAのIRシ ス テ ム

5・5・1概 要

NAsA(NationalAeronauticsandspaceAdministration)は1962

年 か ら 全 世 界 の 航 空 宇 宙 に 関 す る 包 括 的 な 文 献 サ ー ビス を は じ め た 。 サ ー ビ ス は 主 と して 次 の2機 関 ・

に よ って 提 供 され て い るo

(1)NASAは1962年 か ら レ ポ ー ト文 献 の 抄 録 誌STAR(ScientificandTechn-

icatAerospaceReports)を 発 行 。NASAの 技 術 情 報 部 と し て の 仕 事 はNASAと の

契 約 に よ りDocumentationIncorporatedが 行 っ て い る。

(2)NASAか ら一 部 補 助 を 受 け て,AIAA(AmericanInstituteofAeronaut-

icsandAstronantics)が レ ポ ー ト以 外 の 文 献 に 関 す る 抄 録 誌IAA(Internat-

ionaIAcrospaceAbstracts)を 発 行 し て い る 。STARお よ びIAAは,そ の 内 容

が 磁 気 テ ー プ に 入 れ られ,ユ ー ザ ー に 提 供 され て い る 。NASAのIRシ ステ ム は,こ の 磁 気 テ ー

プ を フ ァ イ ル と し て 使 用 す る シ ス テ ム で あ る。

5.3.2フ ァ イ ル

5.5.2.1情 報 源

航空 宇宙工学関係の世界各国のレポー ト,雑 誌,図 書およびその他 の文献を対象とする。年間約

200,000万 件 を扱 う。 レポー トはsTARに,レ ポー ト以外の文献 はIAAに 収 録され る。

5.5.2.2フ ァ イル構成

linear-fi{e形 式 を とる。 各 レコー ドは三つ の部分か らなる。

ω 固定長データフ ィール ド:各 文献について基本データを収録す るもので,文 献番号,文 献お よ

び標題の機密分類 主題 カテゴ リー,使 用言語,文 献の種類などが これに入 る。

② レラテ ァブ ・イメージ:次 の可変長 データフ ィール ドの相対位 置を示す"ロ ケーシ.ソ テーブ

ル"で あ る。

(3)可 変 長データフ ィール ド:可 変長,可 変形式のデータが収録されており,そ の相対位置はレラ

テ ィブイメージで参照で きる。収 録す るデータは各文献について,機 関,標 題,著 書,レ ポー ト

番号,契 約番号,索 引語(ま たはそのコー ド)な どである。
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5.5.5検 索

5.5.5.1サ ービスの種類

ωQ-A

(2)SDI

5.5.5.2検 索 タグ

(1)Q-A:

文献 の機密分類

文献番号の範囲

資料 の種類

文献 の種類

COSATIの 主 題カテゴリー

抄録誌 の主題 カテゴリー

機関著者

契約番号

個人著者

レポー ト番号

国語(英 語かどうか)

キー ワー ド

である。

(2)SDI:

キー ワー ド

契約番号

国語

で あ る。

5.5.'5.5手 法

AND・OR・NOT

重 み

語 幹探索

パーセ ンテージ ・マ ッチ(質 問とファイルの両プ ロフ ァイルの一致率によりHitか ど うか

を きめる)
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ろ.5.4計 算 機 シ ス テ ム

5.5.4.4ハ ー ド ウ エ ア

IBM360Model40

1BM1401

IBM

IBM

1403

2311

磁 気 テ ー プ18巻

800bpi,9ト ラ ッ ク

5.3.4.2ソ フ トウエ ア

IBM1410Autocoder

PL/1

ろ・3・5そ の 他

1965年 の 米国視察チームの報告 によれば,予 算は年額500万 ドル,人 員 は300名 との こと

で ある。 ただ し,予 算の大部分は契約者のDocumentationIncorporatedに 支払われ・

人員 も大半 を同社が 占めている。
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341BM技 術 情 報 センター(ITIRC)の 検 索 シ ス テ ム

5.4.1概 要

ITIRC(IBMTechnicalInformationRetrievalCenter)は,IBM全

体の技術情報サ ービスのための中央処理 機関で,米 国本土お よび海外諸国のIBM機 関に対 し,情 報

サー ビスを提供 している。ITIRCの 情 報処理 シ ステムカ～IBMで 開 発 され たNormalText

IRSyStemで あ る。

サービ スとしては,遡 及探索お よびSDI(IBMはCurrentInformationSelec-

tion=CISと 呼 んでいる)が 実施 されてい る。CISの サービス対象は2000～3000名

で ある。

3.4.2フ ァ イ ル

シ リアルファイル形式 で,磁 気テープに以下の項 目が収録されてい る。

繊

著者

出典

文献番 号

NormalTextProgramに よ って,語 は,文 中の位置 大文字小文字の区別,語 の チ ェイ

ン(次 の語を示す)が つけ られ,ABC順 お よび語の長 さの順 に配列 されている。 これ によって全

文探 索が 実行されるo

フ ァイ ル作成に あたっては,マ スター辞書テープ とイ ンプ ッ トデータとを照 合 して,綴 りチェ ック

そ の他の編集を施 している。 .'

1967年 現 在で,IBM資 料,DDc資 料,大 学の レポー ト,IBMプ ロジ ェク トフ ァイ形

100以 上の社外雑誌,IBM発 明 報告,IBM規 格 およ び多 くの雑資料 について,合 計350,000

件 以 上がITIRCの フ ァイルに ある。

シ ソー ラ スはは じめIBMの シ ソー ラスを使 用したが,現 在はEJCシ ソ ーラスを使 うことになっ

てい るo
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5.4.3検 索

以下のような手法を用いる

論 理 定 義 例

INDIVIDUAL

WORDS

どのような語も探

索してよい
INFORMATIONＬ

OR 同 等
IRORINFORMATION

RETRIEVAL

AND 組合せ.
INFORMATIONANDRETRIEVAL

ANDFIDANDTOKYO.

ADJACENT

WORDS

語の並置 BLI'NDVENETIAN-VENETIANBLIND

DINNERATSIX-DINNERFORSIX

NOT 否 定 NOTFIDANDITALY
P

SECURITY

秘密保持:社 内秘

資料の提供を有資

格者のみに制限

IBMCONFIDENTIAL

WITHIN 所在の指定 著 著名で な く標題 中の1.R.

ABSOLUTE

YES

でなければならな

い
AI、LFIDREPORTSAND1967

MASKING 切 断
MICROF$はMICROFILMMICROFORM

MICROFICHEを 得 るが,MICRODOTは 得 られ な い

CONCEPTS 論理の組合せ

5.4.4計 算 機 シ ス テ ム

3.4.4.1ハ ー ド ウ ェ ア

IBM360Model50

3.4.4.2ソ フ トウ エ ア

中 核 と な る プ ロ グ ラ ム はNormalTextProgram(標 準 テ キ ス トプ ログ ラ ム)で あ る。
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35ス ミソニ ア ン研 究 所 のSIE

5.5・1概 要

米国の ス ミソニ アン研究所は,約20年 前か らScienceInformationExchange

(SIE)を 行 ってい るが,処 理 量の増加 に伴な い順次機 械化をすすめ てきた。

本システムは以下に示すよ うに研 究情報を扱 うものであって,文 献検索 を行な うもの では ない。

SIEの 業務 概要

ω 未出版 の研究(進 行中の研究)に 関する情報 を扱う。

(2)生 物 学 物理学 社 会科 学 工学を対象とする。

(3)情 報 の蓄積 ・検 索のみな らず,研 究 管理業務に重点 が置かれて い る。

3.5.2フ ァ イ ル

年間100,000件 の 研究計画または進行 中研究こ関す る記録は,各1ペ ージに納められる。 これは

NoticeofResearchProject(NRP)と 呼 ばれ る。 各記録には次の項 目が記載され

ているo

研 究 後援者

研究担 当者

所在地

期 日

予算

抄録(200語)

索引

このNRPは,フ ルサ イズのハー ドコピー(2年 経 過す るとマイク ロフ ィル ム化)で 保存 され るが,

そ れ とともに コー ド化 され て計算機 ファイルとなる。 ファイル構成 は不明であるが,お そ らくシリア

ル ファイルであろ う。

5.5.5検 索

詳細は不明で あるが,ユ ーザか らの質問を受け て年間55,000件 の アウトプ ットが 出されるとい

う。 過去数 年間で最も多い需要は,氏 名調査 その次は主題別調査である。
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5.5.4計 算 機 シ ス テ ム

1950年 ソ一夕

1958年IBM1401

1961年IBM1460

1966年IBM360 Model30

5.5.5そ の 他

コス ト分析 の報告に よれば,年 間55,000件 の アウ トプ ットはその種類に よりぱ らついた値を示

してい るo

〔例〕 氏名1名 あた りL7ド ル

複合主題 調査45ド ル

複雑 データの編集100ド ル以上
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a6MEDLARS

5.6.1概 要

MEDLARS(MedicalLiteratureAnalysisandRetrlevalSysterri)

は米 国NLM(NationalLibraryofMedicine)が 開発 した情 報検 索システムで,

1964年1月 か ら実 際に使用されてい る。

NLMは 医学文 献の二次資料作成に関しては長期間にわた る実績を持っている。1879年 に始 ま

り1927年 まで続 き,一 時中断され たが1960年 に 再発行され たlndexMedicusを は じめ

多 くの二次資料 を発行 している。

長い歴史 を持つIndexMedicusの 発 行を電 子計算 機に より行な うためにはかな り長 期間にわ

たる注意深いシステム設計力泌 要であった。そのため,1960年 か ら1963年 は 当時の システム

の一部を紙 テープ穿孔装置 カー ド穿孔 装置などを利用 して機械化 し,MEDLARSの シ ステム設

計のため の基礎的な情報を与える こと,MEDLARSの デ ータ ・ベー スを用意 する ことなどが行な

,わ れた。

この ように3年 間にわ たる綿密な計画 と開発 の末1964年 か らこのシステムは実 際に稼働を開

始したわ けで ある。

MEDLARSで はNLMの ほか に,MEDLARSSearchCenterと 称 す る地域 センタ

ーが ,下 記の とおり設置 され てい る。(こ のほかにも設立ず み,ま たは計画 中の ところ数 カ所 あり)

米 国 東北部 ハーバ ー ド大学

中西部 ミシガン大 学

中南部 アラバ マ大 学

太平洋岸 カノ フォルニ ア大学(ロ ナンジ ェル ス)

ロ ッキー山脈 コロラ ド大 学

英 国 ニ ューカ ッスル ・ア ポ ンタ イン大学

{
国立科学技術 貸出図書館

ス ウ ェーデ ン カロリンスカ研 究所

オース トラ リア シ ドニー大学

日本では未定 であ るが,蓄 積(索 引作成)に ついては,す でに慶応義塾大学 が作業に協 力 している。
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5.6.2フ ァ イ ル

シ リアル ・ファイル方 式で,約2,300の 医学雑誌か ら年間約18万 件 を収録 している。収録 され

るの は,書 誌事項 と件名標目である。現在,75万 件 以上の文献 が蓄積されてい る。

主な収録項 目は次の とおりである。

著者 名

英文標題

原文標題(翻 字)

雑 誌名

使 用言語

タグ(MedicalSubjectHeadingsか らの件名標 目またはそのほかの索引語)

巻数 およびページ

発行年 月 日

インプ ット日

3.6.5検 索

5.6.3.1検 索 タグ

探索に用い る要 素としては,MeSHか ら選んだ件名標 目が大 きな ウエー トを占めるが,こ の ほ

か にも表に示す よ うに多 くの要素が使 用で きる。

表3.6.1MEDLARSの 探 索 要 素

名

SubjectHeading

Subheading

地 名 のHeading

様 式 のHeading

print指 定 のSubjg.ctHeading

non-print指 定 のSubjectHeading

MeSH階 層 で の カ テ ゴ リ ー番 号

著 者 名

雑 誌 名 コ ー ド

計 算 機 に 入 力 さ れ た 日付

言 語の 略 号

発 行 地 名

発 行 年

SubjectHeadingとSubheadingと の 組 合 せ
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5.6.5.2手 法

通常の論理 関係(AND,OR,NOT)と 大 小関係(≧K)を 使 用す る。 ファイルが膨大な

ので,探 索ス ピー ドをはや めるために,基 底要素テーブルと文献 ファイルとの照合に よって粗い探

索を実施 し,検 索 結果を中間テープには き出し,こ の中間テープと決 定表 との照合に よって詳しい

探索を実行する。 この基底要素テーブルお よび決 定表は,探 索プ ログラム中の編集セ グメ ン トによ

って作 成され る。

基底要素テーブルは,探 索速度を はやめ るための"ス ク リーン検索"に あたるもので,次 の条件

をみた さなければな らない。

(司 少 くともその要素を含 まな けれ ば,文 献は探索 要求を満たさない。

〔b)こ の ような要素がい くっか論理積の形で結合されているときには,そ れらの 中で使用頻度が

最も低い もの

〔例〕

論理式

使用頻度

基底要素

決定表 は,論 理式を リス ト表 現 したもので,

(A米B)+(C米D米E)

A629

B1,016

C543

D816

E439

Aお よ びE

これ も探索 速度をはや めるためのもので あ る。

表3.6.2決 定表 の論理

例; M1米(M2+M3+M4)
米
十
;

;

AND

OR

探索要素 非適合 コー ド 適合 コー ド

M15 0

M20 3

M30 3

M4/5 3

適 合 コー ドおよび非適合 コー ドの説明

0=次 の要素を調べる○

3=こ の文献は条件を満た す。

5=こ の 文献は条 件を満た さない。

簡単 こ説明すれば,M1の とき適合しなけ れば駄 目, M1を 満 たしたと きには, M2,

M3, M4の いずれか を満 た していればよいことが判る。
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3.6.4計 算 機 シ ス テ ム

5.6.4.1.ハ ー ドウ エ ア

種 類 機 器 名 製 造 会 社 台数

入力機器 フレキソライター

024カ ー ド穿孔装置

026カ ー ド穿孔装置

056カ ー ド検査装置

557翻 訳機

082カ ー ド分類機

カー ドタ ブファイル

Friden,Inc

IBM

IBM

IBM

IBM

IBM

Diebold,Inc

15

3

1

2

1

1

1

計 算 機 H-800

中央 演算制御装 置

磁気 テ ープ制御装 置

3/4イ ンチ磁 気テープ装置7}

コア 言己憶装置8192語(48ビ ッ ト)

H-200

中央 演算制御装置

磁気テー プ制御装置

1/2イ ンチテープ 装置{2)

コア記憶装置8192文 字(6ビ ッ ト)

高速 印刷装置 制御装置(900行/分)

紙 テ ープ読取装 置 制御装置

カー ド読取/穿 孔装 置 制御装置

H-800と の記憶装置間でのオ ンライ ン

アダプター

Honeywe口

Honeyweパ

1

1

出力機器
"gOO"

一磁 気 テ ー プ ベ ー ス の

Phototypesetter

Versamat自 動 フ ィル ム 処 理 装 置

Photon

Eastman-Kodak

1

1
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3.6.4.2ソ フ トウエ ア

ARGUS(HoneywellH-800 のアセ ンブリ言語)

ろ.6.5そ の 他

3.6.5.1人 員

1968年1月 現在でMEDLARSの 稼働 および管理のために90人 の スタ ッフが従事 して い

る。 これ らの他に目録 作業お よび技 術サ ー ビスのための人員が25名(専 門職15名,事 務員10

名)い る。

図にセクシ.ン 別の人員構成が示 してある。 ここに掲げた もの はMEDLARSに 直接従事して

いるものだけで,当 然NLM内 に は密接 に これ らスタ ッフと協力しながら働いてい るセクシ 。ンが

い くつ かある。

Computer

Engtneering

図3.6.1MEDLARSの 人 員 構 成
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5.6.5.2.処 理 件数

(1)文 献 ファイル(1968年1月 現在)

入 力700件/日

蓄積量645,751件

磁 気テー プ25巻

対 象 雑誌2,300種

② 探索質 問

1964

1965

1966

1967

1968

1,000件/年

2,000

3,000

5,000

8,000

NLM本 部

{ 地域セ ンター
NLM本 部

{ 地域センター

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

1

3

5

3.6.5.3今 後 の 予 定

1969年7月 か らMEDLARSIIと 呼 ば れ る 第2段 階 に 入 ろ う と して い る 。 そ の た め に

C・mp・ferScienceC・rp・rati・nがCOSMIS(9旦mputer旦ystemf・r

MedicalInformationService)と い うプ ロ グ ラ ム を 開 発 した 。

ま た,RISC(RemoteInformationSystemCenter)計 画 を 実 行 し,オ ン ラ

イ ン検 索 を 行 う こ と を 考 え て い る 。
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37CASのIRサ ー ビ ス

3.z1概 要

60年 の歴 史 を ほ こ るCAS(ChemicalAbstractsService)は,そ の サ ー ビス を 一

層 充 実 す べ く,1969年 夏 を 目 標 に 着 々 と 機 械 化 を す す め て い る 。CASの ね らい は,主 題 分 析 は

人 間 に まか せ,以 後 の 多 角 的 処 理 は 機 械 に 引受 け させ る こ と で あ る 。CASで は,そ れ を,Single

Analysis/MultipleUseと よ ん で い る。

5.Z2フ ァ イ ル

CASは 以 下の よ う な フ ァ イ ル を 製 品 と して 提 供 す る と と も に,こ の フ ァイ ル に よ る 検 索 サ ー ビ ス

を 引 受 け て い る 。 ま た,こ れ らの フ ァイ ル に 収 録 され る 有 機 化 合 物 はCompoundRegistry

System(Atom-by-AtoinTopologicalTechniqueを 利 用 し た 化 合 物 登 録 シ ス テ

ム)に よ っ て 管 理 され て い る 。

`

(以 下に示 す件数は,1967年 現 在の概算)

ω 速報サービス ー 冊子体 および磁気 テープ

{a}CHEMICAL-BIOLOGICALACTIVITIES

有機 化合物の生物活性 に関す るダイジ ェス ト誌。約46,000件 。

(b)CHEMICALTゴTLES

新 着 化学文献のKWIC索 引。約614,000件 。

(c)POLYMERSCIENCE&TECHNOLOGY

高分 子の文献 および特許の ダ イジェス ト誌。約20,000件 。

ω 速報サ 三ビス ー 磁気 テープ

{a)BASICJOURNALABSTRACTS

化 学 お よび化 学工学の基本雑誌35種 を 対象 とした抄録テープで冊子体もつ く

(b)CACONDENSATES(冊 子 体な し)

9HEMICAL三BSTRACTS誌 の 全記事について,標 題 書誌事項 キー ワ

ー ド索引語を収録 した磁気 テープ

(3)索 引 一－ua気 テ ープ

(a}GAPatentConcordance

同一 内容の各 国の特許 番号(OAに 掲 載された もの)の 対照表

(4)参 考資 料一 磁気テープお よび冊子体



一182一

(。}COMPREHENSIVELISTOFPERIODICALSFOR

CHEMISTRYAND『CHEMICALENGINEERING

CAの 収 録 雑 誌 に 加 え てBEILSTEIN'SHANDBUCHDERORG-

ANISCHENCHEMIEやCHEMISCHESZENTRALBLATT

お よ び19世 紀 の化 学 雑 誌 な ど,雑 誌25,000点 モ ノ グ ラ フ5,300点 の 所 蔵 機 関

つ き リス ト ・

3.ス5検 索

フ ァイル別に検索 タグ(検 索アイテ ムの種類)と 手 法をまとめる。

検 索 タ グ 手 法 検 索 対 象

検索

き1㌶1
語 論 重
の
部マ 理
分ッ

フ ァ イ ル 語 名E名 名 式 号 チ 式 み

CBAG ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 標題 ダイジ ェス ト
'

CT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 標題

POST ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 標 題,ダ イ ジ ェス ト

BJA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 徽 撤(2謹
-

CACONDENSATES ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 標 題,キ ー ワー ド索 引

CAPatentConcordance 検索プ ログ ラム な し

GOMPREHENSIVELIST 検索プ ログ ラム な し

3.Z4計 算 機 シ ス テ ム

5.ス4.1ハ ー ドウ エ ア

IBM14011台

IBM360Model502台

IBM22801台

い ず れIBM360Model652台 に レベ ル ア ップ す る 予 定 で あ る 。

IBM2280は,新 し い モ デ ル に 代 え られ る。

5・7・5そ の 他

5.7.5.1人 員

1968年 現 在 の 人 員 は 次表 の と お りで あ る 。
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ApproximateNumberofPerson

ILibrary'Librarian'

Chemist

llResearchandDevelopement

SystemAnalyst

Programmer

Chemist

Dataprocessing

(()perator)

KeyBoarding

.皿AbstractAssi'gnment

EditOrganic

Biochemical

Physical

Abstractor

IndexFormula

SubjectGeneral

Qrganic

Biochem

Alphabetize

Total

〔注1〕 寧 印 以 外 は 学 卒

〔注2〕Key

5.Z5.2予 算

ofCAS

15

5

10

30

10

25

*215(2

50

25

15.

10

40

40

50

50

20

*80

shifts)

ca.1,000

・。a,di。9は2、hift,で な ・・か も しれ な ・:。 輸 で き なL・。

1967

1960 1961 1962 1963 1964 1965 1966 (予趙

予 算(100万 トル) 3.9 4.4 5.4 5.6 6.8 9.7 106 125

内 業 務 89 91 91
日

89 88
』74

79 .. 79

訳
(
CASの 研 究開発 5 6 5 5 6 7 6 6

巴
研究開発の補助金 6 3 4 6 6 19 15 15



一184-

3.Z5.5今 後の予定

オ ンライ・ン化とダ イ レク トアクセス記憶装 置の使 用をはかる。1971年 までに化 合物登録シス

テムは300万 種の化 合物に達 し,抄 録は40万 件/年,索 引の見出しは300万 件/年 に増加す

るであろ うか ら,フ ァイルの分割やスク リー ンの使用な ど効果的な蓄積方法を研究中である。

処理機能 によってパ ッケージ化 し,パ ラメータ指 定によって使い分け るようにする。

計算機が もつデー タベースか らハ ン ドブ ックや コンペ ンデ ィウ ムを編 集す ることも計画 してい る。
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38 LCのPROJECTMARC

5.8.1概 要

米 国 議 会 図 書 館(LC)は,図 書資 料 の 目 録デ ー タ を 機 械 に 読 め る 形 式 に 変 換 し,そ れ を 加 盟 図 書

館 に 配 布 し,変 換 の フ ォー マ ッ トと方 法,配 布 法,デ ー タ の 有 効 性 な どを 調 査 す る プ ロ ジ ェ ク トに ,

1965年12月 か ら取 組 ん で い る。 現 在,MARC丑(Machine-ReadableOataloging)

と よば れ て い る。 は じ め以 下 の16図 書 館 が 参 加 し,1967年 中 頃 で 約16,000件 が 収 録 さ れ た

が,現 在,参 加 図 書 館 は20を こ え,デ ー タ も増 加 し て い る 。

ArgonneNationalLaboratory

Univ .ofCalifornia

Univ.ofChicago

Univ.ofFlorida

GeorgiaInst .ofTechnology

HarvardU'niv .

IndianaUniv.

UniV.OfMiSSOUri

MontgomeryCountyPublicSchools
～

Nassau(County)LibrarySystem

NationalAgricu[tureI・ibrary

RedsoneScientificInformationCenter

RiceUniv .

Univ.ofToronto

WashingtonStateLibrary

YaleUniv.

5.8.2=)ア イ ル

4種 類 の フ ァ イ ル が あ るo

File1目 録 レ コ ー ド

Fi[e2著 者/標 題 レ コ ー ド

Fiie3件 名 相 互 参 照 ト レ ー シ ン グ レ コ ー ド

File4記 述 相 互 参 照 ト レー シ ン グ レ コ ー ド
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5.8.2.1File1

シ リア ル フ ァ イ ル で あ って,各 レ コ ー ドは 固 定 長 フ ィ ー ル ドと可 変 長 フ ィ ー ル ドに 分 け ら れ る。

可 変 長 フ ィー ル ドに は デ ー タ が,固 定 長 フ ィ ー ル ドに は デ ー タ(目 録 レ コ ー ド)に 関 す る 情報 が 収

録 さ れ る 。

5.8.2.2File2

固 定 長 形 式 の シ リア ル フ ァイ ル で,F川e1か ら,著 者/標 題 を 固 定 長 化 して 抽 出 作 成 し た も

の で あ る 。

5.8.2.3.File5,4'

相 互 参 照 デ_タ を 収 録 し た可 変 長 形式 の フ ァ イ ル で,Fite3とFile4は 同 一 形 式 で あ る 。

5.8.5検 索

目録 作 成 を 主 要 目的 と し た フ ァ イ ル な の で,と くに 検 索 プ ロ グ ラ ム は 用 意 さ れ て い な い。

3.8.4計 算 機 シ ス テ ム

5.8.4.1ハ ー ドウエ ア

参 加 図 書館 は,IBM1400シ リ ー ズ,7000シ リ ー ズ,シ ス テ ム/360が い ろ い ろ あ る

が,LCに はIBM360Model30Dが 設 置 さ れ て い る 。

5.8.5そ の 他

3.8.5.1人 員

Pr。jectMarcに はLCの 多 く の 部 局 が 協 力 し て い る 。 そ の ほ か ・ フ ル タ イ ム の 職 員 と し て

は,1966年10月 の 報 告 に よ れ ば,以 下 の と お りで あ る。

編 集 担 当(主 任 目録 員)1

編 集 補 助2

タ イ ピス ト4

オ ペv－ シ 。 ン 要 員1

オ ペ レーーーーシ ョ ン 主 任1

ろ.8,5.2費 用

1966年10月 の 報 告 に よれ ば,以 下 の とお り で あ る。

CouncilonLibrayResourcesの 補 助 金 ・… … ・10万 ドル

LC基 金 相 当額
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39ENGINEERINGINDEXのPROJECTCADRE

5.9.1概 要

米 国 のENG、NEER、NG、NDEx社}a,PR6JEcTcADRE(curren、

AwarenessandDocumentRetrievalforEngineers)と い うパ イ ロ ッ トプ

ログ ラ ム を 開発 した 。(1968年 中,テ ス ト)

ENGINEERINGINDEX社 は,工 学 全 般 を 対 象 とす る抄 録 誌Engineering

Indexを 発 行 し て い るが,本 プ ロ ジ ェク トで は さ し あ た り,EngineeringIndex誌 中 の 電

気 工 学/電 子 工 学 部 門 と プ ラス チ ッ ク 部 門 とが 対 象 分 野 と し て 選 択 さ れ た 。

5.9.2フ ァ イ ル

ω マ ス タ ー フ ァ イ ル,ω デ ィス ク リ プ タ フ ァ イ ル,③ 辞 書 フ ァ イ ル の 三 つ が あ る。

(1)'マ ス タ_フ ァイ ル

シ リ ア ル フ ァ イ ル形 式 で 磁 気 テ ー プ に 以 下 の 項 目 を収 録 す る 。 セ グ メ ン ト化 さ れ て い る 。

索 引 語

ロ ー ル ま た は サ ブ デ ィス ク リプ タ(修 飾 語)

リ ンク

索 引語 コ ー ド

著 者(10名 まで)

標{ま た はN・t・t.i・ 。OfC・nt。 。t、(N.0.C.フ ル タ イ トル)

出典

件 名 標 目

② デ ィス ク リプ タ フ ァイ ル

イ ン バ ー テ ッ ドフ ァ イ ル 形 式 で,磁 気 テ ー プ に デ ィス ク リプ タ と 文 献 番 号 が 収 録 さ れ て い る 。

(3)辞 書 フ ァ イ ル

管 理 フ ァイ ル と し て 辞 書 フ ァ イ ル が あ る。 これ はEngineeringIndexThesayrus

の部分集合をなすも聴 以下のものが囎 ・麺 ・・。

デ ィス ク リプタ

サブディス ク リプタ

同義語

スコープノー ト(注 記)
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す べ てのデ ィスク リプタお よびサブデ ィス ク リプタは,マ スターフ ァイ ルに入 る前に辞書ファイ

ル と照合 され る。

5.9.5検 索

5.9.5.1検 索 タグ

索引語(デ ィスク リプタ)

ロ ール またはサ ブディスク リプタ(修 飾語)

リンク

索引語 コー ド

5.9.3.2手 法

まず ディスク リプタ ファイルをさがし,質 問デ ィス ク リプタを含む文献の番号を求 める。ついで

その文献番号によって マスターフ ァイルを詳細に探索する。

プール探索が行 える。

5.9.4計 算 機 シ ス テ ム

5.9.4.1ハ ー ドウ エ ア

IBM140112K

磁 気 テ ー プ4台

5.9.4.2ソ フ トウ エ ア

CombinedFiteSearch(IBMラ イ ブ ラ リー ・プ ロ グ ラ ム)

AutocoderAssembler
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310 ISIの 情 報 サ ー ビ ス

5.10.1概 要

ア メ リ カの 民 間 情 報 機 関ISL(InstituteforScientificInformation)は,

1960年 か ら情 報 サ ー ビ ス の 機i械化 に 着 手 して い る 。

主 要 サ ー ビス は 以 下の と お り で あ る。

CURRENTCONTENTS… ・・… 目次 速 報

ASCA皿 …"…SDIサ ー ビス

SCIENCEOITATIONINDEX・ … … ・引 用索 引

PERMUTERM8UBJECTINDEX・ … … ・索 引誌、

INDEXCHEMICUS… ・… ・化 合 物 の 図 式 抄 録 誌

ENCYCLOPAEDIACHIMICAINTERNATIONALIS

… ・・…INDEXOHEMICUSの 累 積 版

ISISEARCHSERVICE・ … … ・検 索 ナ ー ビス

ISIMAGNETICTAPES… ・… ・デ ー タ テ ー プ の 提 供

ORIGINALARTICLETEARSHEETS・ …… ・原 文 提 供

5.10.2フ ァ イ ル

中 心 とな る フ ァ イ ル は

SourceTape 文献テ ープ

CitationTape… ・・… 引用文献テープ

である。

(1)SourceTape

1600種 の 科学雑誌 から,毎 週5400件 の 文献を収録 する。可変長形式である。

収録項 目は次のとお りで ある。

記事番号

第一著者

雑誌

巻

ページ

記事区分
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引用文献数

号,補 遺,分 冊

雑誌の号ごとの受入れ 番号

第二著者以下(9名 まで)

標題

(2)CitationTape

5400件 の引用源文献か ら,毎 週64,000件 の 引用文献を収録する。 固 定長形式で ある。

収録 項 目は次の とお りである。

i=㌧ 」

麸㌢∋
第一著者(被 引用著者)

雑 誌名(第 一発明者,特 許分類)

巻

ページ

発行 年下2ケ タ

雑誌であるかどうか の区分

引用源文献 との対応番号

3.10.5検 索

SourceTapeを 使 用して検索(SDI)を 実 行する。 引用文 献に関す る検索ができる とい う

特徴 をもつ。

5.10.5.1検 索タグ

標題中の語(単 語,語 幹,句)

引用源文献(特 定の文献を引用している文献を探す)

著 者

機 関

雑 誌

5.10.5.2手 法

AND,OR,NOTを 用 い る 。
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5.10.4計 算 機 シ ス テ ム

5.10.4.1ハ ー ド ウエ ア

IBM360

1BM7044

1BM1401

5.10.4.2ソ フ トウエ ア

以 下 の よ うな プ ロ グラ ム が 使 わ れ てい る 。 こ の プ ロ グ ラ ム も ユ ー ザ に提 供 さ れ る 。

(1)SourceTapeに つ い て

(a)ソ ー ト コ ン トロ ー ル カー ド(IBM7044)

b)索 引 リス ト作 成(IBM1401)

ヒ)SDI用 の プ ロ グ ラ ム集(IBM7074,1401)

Autocoderで 書 か れ て い る。

8)SDI用 の プ ロ グ ラ ム 集(IBM360)

lE,)SDI用 の プ ロ グ ラ ム 集(IBM1401)

(2)CitationTapeに つ い て

(a)ソ ー トコ ン トロ ー ル カー ド(IBM1401,360,7044)

(b)引 用 索 引 作成(IBM1401)

5.10.5そ の 他

5.10.5.1人 員

1965年 当時の 報告によれば,124名 の職員 がお り,こ の うち約半分の60名 は 科学技術の

バ ックグラウン ドをもってい るo
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311Derwent社 のRingdoc

3・・11■ 概 要

英国のDerwentPublicationLtd.は,主 と して化学 関係の情報 サー ビスを種々実施 し

てい るが,薬 学関係の情 報サー ビス として1964年7月 にRingdocシ ス テムを組織 した。 これ

は,会 員制度に よるシス テムで,所 定の費用を支払い会員 として登録す ることによ り,抄 録誌,索 引

カー ド,パ ンチ カー ドまたは磁気テープに収録 した薬学情報お よびそのほかの資料の提供を受けるも

ので ある。現在,全 世界の会 員は約80社 で あり,そ のうち 日本か らは11社 が参加 している。費用

は,基 本費 が年間3,250ポ ン ドである。

3.11.2フ ァ イ ル

シリアル ファイル方式で情報が磁気テープ(IBM1401)に 蓄 積 されてい る。

収録 項 目は次の とおりである。

文献番号

分類(thematic9「oups)

キー ワー ド(codelessscanning)一 電 文抄録形式の キー ワー ド群。 シソーラス

に よって統制 されてい る。

書誌事項

著 者

標題

3.11.5検 索

3.11.5.1検 索 タ グ

標 題 中 の キー ワ ー ドを 含 め て す べ て の 収 録 項 目が 検 索 タ グ と な る。

3.11.5.2手 法

AND,NOT,ORの 論 理 関 係 を 使 用 す る。

5.11.4計 算 機 シ ス テ ム

IBM1401

1BM1460

1BM7094
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5.11.5そ の 他

5.11.5.1人 員

Derwent社 の 人員構成は次 のとおりで ある(1968年 現在)

総 員210

専 門家56

事務 系80

作業 員33

(デ ー タ処理17)

(印 刷16)

その 他40
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3.12EXCERPTAMARKISYSTEM

3.12.1概 要

オ ラ ン ダ のFxcerptaMedicaFoundationで は,3,000種 以 上 の 生 物 医 学 系 雑

誌 か ら 年 間200,000件 の 記 事 を 採 択 し,抄 録 誌"ExcerptaMedica"や 索 引 誌 を 発 行 し

て い る が,シ ス テ ム の 機 械 化 を 計画 し,こ の ほ どExcerptaMarkISystemを 開 発 したo

5.12.2フ ァ イ ル

抄録誌"ExcerptaMedica"の 情 報を磁 気テープまたは ランダムアクセスメモリ(NCR

CRAM-5)に 収 録 している。磁気テープは,シ ークエ ンシヤル ファイル,ラ ンダ ムアクセス メモ

リはシークエ ンシャル フ ァイルまた はラ ンダ ムフ ァイルであ る。

収録項 目は次のとお り

製造番号

インプ ッ ト年

著 名(4名 まで)

デ ータのタ イプ

雑誌名

発行年

発行国(雑 誌の)

発 表 国(記 事の)

使 用言語(記 事の)

英 文標題

所 属機 関

原 文標題(英 文以外)

補足 情報(巻 数 シ リーズ数など)

Godenコ ー ド

分 類 セクシ ョン番号(医 学の専門分野)

{
チャプター番号(複 数個。専門分野の細分)

酬{;繊
謝 雰 ご)

抄録文
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5.i2.5検 索

5.12.5.1検 索 タ グ

次 の2種 類 が あ る。

タ イ プ1:フ ァ イ ル 中 の 全 項 目

タ イプ2:著 者(複 数)

雑 誌 のCodenコ ー ド

重 要 索 引語(primaryindexingterms)

ア イ テ ム 索 引 語

分 類

5.12.3.2手 法

AND,OR,NOTの 論 理 関 係 を 用 い る 。 重 要 索 引 語 に つ い て は,計 算 機 シ ソー ラ ス(Mas-

terListofMedicaIIndexingTerms・ ・MALIMET)が 同 義 語 → 標 準 索

引 語 へ の 変 換 を 自動 的 に 行 な う 。 本 シ ソ ー ラ ス は,15万 語 か らな り,標 準 索 引語(preferred

term)は6,000～7,000語 含 ま れ る 。

5.12.4計 算 機 シ ス テ ム

5.12.4.1ハ ー ドウ エ ア

中 央 処 理 装 置NCR315-501

オ ン ラ イ ン ・メ モ リ

バ ッチ ・メ モ リ

磁 気 テ ー プ 装 置

制 御 装 置 つ き

磁 気 テ ー プ 装 置

CRAMユ ニ ッ ト

ス イ ッチ ン グ 計 算 機

ア ダ プ タ ・ゲ ー ジ

RCAVideo

電 話 回 線

3.12.4.2ソ フ トウ エ ア

(1)

(2)

RMC

20KNCR316/504

20KNCR316/505

33KC

NCR334/131

3×NCR334/132

4>〈cRAM5,NoR353/5

NCR321/3

2台

Comp

100本

計算機シ ソーラス(MALIM}】[1])に 基 づ くシステム ・ス ーパ バイザ

ハー ドウエアの各 部分,1/Oル ーチ ン,探 索質問 お よびSDIサ ー ビス用 の検索 オペ レーシ

。ンを結合する各種のプログ ラム



一196-

(3)オ ン ラ イ ン検 索 用 の プ ロ グ ラ ム

5.12.5そ の 他

5.12.5.t人 員

生物医学専攻 の専門ス タッフ

編集スタ ッフの補助

編集部に協力する生物医学専門家(部 外)

抄 録者(部 外)

製 造

管理

シス テムアナ リス ト

プログラマ

計算機操作員

5.1Z5.2処 理 件数

生 物医学系雑 誌(ス クリーン対象)

雑 誌冊数(ス ク リー ン対象)

記 事数(蓄 積お よび検索)

抄録 数(作 成お よび蓄積)

抄録数(出 版)

マ イクロフイルム化 したページ数

マイク ロフイルム総べージ(1960年 」以後)

月 刊抄録 誌数

分類表中の カテゴリー数

08

591

007

0004

230

3,000

20,000/年

200,000/年

80,000/年

140,000/年

2,000,000/年

18,000,000

33

3,000
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313PANDEX社 の 情報 サ ー ビス

5.15.1概 要

米 国のPANDEXINC.は,1968年 か ら磁気 テープサービスを開始 している。

対象分野は,科 学技術および医 学で,情 報源は下記のとおりo

図 書6,000点/年 以 上

雑誌2,100種/年 以上

特許5,000件/年 以上

政府 レポー ト35,000冊/年 以上

5.15.2フ ァ イ ル

可変長形式 のシ リアル フ ァイル(磁 気テープ)で ある。収 録項 目は次の とお り。

ω 雑誌の場合

発行年

雑誌略名

巻

号

ページ

趨

著者

標題

② 図書の場合

発行年

発行所

版 次

1,.C.カ ー ド番号

ペ ージ

価格

主題

著 者

標題
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3.15.5検 索

詳 細 は 不 明 で あ る が,SDI(週 単 位),

ラム を 提 供 す る よ うに な つて い る 。

5.13.4計 算 機 シ ス テ ム

5.15.4.1ハ ー ドウ エ ア

IBM360

5.15.4.2ソ フ ト ウエ ア

COBOL

遡及探索の受託サー ビス と共に,デ ータテープとプログラ
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314 JICSTのIRシ ス テ ム

5.14.1概 要

日本科学技術R報 セ ンター(JICST)は,

し,情 報処理業務の機械化 を図 った。

文献速報自動作成シス テム

漢字モ ー ドIRシ ステム

BCDモ ー ドIRシ ス テム.

用語管理システム

1967年12月 にFACOM230-50を 導 入

1968年 末 か ら稼働開始

テス ト中

テス ト中

設計中

5.14.2フ ァ イ ル構 成

主 要なファイルは次 のとおりである。

、イ.文 献速報 自動作成 システム ・…・… 文献速 報フ ァイル

ロ.漢 字モー ドIRシ ステムIR漢 字 フ ァイル(1 .3.5.2参 照)

ハ .BCDモ ー ドIRシ ス テム'…IRBCDフ ァイル(1.3.5.2参 照)

二 .用 語管理 システム 用語 フ ァイル

イとロは ほとん ど同 じフ ァイル構 成である。二はまだ発表 されてい ない。なお,オ ンライン検索

では,IRBCDフ ァイルか らインバーデ ッ ドファイル(磁 気デ ィス ク)を 作成する ことになって

い るo

(1)IR漢 字 ファイル

セグメン ト方式 のシ リアルフ ァイル(磁 気テープ)で あ る。JICSTの 定義 によれば セグメ ン

ト方式は,1文 献 を複数個 の異 なるセグメン トで表 わ し,1セ グ メン トを複数個 の レコー ド(各 レ

コー ドは固定 長)で 表 わす。固定長形式 と可変長形式 の中間 である。各セグメン トはそれ ぞれ1個

ないし複数個 の収録項 目に対応 している。

データは漢字 コー ド(12ビ ッ ト+フ ァンクシ 。ンコー ド4ピ ッ ト)で,以 下の項 目が収録され

ているo



一200一

三グ≒ ゆ
原蒜 ど

B文 献 の 形 式 書誌 事 項(ペ ー ジ を 除 く)な ど

C分 類 コ ー ド・UDC .'・,∴

、・・,Dペ ブ

E著 者 名,同 ふ り が な

F原 文標題

'd

和文 標題'

・ キナ 卵 ふ・が衰 二恒 区分 .

、抄 ㌫ .、,

(2)IRBCDフ ァ イ ル

ハ ふロ

こ れ も セ グ メ ン ト方 式 の シ リ ア ル フ ァ イ ル で あ る.セ グ メ ジ ド体 系 はJ'-1・R漢 字 ラ ァ'?ル の 場 合

と 異 な る 。 近 く イ ン プ ッ トが 開 始 さ れ る 予 定 で あ る 。 ・添 き 丁(・:.い:・ ㍉'・ エバ ＼ べ:㌧`川

・・ご'二 恒 ズら ∴
.':.

口 口バ"… ㌧:～,・

1・ 一 ∫`丁)1 .1

『1
iL・・ 一_

.}'こlt'》1"・,』,」

、1㌔iJ

.
、'i・・二 二-t'1;1

,`,ピ

1`',・

^己 ㌧ ∴ ∴…
-A'「',べ こご㌧ が

セグメントID セ グメ ン ト名 内 容
シ、 ・ 、.「 「 念L

B'

、
.、,↓

管i里情報

1_'一 ■・):'
文献の形式に関する情報

.・

、

C 盗縮 い ∴'
・1レ ….:

'・ 一'":〔 ・

雑誌名 レポー ト名など
・.・ み=て'

」、
'

、

D 巻,号 発行牛 巻 号
.、 人、. 、

・`・'、

、

E

、パ:,』 三L㌔:s'

整理番号'
'
∴ ・、ニド バ い ＼ .、:、i.㍉i:

レポ_ト 番号

コ ・二, .二 こべ 』'1』 ,'.ミ 、・ 一 ロ ー! ・、 ・ ビ:・ 一 八 こ ト(
、'・こ《 ・・1・

F ペ ー ジ ペ ー ジ

* G 発行所 発行所

H 著者 著者名
婿

* 1`' 所属紬''"
、

〒'・iF
、1,.:.'.、

著者め所属機関

J

、
¶

欧文標題

「

英語または己一マ字化標題
7、'.`〆,

. ・

* K

-F
,〉

和文標題
'-

、

,・='パ ・

ガタカナ化標題
,一

* L 抄録文 抄録文
'

'し
、

τ

二 、 ＼ 、.、'、

M 分類 コー ド 分 類 コ ー ド,UDC

N キ ー ワ ー ド キ ー ワ ー ド

* O 補 足 キー ワ ー ド 追 加 イ ンプ ッ トの キ ー ワ ー ド

* P ソースファイル参照 ソース フ ァイルの出典

中印 は,デ ー タ が イ ン プ ッ トされ て い な い 。
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5.14.5検

5.14.5.1検 索 タ グ

資料区分

記事区分

記事番号

資料番号

発行国

使用言語'

発行年

巻

索
r

.

.ひメ

へ
心

、
れ

-

、一 う「漠1"ρ ド パ ・、冷 込㍉ 、・∨ 。,9

号(整 理 番 号)

著 者

分 類 コ ー ド

UDC

キ ー ワー ド(索 引 語)

キ ー ワー ド(標 題 中)

所 属 機 関

5.14.5.2手 法

AND,OR,NOTの 論 理 関 係 に 加 え て,

分 マ ッ チ(前 方,後 方,

5.14.4計 算 機 シ ス テ ム

5.14.4.1ハ ー ドウ エ ア

漢 字 モ ー ド

○

○ 丁>s

O、 、・㌧、、
ll・x

O

O

O

O

tl[1>:J.

○

○

○

○

○
'

○

(」 〈:-t)K〈ti; ,↓_)'、',♪ 」"i

〈、 ・ ぺ 、^'・.rt

':lt
、 ・.[こ 、べ:

BCDモ ー ド

・z.く い ・ ○ ・・tr、 ・

.,1,tl-:}パ{

ぼ 、∵パ 、▽

㌦ ●「、 、`'

人 、 」 吟.ザ

○ ○ こ ・ ・∴㌧

、き 、∫}ほ 、ρ,㌻,い,,い ・

○

齢(が.ご:.c

>一 一=・ 〔ピ ・

○

○

○

○

○

○

○

{乙.AS

パ
、〔

一う

》

重みを胤 ・る。 マ ッチ方式として,完 全 マ ッチ,部

中間)の 使 い分けが許 される。発行年,巻 な どは大小 関係が利用で きる。

FACOM230-50

磁 気 ドラム装置

磁気デ ィス ク装置

磁気テープ装置

カー ド読取装置

紙 テープ読取装置

ラインプ リンタ装置

コンソールタ イプ ライタ

　WK56(台1

台1

台1

台8

台1

台1

台1

台1
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FACCOM270-201台(16Kw)

磁 気 テ ー プ 装 置

、2台

フ ァコ ム ラ イ タ1台

JEM-3800漢 字 プ リン タ

ソ フ トプ リ ンタ2台

フ イ ル ム セ ッタ2台

5.14.4.2ソ フ トウエ ア

大 部 分COBOLで 書か れ てい る 。

3.14.5そ の 他

実 験 的 規 模 でBCDモ ー ドIRシ ス テ ム の オ ン ラ イ ン化 を 開 発 中で あ る 。
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315電 気 通 信 研 究 所 のREWDAC

5.15.1概 要

日本電信電話公社 ・電気通信所研究所は,所 内 情報 サー ビスのた めにREWDAC(REtrieval

bytitle,Words,Descriptors,AndClassification)シ ス テムを開 発 し,実

用に供 してい る。

シス テムの開 発は1963年,標 題速報誌(海 外文献 リス トとい う)は1964年 か ら,検 索サー

ビスは1966年 か ら開始 されてい る。

5.15.2フ ァ イ ル

シリアルフ ァイル(磁 気テープ)形 式で以下の項 目を収 録する。

分類 コー ド(3個 まで)

著 者(3名 まで)

所 属機関(3機 関)

瓢

雑 誌名

巻 号,ペ ージ

年月

文献の 種類

国

UDC(イ ンプ ッ トは されてい ない)

キ ーワー ド

蓄積対象 は,海 外学術 雑誌190種 か ら,月 間約2000件 を 蓄積する。

5.15.5検 索

5.15.5.1検 索 タグ

分類 コー ド(5個 まで)

キーワー・(・個まで){灘 ㌫ 二;:,

著者(2名 まで)

所属機関(2機 関まで)
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3.15.5.2手 法

AND,OR,NOTの 論 理 関 係 を 用 い るo逐 字 照 合(characterbycharacter)

で あ る 。 機 関 名 は1字 誤 ま り を 許 す 。(1字 ミ ス マ ッ チで もhitと す る)

3.15.4計 算 機 シ ス テ ム.

5.15.4.1ハ ー ドウエア

NEAO2206(1966年 まで)

NEへCシ リーズ2200モ デル400(1967年 以 降).

5.15.4.2ソ フ トウエア

主なプ ログラムとして次 のような ものが ある。言語は アセンブラ,お よびCOBOLで あ る。

ω 文 献の紙テープか ら磁気テープへ の転 送プログラム

② 分類項 目別文献 リス ト作成 プログラム

(3)自 然語 に よる文献検索プ ログラム

ω 機 関別分類項目別文献数一覧表作成 のプ ログラム

⑤ 機関別文献リス ト作成 プログラム

⑥ 磁 気テープ ファイル作成プ ログ ラム

(7)著 者 別検索プログラム

(8)さ ん孔 紙テープの検査プ ログラム

(9)1字 誤 まりを許す る機 関名による検索プ ログ ラム

'

・ 、 、.
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5.15.5

5.15.5.1費

そ の

用

*

表

他

文献 リス ト費用概算例(60種 の雑誌の場合)

費 用 算 出 根 拠

雑 誌 代 1,800,000円 30.000円 〉〈60種

電 算 機 関 係 (年 間12,000件)

打 ち こ み 408,000 α2円 〉〈170パ ンチ 〉〈12.000件

書 き こ み 72000 300円/分 ×20分 〉〈12ケ 月

打 ち 出 し 108,000 300円/分 ×30分 ×12ケ 月

磁 気 デ ー プ 87,000 29,000円 ×3

紙 テ ー プ 104,000 260円 ×400

,ラ インプリンタ用紙 6,000 2円 〉〈250枚 ×12

テ ー プ ケ ー ス 6,000 1,000,000円 ×3/50

印 刷 ・ 資 料 費 1,050,000 3.5円 ×12.000/12頁 ×300部

人 件 費

主 任 以 上 1.000000 1,000、000円 ×1

そ の 他 180000 300.000円 × α6'

4,821ρ00円

文 献 リス ト月1部1,339円

6冊 分の場合1分 冊当り223円

*NEAC2'206に よるデ三 夕o .

草 間基他,電 気通信研究所における文献情報の電子検索(REWDACう に ついて

ドク メンデー ション研究17〔2〕31～41(67)

3.15.5.2将 来の計画

オ ンライン花 を計画 してい る。





録
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附
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附 一1 大容量記憶装 置 の歴 史

1.磁 気 ドラ ム 以 前

初期の電子計算機,た とえばENIAC,EDSAO,MARK-IV,IBM650な どには数

百語ない しは数千語の主記 憶装置が あるだけで,補 助記憶装置 とか外部記憶装 置 とい った ものはなか

った。強 いて言えば,紙 テープやカー ドが外部記憶装置の役割 りをはた していた。 この紙テープとカ

ー ドは人間 の目で見 て所定 のものを探せ るとい う特長はあるが
,計 算機での入出力の速度が遅 い,人

間の手 間が多 くかか る,ま た書 き直 しがで きないな どの欠点か ら現在では初期データの入力媒体にの

み使われるよ うにな っている。

2.磁 気 ドラ ム

磁気 ドラムは始め主記憶装置 として使 われていたが,磁 気 コアの 出現以来補助記憶装置 としてもっ

ぱら使 われ るよ うにな った∩そ して この外部言己憶装置 の出現 とともに プログラムやデータを記憶装 置

に保存 してお くとい う概念 が生れた。

磁気 ドラムは磁 気デ ィス クや磁気 テープに比較 して

a)呼 出 し時間が早い

とい う特長 があ るが

b)体 積 が大 きい

C)交 換 できない

などの欠点 のため,あ まり大容量 のものは作 りに くく現在では,磁 気 コアと磁気デ ィスクや磁気テー

プの中間記 憶装置すなわちバ ッファのよ うな形式で用 いられるよ うになって きてい る(例:UNIV

AC1107)o

磁気 ドラムは通常 図1.1の よ うな形式 をし

てお り,回 転 ドラムの表面円周 上の トラ ックの

情報 をヘッ ドで読 み書 きす る。ヘ ッドは円周上

を移動 しないので,読 み書 きしたい ときに所 定

の場所 がヘ ッドの下 を通過 した後では,1回 転

待たなければならない ∩この回転遅れの時間を

短縮するために,呼 出 しヘ ッドだけ複数個つけ

て,一 番近い ところにいるヘ ッ ドで読 むよ うに

してい るものがあ る(磁 気 ドラムが主記憶装置

図1.1磁 気 ド ラ ム
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と して使 われている時代にあ った)。

普通 ヘ ッドは トラ ック毎についていて固定の ものが多いが,移 動 するの もある。 ドラム1つ にヘ ッ

ド1つ だけ しかない もの(例:UNIVACRANDEX),ト ラ ックを複数個 ま とめてバン ドと

し,こ のバン ドの大 きさの数だけ ヘ ッドがつい て,バ ン ド毎にヘ ッドが移動す る(例:FH-880)

もの もある。これは同一ヘ ッ ド内ではヘ ッドは移動 せずに読み書 きできるが,異 な るバ ン ドの読 み書

きにはヘ ッドの移動を要する。

5.磁 気 テ ー プ

磁気 ドラムが取 りはず しがで きず記憶容量が固定だ らたのに対 し,脱 着可能 な磁気 テープの出現 に

よ り,原 理的にはい くらで も記憶容量が増 やせ ることにな り,本 格的な デー タ処理は この磁気テープ

の出現 により始 まった といえる。

磁気 テープは巾,Y4イ ン チ,%イ ン チ,1イ ンチ,長 さ700m～1200mで ・記憶 容量 も2千

万字位入 る。磁気テープには番地がつい ていない ことと,そ の機構上逐次的に しか読 んだ り書いた り

で きないので,入 力データを磁気テープに入 ってい るファイルの順 にそろえてお く,い わゆる順ファイル

(SequentialFile)の 処理 しかできない。

また磁気テープは番地がついていない ために,テ ープ上の記録の一部を変更 す ることはで きない と

い う欠点が ある。

磁気 テープの特長はなん とい っても,交 換によ って,い くらでも記憶容量が増やせ ること,そ のテ

ープの値段が安価(1巻 約2万 円)な ことであ る ・また逐次的にデータを処理す る場合には ,ブ ロッ

キ ングやバ ッファリングのテクニ ックによ り非 常に高速にで きるo

磁気 テープの数が多 くなる と,テ ープの交換時間(約1分)が 問題 となるので カー トリッジ式(I

BM7340)の ものもあるo

'
.4.磁 気 デ ィ ス ク 、

磁気 ドラムの非逐次に読 める特長 と磁気 テープの大容量 の特長 をそなえた記憶装置 として開発 され
∫

た ものである。

回転 円板上の トラックの上を呼 出し書込 み機構(ア ー ム)が 移動 して,読 み書 きを行な う。初期の

ものは(例lIBM1405)ア ー ムがデ ィスク装 置全体に1本 しかなか ったので,異 なるディスク

をアクセスする場合には,一 度アー ムを引 っこめて所定のデ ィスクまで上下 に'移動 し,き らにそのデ

ィスク内の トラックまで移動す るので非常に時間がかか った(平 均600ms)。

また アー ムの数を2～3本 として,ア クセスの時間の短縮 をはか った もの もある(例:IBM

7300)。

このデ ィスク間にまたが ってアー ムが移動す るのはいかにも時間がかか りす ぎて遅 いので最近の も
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のは1面 に少な くとも1個 のヘ ッ ドがついて ディスク間でヘ ッドが移動す る形式のものはない。そし

て各ヘ ッ ドはそれぞ れ独立 になって移動す るものは な く,全 部 いっしょになって動 く。 このよ うにな

って,シ リンダーコンセプ トが生れた。すなわち,あ る面の トラックにデータを書 き,続 け て次のデ

ータを書 くときはその面の次の トラックに書 くのではな く,次 の面の同 じ トラックに書 くよ うにす る∩

この場合はアームは移動 しない ですむ。 この よ うにアー ムを移動 させないで読 み書 きで きる範囲をシ

リンダーと呼 びこの部分は まった く磁気 ドラムと同様 に使用す ることが できる。すなわち1面 に200

トラ ックあ るとすれば・200個 の磁気 ドラムが同心円上にまわ ってい ると考 えるので ある(図1 .2)

ぐ

円板上の トラックは外側 と内側 とでは当然その周の長 さは異な って くるので,外 側 と内側を全部同

じ記録密度で書 くのは難か しい。そ こで,外 側 と内側では記録密度が変えてあるもの もある(例:G

EDS-20)(図1.3)

トラプク

…/

( w/
ヘ ッド

＼＼

'
)

囲← →

批 ・ ・ノ

ノ

図1.2シ リ ン ダ ー コ ン セ プ ト(CylinderConcept)

図1.3外 側 の トラックと内側 と記録密度が異なる例(DS-20)

外 側 は16セ ク ターあ り,内 側は8セ クターであ る。

1セ クターの記憶容量は内外 ともに同 じn
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1本 の アームに複数個のヘ ッドがついていてアー ムを移動せずに同一面の複数個 の トラックをアク

セスで きるもの もある(例:GEDS-20)。 シ リンダーの容量が増 えて,シ リンダーの数が減

ったと考え られ るo

全 部の面の全部 の トラックにヘ ッ ドがついていてアー ムの固定の もの もある(例:B475)。 も

はや これは まった く磁気デ ィスク と同 じ考えで使用す ることがで きる。

磁気 ドラムを交換で きるものはなか ったが磁気 デ ィスクの革 命 ともい うべ き交換 で きるデ ィスクパ

ック(例:IBM1311)が で きて,磁 気デ ィスクの利用度が増え急速 にひろまっている。

また磁気ディスクを集団に してひ とまとめに し記憶容量 の大量化 をはか っている(例:IBM

2314)nこ れ は ディスクパ ックが9個 ついていて,常 に8個 アクセスできる。1個 は予備oさ ら

に ディスクパ ックも11枚 の 円板 の うち常時 アクセスで きるのは18面 で予備が2面 ある。

5.磁 気 力 一一 ド

磁気ディスク碇 こでもす ぐにアクセスで きて交換 もで きるとい う特長をそなえ,さ らに記憶容量を

増加す るためにで きたのが磁気 カー ドである∩

磁気 カー ドは数百枚ない し数千枚あ って,そ の中から所定の カー ドが選択 されて回転 ドラムに巻 き

ついて読み書 きが行なわれ る∩カー ドが回転 ドラムに巻 きつい ている間は普通の磁気 ドラムとまった

く同 じであ る。異 なるカー ドのアクセスには,い ま回転 ドラムにあ るカー ドを もとに戻 して,次 の所

定の カー ドを選択 して回転 ドラムに巻 きつけてか ら読み書 きす るので,磁 気 ディスクの異 なるシ リン

ダーのア クセスよ りもず っと時間がかかる。しか し,カ ー ドが磁気 デ ィスクよ りもず っと小 さいため

に1つ の装置 としては記憶容量 を大 きくすることが できる∩数百枚が1単 位になって1つ の箱(マ ガ

ジン,サ ブセル などとい う)に な っていて,こ の箱 単位に交換可能で ある∴

6.む す び

大容量記憶装置の条件 としては

a.体 積 が小 さい こと

b.廉 価 であるこ と

c.non-volatile(電 源 を切 っても記憶が消えない)で あ るこ と

d・ 交換可能であること

e.ア クセス時間が短 いこと

の5つ があ るo

この条件 を満 たす ものは現在 では磁気 ディスク と磁気 カー ドで,い ずれ も電磁気的に情報 を記録 し,

回 転す る媒体か ら読み書 きヘ ッ ドによ り,読 出し書込 みを行 な っている△

将来 も当分の間は この方式が続 くものと思 われ るが,物 理的 に回転 しているためある程度以上はア



一213一

クセス時間を短 か くす ることは不可能である合いずれ上の条件を満た し,磁 気 コア程 の早さで,磁 気

テープの よ うに安価 な大容量記憶装置が出現す るであろ うが,そ の ときは計 算機 の利用力法がかな り

変 って くることが予想される。

現在 ではアクセス時間 の早い順すなわち,磁 気 ドラム,磁 気 ディスク,磁 気 カー ド,磁 気 テープの

順で主記憶装置か らはみ出したデータを収容す るとい うよ うな序列がで きそ うである。

情報検索 には格納 する情報の量齢よひ検索の頻度,形 態(リ アルタ イムかパ ッチか)に よって もっ

とも適切な記憶装置を採用すべ きであ る。
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附 二2大 容量記憶 装置 の性能比較表

1磁 気 デ ィス ク

t.名 前

機器名称 または番号 とモデル番号

2.使 用 計算機

同 じディスク装置をい ろいろな機種 で使える場合にはその代表的な計算機名をい くつかあげ てあ

る0

3.発 売 日

最初に商品 として使用者のもとにわた った年月である∩

4.円 板数

1個 の国体またはディスクパックに入 ってい るディスクの枚数であ る∩

5.使 用面数

デー タの記録 に使用 できるデ ィス ク面の数 であ る∩外傷 からの保護 のため最上面 と最下面は使用

しなか った り(例:IBM2311),予 備 をもっていた り(例:IBM2314)し て,必 ず し

も円板数 の2倍 とはか ぎらないn

6.直 径

文字通 りディスクの直径

7回 転数(rpm)

1分 間 のデ ィスクの回転数

8.ト ラ ック数/面

一面上の トラックの数 で ,全 部のアー ムが同時 に動 く機構の ものはこの数が シ リンダーの数 とな

る∩

9.文 字 数/ト ラック

1ト ラックに収容可能な文字数であ る。1文 字は6～8ビ ッ ト(パ リティを含 まず)で あ る∩内

側 の トラック と外側の トラックでは文字 数が異な る場合(例:DS-20)は その平均で示 してあ

る∩

10.文 字数/面

1面 に収容で きる文字数であるn原 則 として,(8.ト ラ ック数/面)×(9.文 字 数/ト ラック)

とな っている門

11.全 記憶容量
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1つ の匡体 またはデ ィス クパ ックの記憶容量であ る。原則 として,(5.使 用 面数)×(10.文 字

数/面)と な ってい る∩

i2.位 置 ぎめ時間

ヘッ ドが所定の トラ ックまで移動す るのに要す る時間である。無論,距 離によって異な るが,平

均または最小 と最大 を示 してあ る。各 トラック毎にヘ ッドがついてい る場合 には この位置 ぎめ時間

はゼロであ る(例:BurroughsB475)。

15.平 均 回転遅れ(ms)

ヘ ッ ドが所定の トラックに達 してか ら,所 定の レコードがヘ ッ ドの下 を通過 するまでの時間であ

ロ

る。だいたいデ ィスクの1回 転の時間(1000ms×60秒/回 転 数)の 半 分である。いわゆる

呼出 し時間(accesstime)は これ と,位 置ぎめ時間 を加えた ものである。

t4.転 送速度(文 字数/秒)

デ ータの読 出 しまたは書込 みの速度 である。

15.ア ー ム数/面

いずれも1本 の アーーームで ディスク1枚 分(2面)を 受け もつ よ うにな っていて,1/100と い

うのは,使 用 面数が100に 対 してアー ムが1本 だけ とい うことを示す,し たが って1本 のアー ム

が移動 して全部の デ ィスクの読 み書 きを受け もつ。16/32(例:CDC828DiskFile)

は32面 の ディスクに16個 ア ー ムがついている,す なわち全部の面にヘッ ドがついてい るこ とを

示す 。

16.ヘ ッ ド数/面

1面 当 りのヘ ッド数 であ る∩50(例:B475)は1面50ト ラック全部にヘ ッドがつい てい

て,ヘ ッ ドは全部固定 であることを示 している。4(例:GEM640A)は1面 にヘ ッ ドが4

つ あって,そ れぞ れが1面 のKず つを分担 してい ることを示す。2/100(例:IBM1405)

は100面 に対 してヘ ッドが2つ だけ で,こ の2つ のヘ ッ ドで全部 の面 を受け もつことを示 してい

る0

17.交 換

ディス クが交換 可能か ど うか を示す∩

48・ 賃借価格(万 円//E)・4

1ケ 月 のレンタル料 を示す 。コン トローラー,デ ィス クパ ックの値段は含んでいない∩

19.買 取 り価格(万 円)

買 取 った ときの値段,コ ン トロー ラー,デ ィス クパックの値段は含 んでいない。

20.備 考

特長その他
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∬ 磁 気 ドラ ム

1.名 前

機器名称 または番号 とモデル番号

2.使 用計算機

同 じ磁気 ドラムがいろいろな機 種で使え る場合にはその代表的な計算機 名をい くつかあげてある。

5.発 売 日

最初に商品 として使 用者 の もとにわた った年月である・

4.ド ラム数

1個 の匡体 の中に何 個 ドラ ムが入 っているかであるn通 常は1か2で 交換可能 の ものはない 。

5.ド ラムの大きさ(直 径 ×長さ)

磁 気 ドラムの直径 と長 さを示す。

6.回 転 数(rpm)

1分 間 の磁気 ドラムの回転数

Zト ラック数/ド ラム

1個 の ドラムに何 トラックあるか を示す∩

8.文 字 数/ト ラック

1ト ラックに何文字入 るかを示す。1文 字は6～8ビ ット(パ リテ ィビットを除 く)で あ る。

9.全 記 憶容量(万 字)

この装置全体の記憶容量,原 則 として,(4.ド ラム数)×(7.ト ラ ック数/ド ラム)×(8.文 字

数/ト ラック)で あるo

iO.位 置 ぎめ時間(ms)

ヘ ッ ドが所定の トラックに幾動ず るまでの時間である。平均 または最小 と最大を示す。各 トラッ

ク毎にヘ ッドのある場合は この値は ゼ ロであるΩ

11.平 均 回転遅れ(ms)

ドラ ム1回 転の時間(1000ms×60秒/回 転数)の 半分である。

12.転 送 速度(文 字数/秒)

1秒 間 に何文字読 み書 きで きるかを示す。

15.ヘ ッ ド数/ド ラム

ドラムに何個ヘ ッドがついてい るか を示す。これが トラック数 と同一の ときはヘ ッ ドは固定であ

る∩1(例:UNIVAORANDEX)は ヘ ッドが1つ だけで全部の トラ ックを移動 してカバ

ーす るこ とを示す∩

14.賃 借価格(万 円/月)
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1ケ 月 のレンタル料を示す。コン トロー ラーは含 まずn

15.買 取 り価格(万 円)

買 取 った ときの値段,コ ン トロー ラーは含んでいない・

16.備 考

特長,そ の他



No.1

磁 気 デ ィ ス ク 性 能 比 較 表 ω

1 名 前

DiskFile

St。rageM。dde

(B475)

B450Di8kFile

andDataCom-

mu皿ication

BasicContro1

8Z8DiskFile 838DiskFile 8Z8DiskFile
Contro1Data

6603DiskFile

ControlData

6607DiskFile

System

ControlData

6608DiskF江e

Sy8tem

Contm1Data

852Disk

StorageDrive

2 使 用 計 算 機
Burr・ughs100/

200/300series

Burroughs

B5500.
CDC3ZOO CDC3ZOO CDC3400・

ControlPata

.6000series

Contro1Data

6000serie8

ControlData

6000series

Contro1Data

3000.6000

serie8

3 発 売 日 1964年 1964年 1964年11月 1965年4月 ? 1965年 1966年 1966年 1966年

4 円 板 数 4 4 16 3Z 16 14 36 72 6

5 使 用 面 数. 8 8 32 64 3Z 24 64 lZ8 10

6 直 径(イ.ン チ 〕 Z6.5 26.5 31 31 31 ? 26 26 14

7 回 転 数(rμn) 1,500 1,500 1,200 1,200 1,200 900-950 1,140 1,140 1,500

8 トラ ・ク数/面 50 50 256 256 256 512 192 1gz 100

9 文字数/ト ラ・ク 24,000 .Z4,000 平均4,096 平均4,096 平均4,096 6,827 6,827
2,000

又は2,980

10 文 字 数/面
(万 字)

120 120 100 100 100 131 131 20・0又 は29,8

u 全 記 憶 容 量
(万 字)

960 960 3,300 6,600 3,300 8,080 8,400 16,800 200又 は298

12 位 置 ぎ め 時 間

(ms')
0 0 平均ZO7 平均ZO7 平均ZO7 0-120 0-100 0-100 平均57.5

13 平 均 回 転 遅 れ
、(ms)、

20 20 Z5 25 25 30-3L5 26.3 Z6.3 20

14 転 送 速 度(文字/秒)
105 105 (最 大)9,800 (最 大)9,800 (最 大)9,800 1,342,104 1・666・667 3,333,334 77,730

15 ア ー ム 数/面 4/8 4/8 16/3Z 3Z/64 16/3Z 14/28 6/12

16 ヘ ブ ド数/面 50 50 4 4 4 4 1 1

17 交 換 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可

18 賃 借 価 格
(万 円/月)

33 33 101 ? 101 ? ? ? ?

19 買 取 り 価.格
(万 円)

2,306 2,306 4,392 ? 4,392 ? ? ? ?

20 備 考 各 トラ プク毎 にヘ

プドが つい てい て.

アー ムは固定 であ

る

各 トラ フク毎 に ヘ

ッ ドがつ いてい て

アー ムは固定 で あ

る

Model28を2っ

合 せ たもの

外 側の トラ'ク は

128セ クタ ー,

内側 の トラ プクは

100セ クター 入

る

GDG6607を

2っ 合せ た もの

l

N

－
。。
ー



No.Z

磁 気 デ ィ ス ク 性 能 比 較 表 ②

1 名 前

」
Contro1Data

853Disk

StorageDrive

Contro1Data

854Disk

StorageDrive

M640A{MRADS)
MassRandam

AccessData

Storage

M640A{MRADS)

MassRandam
AccessData

Storage

M640A{MRADS

MaSBRandam
AccessData

Storage

DS-20

DiscStorage

Unit

DS-25

DiscStorage

FileUnit

・ ・ 一 ■

DS-15

RemovableDi8c

StorageDrive

IBMI405

(RAMAC)Di8k
StorageUnit

Mode11

Z

・

使 用 計 算 機
Contro1Data

3000.6000

Series

Contro1Data

3000.6000

Series

GEZ15 GE225 GE235

l

GE400Series

GE600Series

GE400Series

GE600Series

GE400Seτies

GE600Series
IBMl401

3 発 売 日 1966年 ユg66年 1963年
.

口962年 1963年 1964年4月 lg66年 1966年
F

1961年7月

4 円 板 数 6 6 18 18 18 4 16 1 Z5

5 使 用 画 数 10 10 32 ・3Z 3Z 8 32 z 50

6 直 径(イ ンチ) 14 14 31, 31 31 31 21 16 25

7 回転数(rpm) 2,400 2,400 1,200 1,200 1,ZOO . 1,170 1,200 1,200 1,200

8 トラ ・ク数/面 100 ZOO Z56 256 256 256 512 320 200

9 文字数/ト ラプク 4,096 4,096 平均2,304 平均2,304 平 均2,304 平均2,880 6,144 12,288 1,000

10 文 字 数/面
(万 字)

41 82 59

.

59 59 74 315 393 20

u 全 記 憶 容 量
(万 字)

410 8ZO 1,888 1,888

-

1,888 592 10>080 786 1,000

12 位 置 ぎ め 時 間(ms) 平均57.5 平均57.5 0又 は70-305 0又 は70.-305 0又 は70-305 0又 は70-305 平均90 平均79 平均600

13
1
平 均 回 転 遅 れ
(ms)

12.5 12.5 25 25 Z5 26 Z6

-

25 25
.

41 転 送 ・速 度
(文字/秒)

208,333 208,333
.

最 大Z3,700 最大23,700 最大23,700 最 大75,000 300,000 260,000 Z2,500

15 ア ー ム 数/面 .6/12 6/12 】8/36 18/36 18/36 4/8
.

8/32 1/2
.

1/502/50又 は

16 へ ・ ド数/面 4 ,4 4 4 8 4 1/25又 は2/25

17 交 換 可 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 可 不 可

18 賃 借 価 格
(万 円/月)

? ? 62 41

..-

169 16

..一..-

778

35層

19 買 取 り 価 格
(万 円)

? ? 2,736 1,908

一一

8,100 1,296

20 備 考

L

円 板数 は4,8,

12,16枚 の4.

種類 ある。

円板数 は16,

24,32枚 の3

種 類 あ る。

アームは標準は1

本だがもう1本 追

加できる

ー

N

－
⇔
1



No.3

磁 気 デ ィ ス ク 性 能 比 較 表{3)

1 名 前

工BM1405

(RAMAC)Di8k

StorageUnit

Mode12

DiskStorage

Drive口U

Mode12

Di8kStorage

Drivel311

Mode14

DiskStorage
Unit{DSU)

1301Modell

Di8kStorage

Unit〔DSU}

1301Mode12

IBM7300

(RAMAC}Di8k
StorageUnit
Mode11

IBM7300

(RAMAC}Disk
StorageUnit
Mode1Z

1BM130ZDisk

StoτageUnit

Mode11

IBMI302Di8k

SωrageUnit

Mode12

2 使 用 計 算 機 IBM1401
IBM1401,1410,
1440.1620

IBMI401.1410,

1440.1620
IBM1410 IBM1410 IBM7070〆7074 1BM7070/7074 IBM7080 IBM7080

3 発 売 日 1961年7月 ? ? ? ? 1960年3月 1960年3月 1965年 1965年

4 円 板 数 50 6 6 25 50 50 50 25 50

5 使 用 画 数 100 10 10 40 80 100 100 40 80

6 直 径(イ ンチ) Z5 14 14 Z4 24 24 24
,

7 回転 数(rpm) 1,200 1,500
～

1,500 1,790 1,790 1,ZOO L200 1,790 1,790

8 トラ ヲク数/面
・

ZOO 100 100 Z50 Z50 100 200 500 500

9 文字数/ト ラプク 1,000 2,000 2,000 Z,780 2,780 300 300 5,850 5,850

10
文 字 数/面
(万 字)

ZO 20

9

20
'69

.5 69.5 3 6 293 Z93

11
全 記 憶 容 量
(万 字)

ZOO 200 200 2,780 5,560 300 600 11,720 lL720

12
位 置 ぎ め 時 間

(ms)
平均600

平均250

又 は 〃154

平均Z50

又 は 〃154
0又 は50-180 0又 は50-180 0又 は50-180 0又 は50-180

13
平 均 回 転 遅 れ
(ms)

25 ZO 20 17 17 Z5 25 17 17

14 転 送 速 度
(文字/秒)

22,500 77,000 77,000 83,000 83:000 7,000 7,000 184,000 184,000

1.5 ア ー ム 数/面
1/100

又は2/100
5/10 5/10 1/40 1/80 3/100 3/100 2/40 2/80

16 へ7ド 数/面
2/100

又は4/100

10/10 10/10 2/40 2/80 6力00 6/100 4/40 4/80

17 交 換 不 可 可 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可

18 賃 借 価 格
(万 円/月)

55 14 36 78 128 35 54 202 284

19 買 取 り 価 格
(万 円)

1,746 612 1,679 4,288 6,808 2,239 Z,693 9,072 12,798

20 備 考 アームは標準は1

本だが,も う1本

追加できる

最初の交換可能な

ディスク
.

l
N
N
O
l



No.4

磁 気 デ ィ ス ク 性 能 比 較 表 ω

1 名 前

1BM1302

Di8kStoτage

Mode1Nl

n3Ml302

Di8kStorage

ModelN2

1BM2311Di8k

StorageDrive

(1316Di8kPack)

1BM2314Direct

Acce85Storage

Facility

H460,Mode10

MagneticDi●c

FileBryant

Serie84000

H460,Modell

Mag亘eticDi8c

F"eBτyant

Serie84000

H460,Model2

MagneUcDi8c

FileBπ γant

Serie84000

H460,Model3
MagneticDi8c

FileBryant

Serie84000

H460,Mode14

MagneticDi8c

FileBオyant

Seτie84000

2 使 用 計 算 機
1BMSy8tem

/360

IBMSy8tem

1360

IBMSy8tem

/360

1BMSy8tem

/360
Honeywell400 Honeywel1400 Honeywe11400 Honeywell400 Honeγwell400

3 発 売 日 1965年 1965年 ? 1967年 lg63年4月 1963年4月 1963年4月 1963年4月 1963年4月

4 円 板 数 25 50 .6 11 3 6 12 18 24

5 使 用 面 数 45 90 10 18 6 12 24 36 48

6 直 径(イ ンチ) 14 14 39 39 39 39 39

7 回 転数(rpm) 1,794 1,794 2,400 2,400 900 900 900 900 900

8 トラ プク数/面 500 500 ZOO 200 768 768 768 768 768

9 文 字数/ト ラ・ク バ イ ト4,984 4,984 3,625 7,188 Z,710 2,710 2,710 2,710 2,710

10 文 字 数/面
(万 字)

Z49 249 72.5 144 208 208 208 208 208

11
全 記 憶 容 量
(万 字)

ll,205 22,410 725 2,592 1,250 2,500 5,000 7,500 10,000

12 位 置 ぎ め 時 間
(ms)

平均165 平均165 平均85 平均75 平均105 平均105 平均105 平均105 平均105

13 平 均 回 転 遅 れ

(ms)
17 17 12.5 12.5 34 34 34 34 34

14 転 送 速 度
(文字/秒)

156,000 156,000 156,000 312,000 75,000 75,000 75,000 75,000 75,000

15 ア ー ム 数/面 2/45 2/90 5!10 10/20

16 へ ・ ド数/面 4/45 4/90 1 1 6 6 6 6 6

17 交 換 不 可 不 可 可 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可

18 賃借価格(万 円/月) ? ? ? ? ? 104 144 184 223

19 買取 り価格(万 円) ? ? ? ? ? 4,040 6,480 7,920 9,360

20 備 考 これは デ ィス クパ

・クが,9個 つ い て

ていて,そ の うち

8個 ア クセスで き

る。1個 は予備

・

l

N

N

－
1



No.5

磁 気 デ ・ ス ク 性 能 比 較 表 ⑤

1 名 前

H860,Modell

MagneticDisc

FileBryant

Series4000

H860,Mode12

MagneticDisc

FileBryant

Series4000

H460,Mode10

MaglleticDisc

FileBryant

Series4000

H460,Modell

MagneticDisc

FileBryant

Series4000

H460,Model2

MagneticDisc

F且eBryant

Series4000

H460,Mode13

MagneticDisc

FileBryant

Series4000

H460,Mode14

MaglleticDisc

FileBryant

Serie54000

260-l

RandomAccess

Di・cSt。rage

260-2'

RandomAcce8s

DiscSt。rage

2 使 用 計 算 機 Honeywe11800 Honeywell800 H。neywel11400 Honeywell1400 Honeywe1U400 H。neywelll400 Honeywelll400 Honeywe11200 Honeywel1200

3

-

発 売 日 1963年 1963年 1963年4月 1963年4月 1963年4月 1963年4月 1963年4月 ? ?

4 円 板 数 12 24 3 6 12 18 24 1
'2

5 使 用 面 数 Z4 48 6 12 24 36 48 2 4

6 直 径(イ ンチ) 39 39 39 39 39 39 39 39 39

7 回転 数(rpm) 900 900 900 900 900 900 900 900 900

8 トラプ ク数/面 384 384 768 768 768 768 768 768 768

9 文字数/ト ラ・ク 21,845 21,845 2,760/ 2,760 2,760 2,760 2,760 2,760 2,760

10 文 字 数/面
(万 字)

839 839 2]0 210 210 Z10 210 210 Z10

11 全 記 憶 容 量
(万 字)

20,136 40,272 1,250 2,500 5,000 7,500 10,000 420 840

12 位 置 ぎ め 時 間
(ms)

平均102
、

平均102 平均90 平均90 平均90 平均90 平均90 平均95 平均95

13 平 均 回 転 遅 れ
(ms)

33 33 33 33 33 33 33 33 33

14 転 送 速 度
(文字/秒)

34,ZOO 34,200 74,800 74,800 74,800 74,800 74,800 64,300 64β00

15 ア ー ム 数/面
.

16 へ ・ ド数/面

17 交 換 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可

18 賃借価格(万 円/月: 222 292 ? 104 ]44 184 223 71 77

19 買取 り価格(万 円) 9,900 13,140 ? 4,040 6,480 7,920 9,360 3,200 3,483

20 備 考

・

.

一

L

㊨

.

ー

N

N
N
1



No.6

磁 気 デ ィー ス ク 性 能 比 較 表(6)

1 名 前

260-3

RandomAccess

DiscStorage

Z60-4

RandomAccess

DiscStorage

Z60・5

RandomAccess

DiscStorage

260-6

RandomAccess

DiscStorage

260-7

RandomAcceSB

DiscStorage

260-8

RandomAccess

Di8cStorage

260-9

RandomAccess

DiscStorage

2 使 用 計 算 機 Honeywel1200 Honeywel1200 Honeywell200 Honeywe11200 Honeywe11200 Honeywe1正200 Honeywell200

3 発 売 日 ? ? ? ? ? ? ?

4 円 板 数 3 4 5 6 12 18 24

5 使 用 面 数 6 8 !0 12 24 36 48

6 直 径(イ ンチ) 39 39 39 39 39 39 39

7 回転 数(rpm) 900 900 900 900 900. 900 900

8 トラ ・ク数/面 768 768 768 768 768 768 768

9 文字数/ト ラつ 2,760 2,760 2,760
.

2,760 2,760 2,760 2,760

10 文 字 数/面
(万 字)

210 210 210 ZlO 210 210 210

11 全 記 憶 容 量
(万 字) 1,260 1,680 2,100 2,520 5,040 7,560 10,080

12 位 置 ぎ め 時 間
(ms)

平均95 平均95 平均95 平均95 平均95 平均95 平均95

13 平 均 回 転 遅 れ
(ms)

33 33 33 33 33 33 33辱

14 転 送 速 度
(文 字/秒)

64β00 64,300 64,300 64β00 64β00 64,300 64,300

15 ア ー ム 数/面

16 へ ・ ド数/面

17 交 換' 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可

18 賃借価格(万 円/月) 84 90 96 103 140 178 216

19 買取り価格(万 円) 3,767 4,050 4,332 4,617 ・6
,318 8,018 9,720

ZO 備 考
.

.

「

I

N
N
ω
ー



No.7

磁 気 ド ラ ム 性.能 比 較 表 ω

1 名 前
StorageDrum

Mode1B430

861

Dr㎜Storage

Unit

862

DrumStorage

Unit

MDS200

MagneticDτ ㎜

andController

7320

Dr㎜Storage

2301

DrumStorage

Rand。mAcce8C

D民mSt。 亘age

Mode1270

MagneticDτum

Unit

Model272

3465Da巳

DrumMemoτy

Mode11

2 使 用 計 算 機 Borrough85000 CDC3200 CDC3200 GE600Serie8
IBMSy8tem

/360709017094

IBMSy8tem

1360
H。neywel1200.

Rhiko2000-

210/211
RCA3301

3 発 売 日 1963年4月 1965年4月 1965年8月

1962年9月
レ

1964年
一 ? 1964年12月 1960年6月 1964年

4 ド ラ ム 数 2 1 1 1 1 1 1 1 1

.5 ど馨霧} 8x22 18x? ? 24x30 12x12 10.7『x12 20x25 18.5x24

一.

10x16三8

6 回転 数(rpm) 3,600 1,745 3,490 L800、 3,490 3,490 1レ200 1,750 3,500

7 トラプク数/ド ラム .384 832 832 880 400 800 512 384 . 128

8 文字数/ト ラプク 680 5,030 2,515 6,144 2,075 5,120 5,120 682 2,560

9 全 記 憶 容 量
(万 字)

52 419 209 4?2 83 410 262 26 33

10
位 置 ぎ め 時 間
(ms)

0-0.04 0 0' 0 0 0 0 0

11
平 均 回 転 遅 れ
(ms)

4 17.2 8.6 16.7 8.6 8.6 25 17 8.6

12
転 送 速 度
(文字/秒)

30,720 2,000,000 2,000,000 180,000 135,000 1,200,000 102,000 952,000 150,000

13 ヘ フ ド数/ド ラム 64 ? ? 400 400 512 384 128

14
賃 借 価 格
(万 円/月)

? ? ? 119 ? ? ? 58 ?

15 買 取 り 価 格
(万 円)

? ? ? 5,436 ? ? ? 2,592 ?.

16 備.'考 UNIVACFH→

880に 同 じ。

1

心
⑪
凸
1



No,8

磁 気 ド ラ ム 性 能 比 較 表 ②

1 名 前

3465Data

DrumMemory
Model2

3465Data
DrumMemory

Mode13

3465Data

DrumMemory

Model4

3465Data

DrumMemory

Mode15

3465Data

.Dr画Memory

Model6

70/565-12

Drum
MemoryUnit

70/565-13

Dr㎜

MemoryUnit

RANDEX

DrumStorage

TypeNo・7965

RANDEX

DrumStorage

TypeNo.7957

「

l
N
e
"

1

.z 使 用 計 算 機 RCA3301 RCA3301 RCA3301 RCA3301 RCA3301
RCA

SPECTRA70

RCA

SPECTRA70

UNIVACSS

80!90ModelI
.UNIVACSS
80/90Mode11

3

.

発 売 日 1964年 1964年 1964年 1964年 1964年
・

? ? 1962年1月 196Z年1月

4 ド ラ ム 数 1` 1 1 2 2 1 1 1 z

5 腰誌鷲㌍
(イ ンチ

10x16三8
710

xl7-8 10x17エ8
1310

x30了 τ
1310

x30丁 τ 12x? 12x? 24.3x44 24.3x44
.

6 回転 数(rpm) 3.'500 3,500 3,500 3,500 3,500 3,600 3,600 870 870

7 トラフク数/ド ラム Z56 51Z 640 768 エ,024 Z53 506 Z,000 2,000

8 文字数/ト ラ・ク 2,560 弓,560 2,560 2,560 Z,560 3,053 3,053 Z,880 2,880

9
全 記 憶 容 量
(万 字)

66 131 164 187 26Z 78 156 576 1,152

10 雌 蒜)時 間 0 0 0 0 0 0 0 5-540 5-540

11
平 均 回 転 遅 れ
「(mS) 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 34.5 34.5

12
転
(送.速文字/秒)度 150,000 150,000 150,000 150,000 15qOOO 210,000 210.000' 3,480 3,480

13 へ'ド 数/ド ラム
丁

256 512 640 768 1,024 253 506 1 2/2

14 賃借価格(万 円/月) ? ? ? ? ? 54 80 68 90

15 買取 り価格(万 円) ?. ? ? ? ? 2,700 4,500 4,500 5,040

16 備 考

F

へ7ド は ドラ ムに

1個 だけ

へ,ド は ドラムに

1個 だ け
「

'「

.
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磁 気 ド ラ ム 性 能 比 較 表 (3}

1 名 前
RANDEX

DrumStorage

TypeNo・7966

FlyingHead

MagneticDr㎜

Type8U2

Fa8trandMaSS

Storage

Subsystem

Typee206

Fa8trandI

Ma3sStorage

Subsy6tem

FastrandU

MassStorage

Subsystem

FastrandlI

MassStorage

Subsy8tem

FastrandI

MaεsStorage

Subsystem

Fa8tra刀dII

Mas8St。rage

Subsystem

Fa8tτandロ

Ma88Stoτage

Sub8ystem

Type6010

z 使 用 計 算 機
UNIVAC認

80/90Mode11

UNIVAC490 UNIVAC490
i

・

UNIVAC1050 UNIVAC1050 UNIVAC1108 UNIVAC418 UNIVAC418 UNIVAC490

Seτies

3 発 売 日 1962年1月 1961年12月 1963年9月 1964年 1964年 1964年 1963年9月 ? 1964年

4 ド ラ ム 数 2 1 2 2 2 2 2 2 2

5 ど詮.鷲 ㌍
(イ ンチ)

24.3x44 24x30 23.8x6L2 23.8x61.2 23.8x6L2 23.8x61.2 23.8x61.2 23.8x6L2 23.8x61.2

6 回 転数(rpm) 870 1,800 870 870 870 870 870 870 870

7 トラ・クWド ラム 2,000 768 3,072 3,072 6,144 6,144 3,072 6,144 6,142
-

8 文字数/ト ラフク 2,880 5,120 工0,560 10,752 10,75Z 10,752 10,752 10,752 10,560

9 全 記 憶 容 量
(万 字)

1,152 393 6,488 6,605 13,210 13,210 6,605 13,210 12,976

10 位 置 ぎ め 時 間
(ms)

5=540 0 平均58 平均58 平均58 平均58 平均58 平均58 平均58

11
平 均 回 転 遅 れ
(ms)

34.5 16.7 35 35 35 35 35 35 35

12
転 送 速 度
(文字/秒) 3,480 300,000 50,300 185,000 185,000 153,750 158,054 158,054 125,750

1s,へ タ ド数/ド ラム 2/2 768 ,64/2 64/Z 64!2 64!2 64/2 64/2 64/2

14
賃 借 価 格 「
(万 円/月) 68

.

72 119 119 137 137 119 139 139

15 買 取.り 価 格
(万 円)

3,060 3,312 4,500 5,760 6,624 6,624 5,760 6,624 6,624

16 備 考

F

.

」

÷

ヘプドは移動型で

ある

T

・L.

同 左 同 左
1

同 左 同 左 同 左 同 左

'

」

l

N

柏
ひ
ー



No.10

磁 気.ド ラ ム 性 能 比 較 表 ω

1 名 前 ・

日yingHead

432

MagneticDr㎜

FlyingHead

432

MagneticDrum

FlyingHead

1782

MagneticDr㎜ ・

FlyingHead

l78Z

MagneticDr㎜

FlyingHead

220

MagneticDr㎜

FlyingHead

330

MagneticDτum

FlyingHead

880

MagneticDTum

FlyingHead

880Magnetic

Dτum

Type7304

z 使 用 計 算 機 UNIVAC1108 UNIVAC490

Seエies

UNIVACllO8 UN工VAC494 UNIVAC418 UNIVAC418 UNIVAC418 UNIVAC490

Series

3 発 売 日 1965年IZ月

...'

1966年 1966年 1966年 1963年6月 1965年1月 1962年9月 1961年12月

4 ド ラ ム 数 1 1 1 1 1 1 1 1

5 ど露竃 ‡i 10.5x9.0 10.5x9.0 Z4x36 24x36 20x28.5 20x28.5 24x30 24x30

6 回転 数(rpm) 7,100 7,100 1,770 1,800 3,600 3,600 1,800

7 トラ'ク 数/ド ラム
7.

384 384 1,536 1,536 128 256 880

8 文字数/ト ラ・ク 4,096 3,413 8,192 6,827 1,536 3,022 6,144

9 全 記 憶 容 量
(万 字)

157 131 1,Z58
`

1,049 ZO 77 472 393

10
位 置 ぎ め 時 間
(ms) 0 0 0 0 0ρ.3 0 0

11
平 均 回 転 遅 れ
(ms) 4.25 4.25 17 17 8.3 8頃3 16.7

1Z 転 送 速 度
(文 字/秒)

1,440,000 1ZOO,000 1,362,000 1,200,000 23"100 90,000 180,000

13 ヘ プ ド数/ド ラム
、「384

384 1,536 1,536. 128 256

14 賃 借 価 格
(万 円/月)

36 36 ? ? 36 43 51 72

15 買 取 り 価 格
(万 円)

4,320 L440 ? ? 1,Z96 1,440 3,312 3,312

16 備 考

」

.

「

ρ

「

「

I

N
N
↓
1
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皿 磁 気 カ ー ド

t.名 前

機器 名称 または番号 とモデル番号。

2.使 用計算機

この磁気 カー ド記憶装置が接続可能 な計算機名。

5.発 売 日

最初 の商品 として使用者のも とにわた った年月である。

4.カ ー ドの枚数

1個 の国体の中に収容 できるカー ドの枚数。

5.カ ー ドの大きさ

カー ドのたて とよこの長さ∩

6.回 転 ドラムの大 きさ

磁気 カードを巻 きつけ る回転 ドラムの直径 と長 さである。

7.回 転 数(rpロ)

回転 ドラムの1分 間の回転数であ る。

8.ト ラック数/カ ー ド

磁気 カー ドの トラック数,回 転 ドラムの トラック数 と一致す る。

9.文 字 数/ト ラック

1ト ラックに入 る文字数を示す。1文 字は6～8ビ ッ ト(パ リテ ィビッ トを除 く)で ある。

10.文 字数/カ ー ド

1枚 の カー ドに何文字入 るか を示す。(8.ト ラ ック数/カ ー ド)×(9.文 字 数/ト ラック)

11.全 記憶容量(万 字)

この装置全体の記1意容量,原 則 として,(4.カ ー ドの枚数)×(10.文 字数/カ ー ド)で ある。

12.平 均 待 ち時間(ms)

カー ドが ドラムに巻 きついて,ヘ ッドが所定の位置に移動 し,読 み書 き可能な状態になるまでの

時間で,平 均または最小 と最大を示 す。

15.転 送 速度(文 字数/秒)

1秒 間に何 文字読 み書 きで きるか を示す。

14.ヘ ッ ド数/ド ラム

回転 ドラムのヘ ッド数 であ る。8の トラック数/カ ー ドと一致 してい るときはヘ ッ ドは固定であ

る0

15.交 換 単位
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磁 気 カー ドはいずれ も交換可能であ り,そ の単位 を示す。だいたいカー ド200～500枚 単 位

で交換可能であ る。

16.賃 借価格

17.買 取 り価格

18.備 考

)



No.11

磁 気 カ ー ド 性 能 比 較 表 ω

'1 名 前

MS-40

StorageCell

Drive

Z321

DataCell

DriveMode11

Type251

Mass

MemoryFile

TypeZ52

Mass

MemoryFile

Type253

Mass

MemoryFne

CRAM,Card

RandomAcce8s

Memory

Model353-1

CRAM,Card

RandomAccess

Memory

Model353-2

CRAM,Card

RandomAcces8

Memory

Model353s3

Mode13488

RandomAcce88

Computer

Equipment

2 使 用 計 算 機 GE400Series
IBMSystem

!360

Honeywell

SeriesZOO

Honeywell

Series200

Honeywell

Series200
NCR315 NCR315 NCR315 RCA3301

3 発 売 日 1965年7月 ? 1966年 1966年 1967年 1962年6月. 196Z年6月 1962年6月 1964月

4 カ ー ドの 枚 数 2,000 2,000 51Z 512 2,560 256 lZ8 256 2,048

5 カ ー ドの 大 き さ

(イ ンチ)
2.Z5x13 2.25xl3 ?x7 ?x7 ?x7 3.25x14 3.25xl4 3.25xl4 4.5x16!

6 曙 占議諮きさ
(イ ンチ

? ? ? ? ? 3,5x7 3.5x7 3.5x7 6x5

7 回転 数(rpm) 1,ZOO C200 3,600 3,600 3,600 L235 1,235 L235 ?

8 トラ・ク数/カ ー ド 100 100 32 128 128 42 56 56 128

9 文字数/ト ラ・ク 2,664 バイ ト2,000 918 918 918 516 1,120 1,120 1,300

10
文 字数/カ ー ド
(万 字) Z7 20 3 1z 12 z2 6.3 6.3 16.6

11
全 記 憶 容 量
(万 字)

54,000 40,000 1.500' 6,000 30,000 555 806 1,613 34,000

12
平 均 待 ち 時 間
(ms)

175-600 175-600 200 ZOO 200

13
転 送 速 度
(文字/秒)

73,300 54,700 50,000 50,000 50,000 100,000 38,000 38,000 80,000

14 ヘ プ ド数/ド ラム 20 20 16 16 16 42 56 56 8

15 交 換 単 位 1サ ブセ ル 1サ プセル 1カ ー ドリ フヂ 1カ ー トリクヂ 1カ ー ドリ7ヂ 1カ ー ドブ ロ フク
←

1カ ー ドプ ロ,ク 1カ ー ドブロ フク 1マ ガジン

16 賃 借 価 値
(万 円/月)

? ? ? ? ? ? ? ? ?

17 買 取 り 価 格
(万 円)

? ? ? ? ? ? ? ? ?

18 備 考 IBM2321に

同 じ

磁気 カー ド200

枚1組 をサ ブセル

と呼 び,こ れが

10組 入 ってい る

512枚 が1つ の

カー トリ プジに入

ってい る。

カー トリ プジの数

は1個

同 左 TYPE252と

同様 のカー トリ7

ジが5個 入 ってい

る。

最初にできた磁気

カード装置

256枚 の磁気 カ

ー ドが1組 で1マ

ガジ ンといい,こ

れが8組 入 ってい

る。

l

N

ω

O
l



No.IZ

磁 気 カ ー ド 性 能 、比 較 表 ②

1 名 前
70/568・ ・11

Ma88Storage

Unit

2 使 用 計 算 機 RCA
SPECTRA70

3 発 売 日 ?

4 カ ー ドの 枚 数 256

5
カ ー ドの 大 き さ

(イ ンチ) 4.5xl6

6 曙ぷ踏 ξさ
(イ ンチ)

?

? 回 転数(rpm) ?

8 トラ・ク数/カ ー ド 1Z8
」

9 文字数/ト ラ・ク 2,139

10
文字 数/カ ー ド
(万 字)

27.4

11
全 記 憶 装 置
(万 字)

7,014 1

12
平 均 待 ち 時 間
(ms)

13
転 送 速 度
(文 字/秒) 70,000

14 へ ・ド数/ド ラム 8

15 交 換 単 位 1マ ガ ジン

16
賃 借 価 格
(万 円/月)

?

17 買 取 り 価 格
(万 円)

『?

18 備 考

1

心
ω

一
1
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附 一3汎 用言語とIRに 使用で きる言語

附 一31 CISS

1.シ ス テ ム 概 説

1.1目 的

GISS(ConsolidatedInformationStorageSystem)は 磁 気デ ィスクを

対象 とした汎用 ファイル処理 シス テムである。その 目的はつぎの ようである。

(1)デ ー タベ ースの作成

② データベースの保 守

(3}検 策 と処理

デ ータベース とは,デ ータの集 中管理を 目的 として,多 数の ファイルを統合 した ものの ことであ

る。、CISSはCOBOL言 語 にCISS言 語 を追加 したCOBOLの 拡 張型 である。

デー タベース には,デ ータベ ース の コントロール情報お よびデータが収め られてい る。 このコント

ロール情報 とはデ ータ相互 の有機的関係(チ ェインや リンク)や ,デ ータの構成要素(長 さ,性 質)

を含む情 報を い う。CISSの 特徴 は,

① チ ェイン,リ ンクを用いることによ りデー タの任意 の部分に二 次 インデ ックス としての働 き

を持たせ,デ ータの内容 によるアクセス が可能 なこ と。

② データベ ースはプログラムに より独立 に作 られ,こ れを使用する ときは,そ の構成 について

あま り詳 しく知 らな くても利用で きる こと。

③ マルテ ィプログ ラミングに適応で きること。

④ 機密保 持,バ ックア ップが完全 にで きること。

な どである。

1.2プ ロ グラムの構成

CISSプ ログラムの構成は次 のよ

うになっている。

CIS-MONITOR

CIS-TRANSLATOR

CISS

UTILITYプ ログ ラム

JOBプ ログラム

(1)CIS-MONITOR

IOFCSに 追 加 されたもので,JOBプ ロ

グラムからの要求 に従い 」OBプ ログラムの 図1・2・1

0/S

MONITOR

ALLOCATION

FILBLOAD

P

CISS-

UTILITY

0/S

MOD3

AUTHORIZ回R

JOB・PRρGRAM

CIS-

MONITOR

CIS-

TRANSLATOR
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バ ッ フ ァ とデ ー タ ベ ー ス と の デ ー タ の 移 送 ,デ ー タ ベ ース の バ ッ ク ア ップ 処 理 や 検 策 を 行 う。

(2}CIS-TRANSLATOR

GISS言 語 をCOBOLに 変 換 す る コ ン パ イ ラ で あ る。

(3}UTILITYプ ロ グ ラ ム

①CIS-ALLOCATOR

マ ス ス トリ ッジ を フ ォ ー マ ッ トし,エ リア の 保 持 を す る こ と に よ り,CIS-LOADERが

デ ー タベ ー ス を 作 成 で き る 準 備 を す る 。

②CIS-LOADER

デ ー タベ ース の 作 成 を す る 。 入 力 デ ー タ を デ ィス ク上 に格 納 し て そ の ロ ジ カル な 関 係 を 与 え,

そ の 他 各 種 テ ー ブル を 格 納 す る 。

③CIS-MAP

デ ー タ ベ ース の 内 容 を チ ェ イ ン ま た は リ ン ク に 従 い プ リン トア ウ トす る。

④AUTHORIzER

データベース の機密保護 のためにAuth。rityテ ー ブルをデ ィス ク上 に作成ナ る。

1.3機 器 構 成

CISS .はNEAC－ シ リー ズ2200オ ペ レ イ テ ィン グ シ ス テ ムMOD皿 の 中 に 組 み 込 まれ た 』

も の で あ る。

(1}CIS-TRANSLATOR

磁 気 テ ー プ … …2台(CITお よび ワ ー ク)

磁 気 デ ィス ク__'1台(SOF)

カ ー ド リ ー ダ ー

}・ ソ ース デ ック の 入 力磁 気
テ_プ

ラ イ ンプ リン タ

CPU__40k以 上

{2)CIS-ALLOCATOR「'

カ ー ド リー ダ ー … …1台

ラ イ ン プ リ ン タ … …1台

DISK… …2～16台(含:SOF)

(3}CIS-LOADER

磁 気 テ ー プ … …3台(Optionと し て5台 ま で)

カ ー ドリ ー ダ ー ・・… ・1台

ラ イ ン プ リ ン タ … …1台

磁 気 デ ィス ク … …16台
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-

①

②

③

2

2.デ ー タ構 成

ロジカルな構成

フィール ド:シ ステ ムで処理す るデータ の最 小単位。

レ コー ド:フ ィール ドの集合。1レ コー ドは1つ 以上の フィール ドから成 る。

セ グメ ン ト:同 一種 類のレコー トも

例

SEGMENTA SEGMENTB

企

人

財

経

(
＼
)

＼

画

事

務

理

ー

セ

グ

メ

ン

ト

調

企

第

第

第

会

/
＼

、ノ

査

画

1

2

3

計

ー

セ

グ

メ

ン

ト

SEGMENTC

伊 田 1157 12000

江 藤 1326 8000

大 川 151 10000

加 山 1900 9000

木 田 2101 6000

佐 藤 1313 5100

ー
ノ

～
フ

r

部 名 深 名 社員名CODE本 給

ドーfi・1d-一 斗 トーfi・ld→lKfi・ld→kfi・1d-一 ・k-fi・ld→1

1←Rec・ ・d→il(-Re…d→{1・f"一 ー －Reco「d-一 →1

図2.1

2.2フ ィジカルな構成

① ページ:入 出力の単位で固定長である。デー タベース内ではページナンバーが0カ ・ら順次

連続 的に与え られてい る。 例

② パラグラフ:同 一 ページ内 に

関係 ある数種類 のセグメン トを格

納することが できる。 そのために

ペ ージを分割 した 単位 をパラグラ

フとい う。

③ セクション:セ グメ ン トがデ

ー タベ ース内 に格納 され るページ

Seg.▲

Seg・B

St9・c

余 白

b-一 ーー ーー 一一ーー －Scctlon

図2.2

グ

P.3e
一
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の 範 囲 。
マ ス タ ー レ コ ー ド

2.5チ ェ イ ンと リ ン ク

セ グモ ン ト内 外 の レ コ ー ドの 論 理

的 な 関 係 を 定 義 す る た め にチ ェ イ ン 下位の.ド 下位レコー

と リ ン ク を 用 い る 。

① チ ェ イ ン

下位 レコー ド

図2.3の よ うに,チ ェ イ ン に は 次

の レ コ ー ド,前 の レ コ ー ド,マ ス 図2.3

タ ー レ コ ー ドを 示 す チ ェ イ ン の3種 類 が あ る 。 各 下 位 レ コ ー ドは 同 一 の セ グ メ ン トの レ コ ー ド

で な け れ ば な らず,マ ス タ ー レ コ ー ドは 異 な る セ グ メ ン トで な け れ ば な らな い 。

② リ ン ク

リ ン ク は チ ェ イ ン と 同 様 に ポ イ ン タ ー に よ っ てつ

ぎ の レ コ ー ドを 示 す。 しか し ル ー プ に な ら な い 。 図

2.4に お い て,nとn+1とn+2はmの 下 位 レ コ ー

ドで あ る。 こ れ はmを マ ス タ ー とす る チ ェ イ ン と 同

じ 関 係 とな る 。 し か し,こ の 場 合 ば 下 位 レ コ ー ドに

は,ポ イ ン ター フ ィ ー ル ドは 不 要 で あ る。

各 レ コー ドは 任 意 の チ ェ イ ン ま た は リン ク の マ ス

タ ー レ コー ドに も,下 位 レ コー ドに も な れ る。

チ ェ イ ン や リ ン ク に よ っ て,セ グ メ ン ト間 に上 下

関 係 が で き る 。 セ グ メ ン トAを マ ス タ ー レ コ ー ド と し,

き,図2.6の よ うに 示 す 。

サ ブ フ ァ イ ル

マ ス タ ー セ グ ノ ン ト 下位セグ メント

m

、

m+l

m+2

m+3

m十4

n

n+3

n+4

ロ+6＼

図2.4

十

十

十

十

十

セグメン トBを 下位 レコー ドとした と

2.4

デ ー タベ ース内 のセ グメン トの相互関係は,数 個 の木構造に分げ られ る。各木構造をサ ブフブ

イル と呼ぶ。

よ

木 構 造 を 表 わ す の に,レ ベ ル 番 号 を 使 う。図2.7に お い て,A,Aノ は レ ベ ル1,B・B1,B≦ ・は

レ ベ ル2,c1,c2,c3,C,は レ ベ ル3で あ る。

=:

一〇 一〇

F位Vコ ー ド

図2.5

田
図2。6

い1

l
l司

1
CI c・1烏1

。孟1[=…1

図2.7

A

Bt斑

ぴ

図2.8
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サブファイルは,図2.7の 木 構造に加えて,外 部 セグメ ン トと呼 ばれ るものを持つ ことができる。

た とえば 図2.8のXYZは 外部 セグメ ントである。

ろ.デ ー タ ベ ー ス の 保 護

つ ぎの ような目的のために,デ ー タベース の保護 を行 う。

① 特定の利用者の機密保持

② 更新処理 の禁止

③ 現 在使用中のデータを,他 のプ ログ ラムで更新 した り,他 で更新中のデ ータを利用 した りす
.

る こ との禁止

デ ータベ ース の保 護にはつ ぎの3通 りがある。

(1}AUTHORITYLEVEL(AL)

各 セ グメン トに与 えられ る64段 階 のレベル であ る。

MOVELEVEL(ML)読 み 出し

UI)DATELEVEL(UL)… … 更新処理

の2つ のレベルがあ り,(ML,UL)と い う形で与え る。

(00,00)≦(ML,UL)≦(64,64)

利 用者 のAL(Authority・Wordで 与 える)が セグメン トのALよ り低 い ときのb,処

理 が可能であ る。

(2}PRIVILEGEKEY(PK)お よびPRIVILEGELEVEL(PL)

PKと は,ALと 同様AuthorityWordと 各 セグメ ン トに対 して与 えられるもので,PI(

の一致する ものに関 しては,ALに 関 係なく,PLに よ ってその範囲 のセグメントが参照可能 である。

{3}BUSYCHECK

現 在 処理中のレ コー ドを念むページは,そ の処理 中,他 のプログラムの使 用を禁 ず るものであ

る0

4.デ ー タ ベ ー ス の 作 成

デ ータベ ース の作 成は2つ の段階か らな る。第1にCIS-ALLOCATORに よ り,デ ィスク上に

デ ータベ ース を格納す るための ファイルを割 り当て,そ してCIS-MONITORで 使 用す るデ ィレ

ク トリの作 成を行 う。 第2にCIS-LOADERに よ って,デ ー タの定義を行い,実 際 にファイルに

データを格納す る。

4.1GIS-AlＬLOCA'rOR

CIS-ALLOCATORの パ ラメーターにはっ ぎの ような ものがあ る。

①PREPaaaaaa,a!a/a,a/a/a!,type,ALL

'
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機能: volumepreparation用 の カ ー ド で あ る 。

●

aaaaaa ...… パ ック に 登 録 す るVolumeSerialNumber

●
a/a,a/a/a/aノ … … 今 ま で マ ウ ン ト さ れ て い たVolumeSerialNumberを チ

ェ

ッ ク す る。

■ type volumeの 種 類 を 与 え る。

● ALL ・ 全 シ リ ン ダ ー が フ ォ ー マ ッ トさ れ る。

②NAME ceCISSFILE静

機能: この まま準備 する。

③PAGESIZE bbbb

機 能1: ペ ージサ イズを指定す る。

④EXPERDAT yyddd

例

機能: 保存 日数を指定する。

⑤PASSWORD

(Option)

機能:

XXXXXXXX

8文 字 までの パス ワー ド

を指定。

⑥TRANSFER

(Option)

機能:

60r8

移送のビット数を指定す

る 。

⑦VOLNAME

(Op・-t'ion)

機能:

aaaaaa

aaaaaaで ア ロ ケ イ

ト した いVolumeSe_

rialNumber.を 指 定

す る 。

⑧ALLOCATE

〆 〆(デ, でtノ

CCC,tt,

STATEMENTLEVELPARAMETER

DEF工NE

SIJBFILE

SEGMENT

RECORD
FIELD

SEGMENT

RECORD

FIELD

SEGMENT
RECORD

F工ELD

SEGMENT

RECORD

FIELD

FIELD
FIELD

SEGMENT

RECORD
FIELD

FIELD

SEGMENT

RECORD

FIELD

FIELD

FIELD

SEGMENT

RECORD

FIELD

SEGMENT
RECORD

FIELD

RELATION

RELATION

RELATION

RELATION

RE1.ATION
RELATION

RELATION

END

01

02

61

03

04

04

04

05

CISS,(0,5)

Ol

(6,14),10

BU,Z,15,NEXT,,.,AFTER

BU,ALPHA,15

(6,14},50

KA.3,12,NEXT,,MASTER,AFTER

KA,ALPHA,12

(15,15Ll

SENKO,2,5,NEXT,,,AFTER

SENKO,ALPHA,5

(16,1015},40

ZYUGYOIN,4,24,NEXT,,,AFTER

BANGO,NUMERIC,5

NAME,ALPHA,18

SEI,ALPHA,1

{1016.2015},15

SYUGAKU,1,17.NEXT,‥AFTER

SYUSSHDI,ALPHA,15

SOTHUNEN.NUMER五C,2

(1016,2015),15

KYUYO,1,18,NEXT,,,AFTER

KIHONKYU,NUMERIC,6

SYOKUNOKYU.NUMERIC,6

TEATE,NUMER[Cレ6

(2016,3015),10

GENZYUSHO,1,00,",AFTER

GENZYUSYO,ALPHA,00

(3016,4015},10

HONSEK工,1,00,,,,AFTER

HONSEKI,ALPHA,00

BU,KA,CHAIN

KA,ZYUGYOIN,CHAIN

SENKO,ZYUGYOIN,CHAユN

ZYUGYOIN,SYUGAKU,CHAIN

ZYUGYOIN,KYUYO,CHArv

ZYUGYOIN,GENZYUSYO.LINK

GENZYUSYO,HONSEKI,LINK

機能: エリア指定 の基本単位で
図4.1

あ る ユ ニ ッ ト ・オ ブ ・ア ロ ケ イ シ ョン(UOA)の 指 定 を 行 な う。

CCC,tt

〆 イ 〆,で 〆

・.■ 、.●

、 、 ●.,●

UOAの 最 初 の シ リン ダ ー お よ び トラ ック の ア ドレ ス 。

UOAの 最 後 の シ リ ン ダ ー お よ び トラ ッ ク の ア ドレス
。
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4.2'C工S-1」OADER

CIS-LOADERはCIS-ALLOCATORZeよ り準備 されたデ ィス クに対 してデータを格納

してデー タベースを作成するものである。入力 ファイルは磁気 テープ より入 力 し,そ の形式 には2

つ ある。

形式2:ブ ロ ッキングされた固定長 レコー ド形式

形式4:ブ ロ ッキングされた可変長 レコー ド形式

形式2の 場合は,1つ の ブロ ックはサ ブファイルに含 まれ るすべ 例

てのセグメン トのフ ィール ドからなる。

形式4の 場合は,1つ の ブロックは1つ のセグメ ン トに対応する

フィール ドか らなる。そ して各ブ ロックはサブ ファイル のレベル順

に並び,こ れを周期 として入力 される。

図4.2の よ うなサブファイルのとき,形 式2,形 式4の1つ の ブロ

ックの内容 はつ ぎのように なる。'

形式2

△

B

o

図4。2

D

a@ bo Co ・・1・ ・ bo C1 dl

形式4
00 ao 01 bo 02 Co Cl C1 03 do d, dt

Ol bl 02 C6 C` 03 d` dl 00 aI Ol b`

図4.3

(1}入 力 ファイルの定義

以下 に示す よ うに入力 ファイ～レを定義す る。

①DEFINEINPUT

② ・・RM{1}

80

③LAB肌{120}・fileidentification

④BLOKSIZE

⑤RECSIZE

⑥PARITY

10進 数

10進 数

{器N}
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⑦FILEsul-filecharacter

⑧RECORD

形 鵡 の 場 合 躍 式4の 場 合 とで 異 な る・

。 形 式2の 場 合

RECORDrecord-name(X1,X2)

入力レ コー ドの定義でレコー ド名 ζその磁気 テープ上 の位置を(X1,X2)で 表

わす。

・ ・AD・ec・ ・d-nam・({曽},Y‥ ・ ・)'

デ ィス ク上に格納す るレコー ド名 の定義。 このレコー ドがす でに格納 されてい る場

合はM,格 納 されていない ときはLと 指定。Y1,Y2は この.レコー ドの ソー トの対

象 とな るフィール ドの指定。

・・ND・ …N{暑 略}

こ の サ ブ フ ァ イ ル が ソ ー トさ れ てい る と き はS,そ うで な い とき は 省略 。

。 形 式4の 場 合''".tt

OOrecord-name,・ … ・・trecord-name

Olrecord-name,… …,record-name

② デ ー タ の定 義

つ ぎ の よ うな パ ラ メ ー タ ー を 与 え て デ ー タを 定 義 す る 。

①DEF・NECIS,(P、,P、),(P、,P4』,P,)'

機 能:authority,dataname,segment,structure,workarea

の 格 納 範 囲 を ペ ー ジ 番 号 で 示 す 。

②SUBFILEsubfilecharacter

機 能:サ ブ フ ァ イ ル を 定 義 。subfilecharacterは こ の サ プ フ ァ イル に つ け ら れ

る2桁 の コrド 。

③SEGMENT(Pa,Pb),recordnumber,{authoritylevel}

機 能:セ グ メ ン トの 定 義 、Pa,Pbは この セ グ メ ン トの 格 納 開 始,終 了 ペ ー ジ 。reco-

rdnumberは パ ラ グ ラ フ に 格 納 す る最 大 レ コ ー ド数 。

④RECORDijrec・rdname,P・interfieldの 個 数,:ize,

BEFORE

AFTER

FIRST{NEXT}
,{PRIOR},{MASTER},L

AST.

AS(XX,Xう(')

D .$(XX,Xう(う
●



、
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⑤

⑥

機 能:レ コー ドの 定 義 、

・1」 こ の レ コ ー ドの サ フ フ ァイ ル 内 で の レ ベ ル
。

・sizeは この レ コ ー ドの 長 さ
o

・NEXT ,PRIOR,MASTERは ポ イ ン タ フ ィ ー ル ドの 指 定 。

・BEFORE
,AFTER,FIRST,LAST,AS,DSは チ ェ イ ン ま た は リ ンク 中 に レ

コ ー ドを 並 べ る 順 序 を 指 定 す る 。

・BEFORE… … 下 位 レ コ ー ドを チ ェ イ ン ま た は リン ク の カ レ ン トレ コ ー ドの直 前 に 挿

入 す る。

・AFTER… … 下 位 レ コ ー ドを チ ェ イ ン また は リ ン ク の カ レ ン トレ コ ー ドの 直 後 に 挿

入 す る 。

・FIRST… … 下 位 レ コ ー ドを
,そ の マ ス タ レ コ ー ドに 対 して,チ ェ イ ン ま.たは リ ン

ク に お け る最 初 の下 位 レ コ ー ドと して 挿 入 す る 。 、

LAST… … 下 位 レ コ ー ドを,そ の マ ス タ レ コ ー ドに 対 し て,チ ェ イ ン また は リ ン

ク に お け る 最 後 の下 位 レ コ ー ドと して 挿 入 す る。

ASO(X,Xう(ノ)… … レ コ ー ドをAscendingソ ー トして チ ェ イ ン ま た は リン ク

を 作 る。XXは ソ ー トキ ー の フ ィ ール ドの 位 置 ,XでX'は そ の 桁 数 を 示 す 。

DS(XX・X'X')…"レ コ ー ぽD・ ・ce・di・gソ ー ト し て チ ・ イ ン また は リ ン

クを作 る。

・ ・ELD…ld・ ・m・ ・{鑑:;、C},・ ・ze,{UN・Q・ ・}

機 能:フ ィ ー ル ドの定 義

・ALPHA… … こ の フ ィ ール ドが ア ル フ ァベ ッ トで あ る
。

・NUMERIC・ 一 ・ こ の フ ィ ー ル ドが 数 値 で あ る。.

・size… … こ の フ ィ ー ル ドの長 さ。

・UNIQUE… … こ の フ ィー ル ドの 内 容 が チ ェ イ ン 内 に お い て ユ ニ ー ク
。

RELATIONm .asterrecord-name,subordinaterecord-name,

CHAIN

{}
LINK.

機 能:上 記 セ グ メ ン トと マ ス タ セ グ メ ン トと の 関 係 を 定 義 。

'masterrecord -name… … 上 記 セ グ メ ン トの マ ス タ に な る レ コ ー ド名 。

'subordinate
record.-name… … 上 記 セ グ メ ン トの 下 位 に な る レ コ ー ド名 。

●CHAIN
,LINK… … 上 記 セ グ メ ン トとマ ス タセ グ メ ン トと の 関 係 を 示 す 。
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5.言 語 概 説'

通 常 のCOBOLのDATADIVISIONのFILESECTIONの あ と,WORKING-ST-

ORAGESECTIONの 前 にCISSECTIONを 設 け る。

CISSECTION

PAGEISnnnnCHARACTERS

PAGEBUFFERCONTAINSXXPAGES

'次 にCIS言 語 の 説 明 を す る
。

(1)OPEN

機 能:デ ー タ ベ ース の 処 理 を 可 能 に し,そ の プ ロ グ ラ ム が 用 い るRetrievetable

を 完 成 す る。

形式 ・ ・PEN・ ・S・ ・R{㌫ 認 認THBACKUP)

〔AU・H・ 肥YW・RD・S{{㌍:㍑ie「}・ 〕

・WITHBACKUPを 指 定 す る と更 新 デ ー タ の テ ー プ ダ ン プ を 行 な う。

(2)RETRIEV正 】

機 能:'OPENで 完 成 す るRetrievetabIeに 情 報 を 与 え る。

形 式:RETRIEVE
.d…-n・m・-1〔ANDd・t・-n・m・-2-一'・t-〕

W・ ・R・ …ld-nam・-1・ ・ndi{ぽ 漂i「-1}

〔AND…ld-n・m・ 一・ …d・{ld、;ne∵ 、flL膓 「-2}〕 ・一…

・condiに はEQ(=) ,LL(〈),LE(≦),HH(〉),HEO),NE(キ)が あ る 。

・ORを 用 い る と き は 括 弧 で く く る。

AANDBAND(CORD)ANDE

(AANDB)ORC・)ANDDANDE

'condiを 用 い て 範 囲 を 指 定 で き る。

field-nameHEctANDfieldnameLE/9は ・ ・

Ct〈fieldnameK/9

とな る。

(3)MOVE

機 能:RETR・EVEで 求 め たd。t、-n。m。 を ワ ー キ ン グ ス トリ ジ ェ1)アUa移 送 す る 。
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形 式:MOVE〔PRIOR〕data-nameTOidentifier

〔FORUPDATE〕 「ATENDGOTOprocedure--name」

(4)RE・PLACE

機 能:フ ァイ ル 内 の デ ー タ の 更 新 処 理 を 行 う。

形 式:REPLACEdata-nameBYidentifier

・FORUPDATEを 用 い てMOVEに よ り ワ ー キ ン グ ス トリジ ェ リア に 移 送 さ れ た

Fieldの 内 容 をidentifie,の 内 容 で 書 き換 え る。

(5)INSERT ..'

機 能:フ ァイ ル 内 に 新 しい デ ー タ を 挿 入 す る 。

形 式:INSERTidentifierTOrecord-name,

(6)Dli】LETE

機 能:フ ァ イ ル 内 のデ ー タの 削 除 を 行 う。.

形 式:DELETEdata-name.

・FORUPDATEを 用 い てMOVEに よ り ワー キ ン グス ト リジ ェ リ ア に 移 送 さ れ た レ

コ ー ドお よび そ の レ コ ー ドよ り下 位 の チ ェ イ ン に 属 す る レ コ ー ドを 削 除 す る 。

(7)STOREREF正 】RENCECODE

JOIN

機 能:下 位 レ コ ー ド に対 し て,そ の マ ス タ レ コ ー ドを 変 更 す る 。

形 式:STOREREFERENCECODEOFdata-name

～,

JOIN〔ALL)data-name-1TOdata-name-2 .

{}
data-name-1TO〔ALL〕data-name-2.

・STOREに よ りdata-name-1の リ フ ァレ ンス コ ー ドを 保 存 す る
。 そ し てJOIN

に よ りdata-name-1な る レ コ ー ドはdata-name-2な る レ コ ー ドを マス タ とす る

か,ま た はdata-name-2な る レ コ ー ドの マ ス タ とな る。

・ALLを 指 定 す る と,こ の チ ェ イ ン の す べ て の 下 位 レ コ ー ドは す べ て マ ス タ が 変 更 さ れ る。

{8)CLOSE

機 能:ペ ー ジ バ ッ フ ァ上 でWrite-switchがONの ペ ー ジ を デ ィス ク上 に格 納 し た

後,フ ァ イル を 格 納 す る。

形 式:CLOSECISS
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例 43610 CIS-COBOL PAGEOOl

露

盤

穏

……
嚥
…罵

㎝
㎜
…
㎜
⑰
麗

麗

㎜竃

㎜
㎜麗

麗

㌫
㎜
麗

麗

籔

隠

隠

燗

COBOLt(HEADER

OPTIONRETRIERLM

U)ENTIFICATIONDIVISION.

PROGRAM-ID.CIS-COBOL

ENVIRONMENTDIVISION.

CONFIGURATIONSECTrON.

SOURCE-COMPUTER.NEACSE則ES2200MODEL400.

OBJECT-COMPUTER.NEACSERIES2200MODEL400.

INPUT-OUTPUTSECTION.

FILE-CONTROL.

SELECTPRINT-FASSIGNIOPRINTERMW1.

SELECTCARD-FASSIGNTOCARD-READERMWZ.

1-O-CONTROL.

APPLYPR!NTER-CONTROLONPRINT-F.

DATADrv-ISION.

F!LESECTION,

FDCARD-FLABELRECORDAREOMITTED.

RECORDCONTAINS80CHARACTERS

DATARECORD巧CARD-R.

OlCARD-R.

02CARD10PICTUREX(10).

02CARD20PICTUREX(10).

02FILLER正 互CTUREX(60).

FDPRINT-FLABELRECORDAREOMITTED

RECORDCONTAINSl20CHARACTERS

DATARECORDISPRINT-R.

OlPRINT-R.

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0

FILLERPICTUREX〔10}.

PRINT20PICTUREX(10).

FILLERPICTUREX{10).

PRINT5σPICTUREX(20).

FILLERPICTUREX{70}.

CISSECTION.

PAGEIS1000.

PAGEBUFFERCONTAINS6PAGES.

PROCEDUREDIVISION.

OPEN-RTN.

OPENINPUTCARD-FOUTPUTPRINT-F.

CIS-OPEN.

OPENCISFORRETRIEVAL.

READ-.RTN.

READCARD-FATENDGOTOEND-RTN.

RRET-Ol.

RETR工EVENAMEANDADDRESSWHEREDIVISI=CARDIOAND

SECTlEQCARD20AND(KYURYOHE:50000:0R

KYURYOLE:15000:).

MOVOIMOV..

MOVENAMETOPR王NTZOATENDGOTOSTEP-1.

MOVEOl,

MOVEADDRESSTOPR工NT50.

PRINT-RTN.

WRITEPR]NT-RBEFOREADVANCINGZL]NES.

GOTOREAD-・RTN,

END-RTN.

STOPRUN.

STEP-1.

STOP:NOTFOUNDNAME:.

ENDCONV

図4.4

参.考 文 献

1)日 本電子工業振興協会:

CISS(ConsoIidated InformationStorageSystem),

昭和43年3月,147p.
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附 一32 IDS

1.シ ス テ ム 概 説

IDS(IntegratedDataStore)は,磁 気 ディス ク装置を使 う汎用の ファイル システ

ムである。IDSで は,ま ず情報の構造をデータレコー ドの意味内容 と関連させて記述す る。一度デ

ー タが記述 されると,IDSシ ス テムは,磁 気デ ィス ク装置 のハー ドウェア側 からの要求 に合 うよう

に,自 動的 にそのデータを組立て る。意味上 の関連 にしたがって,デ ータレコー ドを構成す る仕事は

IDSシ ス テムが行な う。 レ コー ドの関連づけ にはチ ェインを用い る。 チ ェインはレ コー ド間のク ロ

スレフ ァランス の リンケ ージを作 る。
コ ア メ モ リ

IDS言 語 はCOBOLを ベ ース

と し て そ の機 能 を 拡 張 し た も の で あ

る 。 基 本 的 な 機 能 はSTORE,

RETRIEVE,MODIFY,DEL-

ETEの4つ で あ る。RETRIEVE

は,磁 気 デ ィス ク 装 置 か らレ コ ー ド

ワ⇒

叉 。,、。フ,

図1.1

を検策 して,COBOLで 処理 がで きるよ うにコァメモ リヘデ一 夕を転送する。

IDSシ ス テムに必要 なハ ー ドウェアの最小構成

TOSBAC-5400シ リ一一ーズ

記憶容量16K語

磁気 ディスク装置

磁気テ ープ装置

カー ド読取 り装置

カー ド穿孔装置

ラ インプリンタ装置

GE-600シ リ_ズ

1

4

1

1

1

1つ の磁気デ ィス ク装置を含 むシステ ムな ら,い ずれで も可能 、

IDSは ユ ニ ・プ ログラム方式 においてのみ働 くように作 られてい る。

IDS/COBOLの ソースデ ックはIDSト ラ ンス レイターによ りCOBOLに 受 け入れ られるソー

スデ ックに変換される。
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2.デ ー タ構 成

2.11DSチ ェイ ン

IDSの フ ィジカルな入出力の単位 はペ ージである。 ページはプ ログラマに よって指定 された一

定 の数 のデ ィス クセクタか らなる。 関連 のあるレ コー ドは,リ ンクされ 同一ペ ージにス トアされる。

各 ペ ージの最初 にはページヘ ッダレコー ドがある。

そ の 内 容 は つ ぎ の よ う で あ る 。

① そ の ペ ー ジ の リ フ ァ レ ン ス ・ア ドレ ス

② 余 白 ス ペ ース に つ い て の 情 報

③ ペ ー ジ が,リ,ト リー パ ル さ れ て カ・ら変 更 を 受

け た か ど う か を 示 す 情 報

④ カ ル キ ュレ イ テ ッ ド ・レ コ ー ドの チ ェ イ ン の

最 初 の レ コ ー ドの ア ドレ ス を 示 す 情 報 。 この レ 図2ユ1エDSペ ー ジ

コ ー ドは す べ て,こ の ペ ー ジ に ラ ン ダ マ イ ズ さ れ て 置 か れ て い る 。

⑤ そ の ペ ー ジ で 指 定 す る こ とが で き る ラ イ ン ・ナ ン バ ー 。

ペ ー ジ 内 の 各IDSレ コ ー ドは,図2,1.2の

よ うな 構 成 を し て い る 。

(1)ア イ デ ン テ ィ フ ィ ケ イ シ ョ ン ・フ ィ ー ル ド ア㌻ ㌘ ㌶`ケ イシ・ン フ、.、レド

の 内 容

① リ フ ァ レ ンス コ_ド の ラ イ ン ナ ン バ ー 図2・1・2

② レ コ ー ド タ イ プ(た と え ば 在 庫 レ コ ー ド,給 与 レ コー ドな ど)

③ レ コ ー ドの 長 さ

② チ ェ イ ン ・フ ィー ル ドの 内 容

チ ェ イ ン フ ィー ル ドに は,別 のIDSレ コー ドの リ フ ァ レ ン ス コ ー ドが 含 ま れ て い る。

(3)デ ー タ ・フ ィー ル ドの 内 容

1組 の デ ー タ 。 固 定 フ ォ ー マ ッ ト,固 定 長 。 数 字,英 字 ま た は 英 数 字 。

2.2レ コ ー ドク ラ ス

レ コ ー ドの 処 理 に お い て,レ コ ー ドを 他 の レ コー ドか ら一 意 に 区 別 す る 方 法 と し て,3種 類 あ る。

(1)カ ル キ ュ レ イ テ ッ ド ・レ コ ー ド

1つ 以 上 の デ ー タ フ ィ ー ル ドの 内 容 が ラ ン ダ マ イズ ル ー チ ン に よ っ て 処 理 さ れ,ペ ー ジ ナ ン バ

ー が 決 め ら れ る レ コ ー ド。 レ コ ー ドは こ の 頁 また は 近 接 の ペ ー ジ に ス トア さ れ る。

(2)セ カ ン ダ リ ー ・レ コー ド

あ る特 定 の マ ス タ レ コー ドに チ ェ イ ン で 結 ば れ て い て,そ の チ ェ イ ン 内 で の ソ ー トコ ン トロ ー
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ル フ ィー ル ドに よ っ て 他 の レ コ ー ドと区 別 さ れ る レ コー ド。

(3}フ'ラ イマ リ ・レ コ ー ド

リ フ ァレ ン ス コ ー ドを 通 じ て,他 の レ コ ー ドと 区 別 さ れ る レ コ ー ド。

2.51DSチ ェ イ ン

マス タ

図2.3.1はIDSチ ェ イ ンを あ ら わ して い る。

あ る チ ェ イ ン の マ ス タ ー レ コ ー ドは,そ の チ'

エ イ ン の デ ィテ ー ル レ コ ー ドが 共 通 に 持 っ てい

る 固 定 情 報 を 記 述 す る。 見 方 を 変 え れ ば,デ ィ

テ ー ル レ コ ー ドは,マ ス タ ー レ コ ー ドに 関係 す

る 可 変 情 報 を 記 述 して い る。 図2 ,3.11DSチr ,イ ン

(1}IDSチ ェ イ ンの 特 徴

①

②

③

④

⑤

②

シンボ リックネームを持ち,た だ1つ のマス ターレコー ドを持つ。

1つ のチ ェインに含まれ るデ ィテール レコー ドのタイプ と数 は任意D

チ ェインのすべて のレコー ドは循環す るル ープをなす
。

1つ のレ コー ドは任意個のチ ェインのマス ターまたはデ ィテール となる ことができる
。

レ コー ドは,直 接的に も間接的に も自分 自身のデ ィテール にはなれない
。

IDSチ ェ イ ン の種 類

IDSチ ェ イ ン に は,NEXT,PRIOR ,MASTERの3種 類 が あ る。

①Chain-NEXT

そ の チ ェ イ ン の 次 の レ コ ー ドの リ フ ァ レ ン ス コ ー ド。chain-NEXTは す べ て の レ コ ー ド

に 自動 的 に つ け られ る 。

②Chain-Prior(オ プ シ ョ ナ ル)

そ の チ ェ イ ン の1つ 前 の レ コー ドの リ フ ァ レ ンス コ ー ド。

③Chain-Master(オ プ シ ョナ ル)

そ の チ ェ イ ン の マ ス タ ー レ コー ドの リ フ ァレ ン ス コ ー ド。

{3)チ ェ イ ン ・オ ー ダ リ ン グ

IDSチ ェ イ ン の 中 の レ コー ドの1順序 の指 定 に は6種 類 あ る 。

①SortedWithinType-・ チ ェ イ ン の レ コ ー ドは,他 の タ イ プ の レ コ_ド に 関 係

な く,同 タ イ プ で 分 類 した 順 序 に な る。

②Sorted… … チ ェ イ ン の レ コ ー ドは,チ ェ イ ン に 数 種 の レ コ ー ドが 入 っ て い て も,そ れ

を 無 視 し て1例 に 並 べ られ る 。 こ の 場 合,種 々 の レ コ ー ドの コ ン トロ ー ル ・フ ィ ー ル ドは 同 じ

大 き さ で な け れ ば な ら な い 。

③First… … デ ィテ ー ル レ コー ドは,そ の マ ス タ ー レ コ ー ドに対 して ,チ ェ イ ン にお け
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る 最 初 の デ ィテ ール と して,追 加 さ れ る。

④Last… … デ ィテ ー ル レ コ ー ドは,そ の マ ス タ ー レ コ ー ドに対 して,チ ェ イ ン に お け る

最 後 の デ ィテ ール と して,追 加 さ れ る。

⑤Before… … デ ィテ ール レ コ ー ドは チ ェ イ ン 中 の カ レ ン トレ コ ー ドの 直 前 に 挿 入 さ れ る。

⑥After… … デ ィ テ ール レ コ ー ト"はチ ェ イ ン の カ レ ン トレ コ ー ドの 直 後 に 挿 入 され る。

(4}プ ラ イ ム ・チ ェ イ ン

磁 気 デ ィス ク装 置 の ア ク セ ス タ イ ム は,最 後 に ア ク セ ス した レ コ ー ドと現 在 求 め て い る レ コ ー

ドの 位 置 関 係 に依 存 し て い る。 そ こでIDSで は,チ ェ イ ンの マ ス タ ー レ コ ー ドに で き る だ け 近

接 し た 位 置 に,追 加 の デ ィテ ール を ス トア す る。1つ の レ コー ドが 数 個 の チ ェ イ ンの デ ィテ ー ル

と して 定 義 さ れ て い る と き は,1つ の チ ェ イ ン が プ ラ イ ム チ ェ イ ン と して 選 ば れ る。 プ ラ イ ム チ

ェ イ ンを 選 択 す る基 準 は,チ ェ イ ン の使 用 頻 度 で あ る。

(5)IDSshorthand

レ コー ド間の関係 を図示す る方法。

図2.3.2:の 意 味

① システムには,マ ス ターレコー ド(従 業員 に1つ ずつ)

が い くつも含 まれている。

② マス ターレコー ドは,そ れぞれ定め られた控 除チ ェイン

のマス ターであ る。

③ 各 チ ェインには,デ ィテ ール レコー ドカ～い くつか含 まれてい る。

従 業 員

(マ スタレコート)

控除 チェイン

↓

IDSShorthandを 展 開 した 書 き 方

控 除

(デ4テ ールレコー ド)

図2.3.2

図2.3.3

5.言 語 概 説

IDS言 語 はCOBOLの 拡張 であ る。 したがって,す べてのCOBOLの フォーマ ッ トと言語 指

定 にしたが わなければな らない。

3.11DENT工FIGATIONDIVISION

目的 と用法 は通 常のCOBOLと 同一であ る。
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5,2ENVIRONMENTDIVISION

通 常 のCOBOLと 異 な る部 分 はINPUT/OUTPUTSECTIONの ・FILE-CONTROL

の パ ラ グ ラ フ で あ る。

形 式.

機能:

5.3DATA

IDS

ンはWorking-Storage

な い 。

IDSSectionは,FileDescriptionお よ びChainDefinitionよ りな

る。

3.3.1FILEDESCRIPTION

形 式:MDfile-name〔;PAGECONTAINSnlCHARACTERS〕

;FILECONTAINSn2PAGES〕

機 能:IDSフ ァイ ル の 物 理 的 構 造 の 記 述 。

有 効 な ペ ー ジ サ イ ズ

240,480,960,1920,3840キ ャ ラ ク タ

3.3.2RECORDDESCRIPTION

以 下 に述 べ る 例 外 を 除 い て 通 常 のCOBOLのRecordDescriptionの す べ て の 指

定 が で き る 。

OCCURS

EDITINGCLAUSES

RENAMES

IＬEFTSYNCHRONIZED

IDSRecordDescriptionで は,実 際 の デ ー タ フ ィー ル ドし か 定 義 し な い 。 レ コ ー

ドヘ ッダ フ ィ ー ル ドや チ ェ イ ン フ ィ ー ル ドは 定 義 し な い 。 そ れ ら は 固 定 フ ォ ー マ ッ トで シス テ ム

FILE-CONTROL.SELECTIDSfile-name

ASSIGNTOhardware-devicecode-1;

〔hardware-devicecode-2;〕

〔BASEISnlPAGES;〕

〔PROGRAMREQUIRESn2BUFFERS〕

① フ ァイ ル ネ ー ム の定 義

② フ ァイル の入.出 力 の チ ャ ネ ル と ロ ジ カノレな 装 置 番 号 の 指 定 。

③ フ ァイ ル の 磁 気 デ ィス ク 上 で の 始 点 の 指 定 。

④ コ ア メ モ リ に 保 持 さ'れ る べ き ペ ー ジ 数 の 指 定 。

DIVISION

フ ァ イル はIDSSectionと 呼 ば れ る特 別 な セ ク シ ョ ン で 記 述 さ れ る。 この セ ク シ ョ

SectionとConstantSectionの 間 に な け れ ば な ら
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が 付 け 加 え る。

RecordDescriptionに お け る レ ベ ル

①02レ ベ ル の フ ィ ー ル ド エン ト リ

IDSト ラ ンス レ ー タはIDSSectibnに お い て 出 会 っ た02レ ベ ル の エ ン ト リの そ

れ ぞ れ に 対 して 特 別 な ワ ー キ ン グス ト リジ ェ リ アを 作 り出 す 。 レ コ ー ドが 磁 気 デ ィス ク 装 置 か

ら読 み 出 さ れ た と き,そ の レ コ ー ドが ワー キ ン グ ス ト リジ に移 さ れ て か らで な け れ ば,デ ー タ

フ ィ ー ル ドを 使 うこ と は で きな い 。

②02REDEFINES

O2レ ベ ル に お け る エ ン ト リのREDEFINE。 デ ィス ク に はREDEFINEの エ ン ト

リに 対 す る ス ペ ース は 用 意 さ れ な い 。

③02FILLERPIOTUREX(n)

デ ィス ク 上 に,n字 分 の 余 分 の ス ペ ース を 用 意 す る。

④ レ ベ ル96data-name-X

data-name-Xは 多 重 シ ン ボ ル であ る 。

⑤ レ ベ ル97data-name

こ のdata-nameの た め に ワ ー キ ン グ ス トリ ッ ヂ に エ リ ア を と って お く が,デ ィス ク 上

に は 取 っ て お か な い 。

IDSRECORDDESCRIPTION

形 式:01data-nameTYPEISnl

へ

・r-一 ぽ:二る:llll!

ノ
〔;PLACENEARdata-name-3CHAIN〕

〔PA〔}E-RANGE

〔INTERVAL

IS
、 ・・TO・ ・ 〕

工Sn4PAGES〕

機 能:こ の レ コ ー ドをIDSシ ス テ ム で処 理 す る と き に 用 い ら れ るIDSの 手 法 を 指 定 す る。

①TYPEISnl

tDSに お け る レ コ ー ドフ ォ ー マ ッ トを識 別 す る た め に 用 い られ る レ コ ー ド タイ プ コ ー ドを

指 定 す る 。nlは1～999の 任 意 の 値 。

②RETRIEVAL

こ の レ コ ー ドがRETR工EVE動 詞 に よっ て リ トリー ウ"さ れ る と き に 用 い ら れ る 方 法 を 指

定 す る 。

i)RETRIEVALVIAdata-narne-1FIELD
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レ コ ー ドを そ の リ フ ァレ ン ス コ ー ドに よ り直 接 リ トリ ー ヴす る こ と を 用 意 す る。 この コ ー

ドは レ コ ー ドが デ ィス ク上 に ス トア さ れ る と きIDSに よ っ て 作 られ,ス トア の 直後 に 参 照

す る こ とが で き る 。

ii)RETRIEVALVIAdata-name二2CHAIN

レ コ ー ドを チ ェ イ ン の デ ィテ ー ル と し て の 関 連 に も と つ い て リ ト リー ヴす る 用 意 を す る。

iii)RETRIEVALVIACALCCHAIN

レ コ ー ドを そ の 定 義 さ れ た コン トロ ー ル フ ィ ール ドで乱 数 を 発 生 さ せ て リ トリー ヴす る 用

意 を す る 。

③PLACENEARdata-name-3CHAIN

こ の レ コ ー ドが デ ィス ク 上 に ス トア され る と きに 用 い られ る方 法 を 指 定 す る 。 指 定 さ れ た チ

ェ イ ン にお け る そ の レ コ ー ドの論 理 的 位 置 の 近 く に ス トア す る 。

④PAGE-RANGEISn2TOn3

レ コ ー ドをIDSシ ス テ ム に お い て,グ ル ー プ に ま とめ る方 法 を 用 意 す る 。n2ペ ー ジ か ら

n3ペ ージ の 間 の ペ ー ジ に,こ の レ コー ドが ス トア さ れ る。

⑤INTERVALISn4PAGES

与 え ら れ た タ イ プ の レ コ ー ドがIDSシ ス テ ム で 均 一 に 分 布 す る よ うに保 証 す る 。 同 じ タ イ

プ の レ コー ドをn4ペ ー ジ 飛 び にス トア す る 。

3.3.3CHAINDEFINITION

形 式1:

98data-name-1CHAINMASTER;

SORTEDWITHINTYPE

SORTED'

FIRST

CHAIN-ORDERISl

lLAST
　

[
BEFORE

AFTER

〔;1」INKEDTOPRIOR〕

形式2:

98{9註6-name"1}・HA・NDE・A・L

〔;RANDOMIZEONd・t・-nam・-2〔;R姻DOMIZE-〕 〕

＼.

、DU。、、CA,E、 ∫1㌶iTて

{・9・ALL・W・ ・J/
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ー

ー

UNIQUE

SELECT {
CURRENT

ASCENDING

DESCENDING

}一 〕

ASCENDINGRANGE

KEYISdatanarne-3

ASCEND工NG

DESCENDING

＼

ASCENDINGRANGE

〔;MATCH-KEYISdata-name-4

〔;MATdH-KEY 〕 〕

〔;MATCH-KEYISdata-name-4

〔SYNdata-name-5〕

〔;LINI(EDTOMASTER〕

機 能:レ コ ー ドが チ ェ イ ン の マ ス タ で あ る か デ ィテ ール で あ る か を 指 定 し,チ ェ イ ン の 性 質

を 定 義 す る。

①CHAINORDER・ 一

チ ェ イ ン の デ ィ,テー ル レ コ ー ドを 順 序 づ け る規 準 を 指 定 す る 。(IDSチ ェ イ ン の 種 類 参 照)

②UNKEDTOPRIOR

定 義 さ れ た チ ェ イ ン の 各 デ ー タ レ コ ー ドに チ ェ イ ン フ ィ ール ドPRIORを 用 意 す る 。

③RANDOMIZEONdata-name-2、

デ ー タ フ ァ イ ル に お い て レ コ ー ドの 位 置 を 決 め る の に 用 い ら れ るCalculatedチ ェ イ'

ン の レ コ ー ドの フ ィ ー ル ドを 指 定 す る。 シス テ ムは 指 定 さ れ た フ ィー ル ドす べ て を 使 っ て 計 算

す る 。

AREFIRST

④DU .PLICATESARELAST

NOTALLOWED

重 複 した デ ー タ レ コ ー ドが チ ェ イ ン に 存 在 す る か ど うか を 指 定 す る 。

重 複 が 許 さ れ てい る と き は,追 加 さ れ る デ ィ テ ー ル レ コ ー ドは 重:複 の つ な が りのFIRST

また はLASTに 置 か れ る。

NOTALLOWEDが 指 定 さ れ た と き は,重 複 した レ コ ー ドが あ る とエ ラ ー状 態 とな る。

UNIQUE

⑤SELECT{}MASTER・

CURRENT

多 くの与え られた テイプか ら指定 されたマス タレコー ドを選ぶ規準を指定する。
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UNIQUEオ プ シ ョン は,新 しい デ ィテ ー ル レ コ ー ドの デ ー タ フ ィーーール ドの 値 とマ ス タ レ コ

ー ドのMATCHKEYデ ー タ フ ィ ー ル ドの 値 が 一 致 す る マ ス タ レ コ ー ドを 選 ぶ 。

CURRENTオ プ シ ョ ン は,新 しい デ ィ テ ー ル レ コ ー ドの マ ス タ レ コ ー ド と し て,Curre-

ntマ ス タを 選 ぶ 。

⑥MATCH-1(EYISdata-name-4

チ ェ イ ン の デ ィテ ー ル レ コ ー ドを一 意 に 識 別 す る た め の デ ー タ フ ィ ー ル ドを指 定 す る
。

ノ 　
ASCENDINGx,

⑦ぽ:三
㎝ 叫 ・Sd…-nam・-3

チ ェ イ ン のデ ー タ レ コ ー ドのll頂序 を コ ン トロ ー ル す る デ 一 夕 フ ィrル ドを 指 定 す る
。

ASCENDINGRANGEKEYと い うオ プ シ ョ ン は,例

ソ ー テ ッ ドチ ェ イ ン を い くつ か の 範 囲 に 分 割 す る と き に 給
用 い る。 た と え ば デ ィテ ー ル レ コー ドが1～10000』'

の 間 の 値 を と る と き,10個 の レ ン ジ 〔 ス タ を 作 り,そ ・・ヂ・チsイ・

れ そ れ に1000,2000,,10000と い 給

エ イ ン と して つ な ぎ,そ の 下 に 実 際 の デ ィテ ー ル レ コ ー 鮪 チパ ン

ドの チ ェ イ ン を つ な げ る。 そ し て,STOREやRET-

RIEVEを 速 くす る よ うにす る 。

⑧SYNONYM・ 図3 .3.1

SYNONYM

MATCH-KEYISdata-name-4{}data-name-5
SYN

MATCH-KEYフ ィ ー ル ドと して 定 義 さ れ た フ ィ ール ドの 代 りの 名 前 を 指 定 す る。

⑨LINKEDTOMASTER

各 デ ィ テ ー ル レ コー ドに チ ェ イ ン の マ ス タ レ コ ー ドへ の チ ェ イ ン フ ィー ル ドを 用 意 す る 。
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例

PARTIALDATADESCRIPTIONUSTDNG

OIL-REC;

TYPεlSIOO5

RETR1EVAしVIAL-COOE5

PAGε ●RANGε1S20001TO20001.

02L-CODEiSlZE8NUMERIC.

98MCHArNMAS†ERハ

CHA1㌔ ●ORDERISSO●TED・

01H-REC}

TYPεIS101∫

RE†RrEVAしVIAMCHAIN∫

PAGE-RANGεIS20001TO21000.

02EMPLOYEE-NAME;SIZE25ALPHANUMERlC

O2EMPLOYEE-NO;SrZE5NUMERlC.

02SK1LL-CODE;SIZE句NUMERIC◆

02SK∫LL-NAMEハSIZE20ALPHANUMERlC.

02UNlT-CODE,SlZε 勾NUHERtC◆

98MCHAINDE了A:L;

SELECTCURRENT門ASTER;

ASCENDINGKEYl5EMPLOYEE-NAME5

ASCENDINGKEYISEMPLOYEE-NOハ

DUPLICATESNO了ALLOWED.

98NCHAfNMASTERハ

CHAIN=ORDERISAFTER.

01N-REC

TYPETSiO2ハ

RETRlEVAしVIANCHAIN5

PAGE-RANGEIS20001TO21000σ
'02SKILL●CODEjSIZE勾NUMERrc.

02SK∫LL-NAME;SIZε20AしPHANUMERIC.

98NCHAINDETAIL:

SEしEC了CURRεNT柄ASTER.

図3.3.2

3.4PROCEDURED工V工S工ON

IDSProceduraestatementは デ ィス ク に 関 す る デ ー タ の ス トア と リ ト リー ヴを 行

な う。 ・

ワ ー キ ン グス ト リジ エ リ ア はIDSコ ン トロ ー ラ とCOBOLProced .ureDivisionと

の 間 の リ ン ケ ー ジ を と る。 これ らの エ リ ア は,IDSSectionのRecordDescript_

ionに よ り定 義 さ れ た各 レ コ ー ドタ イプ と フ ィ ー ル ドに つ き設 定 さ れ る。COBOLでIDSフ

ァ イ ル デ ー タを 使 用 す る場 合 は,こ の エ リ アを 参 照 す る。

各IDSsentenceの 前 に はENTERIDSclauseが な け れ ば な らな い。

例

①ENTERIDS.

{謡 鰐 、V、}・e…d-na・n・.

②ENTERIDS.

statement-1;〔statement-2〕;… …

③ENTERIDS.

{註 ㌫ 、V。}・ec・ ・d-n・m・ ・ ・ ・…men・-1〔 ・ ・…m・n・-2〕 … ….
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こ こ でstatemen't-1,statement-2,… … はimperativestatementで

もconditionalstatementで も よ い 。

例2で は ・ ・・…m・'・'t情 動 に …R・EV・ ま 雄 ・T・R・ さ れ た 最 後 の デ 一 夕 レ ・

一 ドに 作 用 す る
。

3.4.11DSProceduralStatement

(1}STOREd。i。-ri。m。RECORD.

レ コー ドをIDSデ ー タ フ ァ イ ル 中 に記 憶 す る。

(2)RETRIEVE

data-narne-1

{}RECORD

CURRENTdata-nam6-1

NEXT

PRIOR

MASTER

RECORDOFdata-name-2CHAIN

EACHA .TENDGOTOProcedure-name.-1

DIRECT

レ コ ー ドを メ モ リバ ッ フ ァ内 で 利 用 で き る よ うに す る。

① .d…-n・m・-1は ヒ ベ ル01で 蟻 さ れ た ・ec・ ・d-n・m・ ・

②data-name-'2は レ ベ ル98で 定 義 さ れ たchain-name.

③DIRECTは リ フ ァレ ン ス コ_ド がDIRECT-REFERENCEと 名 づ け られ た コ ミュ ニ

ケ ィ シ ョ ン エ リ ア 内 に 記 憶 き れ てい る 場 合 に使 う。

④EACHは リ フ ァ レ ンス コ ー ドの 順 に リ ト リー ヴす る。

3・4`21
.DSI.mp・ ・ati・ ・St・t・m…

Imperativestat .ement}まSTOREとRETRIEVEの 機 能 を 拡 張 す る も の で あ

る。

(1}MOVE

形式1:MOVETOWORKING-STORAGE

微2・ 単OVEd・t・ 一・am・-1〔; .MOVEd…-nam・-2〕

形 式1は レ コ ー ドを,形 式2は 指 定 さ れ た フ ィ ー ル ドを バ ッ フ ァか ら ワ ー キ ン グ ス ト リジ に

移 す 。

(2}HEADdata-nameCHAIN;HEAD… …

リ ト リ ー ヴす る レ コ ー ドを 含 む 階 層 構 造 の どれ か 高 位 の マス タ レ コ ー ドを リ トリ ー ヴ し て ワ

ー キ ン グ ス トリー ジ に 移 す 。data-nameは レ ベ ル98のchain-nameで な け れ ば

な らな い 。
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(3)MODIFYdata-name〔;MODIFY… … 〕

リ ト リ ー ヴ さ れ た レ コ ー ドの フ ィー ル ドの 内 容 を 変 更 す る。 ワ ー キ ン グス トリジ 内 の 指 定 さ

れ た フ ィール ドの 内 容 とバ ッ フ ァ内 の レ コ ー ドの 内 容 を 置 き変 え る。

(4)DELETE〔ONdata-name-1DETAIL)

〔usvgTOWORKIN(}STORAGE〕

〔HEADdata-n'ame-2CHAIN,HEAD 〕

〔PERFORMProcedure-name〕

〔GOTOProcedure-name〕

へ

〔{遼 ㎜S]㎝ ・…-n・me-3・ ・… ・ 〔・

ー〕

リ ト リー ヴ さ れ た レ コ ー ドを 従 属 す る す べ て の デ ィテ ー ル レ コ ー ドと共 に 削 除 す る。

data-name-1の タ イプ に従 属 す る デ ィ テ ー ル に 出会 った と きは,処 理 を 中 断 す る 。 そ

して そ の レ コー ドを 処 理 す る 前 に,つ づ く各 種 のimperativestatementが 実 行 さ

れ る 。

data-name-1の タ イ プ で な い とき はdata-name-3の タ イ プ と比 べ ら れ る。 以 下

同 様 で あ る。

(5)GOTOProcedure-name-1

命令の通常の実行順序を変 える。

(6)PERFORMProcedure-name-1

命 令 の 通 常 の 実 行 順 序 か ら離 れ,指 定 さ れ たprOCedureを 実 行 し,そ れ か ら通 常 の 順

序 に 戻 る。

3.4.31DSConditionalStatement

ConditionaIstatementは 基 本 的 なIDSstatementの 論 理 的 延 長 で あ る。

(1)IFdata-name-1RECORDGO「VO'… … ・・

[{ご ㎜ 品}

{……寸
{statement-1〔;statement-2; 〕

＼ー
}

綻 されたレ・一ド・イブ?レ コー ド酬 てきた・き唖 常の廻 の鵬 か臼 ント　 ル

を 移 す 。

(2)IFERRORstatement-1
　 へ

ばr{・ ・…men・ 一・ 〔・・…emen・-3〕 」

IDS機 能 の実行中に検 出された論理 的または物理的なす べてのエラーの発生 を検 出す る。
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(3} OPEN

IDS

CLOSE

file-name

(4)

フ ァイ ル を イ ニ シ ャ ラ イ ズす る。

fjIe-name

IDS

例

ファイルの処理を終了させ る。

PAR「nALPROGRAMLISTrNG

鴛

X

芸

X

X

X

翼

誕

'
⑳

,
●

'
、

3

⑳
・

.
`

X

状

x

實

X

翼

翼

PROGRAM-ID◆DEMAND-REPORT●2 .

STA没 了.

OPENDATA-BASE.

OPENOUTPUTRεPORT-F;LE.

INI了IATEALし.

STORεL-REC.

MOVE1110TOSK↓ しLCODE

.・RETRIεVESKJしL-CLASS-RεC.

MOVE1129TOCURRENT-CODE.

GOTOA.

AA.

ADDlTOCURRENT・-CODE.

HOVEtURRENT-CODETOSKILし ●CODE.

IFSKILL-CODEISEOUAL11叫OGOTOF.

RETRIEVESKlLL-CLASS‥RεC.

1FERRORGO了OAA.

A.

RETR1εVENEXTRεCORDOFSKlLLEεCHA「N.

lFSKILL-CLASS'RECGOTOAA.

MOVEDIRECT-REFERENCE下OSAVE-RεF.

,FPERSONNEI_-RECGOTO8.

.RETRIEVεMASTERRECORDOFSKILLCHAIN.

B.

MOVETOWORKING-STORAGE.

1FLεVELIS"HεAD,,COTOE.

IFSEXlSNOT..MttGOTOε.

HEADSKILしEECHA「N.

STOREM-REC・

IFERRORGOTOε.

D.

RεTRIEVENεXTRECORDOFSK1LLCHAIN

IFPERSONNEL● 只ECGOTOε ハELSE

HEADSK↓LLEECHA1N・

STOREN-REC.

GOTOD.

E.

MOVESAVε ●RεFTODIRECT-REFERENCE・

RεTRIEVEOIRECT.

GOTOA.

F.

RETRlEVECURRENTL'REC.

G.

RETRlEVENEXTRECORDOFHCHAIN;

IFL-RECDELETε ハGOTOl;εLSE
・IFM'RεCMOVETOWOR'くING ●STORACE.

GENERATEL「NE← 図.

DELETE5

0NN-RECOETA1しMOVETOWORKINr,-STORAGE3PERFORHH.

GOTOG.

H・

GENεRATεL「NE-N.

1.

TER柄 ∫NATEALL.

CLOSεREPOR†'FILE・

CLOSEOAτA-8ASE・

STOPRUN●

図3.4.1
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附 一33汎 用言語の比較

汎用言語を用いて情報検索システムを作成するときの機能比較表

F:FORTRAN

C:COBOL

P:PL/1

S:SNOBOL

L:LISP 、

1:言 語 機 能 と して 持 つ 。

2:簡 単 に プ ロ グ ラ ム で き る。

3:困 難iで あ る。

4:で き な い 。

一:意 味 が な い 。

可 変 長 レ コ ー ドの 扱 い

ア レ イ 処 理(dimension)

レ ベ ル 構 造 の処 理

]リス ト構造の処理

叫
表を引 く機能(search命 令)

チ ェインをた どる機能

]
文 字 処 理

四 則 演 算

マ ト リ ック ス 演 算

分 類

作 表(ReportWriter)

拡 張 さ れ た 入 出 力(Disk,Di.splay)

非 同 期 処 理



索

ASCAI■ ・

Atlas

Atom-by-AtomTopological

Technique

AUTOMATICFORMAT

SELECTOR,INFOL

AutomaticIhformationSystem

AUTOMATICREPORT

GENERATOR,INFOL

Backus-Naur記 法

BJA

,CACONDENSATES.

CADRE

CAPatentCohcordance

CBAC

CHIEF

CIS

CODASYLの 言 語 構 造 グル ー プ

CodelessScanning

CombinedFileSearch

COMPLETEREPORT

GENERATOR,INFOL

CompoundRegistrySystem

ComputerSystemforMedical

InformationService

COSMIS

CT

CurrentAwarenessandDocument

RetrievalforEngineers

CURRENTCONTENTS

CurrentIhformationSelection

DocumentProcessingSystem

ENCYC工 、OPAEDIACHIMICA

INTERNATIONALES

ExcerptaMedica

189

39

181

126

155

7

9

1

1

7

1

1

0

1

2

2

8

2

7

8

8

8

8

8

2

7

7

9

8

1

1

1

1

1

1

1

1

.
1

128

181

180

180

181

187

189

171

142

189

194

引

(ABc順)

Fibonacci級 数37

GeneralizedInformationSystem142

1AA168

1NDEXCHEMICUS189

indexMedicus175

1NFormation.OrientedLanguage117

凪BCDフ ァイ ル67,199

凪 漢 字 フ ァイ ル59,199

1RON,JICST72

KWIC型35

Linear-file168

MAchine-ReadableCataloging185

MARCII185

MedicalLiteratureAnalysisand

RetrievalSystem175

MedicalSubjectHeadings176

MeSH176

Multidisplay156

Multiple-pathSyntacticAnalyzer24

N.O.C.187

NormalTextProgram171

NotationofContent187

NoticeofResearchProject173

0PTIONALFORMATSELECTOR,

工NFOL

ORIGINALARTICLETEARSHEETS

PERMUTERMSUBJECTINDEX

POST

Precision

PrevilegedCode,AIS

Recall

RemoteInformationSystemCenter

REtrievalbytitle,Words,Descrip-

tors,AndClassification

－|一

126

189

189

181

11

156

11

180

203



RISC

Salton,sMagicalAutomatic

RetrieverofTexts

SCIENCECITATIONINDEX

ScienceInformationExchange

SCOPEオ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

ア イ テ ム

アイデンテ ィフ ァイや

空 き 地

空 き地 の探索

ア ドレスポ インタ

アル フ ァベ ット辞 書

－i義 性 ・

一 義 的 .

一 語 性

一 語 的

意味 コー ド

入れ子構造'

イ ンデ ックステーブル

インデ ックスバ ケ ツト

オ ンラインIRシ ステ ム,JICST

解 記 号

階 層 構 造

概 念 体 系 参 照

可変長 レコー ド'

関 係 演 算 子

漢 字 コ ー ド

関 連 語

関 連 度 数

キー ワー ド相関 行列

キ ー ワー ドブ アイ ル

180

166

189

i73

118

6

5

6

6

2

1

1

7

5

7

7

7

5

2

4

4

.14

4

1

0

8

7

2

1

2

4

2

8

7

7

7

4

7

661

1

8

8

7

7

7

0

8

7

5

2

2

2

7

SecurityCode

SIMSCRIPT言 語

S珂P言 語

STAR

TechnicalhnformationProgram

Thematicgroups

キーワー ド法

記 号 化

木構造,概 念体系の

基 準 句 辞典

基底要素テーブル

帰 納 的

帰納的に相関

基 本 条 件

狭 義 固 有

共 通 語

句形式索引語

グラフ照合法

クロスインデ ヅクス

計 算 可 能

決 定 組

決 定 表

検索時間,平 均

構 造 写 像

構 文 コ ー ド、.

構文的句処理

候 ・補 組

語1幹 辞 書

語 幹辞 書 方式

コ、サイン相関式

個 体

－ii－

151,156

73

39

168

164

192

(50音 順)

50

41

23

24

177

43

43

78

'45

27

33

24

77

43

28.

't177

107

73

21

13,166

27

21

13

17

54,72



＼

語尾解析 プ ログラム

語 尾 辞 書

語=文 一致 行列

語=文 献一致行列

コモ ン'ス ペ ース ・プール

固 有

再 現 度

最 長 照 合

索 引

索 引カテ ゴリー定着型

索引 カテゴ リニ不定型

サ ブス クリプ ト

算 術 演 算 子

自動 作 成 辞 書

主 題 分 析

順 位 再 現 度

準 正 規

情 報 代 数 学

剰 余 法

書誌 フ ァイル

資料番 号 フ ァイ ル

人 事 デ ー タ

数 値

ス ク リーン検索

ス レー ブ個体

ス レーブ集合

!

正 規

正規化再現度

正規化 精 度

精 度

セグメント方式

2

別

お

幽

パ

"

H

幻

5

7

7

田

門

2

6

H

妬

η

乃

7

7

1

0

7

6

7

3

3

6

2

2

1

5

7

7

7

4

1

1

1

1

82,199

叫ii－

絶対的に完備

セ ル

セル数,期 待

セル長,最 適

選択方式,対 話形式

相対的に完備

属 性

属 性 の値

ソフトコピー

対 数 精 度

探索者の検索ゲーム

単純基本条件

単純論理和プロ・ク

単 複辞 書方 式

チ ェ イ ン

チェインインデ ックス

逐 次 検 索

中 央2乗 法

中間的に一議 的

中間的に一語的

中間的に狭義固有

中間的に固有

重 複 相 関 式

直接方式,対 話形式

著者フ ァイル

強 く一義的

強 く一 語的

強 く狭義固有

強 く 固 有

定型的記録物

アーフルサーチ

姐

品

田

四

面

Ω

乃

η

田

口

%

門

別

B

訂

"

門

門

好

奴

,

4

4

3

5

5

9

5

5

7

5

0

7

4

5

5

4

4

1

5

7

4

4

4

4

1



転 置 ・型

同意語辞書方式

統計的 句処理

特に良い構成

トポロジー法

ド・モル ガンの法則

トランザ クシ ョンファイル

パ ーセンテ ージ ・マ ッチ

パス ワー ド

番地 づ け可能な領域

非 構 造 写 像

フ ァ イ ル

複 合 論 理 式

複雑基 本条件

複雑論理和 プロ ・ク

物性 値デー タ

文 献速報 ファイル

分野 コー ドファイル

分 類 記 号

分類 コー ドブ アイル

ポ イ ン タ

保 存 リ ス ト

本質的 に多義的

マスター個 体

マスター集 合

35

13

66

46

1タ31

0

0
】

8

0
σ

ρ0

5

7

5

6

5

8

7

7

7

7

8

1

1

2

5

2

8

9

0

7

8

9

0

0

1

2

7

7

3

3

65

に
U

O
O
1

一汐

7

C
O

7
」

亡O

2

4

7
.

7

マスターファイル

末 端 記 号

マ トリ ヅクス,雑 誌 の相互引 用

未 定 義 の ρ

無駄 スペース,期 待

メニ ュー方式,対 話形式

メモ リマ ップ

文 字 列

良 い 構 成

用語 ファイル

読込時間,平 均

弱 く一 義 的

弱 く一 語 的

弱 く 固 有

ラデ ィヅクス変換法

ランダム化

ランダム検索

リ ス ト

リス トインデ ックス

リンクア ドレス

リ ン グ構 造

レ コ ー ド

論 理 演 算 子

論 理 式

ワー ドマシ ン

58

79

163

73

94,101,103

155

53

56

46

199

107

46

44

45

76

76

78

74

77

76

74

sq72

78

78

57

→V一



、

禁 無断 転 載

社団法人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東京都港区芝公園21号 地1番5

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

三 協 印 刷 株 式 会 社

東京都渋谷区渋谷3-11-11

TEL(407)7316
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